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本 書 で は 便宜 上 、『 ア ヴァ ロン の 鍵 (Ver.1.00)』 を 「1.00』、『Ver.1.01』 を 『1.011」、 
『Ver.1.10』 を 『1.10」、『「 ア ヴァ ロン の 鍵 Ver.1.20 新た な る 召喚 』 を 『1.60』、『 ア ヴァ ロン 
の 鍵 Ver.1.30 混 沖の 宴 』、 また 、「Ver.1」 シ リー ズ の 総称 を 『「1』、『 ア ヴァ ロン の 鍵 弐 - 株 序 
と 戒律 -』 を 『 弐 』 と 表記 する 場合 が あり ます 。 
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まず は 『「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 の カー ド を 紹介 。「『 弐 」 で 排出 
され て いる カー ド に 加え 、 イ ラス ト 変 更 前 の 『1.00』 カー 
ド や 、 排 出 き されない エク スト ラ カ ー ド と と も に モン スタ ー 
名 喚 シ ー ン も 合わ せ て 紹介 。 ま た 、 イ ラス トレ ー タ ー の み 
な さん に お こ な っ た アン ケー ト も 載せ て いる の で 、 じ っ く 
り 読 ん で 楽し ん で ほし い 。 


HHus. Utakata 世代 
水辺 に 生息 する 温厚 な 小動物 。 
家族 の 生活 を 脅かす も の に は 、 
大 き な 前 歯 で 果敢 に 、 | 
そし て 和 勇 到 に 立ち 向かう 。 電 |』 


1 カー ド ( 義 面 ) カー ドイ ラス トレ ー タ ー 名 

2 カー ドナ ン バ ー プレ ー バ パー テキスト 

3 カー ド 名 モン スタ ー 介 上 内 シー ン 
(※ 魔 法 ・ 戦 聞 支 援 は 毅 章 ) 
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37 ペ ー ジ か ら 紹 介さ れる 旧 
5 る イラ スト で 表示 され る 。 
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HIus. Nobuhiro Morishita 


暗黒 の 世界 に 生き る 孤高 の 


殺し 屋 。 呪 われ た 左腕 に 
突き 動か され る よう に 、 恨 を 築き 
上 ば げ る 道 を 突き 進ん で いく 。 


2 チャロ 
Hus. Riichiro TSutsurni 


魔 導 力 を 授け られ た 獲 。 

魔 導 力 を 足 に 集め 空 高く 

舞い 上 が る 。 今 は な き 
ご 主人 サマ の 面影 を 探し て …。 


呪 わ れ た 毒 手 に よっ て 
補 委 いし 魂 は 、 


ーーmmo NANA 





電 tus. Utakata 
| 水辺 に 生息 する 温厚 な 小動物 。 
家族 の 生活 を 脅かす も の に は 、 
大 き な 前 歯 で 果敢 に 、 
そし て 勇敢 に 立ち 向かう 。 


物 を し まう 習性 が ある 小動物 。 
袋 の ポケ ッ ト は どこ か に 
通じ て いて 、 そ の 気 に な れ ば 
何で も 出 て くる 。 


5 ピッ クボ ウ 
Ilus. Takaomi Hirono 


備 琴 部 隊 の 生き 残 0。 
極地 で の 奇 蒙 戦法 を 得意 と し 、 
味方 の 兵士 を 


HHus. Etoku 


魔力 を 力 に 変え る 砂漠 の 剣士 。 
回 転 を 軸 と する 
特殊 な 剣 技 に よっ て 、 
使う 者 の 魔法 力 を 増幅 させ る 。 








Hus. Kaduki Kugawara 


EE 
攻防 を 変換 する 特殊 な 
機能 に よっ て 、 戦 場 で は 幾多 の 














Hus. Yocky ] 


人 が 給 望 の 果て に 出会う 不思議 な | 


トビ ラ 。 ト ビラ を 開き し 者 の 心 を 
試し 、 試 練 を 乗り 越え た 者 を 


_ Tas. Satoshi Kishimoto 


天上 界 を 統治 する 


最上 位 天使 の 一 人 。 そ の 光 の 矢 は | 


大 いな る 業火 と な り 、 


世界 を 減 却 す る ほど の 力 を 持つ 。 | | 


ィ 記 ジ ラビ デー 


直 tus. Yuco Kubota 


| 義 の 心 を 司る 、 最 上 位 天使 の 一 人 。 
星々 の 力 に よっ て 勇気 ある 者 を | 
陳 戦へ と 導き 、 光 の 加護 を 与え る 。 
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、 潮 底 に 住み 大 量 絶 小 を 免れ た 
恐竜 。 群 れ で 行動 し て お り 、 
外敵 か ら 仲 間 を 守る 方 法 を 


HHus. Miho Midorikawa 








ts、Yueo Kubota 


純白 の ドレ ス に 身 を 包む 
暗殺 者 の 亡霊 。 標 的 に 気配 すら 
感じ させ ず に 息の根 を 断つ 。 
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混 湯 を 生み 出す 暗黒 魔界 の 王 。 
暗黒 の 力 を 地上 に 降臨 させ 、 
全て の 生命 を 
圧倒 的 な 力 の 元 に 屈服 させ る 。 


Ilus. Kazuma 失 














TIus. AZumi Nakada 


羽 の よう な 耳 を 持つ 珍獣 。 
と っ て も 素敵 な 彼女 に 、 

お 気に入り の | 
お 花 の を プレ ゼン ト | 




















優秀 な 計算 能力 を 持つ 彼ら の 
活躍 は 、 持 ち 主 の 
愛情 に か か っ て いる 。 





神々 し い 光 を 纏っ た 
その 姿 の 前 に は 、 
必ず 道 が 開か れる 。 


海 の 宝石 と も 称え られ る 
美しい 人 魚 。 
全て を 捨て る 覚悟 が ある 者 は 、 
神秘 の 力 に よっ て 導 か れる 。 





幻 の 古代 種 の 生き 残り 。 
豊富 な 経験 に よっ て 蓄え た 
鋭い 探知 能力 は 、 
未知 の 資源 も 的 確 に 探り 出す 。 













_ 則 us.。 Kazutoku Matsuranoto 





多 生 術 に よっ て 蘇っ た 砂漠 の 

戦士 。 お ば ろ げ に 残る 生前 の 記憶 

に 和 突き 動か され る よう に 、 | 
急 念 の 刃 を 研ぎ つづ ける 。 


南 の 果て に 生息 する 動物 。 
オモ チャ を 自分 の 子供 と 
思い 込ん で いる が 、 
本 人 は と っ て も 幸せ そう 。 


深海 の 秘宝 を 探し 出す 深海 艇 。 
探索 者 の 意図 を 正確 に 読み 取り 、 
輝 く 秘 宝 の 在り 処 を 
教え て くれ る 。 


深い 冥界 の 凍 を 照ら す 珍 獣 。 
素敵 な 唇 で 甘い 口付け を 交わ し 、 
眠り に つく 者 達 を 
優し く 揺 り 起 こす 。 


夢 と 現実 の 狭間 を 泳ぐ 蒼き 妖魔 。 了 本 < で し 7 恐ろし い 人 容姿 を 持っ た 
自 昼 に 見 せる 悲劇 の 悪夢 は 、 着 > ッッ ュ it 戦闘 弄 魚 人 。 見 る 者 の 行動 を 
見 る 者 の 精神 を 。 し 旨 、 縛り 付け る 邪 眼 に よっ て 、 相 手 の 
根本 か ら 破 壊す る 。 | 上 5。 。 。 0 生 和 隠さ れ た 骨 力 を 無効 化す る 。 


神 左 の 中 央 に 飾ら れる 神秘 の 鏡 。 | | 1 か 着く 夜 の 海 に 漂う クラ グ 。 
禁断 と され る 魂 の 複製 を | と 且 「 ] ひと た び 兆 を 発 す れ ば 、 
許さ れ た 、 唯 一 無 二 の 存 在 で ある 。 | | 1 | / | | 。 望み し も の が 手 に 入る だ ろう 。 
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玩 選 5 妥 


大 河 の 流れ を 寸断 する 紅き 烈風 。 | | 107 MM を た 大 河 の 流れ を 断絶 する 蒼き 疾風 。 
右腕 の ハサミ で も 3 左腕 の ハサミ で 


次 元 を 切り 裂き 、 異 世界 より “ け / こ ププ RE、 次 元 を 切り 裂き 、 異 世界 より 
魔 導 の 力 を 呼び 寄せ る 。 が が 還 押 | 封印 され た 力 を 呼び 寄せ る 。 


縄張り 意識 が 強い 海 の 暴れ ん 坊 。 則 の 美しい 声色 を 持つ 海 の 魔物 。 
破壊 を 好む 危険 な 生物 で 、 1 Ne も | 彼 が 奏で る 神秘 に し て 
数 の 手 に よっ て 戦い を | の ( | 危険 な 音色 は 、 戦 い に 臨 む 者 の 
有利 に 進め て いく 。 | し [ 株 細 恐怖 を 取り 払う 。 













究極 の 秘宝 を 求め た 伝説 の 海賊 。 海洋 を 初 往 う 飽食 の 狩人 。 







死 し て 沿 残 る 執念 に よっ て 、 人 
全て を 失い な が ら も 本 
財宝 を 探し 続け る 。 


気 の 優し い 亀 の 珍 獣 。 





大 河 の ほとり に 棲む 装甲 カエ ル 。 
人 形 の 女の子 と 大 の 仲良 し で 、 魔 導 力 を 帯び て いる 
いつ も て っ べ ぺん の 部 分 を 鋼鉄 の 装甲 は 、 
撫で て も ら っ て いる 。 鉄壁 の 防御 を 可能 と する 。 


荒れ 狂う 大 波 に 象徴 され る 大 晴 。 | | 較 和 ッッ ン MS | 女王 を 守る 戦闘 型 軍隊 農 。 

魔 の 海域 全て を 手中 に 治め 、 | ノム 、 人 | 統率 の 取れ た 一 糸 乱 れ ぬ 
視界 に 入る 者 を 残ら ず 人 0 集団 行動 に よっ て 、 
支配 下 に 治め て いく 。 | 人 | / / ン 、。 磐石 の 布陣 を 築き 上 げ る 。 




















者 is. Toshiva Nishikawa 


武道 家 の 魂 が 込め られ た | 。 の | 東方 の 暗殺 者 一 族 の 末 背 。 
機械 兵器 。 四 千年 の 歴史 に 「 」 KS | 秘伝 の 暗殺 術 の 使い 手 で 、 
裏付け られ た 拳法 を 習得 し 、 | | 5 天 て 影 の よう に 標的 に 近づき 、 
金融 す ら も 素手 で 破壊 する 。 | 』 多 5 | 音 も 無く 命 を 奪い 去る 。 


人 浅間 な 学 を 









































を 操る 真生 な 小動物 。 
心 に 放つ 燃え る 魂 に よっ て 、 
大 いな る 戦果 を 挙 げた 戦士 は 
数 知れ な い 。 


天上 界 を 護る 女性 騎士 。 
邊 か 天上 へ 郊 い 上 が り 、 





暗雲 を 断ち 切る 一 内 を 繰り 出す 。 


























| を 生 る 放 に 作り 出さ れ た 迷い の 森 の 孤高 の 猛獣 
生物 兵器 。 革 悪 な る 厄 災 を 焼き 圧倒 的 な 威風 に よっ て 
払う 為 に 存在 し 、 主 を 守る その 
朋 間 まで じっと 身 を 潜め て いる 。 






至上 の 喜び を 感じ る 。 











Hus. Sbigiet Nakagawe 


本 来 の 力 が 解放 きれ た 不敗 の 2 綾 只 「 | TE た 暗黒 の 騎士 。 
剣 闘士 。 敵 を な ぎ き 払う 度 に | | 3 2 器 と 大 地 を 開 歩 し 、 

剣 圧 が 増し て いき 、 聞 い の 中 で | | を 【 代 | 熱 練 し た 槍術 に よっ て 
極大 の 強 さ を 手 に 入れ る 。 


弱 者 を 威圧 し 、 強 者 を 狩る こと に 
































王 の 墓 を 守る 最 最後 の 番 人 。 | ン | 、 株 な 所 信子 を えら れ た 

封印 され た 力 が 解放 され た | 、 2 人 | 合成 獣 。 頭 の 角 に よっ て 
と も (人 E も ら で 、 ー 2 | 魔 導 力 を 吸収 し 、 

自 ら の 意志 で 動 き 出 し だ 。 ] 3 | 1 1 2 L 体内 の 宝石 を 光 輝 か せる o 











デパ ニア ー 演 抑 | 避 

























経典 を 守る 守護 神 と し て 神殿 の 
左 に 配置 され る 木 像 。 相 手 の 
心 に 応じ て 力 を 変化 させ 、 強 大 な 
力 を 剣 に し て 外敵 を 粉砕 する 。 



















経典 を 守る 守護 神 と し て 神殿 の 
右 に 配置 され る 木 像 。 相 手 の 
心 に 応じ て 力 を 変化 させ 、 強 朝 な 
体 を 盾 に し て 敵 の 侵入 を 阻む 。 
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Hs Kaztoku Matsumoto いで 生還 | _Hus。Noriko Meguro 


は 2 00RRRRSARRLSRSSS2RSR2ASSS2SS23 


マン アーン ーーー 上 5 近 ーーー ニー ニー 


破壊 を も た ら す 伝説 の 戦士 。 2 NN 幻 の 森 を 統治 する ガゼル の 王 。 

時 間 の 経過 と 共に 己 の 力 を | Le っ 4 | | 存在 する 全て の 力 を 角 に 集約 し 、 

変化 させ 、 時 に 修 羅 の ご と き | 本 | 1 2 | 光 の 刃 と な っ て 大 陸 す ら も ゃ 
強 さ を 見 せる 。 2 し 










、 昌 us、 
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戦闘 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 。 
戦場 で 地 わ れ た 兵法 は 、 
戦 に 赴く 者 達 に 

多大 な る 力 を 与え る 。 








いつ も る 元気 な 小型 の 猿 。 
大 好物 の バナ ナ を 守る た め 、 
バナ ナ を 投げ て 攻撃 し て くる 。 

















HLus. Norikatsu Mivoshi 


竜 召喚 士 一 族 に 仕 を る 火 竜 。 、 森 を 駆け 抜け る 妖精 。 
正 鞍 な 血統 に よっ て | 1 ン 導 「 ボッ コロ に 内 緒 で お 姫 様 と 
守ら ち れ て きた 力 は 、 総 大 な っ 時 | | 付き 合っ て いる 。 お 城 の 前 で 3 回 

安定 感 を も っ て 主 を 守護 する 。 | 』  / < 環 | 鳴ら す 鈴 は 秘密 の 合図 。 














全て を 見 透 か す 一 つ 目 の 巨獣 。 | | [ 魔界 で 育っ た 昆虫 。 
中 央 に 携え た 大 き な 眼 は | 2 ! //′ 特殊 な 生 衣 系 の 中 で 進化 し た 
條 か 千里 の 山 を も 見 渡し 、 ・ 2 計 po コ ・ | 羽 を 使い 、 超 音 渡 に よっ て 
真理 を 示し て くれ る 。 IO も や も | あら ゆる 攻撃 を 跳ね 返す 。 





魔法 を 教え る 妖精 の 先生 。 
メガ ネ の 素敵 な 先生 に 
好意 を 抱い て いる が 、 

な か な か 気付 いて も ら え な い 。 


森 の 音 を 作り 出す 妖精 。 
戦い の ダン ス に 
呼び 寄せ られ る よう に 、 
仲間 同士 で 夜 を 踊り 明か す 。 















パッ クル を 兄貴 と 慕う 男の子 。 
チョ ー ク を か わす 程 の 

す ば し っ こき さき を 持っ て お り 、 

コア ラ 先 生 と は ライ バル 関係 。 


可愛 らし い 妖 精 の 女の子 。 
妖精 の お 姫 様 に 憧れ て いて 、 
お 城 に こっ そり 侵入 し て は 
覗き 見 し て いる 。 


















平和 を 愛す る 森 の 主 。 人 の 生涯 を 見 守る 界 の 使者 。 






温厚 な 性 格 を し て いる が 、 生 な き 者 と 生 在 り し 者 と の 
仲間 が 危機 の 時 に は 掛け 橋 と な っ て 、 






応援 の 史 呼 を する 。 明か り を 灯 し つづ ける 。 
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も 
人 




















人 
剖 
カ 
| 

ド 
リ 
メ 
ト 


2 


魂 の 宿っ た 妖 樹 。 | | 呈 WW 議 /A) | | 視 数 の 甲 下 を 融合 し て 作ら れ た 

森 の 全て の 力 を 操り 、 | "| . 科 IA | | 完 極 生物 。 あ り と あら め ゆる 力 を 

森 を 尊ぶ 者 に 対し て は 精霊 の 力 を dd 4 | | 食欲 に 吸収 し 、 完 極 の 完成 体 へ と 
分 け 与 える 。 | 本 Now 者 。 | 変貌 を 遂げ ば て いく 。 


eo | 0 ] 、 WW | 鬼 よ り 生み 出さ れ た 巨人 。 
東 の 国 を 混 六 へ 導い た 伝説 の も - は 改造 き れ た 脚 の 車輪 を 使い 、 


霊 獣 。 九 つ の 尾 に よっ て 作り 出す 中) = 6 立ち ふさ が る も の 全て を 
幻惑 は 、 見 る 者 全 て の 精神 を 侵す 。 附 ア クー [ | ” 失 半 1.iCpA 。 


鬼 人 と 恐れ られ た 暗黒 の 騎士 。 | | eo kk 丘 9 魔 導 士 が 命 を 吹き 込ん だ 

生前 の 未練 に よっ て 蓄積 し た へ 、 導 : 人 0 | | ホウ 人 形 。 人形 の 女の子 と 一 繕 に 

把 り は 、 周 囲 の 全て を 吸収 し 、 」 に と と | 作ら れ た 。 張り 切る と き に は 
破壊 の 限り を 尽く す 。 | 電 議 k、 / 組 人 鼻 が 伸び て 花 が 咲く 。 


密林 の 奥深 くに 棲む 女性 の | | 了 7 | 防御 力 に 優れ た 甲虫 。 
戦闘 一 族 。 野 生 の 魅力 に よっ て | | LA っ 開明 | | 完 板 の 甲虫 を 生み 出す 為 に 
相手 を 圧倒 し 、 aa の 改造 され 、 そ の 装甲 は 弾丸 で すら 
敵 の 虚 を 突く 攻撃 を する 。 | 。 得 本 人 人 「 弾き 飛ば す 。 


人 








生 上 系 の 頂点 に 君臨 し て いた 
恐竜 。 肉 食 の 本 能 に 純粋 な まで に 
従い 、 獣 の 史 呼 を 大 地 に 響かせ る 。 












博愛 の 女神 が 注ぎ 込む 優し さ の 
息吹 。 後 悔 に よっ て 過去 を 
省みる こと を 許さ ず 、 未 来 を 
向き 続け る 者 に 祝福 を 与え る 。 


魔 導 力 を 吸い 尽く す 魔 界 の 時 。 
貸 欲 な まで に 魔 導 力 に 
人 負え て お り 、 所 構わ ず 
魔 導 力 を 触 む 。 


魔王 の 受 肉 を 許す 禁じ られ た 
魔法 。 地 深く より 闇 の 力 を 召喚 し 、 
邪悪 な る 渡 動 を 大 地 に 
浸透 きせ て い く 。 












伝説 の 英雄 が 携え た 羽 。 
空 へ の 憧れ と 
勇気 に よっ て 完成 し た 細 は 、 
遥か 上 空 へ 飛び 立つ 力 を 与え る 。 





魂 す ら も 焼き 尽く す 
憎しみ の 業火 。 塵 すら 残さ ぬ 
死 の 炎 に よっ て 、 全 て を 
焼き 尽く すま で 大 地 を 焦がす 。 


デア ペー アー 明 [ 必 





消滅 の 波動 。 世 界 の 終 屯 の 刻 に 
神 が 響 か せ 、 聞 き し 者 を 
最期 の 審判 へ と 案内 する 。 








大 地 神 を 目覚 め さ せ る 覚醒 の 
鼓動 。 人 智 を 超え た 大 自然 の 
力 に よっ て 、 微 小 な 存在 は 
塵 層 の 如く 飲み 込ま れる 。 

















































死者 の 骸 か ら 生 まれ た 盾 。 
墓場 に 眠る 安楽 の 死者 達 を 

揺 き ぶり 起こ し 、 そ の 魂 の 欠片 を 

強度 に 変え て いく 。 






白 の 魔 導 士 が 作り 出し た 
防御 結界 。 呪 衣 返 し の 念 を 壁 に 
込め 、 完 璧 な る 結界 を 作り 出す 。 





死に ゆく 者 達 の 苦し み の 絶 叫 。 
氷 効 の 痢 を 初 往 う 者 達 が 登場 し 、 
黒き オー ラ と な っ て 
那 悪 の 鼓動 を 響かせ る 。 


極限 状態 の 秘め られ た 力 。 
異 界 よ り 巨 人 を 呼び 出し 、 
身 を 焦がす 程 の 力 を 手 に 入れ る 。 





魔 導 力 に 覆 わ れ た 生命 の 秘術 。 
主 の 持っ て いる 隠さ れ た 魔 導 力 を 
目覚 め さ せ 、 千 の 矢 を 
寄せ 付け ぬ 強 い 肉 体 を 与え る 。 





破壊 の 騎士 を 呼び 出す 魔法 。 
者 達 を 一 力 の も と に 寸断 する 。 





希望 を 根絶 や し に する 絶望 の 笑 。 

盛 者 必 表 の 理 を 裏返す 必勝 の 
戦術 は 、 強 者 に の み 

扱う こと が で きる 。 


縛ら れ し 殊 を 解放 する 秘術 。 
封印 され た 魂 を 開放 する 
こと に よっ て 、 常 人 に は 
計り 知れ な い 力 を 放出 きせ る 。 





NE 
SW 




















気紛れ な 悪魔 が 生み 出し た 
審判 の 天 程 。 術 者 を 天 笠 へ と 
条 内 し 、 あ る べき 次 を 
屈折 させ て 審判 する 。 


珍獣 達 が 忠 く 不思議 な 合言葉 。 
語り 継が れる 4 文字 の 言葉 は 、 
珍獣 達 の 心 を 昇華 する 。 



























神話 の 神々 が 宿る 聖なる 光 。 
選ば れ し 聖 な る 者 の み が 身 に 纏う 
究極 の 光 は 、 全 て の 悪意 か ら 
術 者 を 完璧 に 保護 する 。 


魔神 の 力 が 宿る 巨大 な 手 。 
落 雲 より 現れ し 破壊 神 を 
呼び 出し 、 審 判 の 名 の も と に 
敵 の 運命 を 裁く 。 
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決死 の 覚悟 で 臨む 必殺 の 一 撃 。 最期 の 時 を 告げ ける 哀しみ の 詩 。 






極限 まで 蓄積 し て 放つ 断ち 切る こと が で きぬ 憎しみ の 
破壊 の 矢 は 、 防 御 を 無視 し 、 連鎖 は 、 や が て 犠牲 と いう 
相手 の 魂 ま で も 貫き 通す 。 結末 に よっ て 結実 する 。 









魔 導 の 狂喜 が 生み 出す 
乱舞 の 魔法 。 術 者 の 行う 神聖 な 
儀式 に よっ て 、 そ の 姿 は 
幾重 に も 重なっ て いく 。 


高僧 が 修行 の 果て に 見 出す 境地 。 
心 の 眼 に よっ て 開か れる 

惜 り の 境地 を 極め 、 

世の中 の 全て 掌握 す る 。 


























に ン 





























言 埋 か ら 作り 出 きれ る 魔 導 の 串 礁 の 悪魔 を 呼び 出す 吾 喚 術 。 
病原 体 。 聴 く 者 の 脳 内 に 侵食 し 、 斑 の 売買 に よっ て 与え られ た 
その 身 が 果て る まで 力 を 盟約 は 、 リ スク と 引き 換え に 


与え 続け る 。 最 凶 の 力 を 与え て くれ る 。 





古 の 魔女 が 使用 し た 反転 の 術 。 


訪れ た 者 の 生命 を 削り と る 毅 。 訪れ た 者 を 狭間 の 世界 へ 案内 し 


け 象 の 生命 を 細胞 ご 
2 と 幻惑 の 中 で 身動き を 
さく す 。 と れ な くす る 。 











カー ドイ ラス トラ ブフ 納 








強者 を 縛り つけ る 呪い の 鎖 。 
目 に 見 え ぬ 魔 導 の 鎖 に 縛ら れ た 
者 は 、 己 の 意志 と は 裏腹 に 力 を 
封じ られ る 。 


mem モー ュー テー・ーーーーー バ ーー トー ニー ニー ニー ューー ーー バー ニー ュー ニャ ーーー ニーー・ 


「1.20 新た な る 召喚) の | 


て いな い の で 、『1」 時 代 か ら 
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鋭い 剣 き ば き と 
美しい 身 の こ な し は 、 
残虐 な まで に 相手 を 苦し め る 。 


jius. Riichiro TSutsurni 


雲 か ら 生 まれ た 生物 。 
質量 は 術 者 の 魔 導 力 に 比例 し 、 
力 が 弱い 時 に は 身 が 軽く な る 。 


Illus. Kaduki Kugawara 
上 位 天使 に 仕え る 見 習い 天使 。 


お で こ 全 開 指定 の 胡 型 に 
ちょ っ と 気 恥ず か し さき さ を 
感じ て いる 16 歳 。 


土 の 中 に 生息 する 小動物 。 
地 中 か ら 繰 り 出 され る 攻撃 は 、 
逃れ る こと が 困難 だ 。 


Ilus. Kaduki IKugawara 


愚 を 滅ぼす 正義 の 味方 。 
茸 いよ く 投 げ つ ける 銭 は 、 
相手 の 急所 を 撃ち つけ る 。 













紀 歴 の 中 で 地 わ れ た 
跳 曜 力 に よっ て 、 
大 地 を 飛び 越え る 。 





HutS、. Kazutoku Matsumoto 


F 
硬い 皮膚 を 持ち 、 
尾 の 先端 の 突起 し た 骨 に より 
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| ] 
天界 に 生え る 奇跡 の 樹 。 | 海 の 聖 城 を 守る 戦士 | 
その 枝 を 植え た も の は 、 | 長剣 に よっ て 敵 を な ぎ 払 い 、 
違 か 天界 へ と 導 か れる 。 、 海 に 生き る も の を 一 掃 す る 。 
ei 















東 の 国 に 生 
天 の 使 いと も 言わ れ 、 
祈り を 捧げ た も の に 
聖なる 力 を 与え て くれ る 。 


狂 猛 な 人 喰い 魚 。 
凶暴 な 性 格 の 為 、 
飼い な ら す こと が 上 難しい 。 







寒 准 地 帯 に 生息 する 生物 。 
温和 な 性 格 で 
の ん びり し て いる が 、 
非常 に 捕獲 され に くい 。 














部 帯 に 生息 する 魚 。 
愛らしい 唇 で 魅了 し て 、 
周囲 の も の を 虜 に する 。 


大 海 を 進 泳 する 巨大 クジ ラ 。 | 時 硬 / シグ | | 救済 を 意味 する 聖なる 小船 
海 の 力 を 操り 、 | | ポン 。 生生 | 現世 を 迷い し も の に 
ー 寸 先 の 未来 を 見 て いる 。 RI クレ コン 且 | | 手 を 差し 伸 べ 、 希 望 を 与え る 。 








伝説 の 海竜 。 和 ンス 還 も NII | 

購 り 高ぶる も の 全て を 見 下ろ し 、| | | と し 。 SE I 数 万 年 を 生き た 古代 魚 。 
世界 を 水 商 きせ る 程 の OO チア 衝 太 十 の 記憶 を た どり 、 
大 波 を 起こ す 。 A し -W 9 | 


人 





HE 
魔 の 海域 を さま よう 船 。 
海賊 の 候 念 が 能 を 取り 、 
あて ども な く 壮 福 の 略 礁 を 


頂点 に 君臨 し 、 
繰り 返し て いる 。 


海 に 存在 する 全て の 者 を 
従わ せる 。 


デパ ニア プー 守 大 1 剖 


し 


と 


ハス 


0 ジン PA 2 


どこ 








海辺 に 配置 され た 機械 兵器 。 | | ” 王 E BN | 森 に 住む クマ 。 
生物 風 の 外 見 に よっ て 、 | 人  、 | 手 に し た 基 は 、 木 を 切る た め と 
英 を 欺 き 奇 襲 を か ける 。 | へ 、。 上 仲間 を 守る た め に 

身 に 付け て いる 。 








NZ776725 


幻 の 森 に 生息 する 大 型 肉食 獣 。 


| ] に 】 やう も | | 魔 の 砂漠 に 生息 する 凶悪 な 生物 。 
鋭い 牙 に よっ て 相手 を 捕食 し 、 | 了 | - | 半 0 
自ら の 血 肉 に 変え る 。 | ] い 


獲物 の 命 を 一 瞬 で 奪い 去る 。 














1S.。 Kazutoku Matsurnoto 


樹齢 千年 の 食 獣 植物 。 
冬季 は 越冬 の た め 
普段 より 凶暴 性 が 増 し 、 
カブ づく で 獲物 に 襲い か か る 。 
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名 家 の 出 身 で 、 
類 稀 な る 実力 と 
容姿 を 兼ね 備え て いる 。 





29 2 クル クン ルド ミョン 


| EEE 


Ilus. Masaki Hirooka 


EE ニン ーー ニニ ーー デー 


空間 を 超越 する 時 界 の 君主 。 
天界 に 罰 を 称え る た め 、 
純粋 な る 填 魔 の 心 を 持つ 者 を 
探し て いる 。 





SN 





混 池 の 世 界 を 統治 する 女帝 。 
和 煽 ろ し い 容 姿 に 
魅入 られ た も の は 、 

絶望 の 果て に 逃げ 場 を 失う 。 





_ HHus. Yoko Tsukamoto 





森 の 奥深 くに 棲む 
特殊 な カメ レオ ン 。 
深海 の 如き 蒼 色 の 生体 は 、 
強者 を 狩る こと で 喜び を 感じ る 。 





透き通っ た 体 を 持つ 

孤高 の ハン ター。 
魔力 を 秘め た 2 本 の 角 は 、 
英 が 強大 な 程 に 輝き を 増す 。 





火の玉 か ら 生 まれ た 小型 の ドラ ゴン 。 
炎 を 食べ て 成長 し 、 
いずれ は 交 了 あ ドラ ゴン へ と 
進化 する だ ろう 。 








四角 い 形 を し て いる リス 。 
四角 い 体 の 秘密 は 、 
ある 木 の 人 形 を 作っ た 
人 物 が 知っ て いる 。 





、 括 精 の 国 の お 姫 様 。 | NN 電 | 3 | | 交 太 年 前 か ら 進 化 を 続け る 称 。 
直し が り 屋 の わり に プラ イド が 高く 、| | ( ン ノノ レン ンチ | 獲物 の 魂 か ら 作 られ た 糸 に より 
問題 を 起こ し て は | > レン の ン | 敵 を 呪縛 し 、 肉 体 は お ろか 
ポッ コロ の せい に し て し まう 。 | 』 人 と アー | 精神 さえ も 拘束 する 。 


と 


魔界 の 墓 泥棒 。 
夜な夜な 地上 に 現れ て は 
墓 を 掘り 返し 、 枢 と 死体 を 
魔界 に 持ち 去っ て 行く 。 


神 が 作 り し 時 を 支配 する 兵器 。 
過去 を 背負 う も の に 、 
その 力 を 授け る 。 
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東 の 国 の 大 蛇 。 
. 八 つの 頭 と 巨大 な 身体 を 
持っ て し まっ た た め に 、 
人 々 に 恐れ られ て いる 。 


神 が 作 り し 時 を 支配 する 兵 問 。 
現在 を 強く 生き る も の に 、 
その 力 を 授け る 。 


氷 遠 の 若 さ と 美貌 を 持つ 女性 。 
生き 血 を 吸う こと に よっ て 
若 さ を 維持 し 、 
その 度 に 美しき は 際立っ て いく 。 


浮遊 を 続け る 神秘 の 要 寒 。 
神 樹 の 加護 に より 、 
強固 な 結界 で 守ら れ て いる 。 


Eo 


た 人 oyG2 の 2 





水辺 に 住む 生物 。 | ' 韻 0 
水面 一 帯 に 並ん だ 仲間 と と も に 、 | | | = 、 間 間 ee 
抽 生 店 生 呈 の 諸 和 本 oe 。 4 全 | | 全て 貼 し 切ら ね ば な ら な い 。 


神 の 提 福 に よる 奇跡 の 光 。 | | 4 溢 ププ | 天女 が 線 う 美しい 衣 。 
清らか な る 心 を 持つ 者 の み が 、 /ー | その 衣 を 身 に 付け た 者 は 、 
その 光 の 加護 を 受け る 。 | 民 き 「 | 邊 か 天上 へ と 導 か れる 。 


大 肛 メ > で 中 (の と に 3 | 
人 人 は | 己 の 魂 を 光 化 する 儀式 。 
更 な る 力 を 欲す る 3 2 3 N ど LA こ ー 
ノッ マ さき 8 と 6 0 B 類 悩 を 捨て 去る トー と 6 
その 業 を 使い こなせ る 。 ( “ | 押 









問 合 い を 極め た 達人 の 奥義 。 
相手 が 繰り 出す 一 撃 を 
紙 一 重 で か わし 、 
澤 身 の 一 撃 を 与え る 。 


天使 達 が 導き 出す 不思議 な 光 。 
闘い に 民 え る 暖か く 包 み 込み 、 
落 威 か ら 守 っ て くれ る 。 
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| | ーー | 道化師 が 奏で る 呪い の 笛 。 
に 幻惑 の き | 上 0 
兄 た 者 を 員 わ す 応 剖 の 負 。 1 | 時 に 天使 の 如く 、 


この 短 を 見 た 者 は 、 | 和 [ | 
3 | | ] 「 | 時 に 惑 魔 の 如く 、 
悪意 と 闘う こと に な る 。 」 | 了 
3 | 麻 性 の 顔 を 覗か せる 。 











黄泉 へ と 繋が る 呪 わ れ た 沼 。 | | 3 ! | の MM 
間 が る 呪 われ | “ 基 | | 気 を 身体 の 一 部 に 集め る 事 
徐々 に 肉体 を 触 ま れ て いく 。 | | NN 了 較 に だ の に 内 
「 | 鉄 忌 の 防御 を 得る 。 


テ ペ ニア マー 避 | 剖 





大 陸 に 伝 わ 
退路 を 断つ こと に よっ て 
自ら を 追い つめ 、 
一 撃 必殺 の 力 を 発揮 する 。 


2 


フィ フ テ ィ ニー な の に 16 歳 ? | 4 の ⑥ .。 : 
「1.80」 か ら 排 出さ れ た N 版 カ る 。 こ れ は カー ド 製 作 上 の ミス 本 、、 層 FE  // トー 
ー ド ば 、1 式 | に な っ て も カー 交 な も の (175 ペ 弁 3 開い 電 5。 も | きす き 
ド 枠 や 能力 調整 に よる 数 値 の 変 一 ジ 以降 、 開 発 ロ ング イン タビ 区 ク 作 | | ニー ドー ニーー 
更 の み で 、 カ ー ド イラ スト や フ に 

レー バー テキ スト に 変更 | 





か っ た よう だ 。 




















ア 


の 「1.301 て 


っ の は 、 特 に 個性 的 


HHlus. Zen Watanabe 
気性 の 荒い 和牛 。 
篤 潮 の 突進 に よっ て 、 


対 時 し た 者 の 生命 力 を 
根こそぎ 春 う 。 





古代 文明 の 大 いな る 遺産 。 
全て を 焼き 払い 、 
世界 を 終 類 へ と 導く 。 


[ Hlus. K.Yokota 


地底 開発 の た め に 生み 出さ きれ た 
掘削 機 。 大 地 を 掘り 進み 、 
地下 に 巨大 な ネッ トワ ー ク 

を 作り 上 げ る 。 














最近 は お し ゃ れ に 敏感 で 、 
町 で 服 を 見 て まわ る 事 が 多い 。 


を 
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avecaccakezowo 
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気質 の 荒い サイ 。 
強烈 な 雄叫び に よっ て 、 
対 財 し た 者 の 戦意 を 喪失 きせ る 。 


人 の 弱 さ に つけ [ む 地 魔 。 
痢 の 契約 を 結ん だ も の を 、 
絶対 的 に 服従 させ る 。 


暗黒 魔界 の 扉 を 守る 番 大 。 
三 つ の 首 は 独自 の 意志 を 持ち 、 
凶悪 に し て 凶 朋 で ある 。 


















破壊 を も た ら す 兵 回 。 
深海 を 初 往 う も の に 
暗黒 の 力 を 与え 、 | 


相 JE へ ビ 。 


見 た 目 は 恐ろし い が 、 
海 の 守り 神 と も 言わ れる 。 


現世 に 降臨 させ る 。 









巨大 な 体 虹 の 両生 。 深海 を 泳ぐ 生き た 化石 。 


大 き な 身 体 に よっ て 体 か ら 発 する 輝き は 、 
珍獣 を 飲み 込み 、 泳ぎ つづ ける こと に よっ て 


融合 させ る こと が で きる 。 増し て いく 。 
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_mus。 Hoyuld Tagnehl 


巨大 な ハサミ を 持つ 大 カニ 。 
両 に 構え た ハサミ は 、 
異 次 元 を 切り 裂き 

未知 の 力 を 引き 寄せ る 。 


鋭い 刃物 を 持つ ヒト デ 。 
見 た 目 に よら ず 知 能 が 高 
獲物 を 追い 込む 術 に 長け て いる 。 
























に する 義生 「 天界 に の み 存 在 する 希少 な 宝石 。 


不思議 な 動き で 惑わ 意志 を 持ち 、 
の | 近づく 者 の 魂 を 


運命 を 狂わ せる 。 号 し 取る 習性 を 持つ 。 

















ジラ クリ ム グ 


に 














1 5 % 6 6 に 2E テ 
樹齢 千 年 の 食 推 物 。 | ン 軸 論 | OO 


の ささ 


高い 栄養 分 を 持つ 獲物 を 捕食 する 。 | | 人 和 4 | | 狂喜 の 中 で 強者 を 待つ 。 











ーーーーーー 
森 の 典 深く に 棲む ビー / 『/ | 戦闘 に 優れ た 巨大 カメ 。 
特殊 な カメ レオ ン 。 は を し n ho 
の vi" 戦士 の 魂 に 呼応 し て 、 
大 地 の 如 き 金 色 の 生体 は 、 和 。 「 | 秘め た る 力 を 解放 する 
身 を 固め て 反撃 の 機会 を 用 う 。 1 1 


| は 信 半 ン 和 6 | | 世界 を 破滅 へ と 導い た 伝説 の 竜 。 
機械 兵器 。 | Ns 計り t6 ( 圧倒 的 な 力 ゆ え に 、 
領域 内 に 進入 し た 敵 を SR 月 ソリ | 神々 の 呪縛 に よっ て 
瞬 時 に 穴 知 し 、 排 除 す る 。 っ ス 


を 治め る キノ コ の 王 和 の 
国民 か s | e 半 析 
国民 か ら の 支持 も 厚く 非常 に 俊敏 で 、 


後 の 命 令 は 絶対 な の で ある 。 | | | 
0 | ( ン 半 | | 好み の 獲物 めがけ て 飛び か か る 。 











王家 に 仕え る 妖精 。 
朗らか な 性 格 で 
リー ン の 良き 理解 者 で ある が 、 
ちょ っ と お せっ か い 。 


し 
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| 森 に 生息 する 大 型 ミ ミズ 。 | 
層 央 が 品 に よっ で 。 | 
この 領域 に 存在 する も の を | 











神 が 作り し 時 を 支配 する 兵 益 。 
未来 を 築 こ うと する も の に 、 
その 力 を 捧げ る 。 





異 世界 か ら 魔物 の 力 を 
呼び 出す 魔法 。 
生 費 を 捧げ る ほど に 、 
更 な る 業 を 授け て くれ る 。 











天界 に 生息 する 霊 獣 。 


頭 に 生え た 角 は 府 力 を 秘め 、 
見 た 者 を 幻惑 の 世界 へ と 導く 。 


神 が 作 り し 時 を 支配 する 兵 疾 。 
時 間 軸 を 超越 し 、 
戦士 の 魂 を 極限 まで 成長 させ る 。 








生 な き 者 を 召喚 する 秘術 。 
_ 召喚 きれ た も の は 、 

生 を 与え られ る の と 引き 換え に 
召喚 者 に 忠誠 を 誓う 。 


究極 の 進化 の 形 。 
己 の 存在 を 理解 し た 時 、 
新た な る 道 が 開か れる 。 


























デパ バニ アー 堂 那 | 性 
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ロケ テス ト 「 ア ヴァ ロン の 鐘 召喚 ・ 宴 | 





「1.00」 の エキ スパ ンション と 
し とく こ ウ リン ジス に ロケ テス トド 
が 行わ れ て いた 。「 避 け 」「 即 死 
無効 の ほか に 、 人 確率 に よる 反 
射 な どの 要素 も 盛り 込ま れ て い 
た 。 こ の と き 排 出さ れ た カー ド 
は Ver.P の マー ク が 付い て い 

















戦果 を 挙げ た 真 の 戦士 こそ が 、 















王家 より 授かる 栄光 の 紋章 。 良心 を 塗り 潰す 漆黒 の 称号 。 
己 に 潜む 邪悪 な 心 を 呼び 覚まし 、 


その 紋章 を 持つ に 値する 。 殺 博 の 衝動 へ と 駆り 立て る 。 





神殿 を 守る も の に 
与え られ る 法 具 。 
身 に 付け た 者 の 心 に 応じ て 、 
守護 神 が 降 臨 する 。 


亡者 の 骸 か ら 作 られ た 妖刀 。 
慣 を 重ね る ご と に 、 
呪い の 力 が 増し て いく 。 








OCReooaeoeeoeoxhecpeecrocnev い TREE 





下 女 の 有 了 


oyyDP の RC が 2 
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い 、 レア カー ド ま で ホロ [上 上 し 
た 、 俗 に いう 「 光 る 」 カー ド で 


に は レア が 輝 ら な く な っ た の 
で 、 こ の と き 排 出さ れ た レア カ 
ー ド 、 特 に バル キリ ー ク ララ や 
塁 女 の 加護 な ど 、 イ ラス ト 人 気 


EYE 了 PR3 に 2YRE2YP2RCJGSOETECESEHEEOETESSERNIESE た PRSDRIEREYRI は RYRRE3FY だ 3 が ENTRY 


カー ドイ ラス ト 


攻撃 16| 


aeeyvoiyredwaipiwnwoSwooyoiozoxoiwooewoyr 


ト 能 力 を 持つ 
ら う ラン ダム | 





















すでに 登場 し て いる も 





登 韻 間 登 人 き @ 馬 9 @ な @ 倒 や 





| @ 9 全 る @ せき を を 人 きる を 人 













| 激 | を を る を wa を op る な を から を 





| 間 傘 再 登 衣 の 


| 生 信人 を な を @ 配る す 







Hlus. Fiiroshi 皇 inna 


恐ろし い 容 貌 を し た 吉 魔 。 
頒 念 を 喰らう 度 に 呪 わ れ た 
上 を 伸ばし 、 掌 に 封印 され た 
未練 の 意志 を 解放 する 。 


< 


1 ず 。 和 WWr 


ハ 


ァ ゃ "1 
(て XX 2 : 
の トト 
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gg エイ イデ ン 
電 us. Riichiro Tsutsumi 
宇宙 を 旅 す る 謎 の 飛行 物体 。 


大 事 な 部 品 を 無く し て し まっ て 、 
いつ まで も 故郷 に 帰れ な い 。 





llus. Yoko Tsukamoto 
黒き 暗雲 を 分 か つ 埋 峰 の 大 驚 。 


右 の 翼 に て 蒼天 を 、 左 の 翼 に て 
天 が 紅 を 駆け 抜け る 。 


































Lo AL Nauda 


幻 の 武具 を 身 に 纏い 、 
神 の 祝福 を 受け て 、 
邪悪 な る 者 達 を 退け る 。 





四 tus. Yayoi Furudori 


湖 獣 。 大 地震 が 起き て も 
雪が 落ち て も 、 ね ん ね ん ね に は 
お 構い な し 。 













65 及 認 0227) 


魔界 を 創造 し た 大 穫 王 。 
魔界 の 最深 部 で 深い 眠り に 
つい て いる が 、 覚 醒 し た 時 に は 
世界 を 一 瞬 で 痢 に 飲み 込む 。 


OX 
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HHus. Masaksi Hirooka 





彼 の マジ ッ ク 哲 学 は 、 





が モッ トー で ある 。 








天上 界 を 守護 する 聖天 使 。 








上 了 * 人 内 ee 











HHHus. Nobuhiro Morishita 


性 し い 雰 時 所 を 放つ 天才 礎 術 師 。 
「 ど ん な お 客 に も スリ ル と 興 秦 を 」 | 
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公 を 実 本 する エス カル ゴ 。 
1000 匹 に 1 匹 だ け 生 まれ る 

少 種 で 、 目 か ら ビ ー ム を 出せ ば 
本 物 で ある 。 


| 如来 に よっ て 石 に され て し まっ た 
猿 の 石像 。 誰 に も 気づか れず 
百年 の 時 を 過ごし た が 、 

自ら の 魔力 で 復活 を 遂げ た 。 


















帯 





フック 
と の の 
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HHIus. Azumi Nakada/Miki Shima 


軸 世 界 か ら や っ て きた 
珍獣 界 の 天使 。 週末 に 行わ れる 
ラッ パ の 演奏 会 で は 、 森 中 か ら 

珍獣 が 集まっ て く 移 a 


神 の 手 に よっ て 作ら れ た 遺跡 。 
大 地 に 身 を 捧げ る も の に 、 
大 いな る 祝福 を 与え る 。 


3 に 3 2 





渦潮 を 作り 出す 海竜 。 
母 な る 海 の 恩恵 を 受け て 
育っ た 為 、 不 思 議 な 治癒 能力 が 
情 る よう に を な っ た 。 


寒 が りな 雪 の 妖精 。 
心 優しい 村 の 子供 か ら も ら っ た 
ダウ ンジ ャ ケッ ト を 身 に つけ て 
みた が 、 余 計 に 寒く な っ た らし い 。 








南 の 大 海 を 泳ぐ 大 型 魚 類 。 
らし か 一 他 作 し た コパ シン ザ メ を 
使っ て 、 水 中 を 漂う 宝物 を 
引き 寄せ る こと が で きる 。 


石灰 岩 に 封じ 込め られ て いた 
古代 の 遺産 。 永 き 眠 り で 保 た れ た 
古代 の 記憶 に よっ て 、 少 し だ け 
未来 の 記憶 を 与え て くれ る 。 
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AO 


夜 の 海 か ら 呼 び か ける 魔性 の 
産声 。 海 か ら 聞 こえ る 読 惑 の 響き 
を 聞い た 者 は 、 海 の 呪い に よっ て 

自ら の 眼 を 苦 う こと に な る 。 


| 
| 
| 
| 








間 電 川 や 沿 に 生息 する 動物 。 
珍獣 一 の 肛 病 者 で 、 水 に 映る 
自分 の 次 に すら 村 え て し まう 。 





ai 


過去 三 度 、 世 界 を 滅亡 させ た 
魔神 の 脚 。 認 め た 者 に 強大 な 力 を 
授け 、 破 壊 の 限り を 尽く す 
邪 如 な る 存在 へ と 変 える 。 


聖なる 火山 を 守る 岩石 巨人 。 
普段 は ひっ そり と 眠り に つい て 
いる が 、 聖 域 を 侵す 者 に は 
神 の 怒り を 与え る 。 









名 称 は |「 ラ イト ニン グ ゲ ッ ソ ー」 
だ の 、 どう し て る も 連 う 多 前 で 


極北 の 海 を 泳ぐ 機械 イカ 。 WEA | 
上 
呼ば t て し まう 。 





過去 三 度 、 世 界 を 創造 し た 


| 凍 机 の 拳 。 認め た 者 に 概 限 な 力 を 
与え 、 人 衝 の 想像 を は る か に 
| 超え た 存在 へ と 変 と える 。 


第 
区 
カ 
| 

ド 
リ 
久 
ト 


mmus. Yocky 


神 の 手 に よっ て 作ら れ た 遺 及 。 | 

水 に 受け 入れ られ し 者 に 、 | 
| 大 いな る 視 福 を 与え る 。 
1 





意 族 一 の 怪力 を 持つ 巨 竜 。 
食欲 を 満た す 為 の 大 き な 腹 は 、 
食べ れ ば 食べ る は ほど 
空腹 感 に きい な まれ る 。 





020//227 議 = 


剣士 の 魂 が 乗り 移っ た | | 2 計 症 間 暗 衣 | | | 系 の 団 の 流 部 い 剣士 。 幾多 の 
邪悪 な る 剣 。 恨み を 重ね る 度 に | | 1 ルム 識 | | 品 者 を 倒し て 来 た が 、 負 か され た 
破壊 力 を 増し て いき 、 最 大 の | | 1 件 ` 前 | | 私 も 多い 。 そ れ で も 強 き 限 を 
念 を 妖気 と し て 放出 する 。 ] EE は に | 持つ 者 を 求め る 旅 は 続く …。 





古代 文明 で 栄え た 巨獣 。 | 際 人 。 5 | 精霊 の 聖域 を 守る 古 の 守護 神 。 
あら ゆる 戦場 を 巨体 を 振る あっ て | | 人 二 ii R 細 ご は b 球 | 聖なる 乙女 の 涙 に よっ て 
駆け 抜け 、 宝 石 の 魔力 に より | ます 二 て 、 ア 篤 り に 目覚 め 、 地 上 に 存在 する 
邪気 を 取り 去る 。 ] JJ 「 SI | 悪意 に 対抗 する 。 


AD 


君主 に 仕 を る こと こそ 我 が 使命 。 | | 理 議 和 で ピン 0 | 死ぬ 事 は 恐れ な い 。 

族 に 「 律 」 を 塵 む 僕 あら ば | | 本 還 本 1/ き 人 委 明 較 | | だ る る と すれ は 醸 き 死に 様 を 

破壊 の 刃 と な り て 、 我 「 戒 律 」 の 4 | さら す 事 。 故 に 戦 の 前 に 紅 を 
守護 者 と な り た も う 。 沙 る は 、 恐 れ を 振り 払う 儀式 也 。 


OCS も ズン co に に 


29 交 和 9 Po 
トー 


失 導 人 


ペン W2 才 マー テ ーー ニ ーー ンー ベベ 


ee 





神 の 手 に よっ て 作ら れ た 遺跡 。 | | で と ろ 5 腔 | | 邊 士 道 を 重んじ る 近衛 兵隊 長 。 
火 を 尊ぶ も の に 、 | 年 | ラグ クン of | | 方 の 兵 に 匹敵 する 」 と 


言わ し め た 武力 は 、 豊 富 な 
戦闘 経験 値 に 裏付け られ て いる 。 


7 


ta 


大 いな る 祝福 を 与え る 。 


に 6 に AS 
4 5 RM302286X 
3 








此 昌 の 女王 より 生み 出 きれ た 背 。 | | SN 。 、、 いい 名 敵 RS 
| 、 還 敵 % 介 | | 中 化 せ し 種 族 に 減 び の 笛 の 音 を 


個 は 種 の た め に 、 種 は 個 の た め に | ド 半 本 も 細 還 | 5 
己 の 身 を 捧げ 続け る 。 | NN | 7 聴か せ 、 昆 虫 王国 の 


る 導き 


究 板 の 進化 を 続け る 昆 下 。 ( 人 NN | 人 | 
極限 まで 効率 化 さ れ た 凛 威 の 1 N 、 | | 植物 。 与 を られ る 苦痛 を 快楽 と し 、 
肉体 は 、 通 常 で は 考え られ な い | | 上 > 上 ( 痛み を 受け る 程 に 悦び の 

速度 で 進化 し て いく 。 ] ee、 いい 2 | 悲鳴 が 大 きく な っ て いく 。 


デア パー ニ アー 提 | 





8 | 角間 語 症 放 境 | | 密林 の 奥地 に 生え る 食 貝 植物 。 
生徒 に 向かっ て 投げ た | II 体内 で 生成 され る 毒 は 、 
チョ ー ク は 、 し ぶし ぶ 自 分 で | | 】 計 8 2 | 特定 の 種族 に 対し て 絶大 な 
後志 付け を する 。 『「 | 0 人 0 の o 


1 8 は 2 < AN | ン プ の れ 
で 帝 に 仕え る 陰陽 師 。 - 1 MO な 0 
い 0 まま に 症 | | カン ガル ー。 拳 で 語り 合え る 
邪気 に 棲 まう 悪 此 を 牙 い 、 | Rs 4 お 真 の ライ バル を 求め 、 
己 を 守る 護 鬼 を 呼ぶ 。 ド | ] 1 ジン / 3 5 PT “ 1 Co で に 1 喧嘩 フ ア イ ト に 明け 暮れ て いる 。 


人 





た や 


クリ ニン バシン 9 レ 







神 の 手 に よっ て 作ら れ た 遺跡 。 
森 と 生き る 者 に 大 いな る 
祝福 を 与え る 。 











アダ ツァ 本 みみ 児 の ラプ ァ シ クジ スタ 。 
ゴー ル 前 で 子 サ ボテ ン が 踊る 時 、 
ビ ピッチ 上 で 何 か が 起こ る 。 














暖か い 光 で 包み 込む 幸福 の 天使 。 
慈愛 の 翼 に よっ て 術 者 を 

災い か ら 和 守り 、 革 悪 な る 意志 

看破 する 力 を 与え る 。 









人 魚の 涙 か ら 生 まれ た 一 粒 の 
宝石 。 人 魚の 女王 の 力 を 少し だ け 
人 惜 り る こと が で きる 。 





時 間 と 秩序 を 司る 天界 の 午 。 
軸 を 貸す 者 を 音速 の 世界 へ と 
導き 、 時 間 軸 を 超越 し て 
遥か 遠方 へ と 運ぶ 。 


異 次 元 の 狭間 へ と 英 が る 幻 の 扉 。 
人 智 を 超え た 力 に よっ て 次 元 を 
失 じ 曲げ 、 予 測 で き な い 新た な る 
空間 へ と 委 内 する 。 








天界 か ら 驚 乙 の 力 を 降臨 させ る 
魔法 。 驚 天 動 地 の その 力 は 、 
使用 者 の 意思 を 超え て 
稲妻 の 如く 現れ る 。 





中 世 の 天 才 が 設計 し た 飛行 機械 。 
実現 が 不可 能 と 思わ れ て いた 
装置 だ っ た が 、 魔 導 の 力 に よっ て 
完成 され た 。 



























す 


うい 


狂気 の 科学 者 に よっ て 生み 


に 奇跡 の 変化 を 与え る 





夢幻 の よう な 呪術 師 の 言霊 は 、 


進化 を 遂げ た 巨獣 の 史 叶 。 
生 衣 系 の 頂点 に 立つ 敬 異 的 な 
生命 力 は 、 生死 を 賭け た 戦い に 

お いて こそ 鍛 えら れる 。 


聖者 に 躍 き か ける 堕落 の 誘い 。 
純粋 を 弄ぶ 魔性 の 路 き を 
聞い た 者 は 、 そ の 力 を 極小 まで に 
押え られ て し まう 。 












出さ れ た 装置 。 禁 断 の 領域 に 踏み 
入れ た その 技術 は 、 人 な ら ざ る 者 








南方 の 祭司 が 唱え る 暗示 の 言葉 。 


聞く 者 の 判断 力 を 完全 に 春 う 。 





森 の エル フ が 守る 幻 の 秘宝 。 
真夜 中 を 照ら す 程 の 輝かしい 区 を 
放ち 、 生 ける 者 に 天 の 御 使い た る 
力 を 貸し 与え る 。 








と ある 痕 獣 が 持っ て いる 
便利 な ポケ ッ ト 。 便利 な 時 も 

ある し 不便 な 時 も ある 、 ど こ か へ 
通じ る 不思議 な ポケ ッ ト 。 


カー ド に 込め る 鋼鉄 の 意志 。 
硬化 し た 札 が 護符 と な り 、 
鉄 胡 の 盾 と な っ て 立ち は だ か る 。 


珍獣 族 に 伝わる 幸せ の 羽 。 
非常 に 見 つけ る こと が 困難 な 
この 羽 は 、 身 に 付け た 者 を と て も 
幸福 に し て くれ る 。 
















交 





デパ ニア プー 演 井 | 避 














[アヴァ ロン の 災 式 | 
渋谷 、 秋 葉 原 な ど で ロ ケ テ ス ト 
は 実施 され た 。 排出 カー ド に お 
史 用 可能 と な っ 
な ど は 行わ れ な か っ た が 


を hn 


















人 の 心 を 縛り つけ る 緒 鎖 。 
徴 慢 な る 鎖 に よっ て 動き を 封じ 、 
悦び の 中 で 自ら の 無力 を 










天上 界 に 伝わる 伝説 の 武具 。 
精霊 の 羽ばたき に よっ て 
輝き は 増し 、 完 極 の 防御 を 
完成 させ る 。 





種 の 始ま り と 言わ れる 大 樹 の 実 。 
千年 に 一 度 結 ぶ 珠 玉 の 実は 、 
使用 者 の 妖 量 に 

応じ て 力 を 与え る 。 


















ーー ペペ ーー やこ ーー 


氷 効 の 苦し み を 与え られ た 
亡者 の 群 。 死 を 恐れ な い 亡者 達 を 
引き 連れ る 事 に よっ て 、 

蔽 を 徐 地 へ と 追い 込む 。 


歴戦 の 媒 者 が 伝え た 戦場 の 心得 。 
幾 千 の 戦場 を くぐり ぬけ た 
戦士 の 知恵 は 、 極 限 状 台 で こそ 
最大 の 効果 が 出る 。 


伝説 の 侍 が 使用 し た 最強 の 刀 。 

刀鍛冶 の 執念 が 作り 出し た 

奇跡 の は 、 身 震 い する 程 の 
切れ 味 を 誇る 。 



























HH せい HH は HAY は 人 














=・ーー テ ーー デーーーーー デ ーッ ピトー ニャ ーー デート 


ミミ ナミ ミミ ミミ ミミ ミミ で 間 4 チ 





の ここ の ーー 1 9 枚 
便 W の 9 人 か 9 が の の な の で @ な 、 

人 に 
1 フロ 7 

の "9 枚 





2 ポイ スン スパ イク 

llus. Yayoi Furudori 

Pe eo 
左腕 の 巨大 な 槍 で 沖 刺 し に 


され た 者 は 、 現 世 を さま よう 
霊 に な っ て し まう 。 


ーー スー っ っ ニニ ニュ 


Hus. Yayoi Furudori 


魔 導 士 に 飼 わ れ て いた 獲 。 
驚異 的 な 跳 曜 力 に よっ て 、 
どん な 障害 物 も 飛び 越え られ る 。 


現世 を さま よう 亡霊 。 
さま ざま な 場所 に 出没 し て は 、 




















HHus. Yayoi Furudori 


大 き な 前 歯 を 持つ 小動物 。 
温厚 な 動物 だ が 、 
いざ と いう 時 に は 

2 本 足 で 走っ て 攻撃 し て くる 。 





ー _ 昌 交 0 
Hllus. Yayoi Furudori 
物 を 拾う 習性 が ある 小動物 。 


お な か に ある 袋 に は 
色々 な も の が 入っ て いる らし い 。 





Ilus。 Kazutoku Matsumoto 


巨人 族 の 弓 兵 。 
- 戦場 で は 他 の 兵士 を 
遠く まで 投げ 飛ば す 人 奇策 を 使う 。 


砂漠 の 国 を 守る 剣士 。 
その 全 技 は 敵 の 動き を 
封じ る こと が で きる 。 




















デパ ニア マー 電 | 避 


8 キャ ッ ス ルカ ノン 


Hus. K.Yokota | い ず 。 | |  IHus. Yoko Tsukamoto 


移動 型 攻撃 要塞 。 1 uu0 | | 古代 より 湖底 に 
戦況 に 応じ て 1 と 、 | で | 生息 し て いる 共 竜 。 

自ら の 形状 を 変化 させ 、 | 二 v 時 仲間 意識 が 強く 、 
砲 合 に よる 集中 砲火 を 浴び せる 。 |』 2 | 、 草 き だ 、 上 語 | 身 を 抵 し て 仲間 を 守る 。 


77 2 ン 02 ン 22 
Hllus、Masaki Hirooka 
人 が 絶望 し た と き に 現れ る 
不思議 な トビ ラ 。 
トビ ラ の 向こう に は 、 
試練 が 待ち 構え て いる 。 


か つて 暗殺 者 だ っ た 女性 の 亡霊 。 
類 ま れ な 美貌 で 要 人 に 接近 し 、 
長剣 で 切り 刻む 。 


HIlus、 Yoko Tsukamoto 


暗 寺 世 界 を 支配 する 王 。 
生け る も の を 
一 撃 で 葬り 去る 程 の 
絶対 的 な 力 を 持つ 。 


上 位 天使 の 1 人 。 
その 矢 は 大 いな る 業火 と な り 、 
世界 を 滅 却 す る ほど の 力 を 持つ 。 


四 us. Utakata 人 | Hus. Yayoi Furudor 
上 位 天使 の 1 人 。 
義 の 心 で 戦い に 臨む 者 に は 、 
進む べき 道 を 
2 し で くれ あだな あう 。 


羽 の よう な 耳 を 持つ 小動物 。 
勝ち 気 で わが まま な 性 格 で 、 
と に か く ジ ャ ンプ する の が 好き 。 























5 ] es 


Hlus. Kaduki Kugawara 






Hus. Zen Watanabe 





CPU を 搭載 し た 不思議 な 生物 。 砂漠 の 国 の 死者 が 多 っ た 姿 。 






相手 の 行動 を 瞬時 に 計算 し 、 呪 わ れ た 大 剣 は 、 
売 手 を 打つ 方 法 を 一 歩 進む ご と に 委 念 の 主 へ の 
恨み を 募ら せ て いく 。 


提示 し て くれ る 。 








だ 


HHius. Masaki Firooka RM IN UN UN | 
Paoepeeoem ーー ンー WP 
オモ チャ を 自分 の 子供 と 
思い 込ん で いる が 、 
本 人 は 幸せ そう 。 


悟り を 開い た 女性 。 
神 の 加護 に よっ て 守ら れ て いる 。 


デメ ニア プー 党 孝 | 問 








IA、 村 宝 の 探査 用 に 
海 に 住む 美しい 人 人魚 。 4 < 人 電 こ 二 れん た 深海 区 。 
全て を 捨て る 覚悟 が ある 者 に は 、 | | 人 二 の 2) 電 拘 あら の 
神秘 の 力 を 与え て く # し る 。 | 6 と 1 2 牧 。 的 確 に 財宝 を 探し だ す 。 














深海 に 住む 不思議 な 生物 。 
頭 に つい て いる 提灯 は 
冥界 へ と 通じ 、 
死者 を 呼び 戻す 。 


数 百年 の 寿命 を 持つ 古代 魚 。 
鋭い 嘆 覚 を 持っ て お り 、 
眠っ て いる 資源 を 
見 つけ 出す こと が で きる 。 











夢 を 司る 水 の 妖魔 。 | まま | の | 戦闘 的 な 魚 人 。 
出会っ た 者 すべ て を 、 | IP 4 | その 姿 を 見 た 者 は 、 
冥界 へ と 案内 する 。 | に | 織 ら ド の 力 を 発揮 で き な く な る 。 


集団 で 行動 する クラ ゲ の 一 種 。 


1 Me 8 4 細 3  : し ' | | 3 6 
2 My いく 語 仲間 意識 が 強く 、 


1 つ だ け 具 現 化 する こと が で きる 。 | 絆 We 剛 坦 柚 間 を 呼び 寄せ る 


・ ee 


大 河 に 生息 する 赤い ザリガニ 。 | | の 細 9 和 5 導 ZD | | 大 河 に 生息 する 斉 い ザ リガ ニ 。 
右 の ハサミ で 、 異 次 元 を 切り 和 き 、| | 還 還 2 0 の 09 | 較  | | だ の ハリ サミ で 、 異 次 元 を 切り 有 裂 き 、 
魔 導 の 力 を 引き 寄せ る 。 | TV を ン 印 さ れ た 力 を 引き 寄せ る 。 


Te 


麻 の 海域 に 巣 くう 巨大 な 映 。 | | の 本 . Ne 提 明 2 ee 
船 を 破壊 する 程 の カ が あり 、 ドド 人 ra 
雄 び は 仲間 を 呼ぶ 。 | | 1 1 、 6 1 、 1 語 1 時 に 幸運 を も た ら す 


crmeovomeveworrvewwrmvervwetvnwweoosozoneosvnyevewneeoeoprmevwovo 











海賊 の 亡霊 。 
財宝 に 対す る 欲望 が 強く 、 


狂 猛 な 巨大 ザ メ 。 
獲物 を 喰らい 続け た た めか 、 


死 し て な お 財宝 を 探し 続け て いる 。 


人 懐 っ こい 亀 。 
て っ ぺん の トサカ の よう な も の を 
撫で る と 喜ぶ らし い 。 





魔 の 海域 で 頂点 に 立つ 幻 の 大 暑 。 
巨大 な 体 駆 に 加え 、 
遭遇 者 を 意 の まま に 
操る 術 を 有する 。 














Tlus。 Kazutolku Mateumoto 


武道 家 の 魂 が 込め られ た 
機械 兵器 。 鍛 え 抜 か れ た 一 撃 は 、 
鋼鉄 で すら 破壊 する 。 





喰らっ た 者 の 能力 を 
宿す こと が で きる 。 





金属 の 装甲 を 付け た カエ ル 。 
装甲 部 分 は 鋼鉄 の 矢 で すら 
貫 け な い 程 の 強度 を 持つ 。 


デア パニ アー 党 昌 | 剖 





個々 の 能力 は 大 し た こと は な い が 、 
群 を 組ん だ と き に は 
絶大 な 力 を 発揮 する 。 

















東方 の 暗殺 者 。 

敵 の 急所 を 見 抜き 、 
すばやい 攻撃 を 繰り 出す 。 
その 一 撃 は 死 を も だ ら す 。 











デア 











笑 を 操る 小動物 。 
その 奥 は 、 闘 う 者 の 闘争 心 に 
火 を つけ 、 秘 め た る 力 を 導き 出す 。 





アル マジ ロ を 改造 し た 生物 兵器 。 


特殊 素材 の 装甲 は 
衝撃 を 吸収 し 自ら の 力 に 
店 元 で きる 。 


| mmws ) Kazif6ki Matsumoto 


和志 


最強 と 名 高い 剣 闘士 。 

烈 な 戦い で 鍛え られ た 

精神 力 は 、 逆 境 に お いて 
真価 を 発揮 する 。 














墓 を 


巨大 な 守護 像 。 
王 の 墓守 で あり 、 
荒らす 者 に は 制裁 を 加え る 。 











女性 の 騎士 。 
高く 飛び 上 が っ て 斬り つけ る 
独特 の 型 は 、 遠 距離 の 敵 に 





誇り 高き 猛獣 。 
力 を 認め た 者 と 対 財 し た 時 に だ け 、 
王者 の 力 を 発揮 する 。 





人 間 の 上 半 衝 と 
馬 の 下 半身 を 持つ 戦士 。 
戦場 を 駆け めぐ り 、 
敵 を 討ち 果たし て くれ る だ ろう 。 








| 草 Has。 Yoko 9 Tsukamoto 


複数 の 獣 か ら 造 られ た 合成 獣 。 
他 の どん な 生き 物 と で も 
融合 する 能力 を 持つ 。 



























経典 を 守る 守護 神 と し て 
神殿 の 左 に 配置 され る 木 像 。 
対 財 す る 者 の 心 に 応じ て 
力 が 変化 する 。 







神殿 の 右 に 配置 され る 木 像 。 
対 時 する 者 の 心 に 応じ て 
力 が 変化 する 。 

















神 を 守護 する 伝説 の 戦士 。 
その 力 は 、 
時 に 魔 入 の ご と き 力 を 発揮 する 。 


幻 の 森 に 住む が ゼル の 王 。 
その 角 は 味方 の 力 を 吸収 し 、 
大 地 を 切り 裂く 程 に 強大 に な る 。 
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| と | 。 人 バ | | 大 な 発 を 持つ 歩兵 。 
で 育っ た 小型 の 猿 。 1 | 較 
1 計 | 氏 法 に 精通 し て お り 、 
と て も 元気 に な る 。 ) ( 。 | 戦闘 力 を 最大 化す る 
-  。 TI 術 を 知っ て いる 。 

















凶作 さ と | | 洒 | デア | 夫 を 守る 妖精 。 

態 は 謎 で ある が 、 | う の 

症 IN の す で か 較 を 不思議 な 鈴 の 音 を 聞い た 者 は 、 
時 々 見 受け られ る 。 「 | 大 事 な も の を 1 つ 失 っ て し まう 。 

















ー つ 目 の 巨大 生物 。 | SM We ニーー し 生 「 魔界 に 生息 する 昆 了 虫 。 
その 目 は 全て を 見 逃 か し 、 いい に くく 導 。 | | 羽 の 振動 に よっ て 超 音 波 を 発し 、 
見 た も の を 引き 寄せ る 。 > 1 開 和 RW 本 | | 見 な い 村 を 空間 に 作り 出す 。 


陽気 な 妖精 。 | ッ し 4 リ 身 心 優し い 妖 精 の 先生 。 
毎 陵 の よう に 仲間 を 坦 す >6 電 語 | | 様々 な 術 に 長け 、 
集め て 朝 ま で 踊り 明か す 。 枕 仙 い 電 放 。 | | 子供 た ちか ら も 好 か れ て いる 。 


小さ な 妖精 の 女の子 。 | 0 の グー - 隔 | 間 昌 
好 大 心 吐 盛 で 、 | ン ン 40v | 生出 本 | 元気 な 妖精 の 男の子 。 


_ 2 拉 に ニ で 2 ハ 、/ ま ) 介 較 職 | | 目 険 と いた ずら が 大 好き で 
ii ん 時 人 アン 2 本 | 人 間 を よく 困ら せ て いる 。 


ゴリ ラ の 群 の 大 ボス 。 | 人 、 | 現世 と 来世 を つなぐ 使者 。 
敵 を 前 に し た 時 は 、 > | | 生 な き 者 の 言葉 を 伝え 、 
胸 を 叩き 仲間 の 土気 を 高め る 。 | | 介 信 了 詳 | | 生き る も の に 新た な 力 を 与え る 。 





er.1.00( 旧 ) 


樹齢 千年 の 木 か ら 生 まれ た 妖 樹 。 | | eo の 、 | | 機 数 の 甲 下 を 融合 し て 作ら れ た 
容 次 は 記 ろ し い が 、 | / ンー 人 。 | 究極 生物 。 地 上 の 全て の 力 を 
森 を 尊ぶ 者 に 聖霊 の 力 を 授け る 。 | | 人 上 E に 吸収 し 、 急 激 に 成長 し て いく 。 


E FSSge | ] し 人 
Pe 2 を 操 る | 2 1 内 特殊 な 改造 を 施 さ れ 2 詞 ん 人 。 
ハン ター 倍 で きえ 減 多 に bl 巨大 な 車輪 は 、 ど ん な 地形 も 

手 を 出 き な い 。 。 「 た o .( 物 と も ゃ せ ず に 突き 進む 。 


第 
意 
カ 
| 

ド 
リ 
ス 
ト 


EER 
拓 旧 
還 


鬼神 と 恐れ られ た 暗黒 の 騎士 。 | | 人 。 | 才 。。 際 | 魔 導 士 が 木 の 人 形 に 命 を 
常に 力 を 欲し 、 近 寄る 者 全て を | | 0 0 与え た も の 。 森 の 中 で は 大 いな る 
力 に 変え る 。 | くく "トド aJUIRN 本 の 息吹 き に 守ら れる 。 


//47427/ は の) 


戦い や 狩猟 に 優れ た 女 戦 十 | NY “ 。 上 削 4 1 5 ある 甲虫 か ら 生 み 出 され た 生物 。 
PE NN 2 飛行 能力 を 持ち 、 






















太古 の 時 代 に いた 巨大 生物 。 
全て 減 ん を で し まっ た が 、 
大 いな る 魔 導 の 力 に より 

復活 を 成し遂げ た 。 







伝説 の 英雄 の 羽 。 
この 羽 を 携え た 者 は 、 千 里 の 山 も 
一 晩 で 飛び 越え を る と され る 。 









全て を 飲み 込む 移 熱 の 舌 。 
焼 か ん た も の は 、 鹿 すら 残さ ず に 
消え 去っ て し まう 。 


博愛 の 女神 が 吹く 息 。 
祈る 者 の 過ち を 、 
全て 許し て くれ る 。 





















存在 を 消し 去る 流動 。 
その 流動 を 受け し 者 は 、 不 条 理 に 、 
そし て 無 慈 圧 に 命 を 奪わ れる 。 


魔 導 士 に と り 研 く 魔 界 の 虫 。 
と り 凡 か れ た 者 は 、 触 手 に よっ て 
動き を 封じ し られ る 。 



















天地 を 描 る が す 魔 法 。 
その 力 は 、 周 囲 の も の 
全て を 飲み 込む 。 


絶大 な 変化 を 与え る 魔法 。 
その 効力 は 味方 に の み 
伝わっ 室 WS ぐ 】 























魔 導 士 が 作り 出し た 防御 結界 。 
全て の 魔法 は 聖なる 壁 に よっ て 
術 者 に 返さ れる 。 


恨み を 力 に 変え る 禁断 の 法 。 
憎しみ が 矛 と な り 、 
埋 し み が 盾 と な る 。 





伝説 の 魔 導 士 が 生ん だ 秘術 。 
魔 導 力 を 身 に 宿 し 、 
肉体 を 鋼 の 如く 硬化 させ る 。 







戦場 に お いて は 多勢 に 無 勢 。 
数 で 劣る 側 の 体 を 触 み 、 
死 へ と いざ な う 勝 者 の 秘術 。 








死 の 骸 か ら 作 られ た 盾 。 
生 者 の 生気 を 喰らい 、 
その 強度 を 増す 。 













潜在 能力 を 引き 出す オー ラ 。 
異 界 の 力 を その 身 に 和 宿 し 、 
己 の 力 を 極限 まで 高め る 。 
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破壊 の 騎士 を 呼び 出す 魔法 。 
カー ド に 封印 され し 者 達 を 
一 刀 両 断 す る o 





肉体 を 極限 まで 活性 させ る 魔法 。 
秘め られ し 、 
己 の 力 を 目覚 めき させ る 。 


























珍獣 族 に 伝わる 秘 審 の 合言葉 。 
その 言葉 が 持つ 不思議 な 響き は 、 
珍獣 に 元気 を 与え る 。 






大 魔 導 士 が 生ん だ 守護 の 光 。 
その 光 に 祝福 きれ し も ゃ の は 、 
絶対 的 な 力 を 得る 。 












懐 に 飛び 込ん で 繰り 出す 澤 身 の 
一 撃 。 相 手 の 力 を その まま 生か し 、 
己 の 攻撃 力 に 変え る 。 





物 を 増殖 させ る 太古 の 儀式 。 
その 儀式 は 、 
勝利 の 歓喜 に よっ て 成就 する 。 








悪魔 が 裁判 に 使う 天 笠 。 
天 笠 に か けら れ た 者 は 、 
自ら の 力 が 反転 する 。 









闇 より 現れ し 亡者 の 群れ 。 
盲 目 の 亡 者 達 が 魂 ご と 聞 へ 
引き ずり 込む 。 






戦い の 哀しみ か ら 生 み 出 され た 
禁 術 。 命 を 前 る こと で 、 
全て を 無 へ と 帰す 。 






素早 い 攻撃 を 避け る 術 。 
目 を 閉じ 精神 を 

集中 する こと に よっ て 、 

秘め た る 力 が 開眼 する 。 




















相手 の 能力 を 己 の も の と する 
呪術 。 能力 を 得る こと で 、 
自身 の 未知 の 力 が 目覚 め る 。 


生ま 
の 悪 魔 に 和 入 られ し 者 は 
抗う 術 を 失う 。 | 。 
















魔女 に 伝わる 反転 の 術 。 
魔法 の 砂 を 吹き か け 、 
幻 の 世界 に 陥れ る 。 


体力 を 礁 っ て いく 恐怖 の 欠 。 
土地 に よっ て 異な る 毅 が 現れ 、 
訪れ た 者 の 殊 を 削 る 。 










相手 を 東 縛 す る 法 。 
魔 導 力 が 鎖 と な っ て 現れ 、 
本 来 の 力 が 発揮 で き な く な る 。 
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天界 より 舞い 降り し 兵士 。 
間 を 切り 像 く 槍 の 攻撃 で 、 
魔界 か ら の 侵入 者 を 撃退 する 。 





emit う 枚 
較 ……… パ | ら 枚 
履 ジ ーー ツー の 枚 
iD 枚 






























| cx02 アル ビ ノ 
Hus、Masaki Firooka 
暗黒 魔王 が 自ら 創り 出し た 分 身 。 |』 レノ を 、 の | 怪し い 色 気 を 放つ 黒い 人 魚 。 


暗黒 魔王 を 超え る 狂 猛 き を 持つ が 、 || チャ 明和 | 男性 を 真夜 中 の 海辺 で 誘惑 し 、 
七 日 で 消滅 する と 言わ れる 。 』 ま 。 導 | ププ M 坦 「 魔 の 海 に 引き ずり 込む 。 











天上 界 を 守り し 孤高 の 鞭 士 。 | | Ne ル ノ | | ある 甲虫 と 共に 生み 出さ れ た 生物 。 
天 か ら 振り 下ろ す 関 光 は 、 | 5 9、 4 すく | 兵器 と し て 投入 され 続い 、 
邪悪 みる も の を 討ち 減 ぼ す 。 | が ヽ い / saw いい 人 | 死に 絶え た と 伝え られ て いる 。 





王家 の 為 に 育て られ た 火 意 。 | の 、 二 | 南 の 果て に 生息 する 動物 。 
その 戦闘 力 は 、 | き 引 靖 昌 栖 | | 才 - ゆ た オモ テ ャ を 相手 に 、 本 当 の 
千 の 兵力 に も 匹敵 する 。 | II 、 | 愛 に 巡り 合え る 日 を 夢見 て いる 。 
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ジャ ン フ ィ ニ ー 
HHuas. Rilchiro TSutSuni 


生き な が ら 伝 説 と 言わ れ た 最強 の 騎 os 2 還 当 l、2 / 催 人 | 上 | 肪 け を 求め る と 風 の よう に 弧 移 と 
士 。 プレ スト 伯爵 の 生前 の 姿 で あり 、 | | | イー MM 人 四 上 | 現れ 適度 に 悪 と 戦い 飛び 去っ て ゆく 、 
戦場 で は まさ に 敵 無し だ っ た 。 | | と  、 の | 謎 の 珍獣 剣士 。 


と 








つい に 再会 を 果たし た 
生き 別れ の 親子 。 彼 等 の 愛 の 物語 は 、 
後世 に 語り 継が れん て いっ た …。 
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魔術 向上 キャ ン ペ ー ン ボス ター に 
エク スト ラ カ ー ド の うち 、 ク ワ ガ ス 、 サ ラマ ンダ ーMX、 ブ レス トナ イト 、 エ ン ペ ラー( 愛 ) は 「 魔 術 向 上 キャ ン ペ ー ン ]」 と 
いう 形 で 配布 され た 。 こ こ で は ブレ スト ナイ ト ま で の 、 当 時 の 告知 ポス ター を 掲載 。 
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※ こ れ ら の キャ ン ペ ー ン 及び 配布 は 終了 し て お り ま す 。 




















変わ っ た カー ドリ スト が で きる の も 、 フ っ ファ 
ンク か なか 己 で は 。 とこ で ほ カ ー ドイ ラス トト 
ー タ ー 列 で 紹介 。 お 気に入り の 絵師 さん デ *> 
キ と いう の も 試し て みる と いい か も? 
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ガー ドイ ラス ドレ ー タ ー の みがき さま に アン ググ 


力 一 ドイ ラス トレ レー ター に アン ゲー ト ー ト を 実施 し て 、 イ ラス ト に まつ わる いろ ん 


な 話 を 答え て いた だ きま し た 。 


ミ 〉 1 ara ae な 担当 
イイ ジマ ヒシ zospr 7 が ng yh と (By、 下 を を を 工人 cotg 


旬 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 参 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「 ア ヴァ ロン の 鍵 」、『「 パ ワー スマ ッシュ 9』 Wizards of coast 社 『 マ ジッ ク ・ ザ ・ ギ ャ ザ リ ン グ 』 神 河 シリ ー ズ の コン セプト 
@ ご 自身 が 担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 デザ イン と 同 ゲ ー ム の カー ドア ー ト 。 同社 『 デ ュ エ ル マ ス ター ズ 』 の カー ドアー ト 。 
ヘル ドロ イ 。 自 分 で デザ イン し た モン スタ ー の 中 で は 割 と 気に入っ て る 方 な の で 、 カ 僅 成 社 の 児童 小説 『 ア ラビ アン ナイ ト 』 シ リー ズ の 表紙 、 挿 絵 、 装 丁 等 。 
ー ド も 描き まし た 。 気に入っ て な いけ ど 描 か され た も の も あり ます 。 乱 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

氏 担 当 さ れ た イラ スト で 、 こ ご こだわ っ た と ころ は あり ます か ? 魔法 剣士 ( 弐 ) で す 。 最初 この 世界 に 出 て くる モン スタ ー の 一 覧 を 見 せ て 頂い て 、 彼 が 
わか りや すぐ く 。 一 番 面白 そう に 見 えま し た の で 描か せ て 頂き まし た 。 無 意味 な ほど オー バー な アク シ 

人 @ 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ?⑦ また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス ョ ン を し そう な 異 文化 の 剣士 と 上 いう イメ ー ジ で す 。 描 いて いる と き に 魔法 が チャ ー ジ 
ト は あり ます か ? され 周囲 の 次 元 が 歪み 渦 を 巻い て いる の で す が 、 擬 音 を 口 に 出し て 描い て まし た よ 。 
大 変 だ っ た の も ヘル ドロ イ 。 夜 中 の 3 時 に お 巡り さん に 懐中 電灯 向け られ て 職務 質問 [ギュ オオ オン 」 「 デ ュ ル ルル 」 「 フ ォ ォ バ アア ァ ア ! 」 っ て 気持 ち が 入 り ま す が 、 ち ょ 
され て る 感じ 。「 こ ん な 夜中 に 何 し て ん の ! 」、「 タ タバ コ 吸 っ て る だ けっ ス よ …」。 っ と 頭 が 悪く な る か も し れ ま せん 。 で も オス ス メ な 描き 方 で す 。 

人 @ 逆 に デザ イン 時 や アヴァ ロン シリ ー ズ の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 参 担当 され た イラ スト で 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
思え る こと は な ん で すか ? 絵 を 描く 上 で 常に 大 事 に し て いる こと で す が 、「 脳 に 入り や すい 絵 ] で す 。 
プリ ンタ ー の CM を 見 て て も キャ ラ に 出来 る と ころ 。 天 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 

@ ア ヴァ ロン の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は な ん で し ょ うか ? ト は あり ます か ? 
モン スタ ー の 気持 ち に な っ て みる 。 シ ー カ ッ タ ー の 気持 ち に な る の が 難し か っ た で す 。 いろ いろ な タイ ミン グ が 重なっ て 発表 済み の も の は 全部 難産 で し た が 、 そ の 後 気 に 入 

久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 っ た と いう 御 意 見 を 頂け こ て ほ っ と し て お り ま す 。 人 迫力 が な か な か 出 な いと 苦労 し ます 。 
いろ ん な が ポ ボツ モン スタ ー が いま す 。 ポ ツ モ シス ター で 私 は 描 を な が ら の 変化 に 頼る タイ プ で す の で 、 一 番 最初 の お お ま か な イ メー ジ に 「 ど 
裏 ア ヴァ ロン が 作れ そう で す 。 多 分 つま ん な いで す 。 に C い ・ れ だ け 面 白い も の を プラ ス し て いく か 」 が うま く 出 な いと 苦労 し ます 。 

代 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 逆 に デザ イン 時 や アヴァ ロン シリ ー ズ の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
寝る 間 を 惜しん で や っ て ます 。 思え る こと は な ん で すか ? 

価 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 6 いろ いろ な ゲー ム の カー ドア ー ト を 描か せ て 頂い て ます が 、 ア ヴァ ロン シリ ー ズ は 珍 
今後 と も アヴァ ロン を よろ し く お 願 いし ます 。 し く 縦 長 の 構図 で す の で 、 描 いて いて も 人 の 絵 を 観 て いて も 、 世 界 を 広く 感じ て 面白 
し VN です 。 

参 ア ヴァ ロン の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ボ イン ト は な ん で し ょ うか ? 

縦長 の 構図 を どう 活か し て 描く か 、 あ と カー ド ゲ ー ム 全般 に も 言え ます が 、 小 さい 絵 

で す の で 、 覚 え や すく わか りや すい 作品 に し て いく こと で す 。 あ と 理屈 抜き で 「 カ ッ 

コイ イ ! 」 と 言っ て も ら え る よう に 頑張 る こと 。 

参 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

と て も 言え ませ ん 。 も っ と 功夫 を 積ま な く て は っ 。 

葵 ちな み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
近く に ゲー ム が な い の で 一 度 も コイ ン を 入れ て ませ ん が 、 友 人 が は まっ て いて 、 そ の 
話 を 聞く の が 楽し いで す 。 

天 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

「 カ ー ド の 効力 が 強く て も 弱く て も 、 絵 と し て 好 

きだ か ら 使 っ て る ん だ ! 」 と いう アヴァ ロン ファ 

ン が いて くれ る と 嬉し いで す 。「 お っ ! この 絵 

は 誰が 描い た の ?」 より も 「 作 者 な ん か どう も で 

いい よ 、 こ れ カ ッ コ イイ な ! 」 と いう 反応 を 目指 

し て ます が 、 結 果 的 に 名 前 を 覚え て いた だ けれ ば 

幸せ で す 。 も ちろ ん ゲー ム と し て の アヴァ ロン も 

みな さん で 盛り 上 げ て いっ て 楽し ん で くだ さい 

(で も 無理 し ちゃ ダメ ダヨ ー。 気が付く と お 財布 

が スッ カラ カン な ん て こと に な ら な いよ うに ネ )。 





担当 : 
護符 術 、 魔 法 剣士 ( 式 ) 











いと つが ず ま kzzuma 7o 唱 婦 の 加計 、 チ ャ イリ ン ( ま ) ど 


@ ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
絵 を 描く 仕事 を し て いま す 。 

念 担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
聖女 の 加護 。 オ ー ラ 自体 が メイ ン の 効果 の カー ド な の に 、 バ ルキ リー クラ ラ を つい つ 
い 楽 し く 描き 込ん で し まっ た … な ぁ 。 

信 担 当 さ れ た イラ スト で 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 

[綺麗 だ な 」 と 思え る も の を 常に 考え て ます が 、 な か な か …‥。 

久 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

暗黒 魔王 ( 弐 )。 こ れ は モチ ー フ 自体 は 比較 的 楽し く 描け た の で す が 、 そ れ を 盛り 立て 
る 状況 、 演 出 が な か な か うま くい か が かず に 苦労 し まし た 。 

人 @ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 

設定 が 元々 ある に も か か わら ず 、 制 約 が 少な く 自 由 に 描か せ て いた だ けた と ころ が 、 
と て も 楽し か っ た で す 。 絵 の 勉強 に も な り ま し た 。 

@「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 

アピ ー ル ポイ ント は し っ か り 提 示し た 方 が 良い で し ょ う ね 、 小 さく な り ま すし 。 
久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

どの 構図 も 「 こ れ は 参考 程度 に 」 と か 「 バ リエ ーション の ひと つと し て 」 と いう 感じ 
で 提示 し た も の が 、 そ の まま 採用 され た こと が 意外 で し た 。 あ まり 深く 考え ず に 描い 
て た 物 な の で 、 い ご 実 作業 に 入る と き 考 え 込ん で し まい まし た 。 
@ ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 

合計 1 時 間 ほ ど で し ょ うか -…。 意外 と スピ ー デ ィ な ゲー ム だ っ 
た の で 基本 的 に 見 て る だ け で す ( 笑 )。 

@ る ファ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

た くさ ん の 作家 と 新た な 遊び 、 プ レイ ヤー も 製作 側 も 、 と て も 
夢 の あ る 領域 に 踏み 込ん だ 作品 だ と 思う の で 、 ぜ ひ 触 れ て みて 
くだ SL)。 












































































に ここ ェ 記 日 当 * 

ュ J た が た pazzz = に 0 守護 天使 な ど 

欠 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
仕事 らし い 仕 事 と いう の は 、 こ れ が 初め て で 最後 か し ら と いう 具合 で す 。 こ の お 仕事 
が 終わ り ま し た ら 、 ま た の ん びり と 、 好 き な と き に 好き な 絵 を 描い て ネッ ト に 漂っ て 
ます 。 

参 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
最初 に 描か せ て 頂き まし た 魔法 反射 (日 )。 気 負い も 何 も 無い フラ ッ ト な 状態 だ っ た こ 
と も あり 、 一 番 「 私 らし い 」| 絵 に な っ た と 思い ます 。 描 いて いて 楽し い 一 枚 で し た 。 

参 担 当 さ れ た イラ スト で 、 こ ご だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
ポリ ゴン が ある 場合 は 静 の 構図 を 取る な ど 、 戦 いと は 違う 一 面 を 見 せる こと が で き な 
いか が と 考え て いま し た 。 

委 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
綺麗 と か 優雅 と か 雅 … に 描い て 欲し いと 言わ れ 、 困 り 果 て て まし た 。 今 まで 意識 し て 
いな か っ た の で 、 ど う や っ た ら 希 望 に 応え られ る の か 、 さ っ ぱり 判り ませ ん で し た 。 
自分 の 絵 が どう いう 風 に 見 られ て る か 認識 し て いな いと 、 え らい こと に な り ま すね 
(遠い 目 )。 

参 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 | の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
趣味 で 絵 を 描い て いた ら 知 る こと も 無かっ た だ ろう 、 貢 重 な 経験 を させ て いた だ きま 
し た 。 感謝 し て お り ま す 。 

参 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
完成 し た 絵 を 発表 し て 意見 ・ 感 想 の 交換 を お こ 才 " 
な う 日 々 が 、 完 成 し て も 見 せる こと が で き な い 
日 々 に 変わ っ て 、 辛 か っ た で す 。 正直 な と ころ 
[二度と 仕事 で 絵 な ん て 描く も ん か ! 」 と 毎回 
思っ て まし た 。 で も 好き な ん で 描い ちゃ うん で 
計 。 

参 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

見 て で くだ さっ た 方 、 手 に 取っ て くだ さっ た 方 、 

あり が と う ご ざ いま す 。 私 の 絵 か ら 何 か が 少し で 

も 感じ て いた だ けた な ら 幸 いで す 。 



























ヒー ルコ NR と 

府 本 智 ぐ a7os カ 7 友 7S7772O7 の 0 プラ テウ ム ( 弐 ) 
人 @ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

プラ テウ ム ( 弐 )。 力 強 さ と し な や か さ に こだわ り ま し た 。 

人 @ 若 用 し た 、 大変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ?⑦ また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

前 バー ジョ ン の イラ スト が も の すご く 良 か っ た の で プレ ッ シ ャ ー が か り ま くり で し た 。 
@ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 

な か な か フィ ニッ シュ まで 持っ て いけ な い 癖 が めった の で 、 最 後 ま で 描き あげ た と い 
うこ と は 大 き な 経 験 に な り ま し た 。 

@⑯「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ボ ポイ ント は どん な と ころ で すか ? 
案外 自由 に や っ て も よさ そう で す 。 

人 @ 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
ずっ と 枠 を 上 に 乗せ た 状態 で 描い て た の で 、 見 えな い 部 分 は ほ 
と ん ど 描 いて ませ ん 。 そ れ が その まま 本 に 載っ て し まっ た の を 
見 た と き は 恥ず か し か っ た で す 。 

る ちな み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 

さわ り 程 度 。 

る ファ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

また 機会 が めった らち ら り と 見 て や っ て くだ さい 。 
























































※ 今 回 、 ア ン ケ ー ト に ご 協力 いた だ いた 方 の 回 答 を 掲載 し て お り ま す 。 ( 旧 ) は 『Ver.1] の と き の イ ラス ト 、( 弐 ) は 「 弐 』 の と き に リニュ ー ア ル し た イラ スト で す 。 
※ 質 問 項目 が 赤色 の 方 は セガ 社内 の デザ イナ ー、 緑色 の 方 は フリ ー な どの イラ スト レー ター の 方 で す 。 


















担当 
天女 の 衣 、 カ メ ポ ポン ( 弐 ) 





オオ ノ 5 ソナ ラー 1 が ao た o の 7 


旬 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか の (代表 作 な ど ) 
「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 開発 チー ム の デザ イナ ー で す 。 プ レイ ヤー モー ショ ン の 全て と 、 モ 
ンス ター モー ショ ン の 6 割 ぐ らい を 担当 し まし た 。 校 長 先 生 の 胸 を ユ サ ユ サ させ て い 
る の も 私 で す 。 
人 で 担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 閣 か せく だ さい 。 
カメ ポポ ボン ( 弐 )。「 新 カメ ポポ ン の イラ スト を 描き ます か ?」 と 田口 君 に 言わ れ た と 
き は 、 嬉 し いと 同時 に か な り プ レッ シャ ー で も あり まし た 。 田 口 君 か ら 「 要 求 は キツ 
目 に 言わ むせ て も らい ます か ら ね ーー-」 と 宣告 され 、 ドキドキ し な が ら ラ フ を 描き 始め た 
の で す が ど うし て も コッ ペリ ア に トサカ を 撫で させ た く な っ て き て 、 慕 穴 と 知り な が 
らち ょ っ と づつ コッ ペリ ア を 描い て し まい まし た 。 結局 カメ ポポ ン を 描く の に 要 し た 
10 倍 ぐら い の 時 間 を か け て コッ ペリ ア を 描き まし た 。 そ の 間 、 何 度 コ ッ ペ リア の 顔 
を 摺 き 直し た こと か ……。 少 女体 型 を 描く の も 初め て だ っ た の で 、 田 口 君 の 指導 の も と 、 
な ん と か この コッ ペリ ア に た どり 着い た と いう と ころ で す 。 ユー ザー さん の 夢 を 壊さ 
が いい コッペリア に な っ た でしょ うか 
人 @ 担 当 さ れ た イラ スト で 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
カメ ポポ ン の 可愛 らし い 表 情 と ホン ワカ し た 周り の 感じ で す 。 
信 若 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか の ⑦ また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
や っ ぱり 「 カ メ ポ ポン | の コッ ペリ ア の 顔 で すね 。 
久 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 貞 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? に 
天女 の 羽衣 は 初め て の カー ドイ ラス ト で 緊張 し て いた の で す が 、 
目 由 に 描か せ て も ら え て 楽し か っ た で す 。 
久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
田口 君 は イラ スト を 描く と き 、 練 り 消 し の 音 が ミチ ミチ うる さい 
で す 。 あ と 、 集 中 し て る と 猫背 に な り ま す 。 机 の 上 が シャ ー ペ ン 
の 跡 で ろ し く 洛 いで す 。 





主 な 担当 : 
キラ ー レ ディ ( 弐 )、 イン フィ ニテ ィ ー( 弐 ) な ど 
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で どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
主 に ゲー ム の 2D デ ザイ ン を し て お り ま す 。 
休 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
お 気に入り の 一 枚 は ピッ クル で す が 、 妄想 どこ ろ と し て の 一 枚 は スフィンクス (と も に 
弐 ) で し た 。 エジプト 風 の 壁 画 に 描か れ た 三つ子 は 、 左 か ら ビ ー ム ボタ ン 係 、 効果 係 、 
操縦 係 。 当 初 は 両 サ イド か ら 中 央 アヌ ビス に ツッコ ミ を 入れ させ る 案 も あり まし た 。 
人 @ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
細部 に ちん まり し た 設定 を 埋め 込む こと 。 
念 若 途 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ⑦ また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
トト は あり ます か ? 
育 景 付 きせ イラ スト を 手がけ る こと が 少な い の で 、 背 景 と キャ ラ の 関係 を 随時 調整 し な 
が ら の ペイ ント 作業 に 大 分 手 こ ず り まし た 。 特に キラ ー レ ディ ( 弐 ) は ステ ンド グラ ス 
か ら の 逆光 設定 な の で 、 う めき な が ら の 作画 で し た 。 
旬 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ]) の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
イラ スト を 完成 させ る 上 で の 、 様々 な プロ セス 全て が 楽し か っ た で す 。 何より 、 アヴァ 
ロン の キャ ラジ 達 を 自由 な 発想 で 描か せ て 頂く こと で 自分 の 中 に 隠し 持っ て いた エエ カキ 
精神 を 、 存 分 に 吐き 出せ た よう に 思い ます 。 完成 し た と き は か な り ス ッ キ リ し て まし た 。 
[アヴァ ロン の 鍵 ) の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか 
キャ ラク ター に 住む 世界 を 与え る 、 も し く は 住ん で いる 世界 を 知る 、 そ ん な 点 を 常に 
考え つつ 、 イ メー ジ に 浮か 応 、 キ ャ ラ の 点 と し た 物腰 や 仕草 の 再現 を し て いき まし た 。 
久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
キラ ー レデ ィ は あく まで 「 モ デル の よう か な 美 し さ 」 を 念頭 に ラフ を 起こ し た の で す が 、 
人 に 見 せる 度 に 「 エ ロッ ! 」 の 声 。 後 に イン フィ ニテ ィ ー も 続く こと で TIG 
繧 師 の 異名 まで 付け られ た り 。 苦い 思い 出 で す 。 衣 装 が きわ ど 置 
い だ け な の に 。 
但 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
エン ペラ ー の みか ん 箱 、 ス フィ ンク ス の 三つ子 操縦 土 等 々 、 ア ヴ 
ァ ロ ン の モン スタ ー に は 物語 が あり 、 描き 手 が 表 現し つく せな い 
部 分 も 多々 あり ます 。 他 の 素晴らし い イ ラス ト と 共に 、 更 な る 妄 
想 で アヴァ ロン 世界 を 膨らませ て も ら え た ら 嬉 し い 限 り で す 。 













な 担当 : 
甲 志 ・KUU 1 ko 天使 の き 、 光 の 唐 ( 弐 ) な ど 
どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
『「 マ ジッ ク ・ ザ ・ ギ ャ ザ リ ン グ 』『 デ ュ エ ル マ ス ター ズ 』 他 、 主 に カー ド の イラ スト を 
押 いて いま す 。 
急 担 当 さ わた カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 還 か せく だ さい 。 
堕天 使 の 嘆き ざ 。 ど こま で 元 の デザ イン を 残し つつ 、 詞 天 使 化 を どう 表現 し 、 な お か つ 
自分 ら し さ を 出せ る か と いう と ころ に 悩み まし た が 、 苦 労 し た 分 自分 で も 非常 に 気 に 
入っ た 作品 に な り ま し た 。 
急 担 当 さ われ た イラ スト に お いて 、 こ ご こだわ っ た と ころ は あり ます か ? 
質感 と 筆 の タッ チ で すね 。 
介 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
名 力 の 波紋 。 鎧 が 多く て 大 変 で し た 。 
得 逆 に デザ イン 時 や か 良かっ た と 
思う こと は な ん で すか ? り 
色 を 塗る の が 好き な の で 、 元 の デザ イン が 用 意 さ れ て い 
た 分 、 塗 り に 作業 の 重点 を 置け て 楽し か っ た で す 。 
参 「 ア ヴァ ロン の 鍵 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト 
は どん な と ころ で すか り 
元 の デザ イン を 把握 する こと で す 。 
舌 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
カー ド を 手 に と っ て 見 て いた だ ける と 嬉し いで す 


































王 な 担当 : 
陸 原 一 樽 kazuz cugawaza フィ ウ ティ ーー、 コ アラ 先生 な ど 
答 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 シリ ー ズ 、『PSO03」、『 三 国 志 大 戦 』 他 、TCG カ ー ド イラ スト 等 、 
手掛け させ て 頂い て お り ま す 。 そ の 他 、 雑 誌 で カッ ト ・ イ ラス ト ・ 漫 画 等 も 発表 し て 
お り ま す 。 

笹 担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

忌 い 入れ は どの イラ スト に も それ な り に ある の で 難し いで す が 、 あ えて ひと つ 話 を す 
る な ら ば パン ( 旧 ) で し ょ うか 。 描き あげ て カー ド 化 され 、 紹 介 文 を 読む まで 、 ず っ と 
「 男 の 子 】」 だ と ば か り 思 っ て まし た 。 妖精 な の で そこ まで 性 別 を し っ か り 考 えた わけ 
で は あり ませ ん で し た が … 女 の 子 だ と 聞い た と き は 衝撃 で し た 。 ご めん パン 。 

参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 

鮭 々 た る イラ ス トレ ー タ ー の 方 々 に 囲ま れ 、 プ レッ シャ ー を 感じ る 中 、 や は り 自 分 に 
出来 る こと 、 望 まれ る こと を と 考え る な ら ば 、「 人 型 モ ンス ター を と に か く 可 愛 く カ 
ッ コ よく 」 で し た 。 表 情 、 視 線 、 体 の ライ ン 等 、 彼 等 の 魅力 を 少し で も 伝え られ る よ 
う 気 を 使っ た つも り で す 。 し か し 、 中 盤 か ら 後 半 に か け て は 特に 珍獣 、 コ ロコ ロ し た 
モン スタ ー が 多かっ た の で 、 つ い 「 美 形 が 描き た いで す 」 と 漏らし た と きも あり まし 
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珍 若 人 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

難 族 だ け に ボツ に な り ま し た …。 普 段 描 を な れ な い 、 ク リー チャ ー 系 は や は り ど れ も 
苦労 し まし た ね 。 仕事 と し て 真剣 に 取り 組 お 中 、 苦 し く と も 、 普 段 味 わ う こと が 少な 
い 「 苦 し お こと の 楽し さ 」 が あっ た の で 大 変 勉強 に な り ま し た 。 

乱 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
いろ いろ な モン スタ ー を 手掛け させ て 頂き 、 自 分 的 に も 作品 の 幅 が 広がっ つた こと 、 コ 
ンス タン ト に 累 張 感 あ る 絵 を 描く こと で 、 描 き 込 み 方 が 以前 に 比べ 格段 に 細か く な れ 
た こと な ご 、 良 か が っ た と 思う こと は た くさ ん あり ます 。 本 当 に アヴァ ロン に 関わ る こ 
と が 出来 て 幸せ で す 。 感謝 、 感 謝 で あり ます 。 

急 「 ア ヴァ ロン の 鍵 】 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ボ ポイ ント は どん な と ころ で すか ? 
ラフ だ け で 「 担 当 の 方 を まず 自分 の 世界 に 引き 込め る か どう か 」 で す 。 提出 し た と き 
の 反応 で 、 掴 み は DUK か どう か を 見 極め る の で す が 、 メ ー ル を 受け 取る と き は いつ も 
ドキ ドキ で し た 。 や は り 、 不 特定 多数 の ユー ザー の 方 の 心 を 掴 の た め の 第 一 歩 と し て 
重要 な 通過 点 が と 思い ます 。 あ と は 、 そ の ラフ か ら イ メー ジ を 外さ ず 、 担 当 さ ん と 自 
分 の 中 の イメ ー ジ と うま く 融 合 さ せる よう 、 完 成 に むけ て 頑張 っ た も の で す 。 

参 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
作業 中 に HDD が 応 っ 飛ん だ の が 印象 深い で すね 。 幸 い デ ー タ は 残っ て いま し た が 、 
作業 環境 が すっ か り 白 紙 化 され 、 通 常 通 り に 戻す の に 大 変 苦労 を し まし た 。 あ と 、 途 
中 引越 し が あっ た の で す が こ れ が また …。 イ ラス ト に つい て は 、 最 後に 発注 を 頂い た 
カー ド の 顔 が いま だ に 不 本 意 で す 。 あ の アゴ の 丸み は ぢ ちょ っ と デブ っ ぽい で すっ て や 
っ ぱり 。 顔 の ライ ン を 鋭く 描い て いた の で す が 、 カ ー ド サイ ズ に する と 縮小 具合 に よ 
り 顔 が きつ く な り 過 ぎる と の こと で 、 ア ゴ に や や 丸み を 持た せ た の で す 。 

夫 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
すみ ませ ん 、 ら 、9 度 程 だ っ た り し ます …。 素 人 に は ちと 手 に お えな さそ う で 。 と い 
うか 気がつい た ら ラ イフ が 無く な っ て 終わ っ ちゃ いま し た よ チ クシ ョ ウ 。 

答 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

押 い イラ スト な が ら も 、 応 援 し て くだ さっ て 感 
謝 し て お り ま す 。 私 も モンス ター た ち に 少し で 
も 命 を 吹き 込む 手 伝い が 出来 て 幸せ で す 。 ア ヴ 

ァ ロ ン 共 々 、 こ れ か ら も どう ぞ よ ろ し く お 願 い 

いた し ます 。 
























































































主 な 担当 : 
縛り の 呪い 、 バル キリ ー( 弐 ) な ど 


JUNNY 


答 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
主 に 成人 向け 漫画 を 描い て いま す が 、 一 般 向け の イラ スト の お 仕事 も し て いま す 。 
氏 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
個人 的 に は バル キリ ー( 弐 ) の イラ スト が カッ コ よ く 描 けた 気 が し て 、 お 気に入り で す 。 
胸 な ども 強調 させ て いた だ きま し た 。 
参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
他 が レベ ル の 高い イラ スト レー ター さん ば か り で す の で 、 な ん と か 自分 も 追い つこ う 
と 思い 、 と に か く 塗 りこ み を 一 生 懸 命 や り ま し た 。 ア ヴァ ロン の カー ドイ ラス ト は ど 
れ も イ ラス ト と いう より は 絵画 的 な の で 、 自 分 以外 の ほか の カー ド と 違和感 が な いよ 
うに し よう と 必 が け ま し た 。 
参 若 劣 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
最近 発注 を 頂い た カー ド な の で す が 、 コ ン セ プ ト が 「 萌 え 」 で 、 私 は 「 萌 え ]」 に つい 
て は 認識 不足 だ っ た の で 意外 と 大 変 で し た 。 今後 は そっ ち 方面 の 絵 も 練習 せ ね ば … 
舌 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ]】 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良かっ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
ご の イラ スト も 描き 始め は 完成 形 が 見 え ず に 不安 で いっ ぱい だ っ た の で す が 、 徐 々 に 
完成 に 近づい て くる と 楽し く な っ て きま す 。 あ と 、 ゲ ー ム 雑誌 等 に 自分 の 描い た カー 
ド が ちょ っ と で も 載っ て た りす る と 、 凄 い 幸せ な 気分 に な り ま し た 。 
参り アヴァ ロン の 鍵 】 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか 
これ は 私 も 知り た いで す 。 ま だ まだ ポイ ント が 掴み きれ て いな い の で …。 
欠 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
すみ ませ ん 、 実 は 一 度 も 遊ん どこ と あり ませ ん …。 し か し 何故 か スタ ー タ ー パ ッ ク は 
買っ て お り ま す 。 
参 つ ファン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
私 の 絵 を 気に入っ て くだ さっ た 方 が いた ら 大 変 嬉 し いで 
す 。 ゲ ー ム を し て いて 私 の イラ スト の カー ド が 手 に 入り 
まし た ら 、 ぜ ひび ひ いき に し て くだ さい ね ! 
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全 @ ち な み に ゲー ム 自 体 は どの 程度 ブ プレ イ さ れ て いま すか ? 





| @ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 


ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ 


ee 


SS 





ーー プー 


人 @ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 


| 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
、@ フ ァ ン の 方 に メ 
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、@ ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
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、 代 どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 


人 @⑥ ち な み に 


| @ フ ァ ン の 方 に メ 








担当 : 
刻 の 隼 、 エ ルフ の 秘宝 


鈴木 真 


ざ 太 7777 ざた 7 


「 ダ ー ビ ピー オーナ ー ズ クラ ブ j 関係 が 主 で 、 今 は 極秘 プロ ジェ ク ト に 関わ っ て ます 。 


1 価 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 


エル フ の 秘宝 。 元 々 油絵 を や っ て いた の で す が 、 会 社 で は モデ ル の 制作 が 多く 感覚 を 
上 い 出す の に 苦労 し まし た 。 

こだわ っ た と ころ は あり ます か ? 

ペイ ンタ ー 等 で 描か れ て いる 方 が 多い の で 、 下 絵 に 油絵 で 描い た も の を と り 込 ん だ 点 。 


| @⑯ 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 


ト は あり ます か ? 
「 私 の 絵 みた いな 雰囲気 で いい の か ぁ …」 と か 。 


| ⑯ 聞 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 


思う こと は な ん で すか ? 
カー ド と いう 形 で 自分 の 作っ た も の が 手 に 入る こと 。 


| @⑮[「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 


クラ イア ント の 望み と 、 自 分 だ っ たらこ うし た いと 思う 部 分 の 微妙 な 接点 。 


絵 を 描い て いて 、 応 と 気付 く と 深夜 の 零 時 過ぎ 、 五 階 の 角 部 屋 


な の に 壁 を 叩く 音 が … な ん て こと は あり ませ ん で し た 。 
あま 放つ 志 。 ギャ ラリ ー の 方 が 多い で す 。 


ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 
これ か ら も よろ し く ! 


主 な 担当 : 
プラ テウ ム ( 旧 ) 、 バル キリ ー 燕 


「THE HOUSE OF THE DEAD』『 オ ー シ ャ ン ハ ンタ ー』 


| @ 揚 当 さ れ た カー ド の うち 一 杉 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 


ディ ー プ シー カー(I 旧 ) 。 イ ラス ト を 描い た ら 、 た だ の 人 魚の 絵 に な っ て し まっ た の で あ 


わ て て 人 を 描き 足し まし た 。 よ く 見 る と 水草 や 底 の 木 は その まま の スケ ー ル な の で 結 


果 的 に 小 人 を 描い た こと に な っ て し まい まし た 。 
こだわ っ た と ころ は あり ます か の? の 
個人 的 な 好み と し て 、 光 の 扱い 方 は いつ も 気 を つけ て ます 。 


較 @⑥ き し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 


ト は あり ます か ? 
盗賊 の 手 で す 。 時間 が な く て 93 時間 で 仕上 げ ば まし た 。 あ まり に も スト レー ト な 絵 に し 
た の で 自分 で 笑っ て し まい ます 。 


人 @ 党 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良かっ た と 


思う こと は な ん で すか の 
や は り 、 自 分 の 描い た イラ スト が カー ド に な る と いう の は 嬉し いで すね 。 
人 @ で 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか の 

これ は 他 の 作家 さん に も お 願い し て いる の で す が 、 各 個性 が モン スタ ー を どう 料理 す 
る (解釈 し イラ スト と し て 表現 し て いく ) と ころ で すか ね 。 そ の 結果 が アヴァ ロン の カ 
ーー ド 大 と 選 っ で ます 。 
念 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

ネオ ン と いう モン スタ ー が ある の で す が 、 デ ザイ ン は 5 分 で し た 。 か な り 不 甲斐 な い 
な と 思っ て いた ら 、 自 分 が 表 の イラ スト を 描く こと に な っ て 
し まい まし た 。 人 生 は 回 り ま わっ て くる も の だ と 痛感 で す 。 
但 ちな み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか の 

か な りう まい で す よ 。 燕 返 し を 決め る 確率 は か な り 高 いで す 。 
まあ 野球 も 3 割 打 て た ら 良 し と し ます し ・…-。 
代 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

上 で も 書い た の で す が 、 ア ヴァ ロン に は 出来 る だ け 多 く の 個 
性 を 盛り 込み た いと いう 希望 が め り ま し た 。 ぜ ひみ な さん に 
も それ を 楽し ん で も らい た いで す 。 





主 な 担当 : 
転生 の 宴 、 フ ァ ン トム ゼリー( 弐 ) な ど 


スポ ー ツ 選手 の 顔 を 作る 仕事 な ど で す 。 

念 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
資料 写真 を 撮り に 水族 館 へ 行っ た と きのこ と な ん で す が 、 家 族 連れ の 方 が 多く て 、 小 
さ な 子 が 人 魚 を 前 に は し ゃ いで る 顔 を 見 て る と 「 あ め あ 、 な ん か この 感じ 久 し 記 り だ な ーー」 
と し み じ み し た の を 覚え て いま す 。 

価 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か の 
育 景 の トー ン は 静か め に 保っ て お き 、 カ ー ド の テー マ と な る 現象 を 際立た せよ うと 意 
識 し まし た 。 

信 若 少し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか の ⑦ また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
特性 侵食 ( 弐 ) に 出 て くる ユニ コー ン の 腰部 は 、 ボ リュ ー ム 感 が まま な ら な く て 何 度 も 
指 き 直し 、 苦 労 し まし た 。 


、 人 逆 に デザ イン 時 や 「『 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 


思う こと は な ん で すか ? 
ある 程度 、 上 自由 に 描い て 良い と 言わ れ た の で 、 構 図 を 練っ て いる と き な ど は 、 楽 し か 
EE 人 き ja 
@ で [アヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
他 の カー ド の イラ スト と 近 す ぎ ず 離 れ す ぎ ず 、 自 分 な り の 柱 離 感 を 探る こと が 必要 か 
も し れ な いで す 。 
念 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
ファ ント ム ゼ リー( 弐 ) の 下絵 を 描き な が ら ス ル メ を 食べ て 
いた ら 、 食 べ 過 ぎざぎざ て し まい 、 歯 が 疲れ まし た 。 
ゲー ム 自 体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
それ ほど 多く は プレ イ し て いな いで す 。 
ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 
僕 の 描い た カー ド を 使っ て 楽し ん で いた だ けた ら 幸 いで す 。 





に 
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参 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「 ア ヴァ ロン の 鍵 〕』 カ ー ド 用 イラ スト 、『 デ ュ エ ル マ ス ター ズ 』 カ ー ド 用 イラ スト 
筆 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
ジラ シリ ー ズ 。3 枚 繋げ て 1 枚 の 絵 に な る と いう 発注 が 面白 か っ た ジラ 83 匹 が お 気 に 
入り で す 。B ら ボー ド に 描い て し まっ て スキ ャ ナー で 8 回 に 分 け て 取り 込む ハメ な っ 
て 後悔 し まし た 。 ガ ッシュ の 上 に 色 銅 筆 を 乗せ る 実験 … と いう か が 挑戦 も し て み ま し た 。 
これ に 限ら ず 、 全 体 を 通し て いろ いろ 試せ た こと が 一 番 の 思い 出 で す 。 
参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
最近 は デジ タル で イラ スト を 描か れる 方 が 多い の で 、 少 し 違っ た タッ チ に し て みよ う 
と アク リル ガッ シュ を 使っ て の 表現 に 挑戦 し て み ま し た 。 中 で も 、 絵 の 具 の 重なり 具 
合 に よる 色彩 表現 に こだわ っ て み ま し た 。 
人 珍 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ⑦ また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
一 度 塗っ て し まう と 、 や り 直 し が 効か な いこ と に は 苦労 し まし た 。「 し まっ た ! 」 と 
思っ て は 毎回 ある わけ な い ア ンド ゥ ボタ ン を 探し て し まい ます 。 デ ジタル は ズル イ 。 
参 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
デジ タル ・ ガ ッシュ ・ パ ステ ル 等 で タッ チ を 変え て も 快く 受け 入れ て いた だ けた お か 
げ で 、 毎 回 気分 を 変え て 楽し お こと が 出来 まし た 。 タ ッ チ の 幅広 さ ご は アヴァ ロン の 素 
青 ら し い 点 だ と 思い ます 。 そ れ に 学生 当時 の 寒い ふと ころ も 大 助かり で 、 お か げ さ ま 
で 訟 願 の 初 海外 旅行 に も 行け まし た 。 
参 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 拉 く と き の ボイン ト は どん な と ころ で か? 
ー 枚 の 絵 と し て の 雰囲気 作り に 注意 し まし た 。 
欠 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか の 
まだ プレ イ し た こと は あり ませ ん 。 
参 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
これ か ら も コツ コツ 頑張 り ま す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


ケル ピー (上 B、 ジラ シリ ー ズ な ど 



















' ーー II 寺 TTTT「 ー 
1 堤 利 一 郎 7c777O 7Sp7Sp7777 ハコ リス 、 利 那 の 見 切り な ど 


| どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 

| 小説 挿絵 や 漫画 を チョ ロ っ と 描い て お り ま す 。 ア ヴァ ロン 関係 に は 本 当 お 世話 に な っ 

| て ます 。 

時 ⑯ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

= "アー マジ ロ ( 旧 )。 一 番 最初 に 描か せ て 頂い た イラ スト で す 。 ど う 自 分 な り に 描い た ら 

有 。 いい の か 戸惑っ た 記憶 が …! 絵の具 を 使う の も か な り 久 し ぶり だ っ た 作品 …。 

| 信 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か 

[珍獣 の 羽 ] の 、 お も ちゃ ペン ギン の な ん か 違う と こ 。 

| 人 @ 語 労 し た 、 大変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 

| ト は あり ます か ? 
依頼 し て 頂い た と き に 限っ て 、 時 間 か か る 仕事 と 重なっ た こと 。 

@ 聞 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た ご と 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
ハコ リス の デザ イナ ー 様 の セン ス に ノッ クア ウト 。 惚れ まし た 。 

信 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ご ころ で すか ? 
ほのぼの 。 

人 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 くだ さい 。 
バケ ツ の 水 を ひっ くり 返し て プチ 洪水 。 も う 少 し で 、 完成 
し た 原画 を ダメ に する と ころ で し た …。 か わり に 被害 に あ 
っ つた ファ ックス 付き 電話 は 昇天 いた し まし た …。 

@ ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか 
仕事 の 取材 時 の み で … す …( 土 下 座 )。 ほ こら に ろく に た ど 
り 着 け ま せん 。 常に 無防備 。 

答 フ ァ ン の 方 に メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 

私 だ け 妙 に 浮い て ます が 、 生 暖か い 目 で 見 守っ て くだ さい 。 
















































中 川 真一 Sue: Aakagawa の ie 
で どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
CG 制 作業 務 で す (『 ラ スト ブロ ンク ス - 東 京 番外 地 -』]、『 ジ ャ ン ボ ! 
ーー スク ラフ オン コイ ウフ | 和幸 )。 
念 担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
グラ ディ エー ター( 弐 )。 最 強 、 一 騎 当 千 の 大 物 が 回 っ て きた た の で 、 緊 過 し まし た 。 
人 で 担当 され た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
グラ ディ エー ター の ポー ズ 。 攻撃 に 転ずる 一 瞬 前 の 間 を 切り 取っ た よう な 、 演 技 さ せ 
周 ぎ な いも の に し た か っ た 。 
念 若 用 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ?⑦ また 、 
ト は あり ます か ? 
モン スタ ー を 複数 入れ た の で 、 時 間 的 に きつ か っ た …。 
つた が も …。 
久 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
この キャ ラ は どん な 奴 な の か 、 
事 は 実に 楽し いも の で す 。 
@[ ア ヴァ ロン の 負 | の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポイ ント は どん な と ころ で すか ? 
自分 で 飲 し く な る よう な 絵 に な る まで 頑張 る 。 い や 、 絶 対 に す 庄 
る | 
@ 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く 
だ さい 。 
グラ ディ エー ター の 背景 の 真中 に いる 怪獣 (通称 ドリ モグ ーー) は 
元々 アヴァ ロン の ボツ キャ ラ な ん で す 。 今回 この よう な 形 で 復 
活 を 遂げ まし た 。 


サフ ァ リ ?」、「 ダ 


完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 


他 の 方 々 に 比べ て 一 番 時 間 か 









な に を 思っ て いる の か 、 妄 想 を 広げ な が ら 手 が ける 仕 













信 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「 頭 文字 D Ver.3」 の 背景 な ど 。 

人 @ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
プイ マー プシ ー カ ー (5)。 京 好き が の で 先 信 入り まし た 。 

念 担当 され た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
うろ こ 。 

念 若 お し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? 
また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ スト は あり ます か ? 
Photoshop で 色 に 厚み を 持た せる の に 苦労 し まし た 。 

信 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手 が 
け て 楽し か っ た こと 、 良かっ た と 思う こと は な ん で すか ? 
繧 を 描く の は 久しぶり で し た の で 、 新 鮮 で 楽し か っ た 
で す 。 






る どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 

「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 

人 @ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

ジャ ンプ ブー( 弐 )。 ゲ ー ム を 代表 する モン スタ ー な の で 、 ユ ー ザ ー の みな さん の イメ ー 

ジ が より 膨らむ よう な 絵 に な る よう 心がけ まし た 。 

人 @ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ ご だ わっ た と ころ は あり ます か ? 

綺麗 な 光 と 空気 感 。 色 合い 。 綺 麗 だ な 一 と 思え る 絵 に な る よう に 。 絵 が 好き だ か ら デ 

ッ キ に 入れ た く な る よう な 、 そ ん な 絵 に な る よう に 心がけ まし た 。 

人 @ 若 用 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか の また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 

ト は あり ます か ? 

前 

より 方 」 と か 知ら な く て 、 気合 で 全部 描く し か な い ! みた い に な っ て まし た …。 し 

ば らく 本 は 描き た く な い ・ と 恩 い まし た (し か し 、 イーノ の イラ スト で や は わ 図 人 

を 描く 羽目 に )。 

@ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 

思う こと は な ん で すか ? 

、 繧 が 少し 変わ っ た 。 デ ザイ ン の 引き 出し が 増え た 。 い ろ い ろ と 勉強 に な り ま し た 。 

、@「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 

基本 は 硬派 。 だ けど 、 必 ず 誰 か が 好き に な る よう な エッ セン ス を 加え る 。 

人 で 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

強い て あげ る な ら 、 封 じ 込 め ( 弐 ) を 、 モ ンス ター カー ド の サイ ズ で 描い て し まっ た こ 
。 幸 い 、 断 ち 切 り を か な り 多 く と っ て いた の で 、 事 な き を 得 すま し た が 。 

価 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プア プレイ さ れ て いま すか ? au 

チェ ッ ク 等 で か な り プ レイ し て ます 。 使用 キャ ラク ター は シズ 

マ 、 名 前 は 「 魔 津 血 夜 志津 魔 ]( マ ッ チ ョ ニー シズマ) で す 。 

信 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

みな さん の お か げ で 、 こ う や っ て 設定 資料 集 ま で 出し て いた だ 

ける こと に な り ま し た 。 本当 に あり が と う ご ざ いま す 。 















































Ak 

本 | 俊也 7os77y2 ZS77 た みる 0 コモ ング (Gb、 (0、 な 

信 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

阿 と 云 ( と も に 弐 ) を 担当 させ て いた た だ きま し た 。 元々 アメ コミ の キャ ラ ( ハ ルク や 

X-MEN な ど ) が 好き だ っ た こと も あっ て 、 阿 、 云 の よう な 肉体 派 の モチ ー フ を 自分 に 

振ら れ た と き は 「 ラ ッ キ ー、 面 白 そ う ! 」 っ て いう の が 最初 の 印象 で す 。 

念 担当 され た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 

こだわ っ た と ころ は キャ ラク ター の 量感 で す 。 手足 な どの 未 端 パ ー ツ を 強調 させ て ポ 

ー ズ は か た く て も いい か ら 重 た くし た いな 一 、 と 思っ て 進め て まし た 。 な の で 実際 の 

ゲー ム で の モデ ル よ り ボ リュ ー ム が 増し て 見 える と 思い ます が 、 そ こ は 元 々 デフ ォ ル 

メ し よう と いう 意図 で 作業 し て いま し た 。 

@ 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

や っ て みる と 思っ て いた より 大 変 で し た 。 キ ャ ラク ター は コッ テリ と 、 背 景 は イメ ー 

ジ ぽ く 書 こう と いう こと だ け あ め あらかじめ 決め て いた ん で す が 、 タ ッ チ に 関し て は 何 も 

決め て いな く て 、 そ こ が 最 後 ま で あー で も な いこ 一 で も な いと 難航 し た 作業 に な り 、 

結局 同じ 構図 で タッ チ の ボツ 作 が 6、 フ アパ ター ン に も な り ま し た 。 そ こ は ア ー ト ワー 

ク の 進め 方 と し て 反省 し た 点 で す 。 

人 @ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
ほとん ど 自 由 に させ て も ら っ て 、 ホ ント 申し 訳 な いく らい 楽し か っ た で す 。 も っ と 駄 
目 だ し 食らう も ん だ と 思っ て た の で 。 

@「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
いろ いろ な 作風 が あっ て バラ エ テ ィ ー に 富ん で いる と ころ が アヴァ ロン の カー ド の 魅 
力 的 な と ころ だ と 認識 し て いま す 。 だ か ら ま ず 楽 し ん で 好き に や る こと が 、 個 々 の 作 
風 を 浮き 立た せる こと に つなが る の だ と 思い ます 。 そ こ が ポ イン ト で し ょ うか 。 

久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
ボツ に な っ た 一 案 に 、 デ フォ ル メ は し て いま す が ア メリ カ の (WWE) プロ レス ラー を 
モチ ー フ に 描い た 物 が あり まし た 。 結局 使う こと は あり ませ ん で し た が : そ ん な 冗談 
めい た パタ ー ン を 描い た り し た の も 良い 思い 出 に な り ま し た 。 

介 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
すい ませ ん 。 自 分 で は ほとん ど や り ま せん 。 

但 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
ゲー ム を 楽し ん で いた だ けれ ば 幸い で す 。 













YBIKO _ Naka き eo 





主 な 担当 : 
中田 愛 湾 / 記 。 信 2Zgz27 Va た ag プリ ティ ベル 、 セラ フィ ー・ ル カ な ど 












代 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

アン チュ ( 弐 ) の カー ド で す 。 鬼 一 鬼 と ゴツ メ の カー ド を 描い て いた の で 、 絵 柄 が 違っ 
て 描 け て 面白 か っ た で すね 。 住 ん で いる 所 を 想像 し た り 、 ア ン テ ナ ( ? ) で 呼び 寄せ る 
祥 界 の 住人 を 考え た り と て も 楽し か っ た で す 。 少 し 画 調 を 変化 を 持た せ て 、 絵 本 調 に 
描け た の で と て も 気に入っ て ます 。… で す が 「 ア ンチ ュ に 似 て る 」 と 結構 いろ ん な ヒ 
ト に 言わ れ て と て も 微妙 な 気持 ち に も な っ た り し まし た …。 丸い で すし …。 

価 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 

アヴァ ロン の カー ド は 、 絵 の アプ ロー チ の 幅 が と て も 広く て 自由 に 考え られ る の で す 
が 、 だ か ら こ そ イ ラス ト の 印象 や 雰囲気 に は 気 を つけ て 進め た の で 、 そ の 辺 が こだわ 
5 だ と と る で す 。 

信 若 お し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ?⑦ また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

鬼 ブ ル ( 弐 ) の カー ド で す 。 カ ー ド 絵 作成 二 枚 目 だ っ た の で す が 、 初 め て の 絵 替え の カカ 
ー ド で 、 松 本 さん の 迫力 の ある 前 の カー ド が あっ た 上 で 、 ど う ア プロ ー チ し て いこ う 
か と て も 不安 で し た 。『 弐 』 が 和 の イメ ー ジ だ っ た の で 、 金 剛 桁 同様 思い 切っ て 和風 
の 方 向 に 進め て みよ うと 思っ て 、 結 果 的 に は か な り 冒 険 に な っ た の で す が 鬼 ブル を 絵 
の 中 で 和風 に 解釈 させ て み ま し た 。 何 百年 も 昔 の 日 本 を 疾走 する 鬼 ブ ル が 掛け 軸 に 描 
かれ た と いう イメ ー ジ で 。 カ ー ド 画 を 描く と いう こと に 関し て は 、 カ ー ド サイ ズ で の 
絵 の 見 せ 方 の 経験 が な か っ た の で と て も 苦労 し ま し た ね 。 だ だ 、。 得意 な 方 向 性 だ っ た 
の で 描 いて て 本 当 に 楽し か っ た で す 。 

久 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 

単に 自分 の 好き な よう に 描く の で は な く 、 カ ー ド 絵 と し て 求め られ る こと と その 中 で 
目 分 の 作家 性 の 活か せる と ころ 、 両 方 を 意識 し な が ら 描 か な けれ ば いけ な い 難 し さ が 
あっ た の で す が 、 逆 に そこ が 楽し く と て も 勉強 に な り ま し た 。 

但 ちなみに ゲー ム 自 体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 

ゲー ムセン ター で 対戦 する と ボコ ボコ に され ます 。 

価 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

ゲー ム を な さる 方 が カー ド を 使う と き に 、 そ の カー ド の 持つ 印象 が 少し で も 、 よ り 楽 
し さ ざ を 味わう 一 部 に な れれ ば と て も 嬉し いで す 。 















































参 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
『「 デ ュ エ ル マ ス ター ズ YCG』『 ド ラゴン ドラ イブ TCG』 『「 ベ ル セ ル ク TCG』『TMNT- 
TCG』「『 ア ル テ イ ル 』『PSO0 エ ピ ソ ー ド 98』『 三 国 志 大 戦 』 な ど に 参加 し て いま す 。 
形 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

女神 (| 日) は 依頼 を 受け て か ら 一 番 最初 に 描い た イラ スト で 、 特 に 時 間 を か け て ゆっ く 
り 制 作 し まし た 。 ま だ 本 格 的 に イラ スト レー ター と し て 活動 し て る 時 期 で は な か っ た 
の で 、 ク オリ ティ を ご どこ まで 追求 すれ ば いい の か と か 、 他 の 作家 さん は どん な の 描い 
て ん だ ろう と いう の を 凄く 気 に し て まし た 。 

参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 ご だ わっ た と ころ は あり ます か の 

キャ ラ の シル エッ ト を わか りや すく 、 カ ー ド サイ ズ に 小さ くし て も 見 楽 え の する よう 
に 注意 し て ます 。 

参 若 労 し た 、 大変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 

ケン タウ ルス ヘル (| 旧 ) は 最初 期 に 描い た も の で す 。 背 景 が 完成 版 と は まっ た く 違 う も 
の で 入 稿 し た ん で す が 、 折 り 良 く と いい ます か いく つか 修正 の 指示 が 入り まし た の で 、 
つい で に 背景 は 全て 描き 直し まし た 。 キ ャ ラ を た た せる 演出 な ど が まだ 不慣れ で 、 四 
苦 八 苦し て まし た 。 

参 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 

ゲー ムセン ター で 、 ア ヴァ ロン の ポス ター の 一 部 に 自分 の イラ スト を 見 か けた と き な 
ご は 嬉し いで す 。 イ ラス ト と いう の は 、 見 て も ら っ て な ん ぼ だ と 思い ます 。 

参 | ア ヴァ ロン の 鍵 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ボ ポイ ント は どん な と ころ で すか ? 

元 の デザ イン を 踏襲 し つつ 自分 の テイ スト に 仕上 げ る の は 楽し いで す が 、 か け 離 れ た 
イメ ー ジ に な る と まず いし … そ の あたり の 加減 が 微妙 な ん で す 。 

参 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 初 お 披露 目 の ひと き に AO0U へ いっ た ん で す が 、 そ の ブー ス で ポス タ 
ー サ イズ の イラ スト が 掲げ て あっ た ん で すね 。 密 か に 感激 し まし た 。 

、 人 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 

。 つ 、 す み ま せ ん …。 ほ と ん ど プ レイ し て ませ ん 。 見 る ほう が 専門 で す 。 

、 区 ファ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

、 気に入っ て いた だ けた イラ スト に つい て の ご 質問 や 、 そ の 他 な ん で も 

お 気軽 に メー ル し て くだ さい ませ 。 
URL 、: http://Wwww.Dbackfire.Diz 
E-mall : rmasaki@backfire.Diz 
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対 上 0 主 な 担当 : 
攻 岡 政 模 7225g た 7 旋 77OO た み ブレ スト 伯爵 (| 旧 ) 、 ス タッ ブス ポー ク な ど 
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一 主 な 担当 : 
EE アタ ダ カ オ デー ピッ グ ボ ウ ( 弐 )、 ア サシ ン ( 弐 ) な ど 
どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 

『L.A. マ シン ガン ズ 」、『AIR TRIX』『 バ ー チ ャ ロン 4』『 ク レイ ジー タク シー9J」 
@ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 


アサ シン ( 弐 )。 ア ヴァ ロン チー ム 内 で は アサ シン は 実は 女性 だ っ た と いう 設定 が あり 
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で すけ ど 、 田 口 さ ん の アド バイ ス に より あの 方 向 性 に な り ま し た 。 中 に 着 て いる ボ デ 
ー ツ は デザ イン か ら 逆 算 し て 自分 で デザ イン し まし た 。 脱い で いる こと を 強く 印 
家 づ ける た め 強 い 赤 を いれ て 、 目 線 が そこ に いく よう に 考え て いま す 。 
価 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 


て いま し た 。 ア ー マ ジ ロ ( 弐 ) は ロー ザ で すね 。 こ れ も 何 か キャ ラ と 絡ま せ た く て こう 
いう 形 に な り ま し た 。 お か げ で 設定 を 変え る こと に な っ て し まい 、、 
まし た 。 
ラン ス を 考え な が ら 雰 囲 気 が 出れ ば いい な と 思っ て 。 

人 @ 若 少し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ?⑦ また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
ラフ か ら 最 初 の 色づけ まで は どれ も 早かっ た ん で すけ ど 、 フ ィ 


まし た 。 
氏 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか の 
入社 し て か ら 絵 の 仕事 を する 機会 が な か な か 無かっ た の で 、 単 純 に 絵 を 描い て て 楽し 
か っ た で すね 。 ア サシ ン に 関し て は ユー ザー の みな さん の 反応 も 楽し み に し て いま し 
= 
休 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
ユー ザー の みな さん が 手 に と っ て 遊ん で くれ る も の な の で 、 集 め た いと 思わ せれ る よ 
うな 絵 を か けれ ば 良い な と 思っ て いま し た 。 
久作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
田口 さん の アド バイ ス が あっ た お か げ で アサ シン や ロー ザ は どん どん エロ い 方 向 に い 
っ て し まい まし た 。 ア サシ ン は 女性 キャ ラ に し た こと に より 、 ボ イス を 取り 直し し て 
も ら う こと に な っ て し まっ て 、 サ ウン ド の 小林 さん に 迷惑 か け て し まい まし た 。 ご め 
ん な さい ( 笑 )。 
但 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
すい ませ ん 、 や っ て いま せん 。 
代 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
描 いた イラ スト が 気 に 入 つ て いた だ けれ ば 嬉し いで す 。 











主 な 担当 : 
カメ ポポ ボン (| 旧 ) 、 ね ん ね ん ね な ど 
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どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
漫画 単行 本 | 避 く ふ く el (ぺん ぎん 書房 ) ヽ 雑誌 表紙 | 恋愛 白 書 ミ ルキ ー」 ( 宙 出 版 ) ヽ 
TRPG メイ ン ピ ジ ュ ア ル 「 迷 冨 キ ング ダム 」 (イエ ロー サブ マリ ン ) 
答 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
ピッ クル と ビー パ ( と も に 旧 )。 一 番 最初 に 描い た 絵 な の で …。 
参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か の 
が わい い モ ンス ター が 多かっ た の で 可愛 く 描く こと 、 あ と 元 の デザ イン 画 に 似る よう 
に 気 を つけ た つも り で す 。 一 枚 絵 の お 仕事 が 初め て だ っ た の で 毎回 違う こと を し よう 
と し て まし た (技術 が 足り ず 、 ほ ご 遠い も の し か で きま せん で し た が ……)。 
更 若 お し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 
ト は あり ます か ? 
普段 の 自分 の 絵 と デフ ォ ル メ の 仕方 と いう か 、 形 が 違っ て いて 難し か っ た で す …。 人 
型 の モン スタ ー は 絵柄 を 変え た ほう が いい の か 迷い まし た 。 あ と 最初 の 頃 は 属性 別に 
育 景 が 決ま っ て いた の で それ に 合わ せる の も アイ デア の 少な い 自 分 に は 大 変 で し た 。 
多聞 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 | の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
自分 が 絵 を 描い た に モンスター が 画面 に 出 て き て 動く な ん て 初め て の 経験 だ っ た の で 、 
実際 見 た と こき は か な り 嬉 し か っ た で す 。 感動 で し た 。 動き と か に も それ ぞ れ の キャ ラ 
ー 性 が あっ て 、 可 愛 い く て カッ コ よ く て スゴ イ で す 。 
珍 | ア ヴァ ロン の 比 】 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
私 が 聞き た いく らい で す が … キ ャ ラク ター の 性 格 を 出せ た らい いな あと 思っ て 描い て 
いま す 。 
参 作業 中 の 出来 事 了 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
カメ ポポ ン ( 旧 ) を 描い て る と き 、 完 成 間 際 で 取り 返し の つか な い 失 敗 を し て し まい 、 
メ 切 ギリ ギリ で 最初 か ら 描き 直し まし た …。 も っ と 時 間 を か け て 描い て あげ よう と し 
て 十 の に 。 ゴメ シン ね カメ ボボ ポツン シー 。 
葵 ちな み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレイ され て いま すか ? 
乱入 され る の が 怖く て まだ 一 度 も プレ イ し た こと が あり ませ ん …。 で も ゲー ムセン タ 
ー に 行っ た と き は 必ず 見 に 行き ます 。 プ レイ され て る 方 の を 見 る の は と て も 楽し いで 
す 。 
葵 ファ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 移 の 
カー ド 収 集 、 仲 間 で ワイ ワイ 集まっ て の プレ イ 、 し 
自 キ ャ ラ の 成長 (進級 )、 バ トル の 駆け 引き 、 最 強 4 





















の デッキ を 作る 、 こ の ゲー ム は 色んな 遊び 方 が あ 
る と 思い ます 。 自分 独自 の アヴァ ロン ライ フ を 楽 
し ん で くだ さい ー。 





まし た の で 、 そ の 流れ で 描 きま し た 。 ラ フ の 段階 で ヾ は あそこ まで 露出 し て な か っ た ん 


アワ ン ン は 何より 散 力 的 な 女性 で ある こと で すね 。 絵 か ら 多 気 が 出れ ば と 思っ て 描い 


小早川 に 迷惑 か け 
ビ ピック ボウ ( 弐 ) は 色 の バラ ンス で すね 。 雨 の シー ン だ っ た の で 彩 度 と 色 の バ 


ー ウ ジユウ ワー タク の 自 背 
で 時 間 が か か り ま し た 。 他 の 作家 さん の レベ ル に 見 劣り し な いよ うに 心がけ て 描い て 
























主 な 担当 : 


松 \ 林 一 向 ap7o た 人 ル 7a7s7777O7O 鬼 プ ルレ (| 旧 )、 ブ レス ト 伯 脇 ( 弐 ) な ど 


参 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「 ビ ピック リマ ンチ ョ コ ゴー スト 村 の 何 ? 事件 」 (ロッ テ )、 問 題 実話 夢 の カ ケ ハ シ 
(桃園 書房 ) な ど 

氏 担 当 さ われ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

一 番 の お 気に入り は 鬼 ブ ル (|I 旧 ) で す 。「 さ ん 付け 」 で 呼び ば たい ほ ど で す 。 彼 の 普段 の 
生活 が 非常 に 気 に な り ま す 。 料 理 と か する ん で し ょ うか 。 

参 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か の? 

水中 の 描写 で す 。 深 い 海 庶 だ と 、 赤 い 光 は 見 えな いん で す 。 赤 い 魚 は 紫 に 見 えて し ま 

う 。 正直 、 ど ご どう で も いい こと な ん で す が 、 こ だ わっ て し まい ます 。 で も 担当 者 か ら 修 

正 の 要求 が めった ら あ っ さり 描き 直し ます 。 気 が 弱 く て ご めん な さい 、。 

急 若 お し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか 7? また 、 完 成 ま で 難産 だ っ た イラ ス 

ト は あり ます か ? 

メカ ニモ ンク の 機械 部 分 や 鬼 ブ ル の 体 の 模様 、 ビ ッ グ ボウ (と も に 旧 ) な どの 複雑 な パ 
ー ツ は と て も 苦手 で す 。 今 、 思 い 出 し て 少し ブル ー に な り ま し た 。 し か し 、 基 本 的 に 

は 非常 に 楽し く 、 快 適 に 作業 させ て いた だ きま し た 。 イ ラス ト を 郵送 する の に 切手 買 

い に 行 く の が 一 番 の 苦労 っ て いう か 面倒 くさ か っ た くら いで す 。 

欠 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 |」 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 

思う こと は な ん で すか ? 

「 殆 ブル | が T シ ャ ツ に な っ た こと 。 イ ベン ト で カー ド に サイ ン を し て 、 緊 張 の あま り 

自分 の 名 前 な の に 間違え て し まっ た こと 。 

| アヴァ ロン の 鍵 」 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 

モン スタ ー の サイ ズ を 間違え な いよ うに 気 を つけ る 。 鼻歌 を 歌う 際 に 近所 の 迷惑 を 顧 

みな いこ と 。 

参 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 

他 の 仕事 で 二 頭 身 キ ャ ラ を 山 ほ ど 描 いた あと に 、 カ ン が 全然 戻ら ず 、 硬 気 功 の メカ ニモ ン 

ク を 四 頭 身 で 描い て し まっ て ひど く 遠 まわ し な 批判 を 受け まし た 。 また 、 海 に 行っ た 次 の 日 

に 青 系 モン スタ ー の 依頼 が 来 た り 、 海賊 映画 を 見 て すぐ に スカ ルマン ( 旧 ) の 発注 が 来 た り 、 

| これ は 俺 が 描く 運命 な の だ 」 と 勝手 に 神 が か っ た りす る ケー ス に 幾度 も 恵まれ まし た 。 

元 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 

近く に ゲー ムセン ター が な い の で いま だ に 一 年 生 。 

参 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

ゴツ イモ ンス ター ば か り 描 いて いる 自分 の イラ スト が 好き な あな た 

は 、 男 気 溢れ る 素敵 な 方 で すね 。「 鬼 ブル 」 や 「 メ カニ モン ク 」「 阿 」 

[ 云 」 な ど 「『 男 気 ! 乳首 視 出 デッキ 』 を 組ん で くだ さい 。 




























































































主 な 担当 
鬼神 、 ウォ ー ナ イト な ど 
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欠 ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 

ゲー ム の キャ ラ や クリ ー チ ャ ー の デザ イン 、 イ ラス トト な ど を 主 に や っ て いま す 。 
担当 され た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 

思い 入れ は 所 か せ て いた だ いた カー ド 全 て に あり ます が 、 特 に 「 魔 入 の 六 」「 魔 入 の 
果て | の 魔 入 シ リー ズ が 記憶 に 残っ て ます 。 続 き 物 の 大 き な 絵 だ っ た の で 、 デ ー タ サ 
イズ が 大 きく な り 、 時 々 、PC が 静まり返っ た りす る こと が あっ て 、 ドキ ドキ し な が 
ら 描 ぎました 。 な か な か うま く 仕 上 が ら な か っ た り で 、 シ ョ ン ボ リ し た り も し まし た 
が ゲー ムセン ター で カー ド を 見 て 報 わ れ ま し た 。 

参 苔 少し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 
ト は あり ます か ? 

他 の カー ドイ ラス ト が 素晴らし か っ た の で 、 あ まり 見 劣 D し な いよ うに し な く て は 一 
と 、 タ ッ チ と か 色 と か が 構図 と か 全て 悩み まし た 。 リ ッ チ ー ー 以 外 は 全て 難産 だ っ た よう 
な 気 が し ます ( 昔 笑 )。 

得 聞 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 | の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た さと 良かっ た と 
思う こと は な ん で すか ? 

元々 の デザ イン が 独特 で カッ コ い いも の だ っ た の で 、「 あ あか 、 こん な デザ イジ も ある 
の か 」 と いつ も 勉強 に な り ま し た し 、 そ れ に 自分 な り の アレ ンジ を 基 る 作業 が 難 じ く 
も 楽し か っ た で す 。… 元 デザ イン の 良さ を 破壊 し て いな けれ [ 財 よ 人 馬 の で すき が 。 し グン 
欠 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

楽し ん で 、 い っ ぱい カー ド を 集め て くだ さい 、。 
ける と 嬉し く 思 いま す 。 

















完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 






















































私 の 描い た 絵 の 























宝 ヵ 
| 室 圭 語 子 ん or7 た o 人 7egg7O 0 カリ バー ホー ン ( 工 ) な ど 
、 参 どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
| ロー ドス 島 伝説 RPG] カバ ー イ ラス トレ ーション (角川 書 店 ) 、 
# 集 扉 ・ 装 ] イ ラス トレ ーション (ホビ ピー ジャ パン ) 等 
乱 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
コン グ ボ ス 。 構 図 ・ 色 ・ 勢 い 等 で 。 
乱 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
印象 的 な 絵 の 要 素 と し て 、 構 図 ・ 色 彩 ・ 勢 い が あ る と 思い ます 。 力強く 生き 生き と 旗 
える よう 、 シ ンプ ル で 良い フォ ルム に な る こと 。 全体 で 見 て 色彩 が 美しく な る こと 。 
まだ まだ で す の で 、 信 後 も 精進 し た いで す 。 
更 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 
ト は あり ます か ? 
コン グ ボ ス 。 構成 を 決め る まで が 。 
珍 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
思う こと は な ん で すか ? 
静 や 動 の 様々 な タイ プ を 描か せ て いた だ いた こと 。 デ ザイ ナー の 方 が キレ の 良い 仕事 
を され る 方 で 、 一 緒 に お 仕事 出来 た こと は 宝 で す 。 
移 | ア ヴァ ロン の 鍵 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
全身 像 を カー ド の 中 に 納め る …。 
珍 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
納品 窓口 に 対し 、 頭 を 連 み に 付け て お 願い し ます 、 と お 仕事 させ て 頂き ま 
舌 ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
時 間 が な く 、 プ レイ 出来 な い の が 大 変 残念 で す 。 
参 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 顧 いし ます 。 
私 が 担当 し た の は イラ スト の 一 部 で す が 、 


「 げ ー お ぎゃ ざ 」 特 








完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 





楽し ん で いた だ けれ ば 幸い で 
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どの よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 、@ ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
「STAH WARS TRILOGY ARCADE』 主 に メカ 類 (TIE、AT-AT、AT-ST) と 「 ア ヴァ ロン の 鍵 弐 」 が 初 の イラ スト 仕事 で し た の で 、 当 時 は 本 当 に た だ の 素人 で し 
、 HOTH の 地形 、 デ モ の 一 部 な ど 。 た 。 今 は 幸運 に も 「 デ ュ エ ル マ ス ター ズ 』「 ベ ル セ ル ク TCG』 な どの 仕事 も させ て い 
、@ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 、 た だ いて いま す 。 
ディ アボ ル ガ 。 描 いた 順番 で は 後 の 方 に か る の で す が 、 既 に ある カー ド と イメ ー ジ が 議 @ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
被 ら な いよ うに する た め に ラフ の 段階 で ずい ぷん 天 行 錯誤 し まし た 。 。 や は り パ ズル シリ ー ズ で すね 。「4 枚 つづ り で 」 と いう 依頼 で し た の で 、1 枚 ず つ で も 
、@ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 絵 に し な いと いけ な いし 、4 枚 な ら べ て も 絵 と し て 違和感 な く 仕 上 ぼ な いと いけ な い 。 
体内 か ら 火 六 が 噴出 し て いる 感じ と 、 周 囲 で は 他 の 生物 が 生き られ な いよ うな 音 烈 さ と に か く 悩 み ま くっ て 、 毎日 軸 が 痛かっ た 思い 出 が あり ます ( 笑 )。 そ れ よ り も 、 も っ 
を 表現 し た いと 思っ て 描き まし た 。 と 印象 深かっ た の は 、 パ ズル シリ ー ズ を 描い て いた 当時 、 飛 沖 症 が 気 に な っ て いて 、 
@ 苦 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完 成 まで 難産 だ っ た イラ ス 眼科 に 検査 に 行っ た の で す が 、 幼 膜 は く 離 に な りか け て いた らし く て 、 即 日 手術 と な 
、 トト は あり ます か ? っ た こと で す 。「 も し か し た ら 見 えな く な る か も し れ な い 」 と 思い 込ん で か な り ショ 
災 と 爆炎 を 描い て いて 右腕 が 釣り そう に な り ま し た 。 ッ ク で し た 。 担当 の 方 に も 目 の こ と で メー ル し た り し て …。 で す が 「 お 大 事 に 」 と い 
⑯ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 負 」 の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と うお 優し い 言葉 と 共に 、 次 の 日 な ん と 花束 が 届き まし た 。 カー ド に は 「 一 日 も 早い ご 
思う こと は な ん で すか ? 回 復 を アヴァ ロン の 鍵 スタ ッ フ 一 同 ]」 と あり まし た 。 不安 で し ょ う が な か っ た の で 、 
普段 、 モ デリ ング の 仕事 を し て いて 、 絵 を 描く と いっ て も テク スチ ャ ー く らい な の で 、 これ に は 本 当 に 泣き そう に な り ま し た 。「 治 っ た ら こ の 仕事 に 全力 で 取り 組 も や う 」 と 
一 枚 絵 を 描く と いう の は 新鮮 で 面白 か っ た で す 。 決意 し た の は 言う まで も あり ませ ん 。 こ の 場 を か り て 、 お 礼 中 し 上 げ ま す 。 幸い 、 目 
@「 ア ヴァ ロン の 負 」 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? の 状態 は 安定 し て いて 「 も う 大 丈夫 だ ろう 」 と 眼科 の 先生 に も 後押し され まし た 。 
私 は 担当 し た 枚数 も 少な い の で 、 ポ イン ト と 言え る よう な も の を ズバ リ 掴 ん で いる わ @ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
け で は な い の で す が 、 気 を つけ た と ころ は ゲー ム 中 の モデ ル や モー ショ ン に 囚われ す カー ド の 性 能 や 説明 的 な 部 分 を 考慮 し な が ら も 、 一 枚 給 と し て 見 られ る 絵 に する と い 
| ざ ず 、 お し ろ そ こ で は 見 えて な い 部 分 を より 強調 し よう と 思い まし た 。 ju。 うこ と が 目標 で し た 。 
、@ 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 くだ さい 。 @ 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
実は まだ 一 枚 、 完 成品 を 見 て いな い カ ー ド が あり ます ( 冬 )。 ト は あり ます か ? 
ちなみに ゲー ム 自 体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 難産 だ っ た の は 威圧 の オー ラ ( 弐 ) で し ょ うか …。 ダ メ 出 し が 一 番 多かっ た 気 が し ます 。 
最近 は な か な か アー ケー ド や り に いく 時 間 が …( 汗 )。 で す が 、 こ の と き の 経 験 は 本 当 に 役に立っ て いま す 。 
⑯ フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 @ 光 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 雛 | の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
カー ドイ ラス ト に は その モン スタ ー の ゲー ム の 中 だ け で は 表現 され な いま た 別 の 表情 思う こと は な ん で すか ? 
や 性 質 等 が 表れ て いる と 思い ます 。 そ れ ら を 頭 の 中 で 膨らませ て ゲー ム 向 き 合う と ま か な り 自由 度 が 高い と ころ で す 。 リ メイ クイ ラス ト の 担当 が 多かっ た と いう こと も あ 
た 違う キャ ラク ター の 表情 な ど が 見 えて くる の で は な いで し ょ うか 。 る と 思い ます が 、 本 当 に 自由 に 描か せ て 頂き まし た 。 逆 に 、 原 画 を か な り ア レン ジ し 
て し まっ て も 、 す ん な り 通っ て し まっ て 「 い い の か な ぁ … ?」 と 恐 編 し て し まう こと 
が 多 No に で な は 。 
pr 有 @「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
DD る 見 俊 村 Ye 女神 ( 戒 ) 議 や は り 田 口 さん の 元 と な る デザ イン が ある の で 、 ど の 程度 自分 の 絵 の 要素 を 入れ て い 
ーー く か ? と いう と ころ が 勝負 か な 、 と 思い まし た 。 原 画 に 忠実 過ぎ て も 、 原 画 と 離れ 
な お ? な 
時 て アレ ンジ し すぎ て も ダメ で 、 そ の バラ ンス が 難し く 、 か つつ 楽し いと ころ で し た 。 
、@ 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 還 か せく だ さい 。 和 人 」 
牧 MC 1 Se oo 今 だ か ら 言え ます が 、 ず っ と コピ ー 紙 に シャ ー ペ ン で 描い て きた 人 間 で 、 ほ と ん ど カ 
、 イラ スト の 仕事 が 来 た と き に は 、 メ イン の 仕事 が ちょ うど 忙し く な っ て 来 た と ころ だ 2 ーー 
al 3 ラー イラ スト の 経験 は な く て …。 ど の よう に 描こ うか 迷っ て いた と ころ 、 最 初 の 打ち 
っ た の で 時 間 を や りく りす る の が 大 変 で し た 。 5 
ON ド 合わ せ で 田口 さん に 「 級 密 に 描い た 鉛筆 画 の 上 に 薄く 色 を お く の は どう で し ょ う ?」 
@ 担 当 さ れ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か ? 
OO Pa に と アド バイ ス を 頂い て 、 そ の と お りや っ て みた ら 今 の 画風 に な っ た 、 と いう の が 本 当 
女神 ( 弐 ) は 清 針 で お 堅い イメ ー ジ な の で 、 そ れ を 壊し て キュ ー ト か つ セ クシ ー に し た AN 肖 
3 1 の と ころ で す 。 そ れ に 田口 さん の 元 デ ザイ ン に は 、 勉 強 さ せら れる 部 分 が 多かっ た で 
、 こと で すか ね 。… す いま せん 。 可愛 い の が 描き た か っ た だ け で す 。 
信 苫 少し た 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか の? また 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス /。 他 に も 、 担当 の 小 早 ) 川 さ ん な ど ス タッ フ の 方 の 意見 が あっ て 初め て 出来 た と いう 
| ” ト は あり ます か 2 ー IEZTZ イラ スト も あり ます 。 ア ヴァ ロン の 仕事 で 得 た も の は 計り 知れ ませ ん 。 
Lv 
自分 の カー ド ( 女 神 ) は 、 前 回 か ら の リニュ ー ア ル だ っ た の で 、 イ メー ジ を 壊さ な いよ  @ ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
Se ピー や り た いと は 思う の で す が 、 仕事 が 忙し く な っ クッ 
うに 、 な お か つ イ メー ジ を 変え る よう と し た こと で すか ね 。 生き 和合 
こさ な ーー ヽ さ さき ーー さ 3 0 N 本 し 、 0 、 ー 'o も の 
Sp に デザ イン 生 や [アヴァ ロン G 統 | の イラ スト を が け て 束 し か っ た と 、 良かっ た と 光生 


@ フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
0 gh ド と し て 形 を 残し て くれ る こと で すか ね 。 そ れ ま で は 、 画 面 の 


[アヴァ ロン の 負 | の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ で すか ? 引け に に 
MO NN る こと な く 頑 張っ て 描こ う | 」 と 気合 を 入れ て 
、@ 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 | 科 UEef き スト 3Hh 還 お 。 お 時 回 9 
本 当 は あと 何 枚 か 描き を た か っ た で す が 、 通 常 業務 が 忙し く な っ て し まっ た り 自分 の 條 業 ス ピー 計ら 必 呈 応 で た 記 は eg 
ド が 遅かっ た の で 、 一 枚 し か 描け な か っ た こと が 残 訪 で す 。 また 機会 が お っ 放 ら 描き た いで す 。 2 
ちな み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか ? 
カー ド ゲ ー ム に 実は 抵抗 が あっ て や っ て 無かっ た の で これ を 機 
⑯ フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 av fe 
ダブ っ た カー ド や 使わ な い カ ー ド も 大 事 に し て や っ て くだ さい て J) 回 2 amsie 凍 条 中 に あす レー 
⑱ ど の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 
還 主 に 画家 と し て 創作 、 発 表 を し て いま す 。 
\ ソ ニー な 揚 当 ・ 0 信 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 聞か せく だ さい 。 
ヨコ タダ カツ ミニ Kyokor。 。 22 2 アー マー(、 ポ ルカ ン あ を サポ ボー。 普 段 は まず 担当 し そう も な いひ ょ うき ん な 感じ の キャ ラ だ っ た の で 、 か な り 
人 @ と の よう な お 仕事 を され て いま すか ? (代表 作 な ど ) 緊張 し まし た 。 最 初 は 構図 が まっ た く 決 ま ら ず 凹 ん で いま し た が 、 デ ザイ ナー さん と 
イラ スト レー ショ ン を 中 心 に 、 コミ ッ ク や CD ジャ ケッ ト デ ザ イン な ど ご を し て お り ま す 。 の や り 取 り で 、 普 段 通 り に シリ アス な 感じ で 描い て み ま し た 。 可愛 い キ ャ ラ の シリ ア 
参 担 当 さ れ た カー ド の うち 一 枚 に つい て 、 そ れ に まつ わる お 話 を お 間 か せく だ さい 。 ス な タッ チ も 結構 は まっ た 気 が し て と て も 気に入っ て いま す 。 
増殖 (日) が 、 一 番 最初 に 発注 を うけ た も の な の で 気合 い 入 っ て まし た 。 既 に 詳細 な デ 欠 担 当 さ われ た イラ スト に お いて 、 こ だ わっ た と ころ は あり ます か うら 
ザイ ン 設 定 の ある も の を 絵 に する も の が 多かっ た の で す が 、 こ れ に 関し て は あま り 注 (当初 は ) 油 絵 で 描い て いた の で 、 油 絵 ら し い 重厚 感 と リア ル な 感じ が 出る よう に 工夫 
文 が な か っ た ほう な の で 、 自 由 に 描け て 楽し か っ た で す 。 し まし た 。 


ザジ ルト 転 い て 。 ご だ は の た らら 科 あ りあ すか タ @ 若 労 し た 、 大 訟 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ? また 、 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 
や っ ぱり カー ド と な る も の な の で 、 持 っ て いて ワク ワク する よう な 絵 で あっ たら いい ト は あり ます か の 
な と 思っ て まし た 。 CO 四 足 歩行 の モン スタ ー を カー ド の 縦長 構図 に カッ コ よ く 収 め る の が 難し か っ た で すね 。 
答 若 労 し た 、 大 変 だ っ た 点 は どん な と ころ で し ょ うか ら の また 、 完成 まで 難産 だ っ た イラ ス 構図 が 決ま る と 描き を や すい の で す が [古代 の 歩兵 | は 最 最後 まで 苦労 し ま し だ 。 
ト は あり ます か _- @ 逆 に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良 か っ た と 
自分 の 総 に する と いう こと と 。 設定 デザ イン を 演 か が す と いう こと の 両立 だ だ っ た よう に 思う こと は な ん で すか ? 
思い ます 。 特 に 難産 と いう の は な か っ た よう に 思い ます 。 普段 使わ な い 色 や 、 稲 妻 な どの エフ ェクト を 描く の は 刺激 に な り ま し た 。 ゲ ー ム 雑誌 
あ に デザ イン 時 や 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の イラ スト を 手がけ て 楽し か っ た こと 、 良かっ た と や サイ ト に 、 自 分 の 担当 し た カー ド が 紹介 され て いる の を みる の は 嬉し か っ た で す 。 


思う こと は な ん で すか ? @「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ボ イン ト は どん な と ころ で すか ? 
[次 は どん な 発注 が くる か な 一 ー」 と 毎月 楽し み で し た 。 担 当 の 方 の 対応 が 真 撃 で 非常 カッ コイ イ 目 の 輝き 、 光 や 力強い 動き を うま く 描 いて 強 そ うに 見 せる こと で し ょ うか 。 


(に や りや すか っ た で すね 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 欠 作 業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 
参 「 ア ヴァ ロン の 鍵 |」 の カー ドイ ラス ト を 描く と き の ポ イン ト は どん な と ころ 底 す か ? イラ スト の 受け 渡し つい で に 、 デ ザイ ナー さん (田口 さん ) と ホビ ー シ 介 プ ( 模 浜 の 


ワク ワク 感 。 み て る だ け で イメ ー ジ が 膨らみ そう な 、 と いう 感じ で し ょ か 、、 コト ブ キ ヤ ) で トイ や フィ ギュ ア を 物色 する こと が 毎回 楽し み で し た ま 
参 作業 中 の 出来 事 や カー ドイ ラス ト の こと 、 秘 話 、 な ん で も お 話 く だ さい 。 ww @ ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレイ され て いま すか ? | 
ほか の 仕事 を し な が ら 月 産 ら 枚 ペー ス く らい で 描い て いた の で す が 、 一 月 一 上 メ リ 八 週 に 1 回 くら い … ウ ソ で す 。 プ レイ し て ませ ん 。 ご めん な さい 。 
の ある 生活 に な り ま し た 。 2 @ フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
人 @ ち な み に ゲ ー ム 自体 は どの 程度 プレ イ さ れ て いま すか り カー ド の 能力 だ け で な く 、 イ ラス ト も じっくり みて 楽し ん で 
実は あま り …。 ゲ ー ム セン ター っ て いか な いん で す よ ね 。 パ 
参 フ ァ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 














愛さ れる カー ド で あっ て くれ る と 嬉し いな と 思い ます 。 ぜ ひ 未 永 






























デア パニ マー 党 曲 | 尊 

















| | イズ ッ スパイ ク 





















| | ファ ント ム ゼ リー 








| カメ ポポ ン 













| | ルル キリ ー 
















時 魔界 か ら や っ て 来 た と 言わ れる 。 左腕 
の 巨大 な 槍 の よう な も の で 敵 を 串刺し に す 
る 残 訪 な 生物 。 最近 の 研究 に よる と 、 軒 刺し 
に され た 際 毒 を 注 人 され て し まう と 現世 を さ 
ま よ う 人 亡霊 に な っ て し まう こと が ある と いう 。 


東 の 森 に 住む 犬 の 一 種 。 近年 は 愛玩 用 と し て 
飼 わ れる ほど 人 気 の ある 動物 で も ある 。 見 た 目 
に よら ず 強 萌 な 跳 虫 力 を 持ち 、 野 生 の も の は 空 
高く 跳ん だ 後 、 大 き な 耳 で 滑空 し て 移動 する 。 
性 格 的 に は 勝気 で わが まま な と ころ が ある の で 
番犬 に は あま り 向い て いな いと され て いる 。 


南 の 大 海 に 住 る 1 で いる クラ ゲ の 一 種 。 生 
息 数 が 比較 的 多い た め 漁 師 の 綱 に か か る 
こと も し ば し ば ある と いう 。 気性 が 荒く 人 
間 や 他 の 生物 に 攻撃 を 加え る こと も 多い 。 


東 の 森 の 水辺 に 住む 珍獣 。 暖か い 日 
に は 日 向 ぼ っ こ を し て いる カメ ポポ ン 
の 姿 を 良く 見 か が ける と いう 。 甲羅 に 手 
足 を 引 つ 込め て 転がり な が ら 移 動 す る 
次 も 東 の 森 の 名 物 と 言わ れる 。 人 な 
つっ こく 、 頭 の て っ ぺん に ある トサカ 
の よう な も の を 撫で る と 喜 点 らし い 。 


か つて の 大 戦 で 共和 国軍 の 中 心 だ っ た 
国 の 騎士 。 その 国 は 特に 若い 女性 の 活 
忠 が 目覚 し く 、 バ ルキ リー と いう の は 一 
般 的 な 女性 騎士 の 総称 だ っ た 。 高く 飛 
び 上 が り 斬 りつ ける 独特 の 型 が 特徴 
で 、 特 に 遠 距離 の 敵 に 効果 的 だ っ た 。 
















| 画 「1 1 の ころ の フレ ー バ ー 







AS 思 ) 
| ほ 在 の フレ KW の 形式 的 な フ レッ / に な っ て いる の で す が 、 


介し い じ 今見 て みる と 「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 に は 
病人 等 


| 能 





1. 伯 期 


















く 、 山 間 部 で ひっ そり と 暮らし て 


いる 。 
「 ウ サギ っ て 言う な ああ ああ ああ あ 













う 覚 悟 ・。 そ し て 、 き っ か が け 。 


大 好き だ ポー。 





加工 が し て ある 。 







こい つら は ね 、 一 度 思 い 込 むと 信じ 


が ある ん だ 。 目 を 閉じ て 、 





が 真実 だ 。 








Te 
隔 7 


謎 な が ら 資料 が あり ませ ん 。 





滅多 に 人 前 に 姿 を 見 せ する こと は な | 


いる 。 そ の 腕 に 仕込 まれ た 毒 は 相 | 
手 を 永 元 の 闇 へ と 導く と 噂 され て | 











人 生 を や り 直 す 為 に 必要 な も の 。 | 
それ は 、 ほ ん の 少し の 勇気 と 、 失 | 







海 に 連れ て っ て 欲し い ポ ー。 海 が | 








手 に 持つ 武器 は 、 女 性 専用 に 改造 | 
され た 遠 距離 用 の 刻 。 距離 が 遠 け | 
れ ば 遠い 程 威力 が 増す 、 不 思 議 な 


て 医 わ な いん だ よ 。 信じ る 力 は い | 
つも 強い 。 そう ゆう も ん な ん だ よ 。 | 
人 に は 、 ま だ 解明 され て いな い 力 | 
心 を 研 | 
ぎ 澄 まし た 時 に 見 える も の 。 そ れ | 








[1』 を 
、 こ の 形式 に 落ち 着く まで は 


まだ まだ 他 の 可 
? り ます ね 。 恥ず か し い 


[では 休 え ロケ テカ ー 












こ で は 一 部 で は ある けど 、 本 和 動 前 の ロケ テ や [1 ' ら 0 召 
0 レー パー テキ スト を 公開 。 また スタ ッ フ の : 
に フレ ー バ コテ ギ ス ト の 変 表 に つい て コ メン ト を いた だ いた 。 


「1.80 召喚 ・ 宴 」 品 2 








、 未 だ に 不明 な 存在 。 湿 度 が 低い 日 に 

こと が た まにある 。 
大 変 気性 の 荒い 野生 の 牛 。 過去 の 文 献 に よる と 、48 人 を 刺し 殺し た も 
の も 存在 し た と いう 。 
人 の 心 の 弱 さ ご に つけ こむ 悪魔 。 5? み に 3 つの 顔 を 使い 分 け 、 闇 の 契約 を | 
結ば せる 。 
上 位 天使 に 仕え る 見 習い 天使 。 お で こ 全 開 指 定 の 髪型 に ちょ っ と 気 恥 | 
ず か し さ を 感 じ て い る 15 歳 。 
陸上 で も 戦う こと が 出来 る 海 の 兵士 。 水中 で は さら に 真価 を 発揮 し 、 サ 
メ 並 み の 速 度 で 泳ぐ 。 
家庭 で も 飼育 され る 熱帯 魚 。 特 に 最近 で は ピン ク 色 の 個体 は レア も の | 
と 言わ れ 大 人 気 で ある 。 
北極 や 南極 に 近い と ころ に 住む 珍獣 。 好 奇 心 星 盛 で 人 間 を 恐 が か ら な い 
が 、 非 常に 捕獲 され に くい 。 | 
ユー モラ ス な 外見 と は 裏腹 に 、 水 辺 で ふい に 現れ 、 人 を 丸呑み する 東 | 
| の 国 の 恐ろし い 妖 怪 。 “ 
グロ テク ス な 深海 魚 だ が 、 
| に は か か せな い 一 品 。 
干潟 に 生息 する 珍獣 。 泥 を か いて 前 に 進み 、 馬 の 全力 疾走 な み の 速 度 | 
| を 出す こと も 出来 る 。 | 
ル | 搾 猛 な 巨大 な カメ 。 怒 る と 人 を 丸呑み に し 、 己 の 力 に 変え て し まう 。 | 
ララ | 天界 の 少女 騎士 。 名 家 の 出 身 で 、 類 稀 な る 実力 と 美貌 を 兼ね 備え て いる 。 | 
世界 を 破滅 の 危機 に 追い 込ん だ ドラ ゴン の 未 。 し か し 、 か つて の ド | 
ラゴン ほど の 破壊 力 は な い 。 
小型 の ドラ ゴン の 一 種 。 子供 と 勘違い され や すい が 、 
| 体 で ある 。 
四角 い 形 を し て いる リス 。 ど うし て この よう な 姿 に な っ た か を 、 
_。 。 | し て みる の も いい だ ろう 。 [ 
呈 ュ | 条 に ある 国 の 王様 。 国 民 か ら の 支持 も 厚く 、 年 老い て な お 先頭 に 立っ | 

| て 戦う 勇者 で ある 。 [ 

_| 巨大 な 大 蛇 。 あ まり に 時 盛 な 食欲 に 壊滅 させ られ た 村 も ある と いう 。 | 
意志 を 持つ 蓮 。 朝日 と と も に 目覚 め て 、 森 の 中 で 目覚 め の 歌 を 歌う 。 | 
処刑 され た 伝説 の 盗賊 。 深 き 業 を 背負 っ た 手 は 、 持 ち 主 の 願い を 叶え | 
| る 瞬間 に だ け 、 現 世 の 苦 し みか ら 開 放さ れる 。 | 
| 道化師 が 微笑 みか ける 、 魔 性 の 呪い 。 道 化 師 の 気紛れ に よっ て 、 時 に | 
| 天使 の 如く 、 時 に 悪魔 の 如く 、 主 に 微笑 みか ける 。 1 


空 に 浮か ん で いる 


見 た 目 に よら ず な か な か の 珍味 で 宮廷 料理 





れっきとした 成 | 


想像 | 








93. 初 期 フ レー バー 

色々 な パタ ー ー ン を 試し な が ら 作っ て いつ っ た フレ ー バ ー で す 。 こ の ころ は ある 程 
度 カ ー ド の 裏面 に 記入 する こと を 考え な が ら 書い て いた の で 、 文 字数 は 絞っ て 
あり ます 。 パ ター ン の 中 に は 「MAGIC 風 J『 話 す 風 」「 世 界 観 押し 出し 風 」 と 
いう 中 人 に 、 し っ くり くる も の を 生 負 良 し て いま し た 。 処 員 且 に する 障 に 
は 、 結 局 「 ユ ー ザ ー が 抵抗 感 な く 安 心して 読め る も の 」 と いう 方 向 性 に な っ た 
IN 人 リンス で 


人 「1.20 召喚 ・ 
当初 か ら 「 製品 版 で は 













NE - 
剤 と 遊び 心 いっ | ば ぱい だ っ 





し め る よう な 内 容 に し よう と 思っ て 作っ て いま し た 。 


た せい か が 、 
も の も あり ま し た 。 ちな み に フ ィ ワッ 世 の 「 お で こ 全開 指定 の 一 」 は 、 当 


5 




























ファ ンタ ジー 世界 で 、 多 数 の キャ ラク ター や モン スタ ー が 
登場 し て いる も の の 、 相 関 な ど 謎 が 多かっ た 『 ア ヴァ ロン 
の 鍵 』 に お ける 世界 観 。 今 まで 明らか に され な か っ た 魔 導 
アカ デミ ー の 全貌 や 人 物 相 関 、 キ ャ ラク タ に 関わ る モン ス 


ター の 相関 が 、 こ こ で 明らか に され る 。 後半 は 各 キ ャ ラク 
ター に つい て 縮 介 し て いく 。 


それ は 千年 に 渡り 築 か れ た 英知 の 城 
そし て 、 謎 深き 魔 導 の 迷宮 
その 場所 、 一 国 の 王 で も 知る こと は 出来 な い 
その 意匠 、 壮 惑 的 な 魔力 に 包ま れ た 新た な る 学び 舎 
その 鞭 、 雲 を も 員 き その 頂き は 天 を 突く 
その 博物 館 、 封 印 さ れ し 地 球 の 記憶 
その 図書 館 、 門 外 不 出 の 智 の 宝 
その 庭園 、 繰 り 返 され る 歓喜 と 栄光 
その 部 屋 、 新 た な る 「 札 ] の 息吹 き 












DONG 
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学 回 初 公 開 と な る 世界 地図 。 プ レイ ヤー キャ ラク 
ター に 関係 する 国 の 名 前 と 位置 は 判明 し た が 、 ま 
こま だ 知ら れ ざ る 国 が 存在 する 。 魔 導 ア カ デ ミ ー 
に つい て も 、 地 図 で 示さ れ て いる 地域 に 存在 する 
こと だ け は 分 か っ て いる が 、 ど の よう な 国 の な か 
に あめ ある の か 、 そ し て 正確 な 位置 と いう の は 、 た と 
えー 国 の 王 で も 知る こと は で き な い と され て いる 。 


アヴァ ロン の 鍵 ] は 、 現 代 で は 知ら れる 
こと の な い 「 魔 遅 ア カ デ ミ 
ある 世界 」 が 舞台 。 大 陸 に は 様々 な 国 が 存在 
する が 、「 ア ヴァ ロン 」 で 知ら れ て いる の は 
ご く 一 部 と な っ て いる 。 
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魔 導 ア カ デ ミ ー 7 つの 秘密 


秘 徐 巻 その 場所 

だ た と え ぇ 一 国 の 王 で あっ て も 、 そ の 場所 を 正確 に 知る 
こと は 出来 な い 。 

な ぜ な ら ば 魔法 学校 が 所 有する 最上 位 魔法 の 中 に は 
世界 を 破滅 に 追い 込む な ほど の 威力 を 備え た も の まで 
ある か ら だ 。 

よっ て 人 入学 試験 は 別 の 場所 で 行わ れ 、 は れ て 入学 を 
果たし た 者 だ けが 魔 導 の 扉 を くぐり その 地 を 踏む 事 
が 許さ れる の で ある 。 

だ か ら 学 生 達 も そこ が どこ な の か 、 正 確 に は 知る 事 
が 出来 な い 。 


秘 智 弐 東方 の 意匠 

ディ アド ラ が 校長 に 就任 し て 間もなく 、 鹿 法 学校 に 
お いて 研究 が 遅れ て いた 東方 の 秘術 を 集中 的 に 研究 
する た め の 新 校舎 が 建て られ る 事 に な っ た 。 

さら に ダグ ダ は その 校舎 に 東方 の 意匠 も 取り 入れ 、 
象徴 的 な 建物 に する 事 を 提案 。 そ こ は 魔 法学 校 の 新 
時 代 を 告げ る よう な 場所 に な っ た 。 

未だ に 研究 の 進ん で いな い 東 方 の 収集 物 に 溢れ か え 
っ た この 場所 は 、 独 特 な た た ず ま いと 魅惑 的 な 魔力 
に 包ま れ て 何 が 起こ る か わか ら な い 摩 記 不 思 議 な 空 
問 と な っ て いる 。 


秘 審 参 頂き の な い 塔 
それ は 敷地 内 の 北 の 外 れ に そびえ ぇ 立ち 「 竜 夫 」 と 呼 
ば れる 。 


雲 を も 貫き 、 地 上 か ら で は 頂上 を 見 る こと は 出来 な 
い 。 





階段 に は 結界 が 張ら れ て いて 、 昇 る こと は で きず 降 
り る た め の も の で ある と いう 。 

有 喚 術 の 最終 試験 の 時 に の み 使 用 きれ る が 、 そ の 際 
も 頂上 を 見 る こと は な いと いう 。 

普段 は その 扉 は 固く 閉ざさ れ て いて 入る 事 は 出来 な 
い 。 

何 の た め の 塔 な の か ? 
る の か ? 


そし て 頂上 は どう な っ て い 
学内 の 謎 の ひと つ で ある 。 


秘 響 四 封印 され し 博物 館 

古今 東西 韻 わ ず 、 様 々 な テー マ に 分 類 さ れ た 巨大 な 
博物 館 。 

特に |「 モ ンス ター」| に 関し て の 収集 が 充実 し て いる 。 
| 札 ] に 記さ れる こと も な く 絶 減 し た 生物 達 を 蘇ら ちせ 
る こと は 魔 導 の 力 を 持っ て し て も 不可 能 で ある が 、 
ここ に は そん な 地 球 の 記憶 に し か 存在 し な い 生 き 物 
の 貴重 な 標本 も 多数 保管 され て いる 。 

また 、 保 管 庫 の 秘密 の 扉 の 奥 に は 展示 する 事 を 禁止 
され 、 魔 導 に より 封印 され た 個体 も いく つか 存在 す 
る と 言わ れる が 、 詳 細 は 不明 で ある 。 


秘 審 五 門外 不 出 の 図書 館 

この 図書 館 の 蔵書 数 は 数 千 万 に も の ぼり 、 千 年 に 渡 
る 門外 不 出 の 魔法 学校 の 研究 の 記録 や 世界 中 の 貴重 
な 書物 が 収蔵 され た 、 誰 も が 認め る 知 の 宝庫 で ある 。 
一 般 書庫 は 学内 の 者 な ら 誰 で も 閲覧 が 可能 で ある が 、 
特定 の 学位 を 持っ た 者 し か 入れ な い 地 下 の 特 別 書庫 
に は 、 本 を 開い た 者 を その 本 の 世界 に 引き 込む 魔 導 
書 や 、 暗 黒 魔界 と 天上 界 に も 繋が る と 言わ れる 古 の 





学 ま で 知ら れる こと の な か っ た 魔 議 アカ デミ 
ー の 全景 と と も に 、 施 設 な ど を 解説 し て いく 。 





秘宝 書 も 保管 され て いる らし い 。 


秘 審 六 歓喜 の 庭園 

学内 の 中 央 に ある 美しい 庭園 。 

庭園 と いう より むし ろ 広 場 と 呼べ る ほど 広く 、 魔 導 
の 力 に より 季節 を 問わ ず 一 年 中 鮮やか な 緑 を 保っ て 
いる 。 

普段 は 学生 達 の 憩い の 場 で ある が 、 年 に 一 度 、 召 嘆 
術 の 最終 試験 「 鍵 戦争 ] で 最も 優秀 な 成績 を 修め た 
者 に アヴァ ロン の 鍵 を 授与 する 式典 に も 使用 され る 。 
その 式典 の 盛大 さ は 魔法 学校 の 年 中 行事 の 中 で も 一 
番 で あり 、 そ こ で 鍵 を 手 に する 事 が 全学 生 に と っ て 
最高 の 栄 堆 で ある こと に 疑い の 余地 は な い 。 


秘 営 七 魔 導 札 精練 室 

世界 各地 で 発見 され た 召喚 を 主 目的 と する 魔法 、 秘 
術 。 

それ は 現在 も 行わ れ て いる も の も あれ ば 、 書 物 や 石 
版 、 遺 物 に 記さ れ た 伝説 的 な る の まで 含ま れる 。 
それ ら は まず 検証 、 精 練 さ れ 、 最 終 的 に 魔法 学校 の 
定め る 文法 に 翻訳 され 「 札 ] に 収め られ る 。 

[ 札 ] に 収め る 作業 は ダグ ダ と ディ アド ラ に し か 出来 
な いと 言わ れ て いる 。 

そし て その 一 連 の 作業 が 行わ れる 部 屋 は 魔 導 札 精練 
室 と 呼ば れ 、 非 常に 危険 な 作業 で も ある の で 理事 長 、 
校長 、 一 部 の 関係 者 を 除い て 立ち 入る こと は 出来 な 
いし 、 そ も そる も 彼 等 し か その 場所 を 知ら な い 。 








男子 宮 ・ 女 子 察 一 一 


東方 の 意匠 














場所 


れ 、 正確 に 場所 を 知る 者 は 居 な い 。 
末 て し な い 絶 壁 に 建て られ て いて 、 
学園 へ 続く 橋 の 下 か ら は 、 は る か 
山々 を 見 下ろ せる と いう 。 


庭園 

学内 の 中 央 に ある 美しい 庭園 。 庭園 
と いう より お むしろ 広場 と 呼べ る ほど 
広く 、 季節 を 問わ ず 一 年 中 鮮やか な 
妹 を 保つ て いる 。 普段 は 学生 た ちの 
患い の 場 で ある が 、 年 に 一 度 、 成績 


優秀 者 の 式典 に も 使わ れる 





図書 館 

蔵書 数 は 数 千 万 に も の ぼり 、 門外 不 
出 の 魔法 学校 の 研究 の 記録 や 世界 中 
の 貴重 な 書物 が 収蔵 され た 知 の 宝庫 
で ある 。 地 下 の 特 別 書庫 に は 、 極秘 
の 魔 導 書 や 、 古 の 秘宝 書 も 保管 され 
て いる らし い 。 





その 場所 は 世界 の 果て に ある と 言わ | 





魔 理 札 精練 室 

魔法 、 秘術 を 「 札 」 に 収め る 場所 。 一 
部 の 関係 者 を 除い て 立ち 入る こと は 
出来 な い 。 ま た 、 その 場所 は 選ば れ 
た 者 し か 見 る こと が 出来 な い 、 特殊 
な 呪術 に よっ て 封印 され て いる 。 


葵 
雲 を も 買 き 、 地上 か ら で は 頂上 を 見 
る こと は 出来 な い 塔 。 召喚 術 の 最終 


試験 の と き に の み 使 用 され る が 、 そ 
の 際 も 頂上 を 見 る こと は な いと い 
つう 。 





博物 館 
古 受 東西 問わ ず 、 様々 な テー マ に 分 
類 さ れ た 巨大 な 博物 館 。 絶滅 し た 生 
物 等 、 地球 の 記憶 に し か 存在 し な い 
生き 物 の 貴重 な 標本 も 多数 保管 され 
て いる 。 











- 結界 陣 トー 庭園 


東 万 の 意匠 

東方 の 秘術 を 集中 的 に 研究 する た め 
の 校舎 。 そ の 校舎 に は 東方 の 意匠 を 
と り い れ 、 未だ に 研究 の 進ん で いな 
い 東 方 の 収集 物 に 溢れ て いる 。 


男子 寮 ・ 女 子 寮 

労 子宮 は 木造 で 、 女子 寮 は 鉄筋 作り 。 
1 階 は 食堂 に な っ て お り 、 アカ デミ 
ー の 学生 は も と より 、 先生 た ち も こ 
こ で 食事 する こと が 多く 、 悪い の 場 
と な っ て いる 。 


プー ル と 更衣 室 

体育 の 時 間 や 、 海洋 族 を 召喚 する 授 
業 に 使わ れる 巨大 な プー ル 。 淡水 と 
海水 、 ある い は 水深 を 自由 に 変え る 
こと が で きる 。 また 、 付属 し た 更衣 
室 は 完全 に 女子 用 の た め 、 男子 生徒 
は その 場 で 凛 替 える か 、 絶望 の トビ 
ラ を 召喚 し て 中 で 着替え て いる 。 


グラ ウン ド 

体育 の 授業 や 巨大 な モン スタ ー を 召 
喚 す る と き に 使わ れる 校庭 。 授業 の 
合間 に は 男子 生徒 た ちの 遊び 場 に な 
っ て いる が 、 巨大 な モン スタ ー が 存 
分 に 力 を 振る っ て も びく と も し な い 
丈夫 な 構造 に な っ て いる 。 




















学園 の 自然 


叶 水 
RE 
水 。 中 央 に は 創設 者 の 銅像 が 凛 
計り 
れる 者 は 皆 、 ま ず は その 壮観 な 風貌 
に 驚き を 覚え る と いう 。 


学園 の 自然 

学園 内 は 常に 魔 紅 の 力 に よっ て 、 一 
定 の 温暖 な 気候 に 保 た れ て お り 、 加 
所 で 鮮やか な 自然 を 見 る こと が で き 
る 。 また 、 植物 は 多種 多用 に 渡っ て 
いて 、 薬草 類 も 多く 生息 し て いる 。 
百 喚 の 際 に 使わ れる 秘薬 も や も 、 ほとん 
ど は 学園 内 の 植物 に よっ て 生成 され 
る 。 


結界 陣 

魔 痢 アカ デミ ー の 周囲 に 張り 巡ら さ 
れ た 強固 な 結界 。 そ の 風貌 は 、 西洋 
建築 を 思わ せる 頑強 な 造り を し て お 
り 、 学園 の 存在 を 世間 か ら 隔 離し た 
り 、 学園 内 の 気候 を 一 定 に 保つ 働き 
を し て いる 。 


止 門 

アカ デミ ー を 多く の 外敵 か ら 守 る 堅 
固 な 門 。 投石 に も びく と も し な い 頑 
強 な 造り を し て いて 、 門 に は 常に モ 
ンス ター が 召喚 され 、 門番 と し て 通 
る 者 を 監視 し て いる 。 
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魔 導 アカ デミ ー 学 園 相関 図 


魔 紅 アカ デミ ー で は 、 そ の 敷居 の 高 さ か ら 教 
職 た る 人 物 は 少数 。 ま た モン スタ ー の 先生 も 少 
数 な が ら 人 存在 し 、 多 く の 授 業 を 受け 持ち 生徒 た 
ち に 教え て いる 。 も ちろ ん 、 こ こ に 載っ て いる 
人 物 が 全て で は な い 。 ち な み に カ バー イラ スト 
の 前 列 に 座っ て いる の が 先生 と な っ て いる 。 





| ライ バル 








誰 よ り も 世の中 に つい て 考え 、 誰 よ り も 世界 を 札 在 し て いた 魔 導 士 。 世界 が いずれ 
間 に 包 まれ る こと を 予見 し 、 魔 弾 アカ デミ ー の 構想 を 思い つく 。 ま た 、「 ア ヴァ ロン 
の 鍵 ] を 古代 遺 蹴 か ら 掘り 出し た 重要 人 物 。 世 界 各 地 を 周り な が ら 、 世 界 中 の 魔 導 
に 関す る 資料 と 有 能 な 後継 者 探し に その 半生 を 捧げ た 。 深 い 研 氏 に 基づく 莉 智 は 今 
で も 魔 ア カ デ ミ ー の 図書 館 に 大 切 に 保存 され 、 授 業 科 目 に は 、 こ の 魔 導 士 に 感 す 
る 歴史 を 競 強 する 時 間 も あ る 。 


に ノ を CT 35) の | 
アド ラ と ダグ ダ の 優秀 な ブレ ー ン 。 魔 導 アカ デミ ー の 卒業 生 で 、 デ ィ ア ドラ の 
和博 下 四 は 道理 より も 効率 を 重んじ る 。 


人 人間 に ONIE 計 お れる 陸生 全 する お 
ら 、 数 多く の 術 を 生み 出し た 。 

レス ジン (age: 28) ] | 

魔 導 ア カ デ ミ ー の 女性 教員 。 主 に 召喚 術 の 講義 を 受け 持つ 。 在 学 中 は さほど 目立っ 
た 存在 で は 無かっ た が 、 地 道 な 努力 家 で 、 魔 導 院 の 修 十 論 文 で は 各地 に 散ら ば っ た 
慕 大 な 量 の 魔 導 書 を まとめ 上 げ 、 そ の 功績 は 多く の 魔 導 博 士 た ち に 評価 され て いる 。 
真面目 な 性 格 か ら か 生徒 か ら は 恐 が られ る こと も ある が 、 そ の 内 に 秘め た 優し い 人 


柄 か ら 悩 み を 相談 する 生徒 も 多い 。 今期 の 生徒 は 非常 に 魔 導 力 が 高い 生徒 が 多い 反 
面 、 精神 面 の 成熟 が 遅れ て いる と 感じ 、 期待 と 不安 が 混 じ っ た 毎日 を 送 つ て いる 。 


ECcr27 衣 語 8 
高い 魔 導 力 を 持つ 、 魔 導 アカ デミ ー の 男性 講師 。 最 年 少 の 先生 で 東方 の 生ま れ 。 
代々 、「[ 繊 依 の 術 ]」 と いう 特殊 な 召喚 技術 を 使う 家柄 の 出身 で 、 生 まれ 持っ た 高い 魔 
導 力 を 評価 され 、 魔 ア カ デ ミ ー の 卒業 生 で は な い が 特 別に 講師 と し て 魔 導 ア カ デ 
ミー の 教鞭 を 執っ て いる 。 仕事 に 対し て は 非常 に スト イッ ク な 姿勢 を 買 を 、 ク ー ル 


な 性 格 な た めか が 女 生 徒 た ちの 人 気 も 高い 。 た だ し 、 己 の 信念 と し て 絶対 的 な 正義 を 
重視 し て いる た め 、 厳し く 生徒 と 接する こ こも ある 。 ーー 


| パンダ 思 男 














魔 導 ア カ デ ミ ー の 先生 モン スタ ー。 , 武道 (体育 ) の 先生 で 、 か つて は 世界 選手 権 で 連 
加 を 果たし た 柔道 家 。 生 徒 に は 誰 よ り も 己 を 厳し く 律する こと を 教え 、 体 当たり で 
生徒 と 接する の が 信条 。 魔 議 を 教え な が ら も 、 秘 伝 の 武道 を 継承 させ る べく 、 密 か 
に 後継 者 を 探し て いる …。 


| _ 老 放 士 の 遺産 J ーー 


ダグ クダ ( 事 胡 ) 
ディ アド ラ (校長) 









リー 





魔 層 ア カ デ ミ ー の 先生 モン スタ ー。 魔法 の 先生 で 、 主 に 召喚 術 に 使う 呪術 に つい て 
教え て いる 。 授業 の 性 質 上 つい て これ な い 生 徒 が 多い の だ が 、 補 習 授業 等 も 積極 的 
に 行う 熱心 な 教育 方 針 で 、 特 に 勉強 が 苦手 な 生徒 に 慕 わ れ て いる 。 た だ 、 最 近 は ど 
うし て も 気 に な る 先生 が いて 、 授業 に 集中 で き な い こと も … の 





魔 導 ア カ デ ミー の 先生 モン スタ ー。 語学 の 先生 で 、 あり と あら ゆる 魔法 の 基本 と な 
る 魔 導 言 語 を 担当 し て いる 。 厳 し い 教育 方 針 で 、 徹 底 し た スパ ル タ 教 育 を モッ トー 
と し て いて 、 誠 眠り する 生徒 等 に は 容赦 な い チ ョ ー ク 攻撃 を 行う こと も 。 基本 的 に 
生徒 の 成績 上 昇 以 外 は 興味 が な い の だ が 、 さ り げ な い 優 し さか ら か 意外 に も 様々 な 
人 に 慕 われ て いる 。 





魔 導 ア カ デ ミ ー の 教育 実習 生 モン スタ ー。 自然 科学 の 授業 を 担当 し て いて 、 飼 は 魔 
導 院 に 通っ て いる 。 本当は この まま 先生 に な り た い の だ が 「 王 国 を 継い で 欲し い 」 
と いう 父親 の 要望 に 、 小 さい 頃 か ら 悩 まさ れ て いる 。 反 発し た い 気持 ち も あ る が そ 
ろ そ ろ 持 来 に つい て 真 語 に 考え る 年 頃 に な り 、 憧 れ の 女性 教員 に 相談 を 持ち か ける 
と ピコ 





EE 地学 の 先生 で 、 モ グ 一 族 で 一 番 物知り の 博士 珍 
獣 。 齢 1000 歳 と も 言わ れ 、 た ま に ボ ケ た 発言 も 多々 ある が まだ まだ 健在 。 ダ クダ 
と は 長年 の 付き 合い で 、 時 々 線 側 で お 茶 を し な が ら 懐 か し い 話 に 花 を 咲か は て いる 。 


| カワ ッ パ 才 





魔 導 ア カ デ ミ ー の 先生 モン スタ ー。 カワ ッ バ バ 族 で 最も 賢い 珍獣 で 、 化 学 に まつ わる 
多く の 法則 を 知っ て いる 。 授 業 よ り は 研究 に 熱心 で 、 生 徒 の 間 で は 居眠り で きる 授 
業 だ と の 評判 。 授 業 区 度 等 に は 鈍感 だ が 、 テ スト の 採点 は 厳し めで 赤 点 生徒 に は と 
こと ん 厳し く 、 華 記 試 験 が 苦手 な シズ マ は テス ト 前 に は いつ も 悩ま され て いる 。 








魔 導 ア カ デ 


ミー 生徒 相関 図 


プレ イヤ ー キ ャ ラク ター で 登場 し て いる 以外 に も 、 当 然 魔 導 ア カ デ ミ ー に は 人 在籍 し 




















て いる 生徒 た ちがい る 。 こ 

が 、 個 々 に 関連 が ある の で 紹介 し て いく 。 
と 出身 地 が 

6 "で 緒 (許婚 

5 ロレ ッ タ ( 女 ) ーー 
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AO 


密か に 恐れ て いる 























| PE 


ッ コ 9 
… 昌 だ 宏 に な る 。 






















ンジ 3 


アン 


し けた 面 


家柄 が 良い の で 


ンマ 
2 DO 
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SI 


に 生 あり 


マリ ガン (男子 生徒 ) 





記 導 アカ デミ ー の 不良 グル ー プ の 番長 。 高い 魔 導 力 と 家柄 か ら 魔 導 ア カ デ ミ ー に 入 
学 し た が 、 秩 序 と 戒律 を 重んじ る 校風 に 我慢 で きず 、 反発 を 繰り 返す 。 何 か と か ま 
っ て くる ディ アラ は うっ と お し いと は 思い な が ら も 少し 気 に な る 存在 。 





ロイ (男子 生徒 ) 


訪 ト レ が 大 好き な 男子 生徒 。 女子 に は あま り 興 味 は な い が 、 同 じ 筋肉 好き と し て シ 
ズ マ を 慕っ て いる 。 不良 で ちる マリ ガン と は 、 力 で 支配 し よう と する 姿勢 が 嫌い で 
財 立 し て いる 。 


ルー ク (男子 生徒 ) 


部 市 部 の 出身 で 、 自 ら 希 望 し て 入学 し て きた 男子 生徒 。 争い を 好ま ず 、 口 数 も 少な 
め だ が 、 実は か な り の 魔 導 力 を 隠し 持っ つて いる 。 な る べく 人 と 触れ 合わ な いよ うに 
し て いる が 、 人 本 っ とい コ ッ ペ リア に は 好意 を 隠さ ず に は いら れ な い 。 








だ コリ 


地方 豪族 の 一 人 息子 で 、 
駒 な た め 、 ど うし て も 年 齢 より も 低く 見 られ が ち 。 無口 な ルー ク と は 気 遺 い が 無 用 
な た め 、 仲 良く な り た いと 思っ て いる 。 し か し な が ら 、 最 近 は ルー ク の 視線 の 先 に 
ちる コ ッ ペ リア が 和 気 に な り 始 め 、 複雑 な 思い を 胸 に 秘め て いる 。 


父親 の た っ て の 願い か ら 入学 し た 男子 生徒 。 甘え ん 坊 な 性 






2 と コ ) う 0 ] 

正統 な 魔 導 士 の 家柄 出身 の 女子 生徒 。 代々 続く 由緒 正しい 魔 導 士 の 家柄 で 、 小 さい 
頃 か ら の 英才 教育 を 受け て いた 自負 か ら 、 他 の 生徒 と は 一 線 を 引い て 接し て いる 。 
た だ 、 権 威 と は 全く 関係 な く 訂 放 に 振舞 う シ ズ マ を 見 て いる うち に 、 行動 に は 表せ 
な い が 密 か が な 思い が 芽 吹 い て ぎ て いる 。 ーー 








ロレ ッ タ (女子 生徒 ) ] 

ノイ エ と 同じ 出身 地 で 底 の 女子 生徒 。 家 同士 約束 か ら 放 押 に され て し まっ て 、 訂 魔 
導 ア カ デ ミ ー に 入れ られ る 。 だ が 、 甘え ん 坊 の ノイ エ は どう し て も 好き に な れず に い 
る 。 悪魔 と 契約 を 結ん で いる イー ノ の 姿 を 偶然 見 て し まっ て 、 密か に 送れ て いる 。 









こ で は カバ ー に 描か れ て いる 一 部 の 生徒 た ちの み で は ある 
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"家柄 的 に 
複雑 な 関係 





作 良 く SA SS 
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| し まし ょ う ーー 
ンタ ness 


>o ょ に 
世話 を や いて る | | 

















た な だ さ 0 し 

アー ル と 同じ く 正 統 な 魔 導 士 の 家柄 出身 の 女子 生徒 。 3 な 性 格 を し て いて 、 
いつ も 黙 な アリ ュー シャ に 興味 を 持っ て いる 。 た だ 、 い つも 軽く あし ら わ れ て し 
まっ て 少し 不服 。 


で ゴリ 


貧し い 村 の 生ま れ だ が 、 そ の 高い 魔 導 力 を か われ て 入学 し た 女子 生徒 。 お 娠 欄 出身 
の 女子 生徒 が どう し て も 鼻 に つく た め 仲 良し グル ー プ に 嫌悪 感 を 持っ て いる 。 姉御 
江 で 、 同 じ 貧 し い 地 方 出身 の カル ノ が 放っ て お けず 何かと 世話 を 焼い て いる 。 


メロ ディ (女子 生徒 (0 ソリ 
アカ デミ ー の 仲良 し 四 人 組 の 一 人 。 名 家 の 出 身 で 、 同じ 名 家 に 生ま れ た 女の子 同 圭 
で 仲 が 良い 。 お っ と り と し た 性 格 で 争い は 好ま な い が 、 気 の 強い リリ ー に は 引っ 張 
られ て 、 何だ か ん だ と トラ ブル に 巻き 込ま れ が ち 。 
に = を で に コリ う ] 
アカ デミ ー の 仲良 し 外人 組 の 一 人 。 名 家 の 出 身 で 、 同じ 名 家 に 生ま れ た 女の子 同 圭 


で 仲 が 良い 。 真面目 な 性 格 で 、 何 か と トラ ブル を 引っ 張っ て くる リリ ー に は 少し 愛 
想 が 尽き て いる 。 た だ 世話 好き な 性 格 の た めか 、 い つも 事後 処理 を 担当 し て いる 。 











リリ ー( 女 子 生徒 ) 0 
アカ デミ ー の 仲良 し 外人 組 の 一 人 。 名 家 の 出身 で 、 同じ 名 家 に 生ま れ た 女の子 同 寺 





で 仲 が 良い 。 ち ょ っ と 意地 悪 で 気 の 強 い 性 格 を し て お り 、 何 か と 気 に な る モノ を 見 
つけ て は ちょ っ か い を 出し て いる 。 イ ヴ が 非常 に 苦手 で 、 いつ か 見 返し た いと 考え 
て いる 。 
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こと が ら は キャ ラグ ター と モン シス 後半 か ら は キャ ラク タ 
ー の プロ フィ ー ル と 、 魔 導 ア カ デ ミ ー 人 入学 後 の ス トー リー な ど を 紹介 し て いく 。 


キャ ラク ター・ モ ンス ター 相関 全体 図 


死 の 盟約 を 利用 し て ダグ リス の 力 を 
手 に 入れ よう と し て いる 













幼少 の 頃 に 
死 の 盟約 を 
結ば せる 






鍵 の 秘密 を 
守る 為 に 召喚 







東方 に 伝わる 
最強 の 護 鬼 















魔 放 アカ デミ ー に 有 眠る 
伝説 の 魔神 


死 の 盟約 か ら 
守る 為 に 召喚 








ちと 
真実 を 憧れ 
昔 、 召 喚 し た 知ら な い 


王 記 










厳し く 育 て る 








面識 が ある 


9 集 丸 
鬼神 に 仕え る 
忠実 な 鷹 











ディ アド ラ が ら asms 
引き 継い だ 





育て の 親 









10 年 の 月 日 を 経て 
眠り か ら 覚まさ れる 






ち 減 ぼ す 為 に 、 自 ら の 
身 を 捧げ た モン スタ ー 





邪 を 減 ぼ す 為 に 召喚 

















ジャ ン フ ィ ニ ー 


天上 界 と 地上 を DC エエ CO エ ャ エエ K〔 ゝ KOK ェ KUK( 
行き 来 し て いる 
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血 の 宿命 が 生 み 出し た 
呪い の 魔 人 









ゃ か ら 逃 れる 
潟 に 王家 と 決別 


血 の 宿 命 





息子 













血 の 宿 全 を 解き 
-、 明か す 海 に 召喚 





武家 に 代々 伝わる 
正統 な 召喚 符 
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臣 導 アカ テニ ニー 相関 





1 
1 





火 の 山 (火山 面 ) 
で 見 つけ る 





に 0) 








王家 に 仕え て | 
いた 頃 に 召喚 | 









ば 
/ 履 心 を 利用 し よう と 
し て いる 


ポー クサ マナ ー 守 4 


倒す 為 に 召喚 し た い 













暗黒 魔界 を 出し 抜く 為 に 、 
イー ノ の 暗黒 面 を 用 っ て いる 








鞭 落 の 誘い 






池 某 一 ぶ ざ ざ ヤギ な 選 拍 吐 最 | | 





1 造 か 昔 、 一 族 の 
魔 導 士 が 深海 に 
都市 を 建設 し た 。 


焼き 尽く し た 











海底 王国 の 


危機 を 伝え る 王国 に 仕 る  "* 


軍団 。 

















血 の 宿 命 に より 
眠り に つく 























| キャ ラク ター 相関 図 (カル ノ 〉) | ] 
カル ノ の 相関 図 は 主 に 竜 族 関係 が 中 心 と な る 。 カ ル ノ は 人 里 離れ た 竜 の 秘境 で 生活 。 ド ラゴン サマ ナー と 





し て 普段 か ら 電 と 接し 、 ジ ファ ル ノ か ら 指 導 を あお いで いた 。 そ し て 鉄 (くろ が ね ) の 竜 を 呼び 出す 力 を 得 
る た め に 魔 遅 アカ デミ ー に 入学 する 。 ち な み に 魔 導 ア カ デ ミ ー で は や や 孤立 し て いる の は 、 人 と 接する こと 
に 慣れ て いな いと ころ が ある た めで ある 。 






で 見 つけ る 


王家 に 仕え て | 
いた 人 頃 に 召喚 





召喚 者 に 力 を 貸す が 


誰 に も 服従 する こと は な い 





ジフ ァ ル ノ 





王家 に 仕え た 最後 の ドラ ゴン サマ ナー。 サ マナ ー 一 族 の 力 を 権力 者 か ら 守 る た め に 、 
人 里 離 れ た 場所 で ひっ そり と 暮らし て いる 。 復讐 の た め に 旅だっ た 一 人 の サマ ナー 
の 行方 を 気がかり で 、 そ の 野望 を 敢えて 打ち 砕く べく 、 密 か に ドラ ゴン サマ ナー を 
育て て いる 。 






タン ガル ノ ( タ ダーク サマ ナー) 
暗黒 の 力 に 目覚 め た た め 、 一 族 よ り 追放 され た ドラ ゴン サマ ナー。 力 を 求め る あま 
り に 間 の 嘱 き に 耳 を 傾け 、 闇 の 王 の 下 に 仕え て いる 。 また 、 か つて の ドラ ゴン サマ 
ナー の よう に 、 再 び 権力 者 の 下 で 力 を 振る いた いと 考え て いて 、 野 望 に 燃え て いる 。 
| ベビ ドー ラ 
火の玉 か ら 生ま れ た 小型 の ドラ ゴン 。 主 に 火山 地帯 に 生息 し て いて 、 好 物 は 災 の 境 。 
と ある きっ か け で 、 封印 され て いた 力 の 一 部 を 解放 し 、 進 化 を 遂げ た 竜 へ と 成長 す 
る らし い …。 



















火 の 山 (火山 面 ) 


ダー クサ マナ ー を 
倒す 為 に 召喚 し た い 





2 心 を 利用 し よう と 
し て いる 















レッ ドア イズ | 
神々 に より 、 大 いな る 力 を 封印 され た 竜 。 封印 の 一 部 を 解 か れる こと に より 姿 を 現 
し 、 全 盛 時 の 力 に は 及ば な い が そ の 力 の 片鱗 を 見 せる 。 













全て の 章 族 を 続 べ る 竜 の 王 。 ド ラゴン サマ ナー の 一 族 に 密か に 伝わる 秘術 に よっ て 
の み 、 召 喚 で きる と 言わ れ て いる 。 ま た 、 召喚 者 で あっ て も 決し て 従属 する こと は 
な く 、 己 の 意 な の 赴く まま に その 強大 な る を 振る う ・。 
ドラ ゴン サマ ナー 一 族 に 伝統 的 に 伝わる 由緒 正しき 火 竜 。 主 を 守護 する こと を 全て 
に お いて 優先 され る よう に 訓練 され 、 聡 明 な 判断 力 を 持っ て いる 。 
サラ マン ターMX り 
ドラ ゴン サマ ナー 一 族 が か つて の 栄光 を 誇っ て いた 時 代 に 、 王 国 を 守護 する た め に 
召喚 し た 竜 。 サ マナ ー 一 族 の 没落 と と も に 、 そ の 姿 を 消し た と 言わ れ て いる …。 

































5 二 た 人 た 2 全 1 に 区 ん 
アリ ュー シャ の 相関 図 は 主 に 戦 人 族 関係 が 中 心 と な る 。 フ 


ンス 
アリ ュー シャ は 歴戦 の 勇士 で ちる グラ ディ エー タ 


ー が お こし た 武家 の 子孫 、 ブ レス トナ イト が 祖父 に あたる 。 か つて 魔 の 王国 … ロ ー ザ が 住ん で いた 王国 に 忠 


誠 を 斬っ て いた 、3 


父 で も ある ブリ ー ス ト 伯 が 、 血 の 宿命 か ら 逃 れる た め に 王家 と 決別 し た 経緯 が め る 。 そ の 


た め ロ ー ザ と は や や 気 まず い 関 係 に ある よう だ 。 血 の 宿命 を 解き 明か し 、 セ リア を 眠り か ら 覚 ませ る た め 、 
アヴァ ロン の 鍵 の 力 を 求め て 魔 導 アカデミー の 門 を 叩い た 。 


血 の 宿命 に よ 
現世 を 初 律 う 邊 護 だ な る 


ブレ スト 伯 牙 









血 の 宿命 が 生み 出し た 
呪い の 魔 倍 






血 の 宿 命 を 解き 
明か す 為 に 召喚 


武家 に 代々 伝わる 
正統 な 召喚 符 


ブ プリースト 伯 ( ア リュ ー シ ャ の 父 ) 





血 の 宿 命 を 背負 っ た 武家 の 騎士 。 過 去 に は 王家 の た め に 多く の 血 を 流し て きた が 、 
宿命 を 自ら の 手 で 断ち 斬る た め に 、 王 家 と 絶縁 を する 。 し か し な が ら 、 王家 と の 縁 
を 切っ て も 宿命 は 付き まとい 、 つ い に 妻 の 身 に も 及び 、 そ の 際 に 謎 の 失 足 を する 。 
に た ke2U4 ん ん ) 上 ( ' | 
血 の 宿命 に より 目覚 め ぬ 眠り に つい て し まっ た 女性 。 元 は 良家 の 倒 嬢 で あっ た が 、 
夫 の 苦悩 を 知り 、 王 家 と の 絶 緑 に も 応じ る 優し い 性 格 を し て いる 。 容姿 は 美しく 、 


お し と や か が な 風貌 。 血 の 宿命 に より 眠り に つく が 、 
な い )。 





目覚 め る 方 法 は まだ 分 か っ て い 





PP 


は る か 昔 、 あ ら ゆ る 戦場 無風 を 誇っ て いた 剣 闘士 。 全て の 英 を 明 怖 させ る 絶大 な 
旋 を 買わ れ て 王国 の 馬 士 長 に 任命 され た 。 そ の 後 、 武家 を お こし 、 数 わる 名 将 を 
肌 生 させ る 家 本 を 誕生 させ た 。 


020 





王国 に 代々 仕え る 家柄 に 生ま れ 、 生き な が ら 伝説 と 言わ れ た 騎士 。 アリ ュー シャ の 
祖父 で あり 、 戦場 で は まさ に 英 無し と 言わ れ て いた が 、 呪 われ た 家柄 ゆえ に 党 
丸 に 狙わ れ 続け た 。 や が て その 身 を 邪悪 な る 刃 に よっ て 断 た れ 、 無 念 を 残し な が ら 
この 世 を 去っ た …。 


始祖 













血 の 宿 命 に より 
眠り に つく 


| 
昌 宿命 を 解く 鍵 に な る 
邊 存在 2229 


1 
豆 - 


芋 王 の 剣 





II 
ブレ スト ナイ ト の 無念 と 血 の 宿命 に より 生ま れ た 、 浮 か ば れ め 魂 。 血 の 宿命 に より 
今度 は 自ら が 息 念 の 刃 を 持つ こと に な り 、 魂 の 導く まま に 恨 の 山 を 築い て いる 。 
YO 0 
浮か ば れ め 剣士 の 委 念 が 乗り 移っ た 邪悪 な る 剣 。 血 の 宿命 を 背負 っ た 剣士 の 銀 念 が 
5 の 呈 中泊 5 軸 Lx ED 拉 N 『 仙 つべ き 者 を 探し て いる 。 








人 に に に 5 の に YS1 だ 生 は 7 
忠 地 心 で 、 武 家 に 仕え て いる 。 





HRP に 27285 琴 定 は お ら ゆ 


る 力 を 跳ね 除け る 力 が 手 に 入れ る と いわ れる 。 











第 
辻 
世 
界 
観 
Q 
キ 
Y 
ラ 
ク 
ク 
| 

紹 
介 


キャ ラク ター 相関 図 (シズ マ ) 





ンズ マ の 相関 国 は 二 に 海 族 関係 が 中 ひと な る 。 シズ マ は 大 洋 の 小 二 で 育っ つた が 、 自分 の 出生 の 和 了 密 を 知る 
た め 、 そ し て 海底 遺跡 に 関し て 調べ る た め に アヴァ ロン の 鍵 の 力 を 求め て 、 魔 導 アカ デミ ー へ 入学 し た 。 その 海底 
遺跡 は 、 海 研 に か つて 存在 し て いた 伝説 の 王国 と され て いる 。 そし て 王国 は ネプ チュ ー ン が 統治 し て いた と いう 。 





海底 王国 の 


る 

る 

人造 か 昔 、 一 族 の 多 
旋 








魔 導 士 が 深海 に 
都市 を 建設 し た 。 





PPPPRPPPPEPTPPPPPTTErmTTre 
は な い が 、 ご くま れ に 心 を 許す こと も ある と いわ れる 。 た だ し 、 心 を 許し た 相手 で 
さえ 、 時 々 餌 に 見 える 。 


LE 





は る か 太古 の 時 代 、 海 底 に 築 か れ た 王国 を 統治 し て いた 王 。 部 下 を 指揮 し た 際 に は 、 
強大 な 力 を 発揮 する 。 シ ズ マ が 大 海 より 流れ て 来 た 際 に は 、 こ の 符 を 一 枚 だ け 握り 
し め て いた と いう …。 






と 計 間 


ネプ チュ ー ン の 后 ( 妻 ) だ っ た 伝説 の 人 魚 。 あ PP イイ TTY 
MSG _ 





ei の 音色 を 奏で る が 、 海 王 に は 


内 緒 で 行っ て いる 。 







oyowao 


海洋 王国 の 戦闘 大 隊 。 生ま れ 持っ た 如 ろ し い 容 姿 と 、 相 手 を 見 抜く 邪 眼 を 且 使 し て 、 
海洋 王国 に 害 


を 成す 者 た ち を 一掃 し て いた 。 





異形 の 姿 を 持つ 銀 人 。 そ の 異な る 姿 ゆ え に 、 


海洋 王国 か ら 迫 害さ れ た 歴史 を 持つ 。 
海 に 生き る 者 を 死 へ と 問い や る 魔 全 を 手 に 、 復 讐 の 機会 合っ て いる 。 





コル コン | | 
海王 国 を 減 ば し た 破 。 今 は 深海 に 眠り に つい て いる が 、 再び 目覚 め る 日 は 近 


MI 





人 
ら う 者 た ち を 容赦 な く 斬 り 刻 お 。 





キャ ラク ター 相 剛 図 イー ノ ) 


イー ノ の 相関 図 は 主 に 邪心 族 関係 が 中 心 と な る 。 
賢人 の 国 の 国王 が 精神 面 の 鍛錬 の た め に 、 イ ー ノ 
を 魔 ア カ デ ミ ー へ 入学 させ た 。5 歳 の と き に 暗 
還っ に 人 
近付く よう に な る 。 高 すぎ る 能力 か ら 、 ほ か に 
セイ ー ノ 補 加 者 た お も 宇和 を し て いる 、 


mean 





史記 し で いる が 、 そ の 北 に は さ 
大 いな る 魔 が 控え て いる と いう … 


| スタ ッ プ スポ ボー ク 


和 黒 魔界 を 統治 らし て いる 論 。 地上 な 支 上 し よう と ん で お り 、 
力 の 人 間 を 探し て いる … 


つ な る 夏 気 を 持っ た 、 





清 い 心 と 高い 魔 導 








暗黒 魔界 を 出し 抜く 為 に 、 
イー ノ の 暗黒 面 を 腹 っ て いる 













暗黒 魔界 の 芋 を 巡る 戦い に 敗れ 、 次 元 の 狭間 に 封印 され た 了 那 悪 な る 魂 。1 000 年 に 
3 い 人 り 封 FU か ら 復活 し 、 3 呪 わ れ た 宿命 Hp を 持つ 国 を 焼き 払う 。 o 





部 に 眠る 古 の 軸 王 。 か つて は 天上 界 を 司る 大 天使 の 一 人 だ っ た が 、 悪 
今 は 復活 の と き を 待ち な が ら 眠 り 続け て いる 


暗黒 魔 界 の 芝 
に 手 を 染め る こと に より 芝 ち 、 














ロー ザ の 相関 図 は 主 に 精霊 族 、 特 に 天上 界 が 関係 が 中 心 と な る 。 雇 の 王国 を 滅ぼし た 千年 の 王 に 
対抗 する 力 を つけ る た め 魔 議 アカ デミ ー に 入っ た 。 王 国 を 守る た め に 天上 界 の 戦士 を 召喚 し て いる 。 
天上 界 で は 天使 長 ク リオ ラ を 頂点 と し た 天使 た ちと 、 そ れ を 守護 する 戦士 た ち が 存 在 し て いる 。 





天上 界 の お 使い 役 


1 天使 長 ク リ メラ 







著 を 減 ぼ す 為 に 








力 を 貸し て いる 


| 天上 界 の 天使 moaaoahbhrhlhlrlsisil 
全 知 全 上 B の 神 か ら 使わ され た 秩序 を 守る 者 た ち 。 地 上 界 を 含め 、 光 りあ る 場所 を 統 
治し 、 邪 な る モノ が 降臨 せ し と き に は 、 そ の 大 いな る 力 を も っ て 邪 を 打ち 滅ぼす の 
が 責務 。 








天使 長 ク リオ ラ 


全て の 天使 を 続 べ 制 する 天上 界 の 長 。 地 上 と 天上 の 邪 を 滅する た め に 、 千年 に 一 度 
転生 を 繰り 返し て いる 。4 大 天使 以外 に その 姿 を 見 た 者 は 存在 せ ず 、 清 ら か な る 乙 
5 られ る と き に 、 その 神々 し い 姿 を 現す と いわ れる 。 





天上 界 を 守護 する 4 大 天使 の 一 人 。 最 も 古く か ら 天上 界 に 存在 し 、 多 く の 仲間 の 信 
類 を 得 て い る 。 ま た 、 プ ラテ ウム 直属 の 精鋭 部 隊 が 存在 し 、 有 事 の 際 に は 、 一 筋 の 
EE 





天上 界 を 守護 人 
使 た ちの 相談 役 と し て 慕 わ れ て いる 。 普段 の 姿 は 仮 の 姿 で 、 全 天界 力 を 解放 する 際 
に は も う ひと つの 次 に 変化 する 。 


セル 


天上 界 を 守護 する 4 大 天使 の 一 人 。 天 上 界 に 伝わる 幻 の 武具 を 身 に 纏い 、 戦 地 に 誰 
より も 早く 赴き 、 悪 を 一 掃 する 。 ま た 、 そ の 美 し さ は 天上 界 の 宝石 と も 言わ れ 、 憎 
れ を 抱く 者 も 多い 。 


で 


天上 界 を 守護 する 4 大 天使 の 一 人 。4 大 天使 の 中 で は 最も 若い が 、 最 も 完璧 な 存在 。 
暗黒 魔 具 に も その 名 は 知れ 渡っ て お り 、 力 の 無い 邪心 族 は その 姿 を 見 た だ け で 消 江 
し て し まう 。 











PP 
ら も 絶大 な 信頼 を 得 て い る 。 ま た 、 フ ィ フ ティ ニー と は 何ら か の 関係 が ある 。 


王国 の 為 に 
討ち 滅ぼし た い 










ーーーーー 天使 。 親 譲り の 驚異 的 な 天界 力 を 秘め て いる が 、 ま だ まだ 幼 
さ の 残る 16 歳 。 誕生 日 に は 舞 路 会 用 の ドレ ス を 買っ て も ら っ た らし い …。 






バル キリ ー た ち 
天上 界 の 秩序 を 守る た め に 選ば れ た 女性 兵士 た ち 





普段 の 生活 よ お し ゃ れ を し た り 、 
買い 物 を し た り 、 普 通 の 女の子 と し て 暮らし て いる が 、 ひ と た び 戦 地 に 赴 け ば 聖 な 
る 刃 の 元 に 、 邪 を 斬り さば く 。 


バル キリ ー 





天上 界 を 代々 守護 する 家柄 に 生ま れ た 騎士 団長 。 幼少 より 剣術 の 訓練 を 積ん で お り 、 
洗練 され た 侯 さ ば さと 身 の こ な し で 、 数 ある 悪 を 一 刀 の 元 に 両 所 す る 。 

バル キリ ー ク ララ | 
も と も と は 名 家 の 令嬢 で 、 そ の 美貌 と 能力 を 買わ れ て 天界 の 騎士 団 に 入門 し た 。 生 


まれ 持っ た 能力 は 団員 の 中 で も 1 、 ら を 争 う 程 に 優秀 で 、 後 々 に は 天上 界 の 守護 総長 
に と の 声 も 多い 。 


ワル キュ ー レ ゼロ 


天上 界 が 創造 され た 時 代 に 生ま れ た 初代 守護 騎士 団長 。 聡 明 な 頭脳 と 見 る 者 が 惚れ 
惚れ する 程 の 剣 技 を 持ち 、 暗 黒 魔界 に 眠る 大 笛 王 の 封印 の 際 に は プラ テウ ム と 共に 
活躍 し た 。 











mm 
れ 、 先 の 厄 巡 の 際 に は ロー ザ な 抱え 、 拓 外 へ と 脱出 させ た 。 
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廣 の 王国 が 、 千 年 の 呪い を 焼き 尽く す た め に 発掘 し た 古代 兵器 。 エ ネル ギー の 装填 
に 非常 に 時 間 が か か る た め 、 威 力 を 解放 する た め に は か な り の 技量 を 要 す 。 




















マ 革 一 ざ ざ ざさ ヤ 尼 秩 叶 最 | 性 





キャ ラク ター 相関 図 (コッ ペリ ア ) 


コッ ペリ ア の 相関 図 は 主 に 珍 


湯 族 の 関係 が 中 心 と な る 。 東方 の 国 か ら 


や っ て きた クウ メイ (お じい ちゃ ん ) に よっ て 命 を 吹き 込ま れ た の が コッ 
の くり リア 。 クウ メイ が 暇 を 引き 取っ て 徐々 に 人 形 に 戻り つつ ある こと を 知 
っ た コッ ペリ ア は アヴァ ロン の 鍵 を 手 に 入れ て 人 間 に な る た め 、 魔 導 ア 











カ デ ミ ー に 入っ た 。 珍獣 の 森 に は ラフ リア の 大 樹 も 生え て いる と いう 。 
<) 二 還 還 
ン ャ ン フ ィ ニ 」 
し リ 大 上 界 と 地上 を 
行き 来 し て いる 
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カメ ポポ ン | 


レル ん CK スプ 9 衣 


東方 の 国 より 珍獣 の 森 に や っ て きた 呪 導 力 (東方 の 魔 導 力 ) を 使う 仏師 。 コ コッ ペリ ア 
が 一 人 前 に 育っ た の を 確認 する よう に 息 を 引き 取っ た 。 と ある 一 族 の 出身 で 、 そ の 
一 族 に は 無 よ り 生 命 を 誕生 させ る 秘技 が あっ た と 伝え られ て いる 。 東方 の 国 に 居る 
頃 は 非常 に 高い 官職 に つい て いて 、 様 々 な 政策 上 の 問題 を 解決 し て いた 。 珍獣 の 森 
へ や つっ て きた 理由 は 謎 で ある が 、 生 前 は 森 で 平穏 に 暮らし て お り 、 森 へ や っ て きた 
頃 か が ら の 知り 合 i い で ある モグ 博士 と 囲碁 を 打つ の が 趣味 だ っ た 。 





ッ ペ リア と 同じ 時 期 に 作り 出さ れ た 関係 で 
コッ ペリ ア と は 非常 に 仲 が 良い 。 ア タマ に 咲く 花 は 、 素材 と な っ た 植物 の 影響 が 大 
さい らし い 。 
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PET 
て も 和 で ざ な く て 、 時々 、 衝 の 中 を 8 び 同 っ て は お じい さん を 各 し て いる ーー 


2 ルン: 





と ある 木 の 折半 作ら れる と さ に 、 少 し だ ビ 技 攻 を 供 し た 拉 。 その 季 か ら 作ら れ 
た モノ た ち は 、 森 の 精 寺 の 加護 を 受け 不 恩 議 な 命 が 宿 る と され る 。 





| モグ 博士 
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ラフ リア の 大 [ 










PEDRO 
一 本 で こなす 。 魔 導 土 が か ら あ る 秘術 を 得 よう と 子 入り し し た 。 。。 


| アラ イク バ 


コッ ペ が 作っ た ヌイ グル ミ に クウ メイ が 命 を 吹き 込ん だ 珍獣 。 
で いつ セー 結 に いる 。 た だ 、 ポ ポン 妊 は っ 所 が ある か らき 





コッ ペリ ア が 大 好き 





ルル 


コッ ペ が 生ま れ た と き に 、 一 緒 に 傍ら で 生ま れ た 珍獣 。 幼馴染 の よう な 関係 で 、 け 
WI ] 





cm 





52oHcCgW し > っ 5 ラロ ャ ンー に 5z っ POVenrhs2e 仕 
返し の アッ パー を 繰り 出す が 、 い つも 見 事 に か わ さ れ て し まう … 











タグ リス と ディ ア 


それ ぞ れ 守護 こ な る モン スタ ー を 呼び 出し て いる 。 





厄 険 を 承知 で と 


召喚 


利害 関係 








封 El を 
解く 為 に 利用 





魔 冶 アカ デミ ー に 眠る 
伝説 の 魔神 







の の 
引き 継い だ 





東方 の 姫君 が 邪 を 討 
ち 減 ぼ す 為 に 、 自 ら の 


身 を 捧げ た モン スタ ー 憧れ 団 つ て いる 






、 バル キリ ー 雀 。 


神殿 を 守護 する た め に 配置 され た 木 像 。 デ ィ アド ラ が 大 いな る 災い に 備え 、 魔 導 ア 
カ デ ミ ー の 守護 神 と し て 、 身 近 に 召喚 し て いる 。 

1 と 事 寺 : ( 
世界 の 創造 と 破壊 を 司る 魔神 の 四肢 。 天 地 を 仰天 させ る 程 の 力 を 持っ て いる た め 、 
魔 導 ア カ デ ミ ー の 奥深 くに 封印 され て いる 。 大 いな る 災い が 起き し と き に は 、 特 殊 
な 権限 を 持つ 者 が その 力 を 降臨 させ る 。 


バルキリー 荒 
東方 の 姫 が 邪 を 滅する た め に 自ら の 身 を 捧げ た 姿 。 自 ら 意思 を 持ち 、 真 の 戦闘 の 際 
に は も う ひ と つの 姿 を 現す と いわ れる 。 魔 導 ア カ デ ミ ー の 奥深 くに 眠っ て いた が 、 
その 昔 、 デ ィ ア ドラ が 邪 を 滅する た め に 召喚 し た 。 今 は その 役目 を ディ アラ に 引き 
継ぎ 、 鍵 を 狙う 者 た ちと の 闘い に 備え て いる 。 















ラ 相 関 図 は 、 ダ グ ダ と ディ アド ラ に も 関係 し た 
も の に な っ て いる 。 ダ グリ ス は 悪魔 と の 契約 に 打ち 勝つ 力 を つけ る 
た め 、 デ ィ ア ラ は 魔 導 の 素養 を 見 抜か れ て 、 そ れ ぞ れ 魔 謀 ア カ デ ミ 
ー に 入っ た 。 邪 を 滅ぼす た め 、 死 の 盟約 に 打ち 勝つ た め に 、 各 人 が 





鮭 の 秘密 を 
守る 為 に 召 喘 


1 0 年 の 月 日 を 経て 
眠り か ら 覚 まさ れる 


天上 界 の 戦闘 軍団 


死 の 骨 約 を 利用 し て 
ダグ リス の 力 を 
手 に 入れ よう と し て いる 




































幼少 の 頃 に 
死 の 盟約 を 
結ば せる 


東方 に 伝わる 
最強 の 護 鬼 














2 YNS 
に 
二 還 計 


。 死 の 盟約 か ら 
守る 為 に 召喚 





厳し く 育 て る 







鬼神 に 仕え る 


上 記 実 な 麻 





7 た リー 
離れ 離れ に な っ て し まっ た 燕 の 妹 。 何 故 か 姉 様 が 殺さ れ た も の だ と 思い 込ん で お り 、 
その 想い を 遂げ る まで は 誰 の 声 も 耳 に 入ら な い 。… 誰 か 燕 が 生き て いる 事 を 教え て 
あげ て ! 






東方 に 伝わる 伝説 の 武士 の 魂 。 自 ら 意 志 を 持ち 、 己 を 打ち 破る 強 き 意思 を 持つ 者 に 
絶対 の 忠誠 を 的 う 。 ま た 、 配 下 に は 多く の モン スタ ー を 付き 従え させ て いて 、 そ の 
中 に は 隼 丸 と いう 忠実 な る 僕 が いる 。 













き 落 一 yyNkre 吉 聞 庫 秋 晶 必 / ひ ル し N 


Cr 


WANOF IJP KEY 





剛 黒 魔界 。 そ こ は 、 魔 物 が 巣食う 間 に 包 まれ た 世界 。 「 


か つて 、 最 強 を 誇る 【 笛 王 】 と 【 魔 王 】 の ふた つの 勢力 が 存在 し 、 双 方 と も 魔界 を 統べる に 足る 力 を 持っ て いた 。 
が 最強 と 疑わ ず 、 敵 を 滅ぼさ きん と ふた つの 起 ろ し い 力 が 激突 し た 。 


戦い の 波動 は 魔界 全土 を 覆い 、 大 地 を 揺さぶり 、 天 が 割れ た 。 そ の 戦い は 、 五 千 日 の 間 続 いた と いう …。 


永き に 渡る 戦い に よっ て 、 ふ た つの 強大 な る 力 は 弱まっ た 。 
【 王 】 は 、 叫 の 魔力 を 使い 果たし 、 魔 界 の 最深 部 で 深き 眠り に 付き 、 
【 魔 王 】 は 、 己 の 身体 が 五 つ に 分 か れ 、 各 々 の 体 を 5 人 の 下僕 に 託し た 。 


[優秀 な 血統 を 引く 魔 族 た ちよ ! 我 が 力 を 使い 、 ア ヴァ ロン の 鍵 を 奪う の だ 。 成 し 遂げ よ … 我 の 復活 を …] 


下僕 で ある 5 人 の 魔 族 。 

魔王 の 剣 を 操る も の 剣 の ロー レン ス 異名 を 【 避 惚 の 美粧 】 と 呼ぶ 。 
魔王 の 翼 を 操 ろ も る の 翼 の エト ワー ル 異名 を 【 妖 の 快楽 】 と 呼ぶ 。 
魔王 の 腕 を 操る も の 腕 の クリ スト フ 異名 を 【 屈 強 の 雄 傑 】 と 呼ぶ 。 
魔王 の 瞳 を 操る も の 瞳 の アル ベー ル 異名 を 【 完 全 な る 可 オ 】 と 呼ぶ 。 
魔王 の 爪 を 操る も の 爪 の セト ラ 異名 を 【 無 垢 の 邪 曹 】 と 呼ぶ 。 


[我ら 魔王 の 復活 の た め 、 鍵 は いた だ く ! ふ ふ っ 我ら の 恐ろし き 見 せ て や ろう …」 
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「 この世] と 「 あ の 世 ] の 間 に あ る 世界 。 
ここ で は 武力 だ けが 意味 を 成 し 、 こ こ に 住む も の 全て が 和 猛者 で ある 。 
各地 に 支配 者 に な ろう と する 勢力 が 群雄 割拠 し て お り 、 そ の 中 で も 
最大 勢力 を 誇っ て いる の は 何 十 万 と いう 猛者 の 軍隊 を 率い て いる 冥 
BGP 党員 人 7( も 7 イノ ョ 2 メグ EiwG ッ 中! 
邊 国人 by お 


「 人間 界 に 赴き 、 鍵 を 争 礁 せよ 。 我 が 剣 の 下 に 全 世 界 を ひれ 伏 さ ん 」 


最強 を 誇る 冥王 直属 軍 は 、 魔 導 士 ・ 戦 士 ・ 剣 士 ・ 弓 士 ・ 騎 士 の 5 戦 
士 か ら な り 、 残 虐 非 道 、 冷 酷 無比 。 冥王 の 命令 は 四 実 に 守り 、 容 赦 
な く 敵 を 打ち 減 ぼ す 。 各 々 が 戦い の エキ スパ ー ト で あり 、 未 だ か つ 
て 無敵 の 陣形 で 典 れ な か っ た 敵 は いな い 。 


「 全 て は 我ら 冥王 の た め に 、 い ざ 行 か ん ! 」 





















の が 82 っ ル 暫し / シ ツア 
そこ は 科学 の カカ で 生み 出し た 機械 に よっ 
で 人 米 え で WS 


し か し 、 科 学 は 生き 物 を 機械 に する に ま 
で 進歩 を 遂げ 、 そ の 技術 を 持て 余 し た 土 
国 は 自滅 を 迎え る こと に な る 。 


機械 に な っ た も の は 、 王 国 の 歯車 と し て 
働く し か な か っ た 。 選 の 不幸 を 呪い 、 他 
の 生命 の 輝 き を 談 や みな が ら …。 


ある 日 、 和 突然 空間 に 次 元 の 狭間 が 現れ 、 
その 中 に 4 体 の 機械 た ち が 吸 い 込 まれ て 
いっ つっ ye 


隊 コ 5 寺 に UCS ン 光明 2 
ト コノ ナカ ニ …」 
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カル ノ 
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ーDRAGON SUMMONER 一 





PROFILE 


伝説 の ドラ ゴン サマ ナー、 


15 
168cm 
1 


56kg 





最後 の 一 人 。 

幼い 頃 に 両親 を 亡くし 、 一 
族 の 再 栄 を 切望 し て いた 祖 
父 に 育て られ た 。 

「 竜 を 召喚 せしめ ん と する 
者 、 そ れ ら を 服従 させ 支配 
せよ ] の 搾 を 知り な が ら 、 
友 と し て サラ マン ダー に 接 
する その 姿 は 、 彼 の 届 託 の 
な い 心 の 表れ な の だ ろう …。 














金 キ ャ ラク ター イメ ー ジ イラ スト 
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叶 2 秒 9 鉄 覆 そ 
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< 潜 % を 党 
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旬 > 召 秩 で 


Ma 
tl 夫 ぇ u - 





Story 


「 態 け 抜け ろ ! 


サラ マン ダー!|」 

カル ノ は 召喚 し た サラ マン ダー に また が り 、 一 気 に 空 まで 駆け 登っ た 。 

「 く つっ …」 

カル ノ の 眼前 に は 視界 を 埋め 尽く す ほ どの 無数 の ドラ ゴン が ひし めき あっ て い 
た 。 

ぞ そし て その 男 も …。 

| つが" 色 う ラー 人 の ドラ ゴン グマ ナー…」 


それ は まさ に カル ノ が 「 鍵 戦争 ] を 制 し 、 ア ヴァ ロン の 鍵 を 授与 され る 式典 の 
真っ 最 中 だ っ た 。 突如 アカ デミ ー 上 空 に 姿 を 現し た 白銀 の 竜 に また が っ た 男 が 、 
鍵 を 奪い 去っ て し まっ た 。 虚 を 突 か れ た ダグ ダ と ディ アド ラ は ドラ ゴン の 攻撃 
を 魔法 防御 で 凌ぐ し か な く 、 和 気付 いた 時 に は 男 は 大 空 へ と 飛び 去っ て し まっ た 。 
「 カ ル ノ ! 」 

ディ ア ドラ が 言っ た 。 

「 あ な た が 鍵 を 取り 戻す の で す ! 」 

「 お … 俺 が !?」 

「 鉄 (くろ が ね ) の ドラ ゴン を 呼び 覚まし 、 あ の 竜 族 を あな た の 支配 下 に 置く し 
か 手 は あり ませ ん ! 」」 

「 鉄 (くろ が ね )!! … 俺 の 目的 … 俺 の 使命 … だ が 俺 に 出来 る の か ? … 鉄 (くろ 
が ね ) を 呼び 覚ます こと が …」 


追い つい た カル ノ に 略奪 者 は 言っ た 。 

「 こ いつ は 正統 な る ドラ ゴン サマ ナー で は な いか …』 

「 お 前 は 何者 だ !?」 

『 フ ン … 言 うな れ ば 正統 な ら ざ る ドラ ゴン サマ ナー と いっ た と ころ か ?』 
[正統 な ら ざ る …!?」 

「 ド ラゴン の 力 を 欲し が る 権力 者 は 数 知れ な い … な ら ば 彼 等 の た め に 働く ドラ 
ゴン サマ ナー が いて も 不思議 で は な い だ ろ う ? それ が 正統 な ら ざ る と 言う こと 
だ 』 

「 な ん だ と …」 

| 


[伝説 上 の ドラ ゴン 、 鉄 (くろ が ね )… ア ヴァ ロン の 鍵 な ら ば その 伝説 を 復活 さ 
せる こと も 可能 だ ろう … そ し て 私 は 鉄 ( く ろ が ね ) を 操り 、 愚 か な 権力 者 ども の 
その 上 に 君臨 する の だ ! 』 

「 竜 族 を お 前 の 野望 の 道具 に し よう っ て の か !」 

「 何 を 言う !! それ が ドラ ゴン サマ ナー だ ろう ? や れ 、 仙 竜 よ !!』 

曰 銀 の ドラ ゴン が 強力 な 電撃 を 放ち 、 カ ル ノ を 襲う !! カル ノ は 身 を 翻 し 何と 
か 雷撃 を 避け た も の の 、 バ ラン ス を 崩し サラ マン ダー の 背中 か ら 落 ち て し まっ 
1 

「 サ ラマ ンダ ー!」 

し か し サラ マン ダー の 瞳 は すでに 略奪 者 に 魅入 っ て いた ! 

「 フ 八 八 八 八 八 八 ! 竜 族 に 見 放さ れ た ドラ ゴン サマ ナー か ! 笑い 話 に も な 
らん 

[そん な …」 

カル ノ は 雲 海 へ と 飲み 込ま れ て し まっ た …。 


「 そ れ で は 鍵 の 力 を 解放 し 、 鉄 (くろ が ね ) を 我 が し も べ と し よう ! 』 

男 は 鍵 を 天空 に か ざし た 。 

「 ア ヴァ ロン の 鍵 よ ! 扉 を 開け ! 我 に 約束 され し 力 を 捧げ よ ! 」 
する と 鍵 は 敗 い 光 を 放ち 、 間 の 前 に は 巨大 な 扉 が 姿 を 現し た 。 そ の 瞬間 、 鍵 は 
導 か れる よう に 扉 の 鍵穴 に 収まり 、 そ の 重々 し い 扉 は 遂に 開か れ た !! 

「 目 覚め よ ! 鉄 ( く ろ が ね ) の ドラ ゴン !!』 

ズ ゴ ゴ ォ … そ の 威厳 に 満ち た 件 まい … 神 々 し く 輝 く 鱗 :… そ の 姿 は 間違い な く 竜 
族 の 頂点 に 君 上 す る 者 の 証 だ っ た !! 

「 こ … こ れ が … く … く ろ … が … ね … 2 1 

し か し ! 鉄 ( く ろ が ね ) の 体 は 及 く も 音 を 立て て 崩れ 始め た ! 

「 な に イィ!?」 


「 頂 点 に 君臨 する も の は 唯 ひび ひとつ! 」 
雲海 を な ぎ 払 い 略 奪 者 の 前 に 姿 を 現し た カル ノ ! そし て カル ノ を 痛 に 乗せ た 
も の こそ … 紛 れ も な く 鉄 (くろ が ね ) の ドラ ゴン だ っ た …! 
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水 の よ うな 冷静 さと 研ぎ 澄 
まさ れ た 判断 力 … 迷 い を 許 
さ な い 騎士 道 精神 。 多 く の 
者 が そこ に 宿命 を 感じ 取る 
が 、 彼 は 過去 に つい て 語る 
こと は し な い 。 彼 の 冷た い 
瞳 は 今 だ け を 見 つめ 、 執 提 
な まで に 魔 導 の 道 を 極め 続 
ける 。 


| 
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「 お ひさ し ぶり で す 父 上 。 探し まし た よ 」 

何 年 か か っ つた だ ろう か 。 草木 も 生え な いよ うな 辺境 の 廃 城 で 、 有 遂に アリ ュー シ 
ャ は 実父 の 居場所 を 突き 止め た 。 

アリ ュー シャ の ポポ の よう な 声音 が 、 感 動 の 再会 で は な いこ と を 物語 っ て いた 。 


「 私 は アヴァ ロン の 鍵 を 手 に し 、 そ の 力 を 解放 させ 、 あ な た が 母上 に か けた 呪 
い を 解く こと に 成功 し まし た 」 

「 ほ う 、 あ の アヴァ ロン の 鍵 を 。 さ す が 我 が 息子 」 

その 言葉 に は 父親 らし さ ど ころ か 、 人 の 温もり すら も 感じ られ な か っ た 。 

「 母 上 の 魂 は さ 迷 いつ づけ まし た … な ぜ な ら … あ な た が すでに 母 の 魂 を 闇 に 売 
り 渡 し て いた か ら だ !|」 

アリ ュー シャ の 瞳 は これ 以上 な いと いう ほど の 怒り の 災 を 宿 し て いた 。 

「 で ? 母さん は どう し た ?」 

「… 私 が 使え る 最上 級 の 白魔 法 に より 天 に 召さ れ ま し た 」 

『 ほ ほぼ ほう 、 そ れ は よかっ た … と ころ で アリ ュー シャ … 買 様 は 何 を し に 来 た ん 
だ ?』 

アリ ュー シャ は 億 を 抜い た 。 こ の 数 年 間 一 日 た り と も 手入れ を 怠ら な か っ た そ 
の 刃先 は 、 触 れ た だ け で すべ て を 斬り 裂 い て し まい そう だ っ た 。 

「 全 て の 宿命 に 終止 待 を 討つ た め 、 あ な た を 葬り に 来 ま し た !」 

「 ほ ほぼ ほう 。 随 分 偉く な っ た も の だ な 。 足 様 に 剣 を 教え た の は 父親 で ある 私 だ 
P 」 

「 も は や 父 で は な い !!」 


ガ シ ー イ イイ イン !| 
人 の 剣 が 交わ りあ う 。 憎 し み の こ も っ た アリ ュー シャ の 剣 と 、 何 の 感情 も 持 
た な い 父 親 の 冷め た 剣 が 荒野 に 響き 渡る 。 
| 「 な ぜ !! な ぜ だ !」 
1 ] 
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アリ ュー シャ の 体 か ら は 憎しみ が 満ち 溢れ そう だ っ た 。 

「 な ぜ ! 何 の た め に !」 

《 宿 命 だ …》 

「… 誰 だ !」 

どこ か ら と も な く 声 が 聞こ える …。 

《 父 親 の 行動 も また 宿命 …) 

[宿命 だ と !?」 

《 我 が 一 族 は 戦い … 殺 し … そ の 手 を 血 に 染め て 生き て きた … 非 情 の 宿命 … ア リ 
ュー シャ 、 父 親 は 母 思い で あっ た お 前 の 最後 の 情 を 斬り 捨て て や っ た の だ …》 
「 き … 斬 り 捨て た だ と … ふ ざけ る な !!」 

《 そ うだ … そ うだ ! 思 め ! 憎め ! 怒 め !》 

「 お 前 は … 誰 だ … 誰 な ん だ … お 前 … は …」 

頭 が 腺 及 と し て きた 。 も は や ゃ や 誰 を 相手 に し て いる の か わか ら な く な っ て いた 。 
《 お 前 の 番 が 回 っ て 来 た の だ … ア リュ ー シ ャ よ … ア リュ ー シ ャ よ !!) 

「 う … う お お お お お !|」 


アリ ュー シャ の 頭上 に 無数 の 刻 が 現れ る 。 天地 を 砕く よう な 画 鳴 と と も に 無数 
の 語 は 地面 を 買い た 。 冷 た い 雨 が 降り 始め 、 ア リュ ー シ ャ の 父親 の 体 は その 剣 
と 同じ 数 だ け 引 き 裂 か れ た 。 そ し て アリ ュー シャ の 眼前 に は 、 身 の 丈 ほ どの 大 
語 が 姿 を 現し た 。 

《 さ あ 、 そ の 手 に 掴 お が よい … 新 た な 当主 よ … 百 年 の 時 を 経て … 地 上 に 我ら の 
名 を 轟かせ よう … 血 塗ら れ た 一 族 の 新た な 主 よ !!》 

アリ ュー シャ は 何 の 迷 いも な くそ の 大 剣 を 握り 締め た 。 

「 な る ほど … 馴 染 お … よ く 馴 染 む …」 


アリ ュー シャ と いう 彼 の 名 は 、 す で に 忘却 の 彼方 だ っ た 。 











シズ マ 一 DIVER 一 















5906642066 


PROFILE 


深い 海 … そ こ に は か つて 栄 
21 華 を 極め 朽ち た いく つも の 
文明 の 痕 が ある 。 数 多 の 海 
186cm 人 は その 夢 を 抱き 海 に 挑ん 
で きた …。 彼 も また その 一 
-37kg 人 。 荒れ 狂う 嵐 の よう な 風 
貌 の 内 に 隠す 、 自 ら の ルー ツ 
へ の 望郷 の 念 …。 魔 導 を 極 
の い 0 パ ど め 海洋 族 を 操り 何 を 求め る 
』 の 生ま 4 1 "IN や ー ョ / の か ? 
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[ 三 逐 品 M 

村人 全員 が 見 守る 中 、 シ ズ マ は 海岸 の 砂浜 に アヴァ ロン の 鍵 を 突き 立て 、 呪 文 
を 唱え 始め た 。 魔法 使い な ど 伝 説 の 存在 で し か な いこ の 島 で は 、 そ れ だ け で 十 
分 驚異 的 な 出来 事 で あっ た 。 

「 ほ ん と に アヴァ ロン の 鍵 を 持っ て 帰っ て きた わい …」 

百年 生き た 長老 も 驚き を 隠せ な か っ た 。 そ し て 鍵 の 力 に より 深い 海 の 底 か ら 引 
き 上 げ ら れ た 巨大 な 海底 遺跡 。 も は や 村人 達 は 一 言 も 発する こと が 出来 な が っ 
た 。 

[| す … す げ ー… す げ ー よ シズ マ 兄 ちゃ ん …」 

「 お … お う … す げ ー だ ろ バ ギ オ … す げ ー な … あ りゃ …」 


「 ち ょ … ち ょ … あ れ … あ れ !! シズ マ 兄 ちゃ ん あれ 中 」 

遺跡 か ら 異 形 の も の が こち ら に 向かっ て き て いた ! 

「 あ れ は … モ ンス ター だ !! みん な 避難 し ろ ! 俺 が 食い 止め る 」 

「 う わあ ああ ああ ! 逃げ ろ る お お お お ! 」 

シズ マ の 目 の 前 に 現れ た の は まさ に 、 海 底 王 国 の 王 、 ネ プチ ュー ン だ っ た ! 
「 召 か … ん … ?」 

彼 に 敵意 は 感じ られ な か っ た 。 お むしろ この 瞬間 を 待ち 望ん で いる か の よう だ っ 
た 。 

「 お 迎え に あがり まし た 海王 様 』 

[海王 !?」 


長老 を は じ め 村 人 達 は 遠く か ら そ の 様子 を 見 守る し か な か っ た 。 

「 あ の モン スタ ー は 我々 に 危害 を 加え に 来 た わ け で は な さそ うじ ゃ … で は … ま 
ほん の 十 数 分 だ っ た が 、 村 人 達 に は 数 時 間 に も 思え る 時 間 が 過ぎ 、 よ う や く シ 
ズ マ が 長老 の も と に 戻っ て きた 。 そ し て 長老 は 言っ た 。 

「 決 心 は つい た か シズ マ … 故 卿 に 帰る 決心 が …」 

[…| 

「 故 卿 ? どう いう こと だ よ シ ズ マ 兄ちゃん !?」 


その 夜 シ ズ マ は 眠る こと か が 出来 ず 、 ネ プチ ュー ン の 言っ た こと を 思い 返し て い 
た 。 

「 遥 か 昔 、 こ の 地域 に は 魔 導 を 極め た 人 々 が 住ん で いた 。 し か し 天変 地異 に よ 
り 地 上 に 住め なくなり 、 人 々 は 魔 導 の 力 と 高度 な 科学 力 に よっ て 海底 に 巨大 な 
都市 を 造り 繁栄 させ た 。 し か し な が ら 、 そ の 繁栄 は ひと つの 破壊 神 の 召喚 に よ 
っ て 粉々 に 打ち 砕 か れる こと に な る … そ の 破壊 神 の 名 は … イ ビル ポセイドン 。 
海底 王国 を 守護 する 為 に 生ま れ た 力 は や が て 、 そ の 力 故 に 海底 王国 を 減 亡 に 追 
いや る こと と な っ た の だ … そ し て 今 ま た 、 王 国 を 減 亡 さ せ た 破 壊 神 が 長 い 眠 り 
か ら 醍 め よ うと し て いる …。 王 家 の 血 を 引く 俺 だ けが 破壊 神 を 配下 に 治め る 可 
能 性 を 秘め て いた … そ し て 、 破 壊 神 を 手中 に 治め る べく 術 を 手 に 入れ る べく 、 
地上 に 送ら れ た の だ …。 俺 が アカ デミ ー に 行っ た の も 、 運 命 だ っ た と いう の か 
…o 俺 が 戻れ ば 俺 の 故郷 は 復活 する の か も 知れ な い …。 だ が この 村 も 俺 の 故郷 
だ …。 俺 は … 俺 は … 俺 は …」 


翌朝 。 

「 バ ギ オ 。 ア カ デ ミ ー に 鍵 を 返し て 来い 」 

[へ ? 何 言っ て ん の シズ マ 兄 ちゃ ん ?」 

「 お 前 も アカ デミ ー で 魔 導 の 修行 し て みた ら ど うだ ? この 村 の た め に も な る 」 
「 き ょ … シ スマ 兄 如 ゃ ん まさ か …」 

「 シ ズ マ …」 

「 あ あま 長老 … 色 々 悩ん だ ん だ けど … 悩 ん で … 悩 ん で … 悩 ん だ 未 に 悩 び の や め ち 
まっ た よ ! ガ 八 八 八 八 八 八 八 八 !! あの 都市 に 帰る の が 俺 の 運命 つて ん な ら 
ちょ っ くら 行っ て くら あ ! 」 

シズ マ は 力強く 歩き 出し た 。 ネ プチ ュー ン の も と へ 。 

「 シ ズ マ 兄ちゃん ! シズ マ 兄 ちゃ ー ん 中 」 

「 馬 鹿野 郎 !! 海 の 男 が 泣く ん じゃ ね え !! 俺 は いつ で も ここ に いる ! この 海 
で 俺 達 は いつ で も 会 える ん だ … な ! 」 

雄々 し い 瞳 に 涙 を 浮か べ て シズ マ は 海底 遺跡 と と も に 海 に 消え て いっ た 。 ル ーー 
ツ を 賭け た 決戦 の 為 に …。 





を 輪 と 二 ルト も Rg ぅ . 
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イー ノ 一 LITTLE WIZARD 一 


PROFILE 


魔 導 の 世界 に 天 弁 の 才 が あ 
る と すれ ば 、 彼 は まさ に そう 
だろ う 。 齢 5 つ に し て 暗黒 魔 
王 を 召喚 し た こと は 、 周囲 
を 驚嘆 させ た 。 本 人 に と っ 
て 魔 導 の 道 に 進む こと に 対 
し て は 特に 意味 は な く 、 幼い 
少年 の 持つ 純粋 な 好奇 心 で 
し か な い 。 








金 キ ャ ラク ター イメ ー ジ イラ スト 


呈 ーーーーーーーー デ ーーー 





「 ド ビラ ラ ピ ラ ケー」 
何 か が か に 導 か れる よう に イー ノ は アカ デミ ー の 敷地 外 の 深い 森 に 分 け 入 っ て いた 。 
その 手 に アヴァ ロン の 鍵 を 持っ て …。 


イー ノ は 遂に 「 鍵 戦争 ] に 勝利 し 、 ア ヴァ ロン の 鍵 を 授与 され た 。 

【 魔 導 王 】。 ア ヴァ ロン の 鍵 を 手 に し た 者 達 は 代々 そう 呼ば れ て いた 。 イ ー ノ は 
誇 ら し か っ た 。 

「 や っ と 手 に 入れ た … 予 想 外 に 苦し ん だ けど … で も 僕 は 、 魔 王 な ん だ !|」 

『「 ソ ウ ダ … キ ミハル … マ ドウ オウ …』 

日 に 日 に 高まっ て くる 内 な る 声 。 押し つぶ され そう な 、 取 り 込 まれ て し まい そ 
3 門 。 

「… 君 は 誰 ?」 

「 ポ クハ キミ …』 

「… 鍵 を … ど うす る の …」 

| ウ ウノ モノ 1 

ws 二 る AMJ 

「 ダ マッ テロ 』 


内 な る 声 は イー ノ を 支配 し 始め て いた 。 そ し て 夜半 、 内 な る 声 に 導 か れる よう 
に イー ノ は 深い 森 の 中 で ひそ か に 鍵 の 封印 を 解い た …。 す る と すさ まじ い 閲 光 
と 轟音 と と も に 、 巨 大 な 扉 が 目 の 前 に 姿 を 現し た ! 

「 ソ ウ ダ ー ビ ヒラ ケー トド トビラ ヨ ヒ ピラ ケ …' 

「 な … 何 の た め に …」 

イー ノ は 薄れ ゆく 意識 を 気力 で な ん と か 持ち こたえ て いた 。 

『 メ イカ イト … チ ジョ ウニ … ハ シラ ワタ セ …」 

「 め … 冥 界 と 地上 に … 橋 を 渡せ …!?」 

「 ビ ラグ ゲ 」「 ビ ヒラ ケ 』 …。 

いつ の ま に か イー ノ の 頭上 に は 巨大 な 黒い 影 が 忍び 寄っ て いた 。 


イー ノ が 遂 に 、 肉 体 す べ て を 取り 込ま れ て し まい そう に な っ た その 時 ! 

「 我 は 全て を 裁く も の 。 混 沖の 中 に 迷い し 子 よ 、 真 の 姿 に 目覚 め る の だ !|」 
巨大 な 石像 が イー ノ の 背後 に 現れ た 。 そ し て 石像 は 体 を 二 つ に 割り 、 イ ー ノ に 
向かっ て 陰陽 の 光 を 放っ た 。 

「 う わあ ああ ああ ああ あ !!」 

イー ノ の 体 は 光 に 包ま れ 、 黒 きも の と 白き も の に 分 断 さ れ た …。 


光線 を 浴び た イー ノ の 体 か ら 弾 き 飛ば され る よう に 、 黒 い 影 は ハッ キリ と その 
次 を 現し た 。 イ ー ノ は 体 よ り 出 た 黒 キ モノ に 向かっ て 叫ん だ 。 
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「 君 は … 何 者 だ !!」 

黒い 影 は 徐々 に 姿 を 現し 、 高 ら か な 笑い と 共に その 姿 を 現し た 。 

「 グ ワ ァ ハッ ハッ ハッ ハ … 我 は 死 を 生 の 狭間 に 生き る 冥界 の 住人 

そし て 近く に ある 樹 の 陰 を 指 差 し 、 黒 い 稲妻 を 呼び 寄せ る 。 ジ ュ ガ ァァァ ン !! 
激しい 音 を 立て て 樹 が 割れ た 。 そ の 章 那 、 白 い 影 が 身 を 徳 し て 現れ た !! 

「 冥 王 よ 、 私 の 生徒 に は 指 一 本 、 人 触れ させ ませ ん !!」 

詐 聞 か ら 現 れ た の は 、 何 と ディ アド ラ で あっ た 。 

「 今 回 は と ん だ 邪魔 が 入っ た よう だ な … そ の 魔 導 力 、 只 者 で は ある まい 

ディ アド ラ が 黒い 影 に 向かっ て 対 財 する 姿勢 を と る 。 

「 ク ッ … ま ぁ 、 良 い 。 も うす で に 闇 の 種 は 息 づ き 始め て お る わ 』 

「 ま さか っ 中 ー 

「 こ れ か ら 我 が 軍 最 強 の 戦士 達 が 、 直 々 に 挨拶 に 合う で あろ う … せ い ぜ い 、 そ 
れ ま で に 悪あがき を し て お く の だ な ・…」 

そう 言う と 、 冥界 の 者 と 名 乗っ た 黒い 影 は 再び イー ノ の 影 へ と 消え て いっ た …。 


呆然 と こと の 成り 行き を 見 て いた イー ノ が 我 に 返っ て 咳 く 。 

「… な ん だ っ た の で すか … 今 の は …」 

そし て 妙 な 違和感 と 共に 、 体 中 に 寒気 が 走る 。 デ ィ ア ドラ が 駆け 寄り 、 岩 える 
イー ノ を 抱き か か えて 話し か ける 。 

「 イ ー ノ よ 。 先ほど の 者 は 死 と 生 の 狭間 に 生き る 者 …」 

「 な ぜ 、 僕 の 体 か ら … ? ?」 

吐き 気 を も よ お し な が ら も イー ノ は 自ら の 疑問 に 答え を 出さ ず に は いら れ な か 
っ た 。 

「 良 いで すか 。 心 し て 聞く の で す よ 。 冥王 は あな た の 内 に 眠る 強大 な 魔 力 に 
古く か ら 目 を つけ て いま し た … あ な た が 成長 する 時 を 見 計ら っ て 、 自 ら の 邪悪 
な る 野望 に 利用 し よう と し て いた の で す 。」 

「 た だ し …」 

そう 言っ て ディ アド ラ は イー ノ の 手 に 一 枚 の 召喚 符 を 握ら せ た 。 

「 こ の 召喚 符 … 審 判 の 石像 の 大 いな る 力 に よっ て あな た の 心 の 内 に 眠る 邪心 と 
対 財 し 、 打 ち 勝 つこ と が で きれ ば …」 

ディ アド ラ は イー ノ の 瞳 を まっ すぐ 見 据え 、 う な ずく 。 震え を 反 えな が ら イ ー 
ノ も うな ず き な が ら 答 える 。 

「 分 か り ま し た … 僕 の 内 に 眠る 邪心 と 対 財 し て 、 聖 な る 心 を 取り 戻し まし ょ う 。 
いずれ 来る 、 冥 王 と の 闘い の 為 に !!」 

イー ノ は 冥王 と の … い や 、 自 ら の 邪心 と 決別 すべ く ひ と つの 決意 を 固め 、 小 さ 
な 拳 を 天 へ と 突き 上 げた 。 
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| PROFILE 
昌 この 国 を 長き に 渡り 守り 抜 
15 いて きた 王家 の 血筋 。 そ の 
血筋 に 脈々 と 流れ る 運命 に 
160cm 抗う こと な く 、 魔 導 を 極め ん 
と 彼女 は アカ デミ ー の 門戸 
47kg を 叩く 。 数 千 周 期 で 繰り 返 
され る 王国 の 悲劇 … そ の 日 
0 更 和 の に 。 
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569 条 y み 


伯 
ロロ Story ゴ 
ロー ザ は 一 日 た り と も 忘れ る こと は な か っ た 。 王国 を 襲っ た 黒い 胃 を 、 憎 むべ 「 待 っ て ! 」 
悪魔 を 。 あ れ か ら 数 年 後 、 ア カ デ ミ ー の 召喚 術 の 最終 試験 「 鍵 戦争 |] を 制 し 「 ロ ー ザ 姫 !?」 


た ロー ザ は 、 式 典 も そこ そこ に 城 へ と 舞い 戻っ た の で ある 。 ア ヴァ ロン の 鍵 を 
手 に し て 。 

「 ロ ー ザ 姫 ! ロー ザ 姫 ! 」 

「 皆 さん は 下がっ て いて 下さ い 。 こ れ は 私 の 使命 ! 」 

ロー ザ の 国 と 協定 を 結ん で いる 王国 の 騎士 団 が 、 す で に か けつ け て くれ て いた 。 
ロー ザ は 彼 等 に そう 言う と 、 目 の 前 の 漆黒 の 到 を 見 上 げた 。 そ し て その 霧 の 奥 
深く に は 王 と 王妃 、 ロ ー ザ が 愛し た 数 干 人 の 国民 が 今 も 苦し ん で いる は ず な の 
7 

「 必 ず 邑 を 晴らし て みせ る … ア ヴァ ロン の 鍵 の 力 で …」 ロー ザ は 鍵 に 向かっ て 
呪文 を 唱え 始め た 。 

「 お 願い | アヴァ ロン の 扉 を 開い て ! 私 に 力 を 貸し て !!」 

する と 閲 光 が 瞬き 、 ロ ー ザ と 騎士 団 は 何と も 言え な い 感 覚 に 包ま れ た 。 そ し て 
ロー ザ は まぶた を 薄く 開い た …。 

[こと れ が アヴァ ロン ーー] 


し か し ! ロー ザ 達 を 包み 込ん で いた の は 降り 注ぐ アヴァ ロン の 陽光 で は な く 、 
死 臭 漂う 漆黒 の 喉 だ っ た ! 

| 姫 … ロ ー ザ 姫 … 王 国 の 正統 な る 後継 者 よ …] 

その 地獄 か ら の 悲鳴 に も 似 た 声 の 主 は 、 王 国 に 災い を も た らし た 張本人 、 千 年 
に 一 度 復活 する 暗黒 か ら の 訪問 者 、 千 年 の 王 だ っ た !! 

「 そ … そ ん な … 扉 が … ア ヴァ ロン の 扉 が 開か な い …」 

[千年 の 時 を 経て … 再 び こ の 地 を 奪い に 来 た … 姫 よ … 民 と 共に 千年 の 苦し み に 
生き る が よい …」 

「 足 様 一 、 打 ち 倒し て くれ る ! ゆく ぞ !」 
| 和 騎士 団 は 勇猛 果敢 に 漆黒 の 支配 者 に 立ち 向かお うと し た 。 
1 


「 せ め て … せ め て この 闇 を 晴らす こと が 出来 な い の な ら ば 、 彼 等 は … 騎 士 団 は 
開放 し て 頂け ませ ん か ? 私 は どう な っ て も か まい ませ ん 。 彼 等 に は … 帰 り を 
待つ 家族 が いる の で す …」 

ロー ザ は 涙 を 流し な が ら 神 に 祈り を 捧げ る よう に 訴え た 。 

「 そ ん な ! ロー ザ 姫 中 」 

その 涙 は ロー ザ の 類 を 伝い 、 そ こ に 落ち た 。 ア ヴァ ロン の 鍵 の 上 に 。 

「 お 願い ・ わ た し は どう な っ て も か まい ませ ん … お 願い …」 

その 時 、 ア ヴァ ロン の 鍵 は た し か に その 役目 を 果たし た 。 約 束 の 大 地 に 続く 扉 
の 鍵穴 は いと も 簡単 に 鍵 を 招き 入れ た 。 そ し て その 重い 扉 が 開く と 同時 に 、 漆 
黒 の 邑 は か き 消 され た 。 千年 の 王 の 断 未 魔 の 悲鳴 と と も に 。 

「 な ん と ! 駿 が 晴れ た ! 晴れ た ぞ !」 

「 騎 士長 ! 生き て いま す ! 遇 に 閉じ 込め られ た 人 々 は 皆生 き て いま す ! 」 
「 ロ ー ザ 姫 ! や り ま し た ぞ ! ロー ザ 姫 ! …」 

「 ロ ー ザ 姫 …? ロー ザ 姫 ? …」 

「… ロ ー ザ 姫 は どこ だ !」 


ロー ザ の 国 の 民衆 … 敬 上 度 な る 人 々 は 神 を 敬う 。 そ れ は 特別 な こと で は な く 、 彼 
等 の 日 々 の 営み の ひと つ だ 。 平和 が 訪れ た この 国 で も それ は 変わ る こと は な い 。 
そし て この 国 の 大 神官 は 、 ロ ー ザ の 両親 で ある 国王 と 王妃 に 語っ た …。 

「 昨 夜 、 神 の 声 を 聞き まし た … 天 界 に 新た な 聖女 が 誕生 し た と … 世 界 中 の 誰 よ 
り も 、 あ な た 方 が 一 番 良く 知る 聖女 が 誕生 し た と …」 

「 神 は こう も 言っ て お られ まし た 。 聖女 は その 時 が 来れ ば 必ず … 再 び 地 上 に 舞 
い 降 り る と !」 
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| PROFILE | 


人 虹 遥か 東 の 地方 、 太古 に 無 か 
22 ら 生 を 創る 秘術 が あっ た と 
いう 。 そ の 呪 わ れ た 業 に よ 
144cm り 一 族 と 技 は 失わ れ た 。 彼 
男 2 病 還 較 | 婦 は そこ か ら 来 た と いう こと 
36kg し か 知ら な い 。 彼女 が 寂し 
さ を 感 じ る 時 、 ど こ か ら と も 
な く モ ンス ター が 集う と いう 
…。 それ は 主 を 持た な い 者 
同士 の 思い か ら な の だ ろう 

か …。 


ルポ 
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「 み ん な 一 帰っ て きた よー!!」 

森 中 に コッ ペリ ア の 声 が 響き 渡る 。 

『「 コ ッ ペ だ ! 』」『 コ ッ ペ コッ ペ ! 』『 お か えり 一 ! 

あっ と いう 間 に 森 に 住む 珍獣 た ち が コ ッ ペ リア を 取り 囲ん だ 。 

「 帰 っ て きた っ て こと は 、 人 間 に な れ た ん だ ね コッ ペ ! また 一 緒 に 遊べ る ク 
パ 11 

es」 

『「 ど うし た の コッ ペ ?」 

「 違 う の …」 

「 あ た し … 人 間 に な れ な か っ た の !!」 


コッ ペリ ア は 「 鍵 戦争 ] で 敗北 し た 。 勝 者 が アヴァ ロン の 鍵 を 接写 され る と こ 
ろ を 見 る 間もなく 、 コ ッ ペ リア は 仲間 の いる 森 へ 帰っ て きた 。 な ぜ な ら 、 明 日 
に は コッ ペリ ア は 人 形 に 戻っ て し まう か ら だ 。 

「 そ … そ ん な … コ ッ ペ 』「 人 形 に 戻っ た ら ど うな っ ちゃ う の ? 

「… 分 か ら な い … だ か ら … み ん な に お 別れ を 言い に 来 た の …」 

「 グ ス …』『 う うう … う わ ー ん 」「『 お 別れ な ん て や だ よー コッ ペー』 

『 ジ ャ ン フ ィ ニ ー 君 ! どう に か な ら な い ク パ ? 天上 界 の 魔法 と か ! 』 

「 う お お むむ お 一 あい に く 僕 は 魔法 ポポ ン し か 使え な いし …】 

ダン ッ ! コッ ペリ ア は 膝 か ら 倒 れこ ん だ 。 

「 コ ッ ペ II 

「… み ん な … あ り が と う … 楽 し か っ た よ …」 

『「 コ ッ ペ ! 』」「 コ ッ ペ !』『 コ コッパ! 1 』『 コ ッ ペ ー!』 


「 大 丈夫 た コッ ペ …」 
「!?… 誰 …!?」 
コッ ペリ ア の 前 に 二 人 の 少女 が 現れ た 。 歳 は コッ ペリ ア と 同じ くら い に 見 える …。 
[あな た 達 は …?」 
「 私 達 も 同じ … あ な た と 同じ 』 
「… わ た し と 同じ …?」 
| 「『 一 緒 に お いで 、 コ ッ パ 』 
| 
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二 人 に 手 を 取ら れ コ ッ ペ リア は 立ち 上 が っ た 。 体 が 軽く な っ た よう な 気 が し た 。 
「 あ れ …? ここ は どこ …? みん な は …?」 
「 お いで コッ ペ … お いで …」 


「 ヵ 悪 は 許さ ぬ 適度 に 吉 く ぞ ジ ャ ・ ン ・ フ ィ ・ ニ ー (呼ん だ ?)』 

ジャ ン フ ィ ニ ー は 今日 も パト ロー ル 。 東 の 街道 の 関所 跡 上 空 を 飛ん で いる と …。 
「 お お むむ! 不 坪 な 悪党 発見 ! 」 

[お ら ! さっ さと 通行 料 出 せ や ! 痛い 目 に あい て え の か ?」 

「 や ー! 誰か 助け て 一 ! 」 

少女 が 剣 を 持っ た 大 男 に 脅 さ れ て いる ! 

『 く ら え ! カメ の いか ーー りー!!]」 ポコ ポコ ポコ !! 

大 男 は 気 を 失い その 場 に 倒れ た 。 

「 兵 士 く ずれ の 山賊 っ て と ころ か … 天 罰 ! 

[「 あ … あ り が と う ! 」 

「 い や いや … あ れ ?」 

「?」 

『 キ ミ … ど こ か で 会 っ た こと な か っ た っ け …』 

[ 宮 衝 づ 宇 看 そ 」 

ジャ ン フ ィ ニ ー は その 少女 を 思い 出 そ う と し た が な か な か 思い 出せ な か っ た 。 
「 あ 、 ご めん な さい 。 友 達二 人 が この 先 の 町 で 待っ て る の 、 も う 行 か な きゃ 。 ど 
う も あり が と う ! 親切 な 珍獣 さん ! 」 

少女 は 走り 去っ た 。 そ の 少女 の 残り 和 理 が ジャ ン フ ィ ニ ー の 鼻 を くす ぐる 。 懐か 
し い … 楽 し か っ た 思い 出 の 香 …。 

中 


ジャ ン フ ィ ニ ー が 振り 返っ た 時 、 そ の 少女 は も うそ こ に は いな か っ つっ た 。 
「 追 いか け な き ゃ ・…」 

その 時 、 空 の 彼方 か ら 声 が 聞こ えた 。 

「 ジ ャ ン フ ィ ニ ー ! そろ そろ お 仕事 の 時 間 で す よ 。 戻っ て らっし ゃ い 】 
「 あ 、 は い 大 天使 様 ! 」 

ジャ ン フ ィ ニ ー は 空 へ 上 っ て いっ た 。 と て も ワク ワク し な が ら 。 

「 こ ん ど ご 報告 し な ぎゃ! 森 の みん な に 報告 し な ぎゃ ! 』 
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PROFILE 
律 を 重んじ る 彼 の 姿勢 こそ アヴァ 
ン 生 徒 会 の 会 長 に 相応 し いと 言 
る 。 彼 の 魔 導 力 は 桁 違 い に 高く 。 


最上 位 モ ンス ター を 軽々 と 呼び 出し 


し まう 呪 力 は 、 全て の 生徒 の 目標 
な っ る てい 名 。 彼 自身 、 自分 の こと 
つい て 多く は 語ら ず 、 常に 己 へ の 


厳し さ を 保 ち 続 け て いる 。 また 、 理 
事 長 室 に は 個人 的 に 呼ば れる こと 


多く 、 学園 と 生徒 達 の 関係 に と っ 


て 欠か せな い 存 在 と 言え る だ ろう 。 








| 
| 
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静まり返っ て いた 。 夜 空 を 彩る の は 見 事 な 満月 の み だ つ っ た 。 ア カ デ ミ ー の 格 技 
場 に 正座 し て ダグ リス は 待ち 続け た 。 肩 に は 隼 丸 の 姿 が 。 ま る で 主 の 運命 の 日 
を 見 届け よう と し て いる か の よう に 。 

「 こ こ か ら は 私 の 試練 だ 。 家 に 帰れ 隼 丸 」 

主 に そう 命令 され 、 忠 実 な し も べ は 仕方 な く 飛び 去っ た 。 あ と 数 分 で 日 付 が 変 
わる 。 ダ グリ ス は 二 十 歳 の 誕生 日 を 迎え る 。 


遠く か ら 低く 重い 鐘 の 音 が 響い た 。 そ し て 空間 を 切り 裂き 、 巨 大 な 剣 と 一 人 の 
長髪 の 男 が 現れ た 。 

「 何 年 ぶり か な ダグ リス 。 待ち 焦 が れ た よ 』 

その 男 は ロー レン ス と 名 乗っ た 。 人 に 見 える が 人 で は な い 。 

『 キ ミ ほ どの 魔 導 力 の ある 人 間 な ら 魔 族 入 り は 確実 だ 。 契約 し た 甲 斐 が あ る と 
いう も の 

ダグ リス は 姿勢 を 月 さ ず 起立 し 、 左 手 に 持っ た 太刀 を 匿 か ら 抜い た 。 

「 お 相手 願 お う 」 

意味 が な い 。 契約 は 絶対 だ 」 

する と いき な り 巨 大 な 悪魔 の よう な 手 が ロ ー レ ンス の 背後 か ら 現 れ 、 ダ グリ ス 
に 掴み か か ろう と し た ! 

「 果 た し て そう か な 」 

「 な に ?』 

[走れ ! 疾風 迅雷 !」 

ダグ リス の 目 に も 留まら ぬ 太 刀 抑 き に より 、 邪悪 な 掌 は 無残 に 斬り 捨て られ た 。 
「 こ の 斬 撃 … 魂 の 契約 を も 跳ね 除け ん ば か り の 屈強 な 精神 力 … 成 長 し た な … い 
や 、 さ せ す ぎ た か …』 

ロー レン ス は ダグ リス の 予想 を 超え る 成長 ぶり に 目 を み は っ た 。 

「 今 一度 、 お 相手 願 お う 」 

[喜ん で …】 

二 本 の 丸 が 静寂 の 夜 を か き 消 し た 。 


理事 長 室 で ダグ ダ は 、 遠 く で 響く その 音 に 耳 を 傾け る し か な か っ た 。 ダ グリ ス 
に 手 を 貸す こと は 許さ れ な い 。 そ れ は 理事 長 と し て で も 、 曽 祖父 と し て で も な 
く 、 一 人 の 人 間 と し て の 戒律 な の だ 。 ダ グリ ス は 己 の 力 の み で その 壁 を 超え な 
けれ ば な ら な い 。 た と え 命 尽 ぎ よう と も …。 


ザン !! ロー レン ス の 剣 は 床 に 倒れ こん だ ダグ リス の 忠 元 を 捉え て いた 。 
「 敗 北 を 認め る の だ ダグ リス 。 私 と 一 緒 に 来い 】 
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すでに ダグ リス の 四肢 か ら は お び た だ し い 血 が 流れ て いた 。 

「 ま だ だ … ま だ 負け は し な い …」 

「 そ の 傷 で どう や っ て 戦う ?』 

「… 必 ず 打 ち 勝 つ … 決 め た の だ … 心 が そう 決め た の だ !!」 

「』 

ロー レン ス は 無意識 に 身 を 引い た 。 ダ グリ ス の 背後 に 浮か が び 上 が る 影 … 間 違い 
な い 、 そ れ は 悪魔 を も 凌 熊 する 存在 …。 
「 こ れ は まさ か … 鬼 神 !?」 

「 お お お お お おぉ !! 暗黒 に 退け ! 秘 刻 ! 
「 ぐ うぅ! 

ザ シ ュ ウ ウ ウ ウ ウ …。 ロ ー レ ンス は 空間 ご と 切り 肌 か れ 、 遥 か 後方 へ と 吹き 飛 
ば され た 。 

「 く ぅ う … 喜 ば し い ぞ … 短 期間 で これ ほど まで の 成長 を 遂げ る と は …』 

ロー レン ス は 胸元 に 広がる 魚 血 を 確認 し な が ら も 人 奈 裕 の 笑み を 浮か べた 。 

「 ク ク … 令 は この まま 生か し て お く の も 手 か …」 

そう 咳 く と 地面 に 突き 刺さ っ た 大 剣 を 抜き 去り 、 ダ グリ ス に 向かっ て 声 を 上 げ 
た 。 

「 ダ グリ ス よ !! その 命 、 再 び 我 が 王 に 捧げ る べく 大 事 に し て お く が よい | 
激しい 出血 か ら 薄 | れ 行 く 意 識 の 中 で 、 か ろう じ て ダ グリ ス も 脱 み 返す 。 

「 ア カ デ ミ ー に 眠る アヴァ ロン の 鍵 も ろ と も 、 貢 公 を 我 が 手 中 に 納め て 見 せよ 
う ぞ !| 

そう 叫 京 と 、 ロー レン ス は いく つも の 影 に 身 を 隠す よう その 場 か ら 消え 去っ た …。 
[終わ つっ た … の か ? ?」 

そう 咳 い た 瞬間 、 安 と 共に 激痛 が 全身 を 襲い 、 ダ グリ ス は その 場 に ひざ まず 
き 意 識 を 失っ た …。 


鬼 一 文字 !」 - 





その 後 、 一 週間 以上 の 間 、 極 度 の 疲労 か ら ダ グリ ス は 目 を 醍 ま すこ と は な か っ 
た 。 長 い 眠 りか ら 目 を 覚まし た ダグ リス は アカ デミ ー の 異変 に 気付 く 。 
[まさ か 、 ロ ー レ ンス の 最後 の 言葉 は …」 

最悪 の 事態 が 頭 を よ ぎ ざる 。 し か し 、 悪 い 想像 を 振り 払う よう に 頭 を 横 に 振り 、 
ダグ リス は 自ら の 使命 を 感じ る 。 

「 い や 、 今 度 こ そ は 奴 の 野望 を 根本 か ら 打ち 砕 か な く て は な ら な い !! それ こそ 
が 我 が 使命 中 」 

ダグ リス は 自ら を 奪い 立た せ 、 起 き 上 が る 。 宿命 の 闘い が まだ 続い て いる こと 
は 暗黙 の うち に 理解 し て いた 。 そ し て 、 ダ グリ ス の 上 自ら の 存在 を 賭け た 闘い の | 
第 二 幕 が 今 、 幕 を 開け る …。 | 
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デイ アフ 一 CLASS PRESIDENT 一 


_ PROFILE 
| 彼女 は 面倒 見 が 良い の だ ろう 。 今日 も 


15 _ | 大 勢 の 生徒 の 中 で 彼女 の 声 が こだま 
| する 。 副 会 長 と いう 立場 以上 に 彼女 





148cm | の 慈愛 の 心 は 大 きく 、 ア ヴァ ロン 生徒 
| 会 の 秩序 は 彼女 に よっ て 守ら れ て いる 
42KO | と 言え る 。 魔 導 に 対し て の 探究 心 は 人 


| 一 倍 強 く 、 図書 室 で 古文 に 没頭 する 
| 姿 を よく 見 か ける 。 歳 よ り も 落ち 着い 
| た 雰囲気 で ある が 、 お て ん ば な 部 分 も 
| 持ち 合わ せ て お り 、 魅力 的 な 彼女 に 
| 好意 を 持つ 生徒 も 少な く な い 。 








人 キャ ラク ター イメ ー ジ イラ スト 





風 が 強く な っ て きた 。 穏 や か な この 季節 に は 珍し く 今 日 の 天気 は 荒れ 模様 だ …。 
ディ アラ は アヴァ ロン の 鍵 が 置い て ある 祭壇 に 自然 と 足 が 向 か っ て いた 。 

「 胸 騒ぎ が …」 

それ 以外 の 理由 は 見 当たら な い 。 

[何かしら … こ の 胸騒ぎ は …」 

ディ アラ は 鍵 と 向き 合っ た 。 ま る で 鍵 に 呼び 出さ れ た か の よう に …。 


アカ デミ ー の カフ ェ テ リア で は 、 学 生 達 が お 互い の 札 ( ふ だ ) の 探り あい を し て 
いる 。 最 終 試験 「 鍵 戦争 |] が 近い の だ 。 

「 赤 が 多 す ぎ ま す よ カ ル ノ さ ん 」 

「 い ーー ん だ よ イ ー ノ ! 竜 族 使わ な いで どー すん だ よ ! 」 

「 ま 、 海 洋 族 で うま く 回 し た モン 勝ち よ ! 」 

「 ね え ね え ロ ー ザ の 札 ( ふ だ ) 見 せ て ! 」 

「 あ ーー ダメダメ コッ ペ ! 」 

「… ロ ー ザ っ て 意外 と 機械 族 な ん だ …」 

「 ま っ た く 私 の 相手 で は な いな … ふ ぶん 、 ダ グリ ス 、 キ ミ は 相変わらず 余裕 だ な 」 
「 ん ? ああ … い や … こ この プティ ング 最高 だ よね アリ ュー シャ 」 

「… 甘 いも の は 好 か ん 」 

ダグ リス は 何 か が 落ち着か な か っ た 。 

「 何 だ … こ の 感じ …」 

理由 の 見 当たら な い 不 安 を 感じ る …。 

「 嫌 な 風 だ …」 


ダグ ダ も 同じ 思い だ っ た 。 ダ グ ダ は 理事 長 室 に ディ アド ラ を 呼ん だ 。 

「 こ れ を 見 た まえ ディ アド ラ 君 」 

「 理 事 長 … こ れ は … こ の 札 は …」 

「 そ う … 調 べ て みた が アカ デミ ー に 存在 する 札 の うち 、14 枚 が この 現象 を 起こ 
し て いる 」 


| 
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14 枚 の 札 に 収め られ た モン スタ ー の 肖像 は 、 奇 妙 に 動き 出し 始め て いた …。 
[お そら く 本 体 の モン スタ ー の 強い 思念 に 反応 し て いる ん じゃ な …」 ~ 
「 強 い 思 飼 …? 」 

「 う お む お … 強 い 谷 望 … 何 が し か の 目的 … じ ゃ が それ だ け で は な い 」 

「 ま さか …」 

「 そ う … 物 理 的 な 距離 … こ の 14 体 は この 場所 を 目指 し て 今 も 歩 を 進め て いる 八 
ズ じ ゃ …」 

[「 何 の た め に !?」 

[お そら く …」 


ディ アラ は 敵 の 前 か ら 離 れ ら れ な か っ た 。 普 段 は 微か に 柔らか い 光 を 放つ 鍵 が 、 
今日 は 刺す よう な 光 を 発し て いる 。 

[私 に どう し て 欲し い の …」 

「 や は り 呼 ば れ た か ディ アラ 」 

振り 向く と そこ に は ダグ ダ が いた 。 

「 理 事 長 … ど うい うこ と で すか ? 呼ば れ た っ て …」 

「 鍵 が お 前 を 呼ん だ の じゃ 。 連れ 立っ て ほし いと 」 

「 え !?」 

「 デ ィ ア ラ 、 以 前 話し た が お 前 の 存在 は この 鍵 と と も に ある 。 そ の 因果 関係 は 
まだ ワシ に も 解明 出来 て いな い が 、 お 前 と 鍵 は 一 心 同体 な の だ 」 

そし て ダグ ダ は 祭壇 の 結界 を 解き 、 鍵 を 取り 出し ディ アラ に 託し た 。 

| す る る 当 も で ww 


「 鍵 に 大 いな る 試練 が 迫っ て いる 。 最 後 は お 前 が 守り きら ね ば な らん か も し れ 
Ao | 

風 は 雲 を 呼び 、 ア カ デ ミ ー 上 空 に 暗雲 が 立ち こめ る 。 

「 強 い 思 人 受 … 三 方 か ら や っ て くる 招 か れ ざ る 客人 達 じ ゃ …」 

ディ アラ は 鍵 を 強く 握り 締め た 。 

「 が 来る … 激 し い 嵐 が …」 








滞 










デイ アド ラ 校 長 一 PRINCIPAL- 





PROFILE 


彼女 は 伝統 と 格式 を 持つ アカ デミ 
34 ー の 校長 と し て 相応 し い 存 在 で あ 

IOG る 。 彼女 の 聡明 な 教え は 多く の 者 
171cm に 魔 導 の 道 を 開か せ 、 生徒 に 降り 



























AE か か る 迷い を 常に 払い の け て きた 。 
50kg その 妖獣 な 姿 も 、 彼女 の 魅力 の 表 






れ な の か も し れ な い 。 アカデミ ー 
の 理念 と 精神 を 体現 と する 存在 と 
し て 多く の 生徒 に 接し て きた が 、 彼 
女 の 教 え は どん な 書物 を 探求 する 
より も 価値 が ある と 言わ れ て いる 。 
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| ディ アド ラ は アカ デミ ー を 主席 で 卒業 。 さら に 魔 導 院 ま で 行き 博士 号 を 取り 、 

| 魔 音 の 研究 を する た め ア カ デ ミ ー に 助手 と し て 残る 。 そ の 熱心 な 探究 心 と 面倒 
見 の 良さ で 講師 、 助 教授 、 教 授 、 校 長 と 異例 の 早 さ で 昇格 。 ア カ デ ミ ー 史 上 最 
年 少 記録 の 校長 と な る 。 


いつ の 間 に か アカ デミ ー を 我が家 と 思う よう に な り 、 学生 達 を 子供 達 と 思う よ 
うに な る こと も し ば し ば 。 そ れ ぞ れ の 目的 を 持っ た 学生 達 に その 目的 を 達し て 
も ら う こと に 生き が い を 感じ る よう に な っ た 。 ダ グ ダ も 歴代 校長 の 中 で 、 も っ 
と も 信頼 を 置い こい る 人 物 で ある 。 


「 私 が 目指 し て きた も の … 魔 章 を 追求 し 、 導 く こ と 。 そ し て 今 、 志 を 持っ た 若 
| 者 達 が 迷わ ぬ よ う 進 むべ き 道 を 照ら し だ すこ と 。 そ れ が 私 の 使命 … 
1 






Story 


金 デ ィ テ ィ ー ル ( 式 ) 





殺人 3 震 細 
\ ルース の や 4 
そ で を り 9 和 


を rp ン も CFO レビ 
削 4 1 っ と いま す 6 





剛 2 つじ 信 て 
ロッ 1 ま ゅ eu 


いつ の 間 に か 我が家 と 思う よう に な っ た アカ デミ ー の 校長 室 か ら 暮 れ 行 く 陽 
を 眺め 、 デ ィ ア ドラ は 思っ た 。 

「 あ の 時 … 和 失っ た 自分 。 も う 一 人 の 自分 。 今 な ら それ が 何 を 意味 し て いる の か 
…o だ だ 言え る こと は 、 多 く の 生 徒 が 再び 私 の よう に な ら ぬ よう 導く の み 」 
彼女 こそ 、 ア ヴァ ロン の 扉 を 開い た 初め て の 存在 な の だ 。 そ の こと を 知る の は 、 
彼女 て と ダグ ダ の み で ある 。 デ ィ ア ドラ は その こと を 再び 胸 に 刻み こん だ 。 な ぜ 
な ら 、 彼 女 は その 答え に 気づき 始め て いる か ら だ 。 だ か ら こ そ 、 デ ィ ア ドラ は 
目 分 の 成す べき こと を 自覚 し 、 そ の 使命 を 全う し よう と する の だ っ た 。 


飼 日 も ディ アド ラ の 教え は 若者 達 の 進む べき 道 を 照ら し だ す 。 
「 魔 育 アカ デミ ー へ よう こそ ! 」 
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ダグ ダ 理 事 長 
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PROFILE 


「 戒 律 と 秩序 こそ 人 と 魔 導 を 育む 」。 
この 言葉 を 理念 と し 、 厳格 と 威厳 
に 満ち た 姿勢 は 、 ア カ デ ミ ー の 精 
神 が 永 き に 渡り 受け 継が れ て いる 
こと を 表し て いる 。 彼 は 自分 の 行 
うべ き 責 任 を 十分 理解 し て お り 、 魔 
導 の 持つ [意味] を 考え 、 魔 導 の 持 
つ 「 使 命 」 を 行う こと を 説い て いる 。 
た だ 、 厳格 な 彼 で も 生徒 と 勝負 す 
る 時 は 、 立場 を 忘れ て ユー モラ ス 
な 言動 を し て し まう 。 























| キャ ラク ター 紹介 ダグ ダ 





念 キ ャ ラク ター イメ ー ジ イラ スト 





人 キ ャ ラク ター ラブ 





Story 


「 勝 負 ゲ ロ !|」 

ダグ ダ の 召喚 し た 上 位 モ ンス ター は 幅 を 払う か の 如く 、 果 気 な く 消滅 し た 。 
な … な ぜ ば …| 

彼 は 生ま れ て 初め て 完全 な る 敗北 を 味わっ た 。 目 の 前 の 老 魔 導 士 に 、 自 分 の 存 
在 、 人 生 、 す べ て を 否定 され た 気分 だ っ た 。 そ れ は まだ 、 ダ グ ダ が 咽 気 盛ん な 
若い ころ の 出来 事 で ある …。 


知性 も 高く 、 高 い 魔 導 力 も 持ち 合わ せる 一 族 に 生ま れ た ダグ ダ は 、 こ の 狭い 世 
者 に 我慢 出来 ず 、 村 を 飛び 出し た 。 

「 全 て の 魔 導 を 極め る ケロ 。 自 分 以外 に は 出来 な い 、 自 分 の 才能 が な けれ は ば 無 
理 だ !」 

ダグ ダ の 慢心 に 満ち た 野望 は 果て し な く 広 が っ て いっ た 。 自 分 の 理想 を 追い 求 
め る た め 、 旅 を し な が ら 様 々 な 魔 導 を 独学 で 習得 し て いっ た 。 そ ん な ある 日 …。 
魔 諾 を 収集 、 研 究 し て いる 老 魔 導 士 の 噂 を 聞い た 。 


「 ど っ ち が 真 の 魔 導 の 使い 手 か ! どっ ちの 方 が 才能 が ある か ! ここ は いっ 


多 デ ィ テ ィ ー ル 


* jpv3 半 を 主 各 





(2 ゃ と 
な 角 で 喝 時 も う . 





ちょ 勝負 し て 販 黒 は っ きり させ る 必要 が ある ゲロ !|」 


「 若 者 よ 、 そ の 熱意 の 使い 方 を 知り た いか ?」 

「・・ 教 えて ・ ゲ ロ ?」 

老 魔 導 士 に 惨敗 し 、 泥 を 見 つめ て いた ダグ ダ は 思わ ず 聞 き 返 し た 。 

「 私 に 残さ れ た 人 生 は あと わずか 。 私 が 永年 に 渡り 研究 し て きた 魔 導 の すべ て 、 
そし て 乱れ 行く 魔 導 の 道 に 、 秩 序 と 戒律 を も た ら す た め に 。 君 の 才能 に 知識 と 
経験 を その た め に 生か し て は くれ ん か な …」 

ダグ ダ は 自分 を 恥じ た 。 自 分 は 何 て ちっ ぽ ぱ け だ っ た の か 。 目 の 前 の 老 魔 導 士 は 、 
人 々 の た め に 魔 導 を 追求 し て いた と いう の に ! し か し 、 ダ グ ダ の 目 に は 新た な 
光 が 宿 っ て いた 。 そ う 、 今 まさ に 自ら の 宿命 を 感じ 取っ た か の よう な 力強い 光 
が 。 


その 粗末 な 小屋 で 老 魔 導 士 と ダグ ダ は 、 魔 痢 を 書物 に 書き 記す こと か ら 始 め た 。 
後に 、 魔 性 ア カ デ ミ ー と 呼ば れる その 場所 で …。 





マー ヽ ロ ユー ヾ NNi さ ヤ 時 避 泊 大 最 | | 避 


先 に ダグ ダ 、 デ ィ ア ドラ の 項目 で も 掲載 
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Eo oe AM ささ 
53 定 が 決 


EPR れれ た 初 
期 段階 で の イラ 


も や で や マサ や 


JE だ 


妖精 イメ ー ジ ラフ 


ゲー ム 中 に 登場 する キャ ラ 
クタ ー に は プレ イヤ ーー キャラ 
トマ 
競技 会 モー ド の 時 間 告 知 な 
9 アイ コン と し て 妖 

る 。 そ の 妖精 の ラフ 
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ask を 紹介 。 


で 


科 








キャ ラク ター セリ フ 集 (アヴァ ロン の 鍵 弐 ) 


介 カ ル ノ ( 声 : 赤石 広樹 ) 




















































セリ フリ スト 
アヴァ ロン の 力 を 手 に 入れ る ぜ ! 配置 や や っ ll 平原 の 六 者 よ ! 違い を 見 せつ けろ ! 
じ っ ち ゃ ん 、 見 て て くれ よ な ! デレ ポー ト な ど お りゃ 1 亜 電 族 召喚 時 水辺 の 生物 よ ! 力 を 出し 尽く せ ! 
ドラ ゴン サマ ナー の 力 を 見 せ て や る ! た ぁ ll 乾 族 召喚 時 正統 な る 竜 族 の 末 座 よ ! 俺 の 心 に 答え よ ! 












獣 族 召喚 時 








待っ て ろ ! すぐ に 追い つい て や る っ ! 掛け 声 (大 ) 効果 発動 | 海洋 族 百 喚 時 海 の 支 配 者 ! 大 海 に 沈め よ ! 
ホル ダー に 追い つく | よし | 到着 だ ぜ ! | 能力 発動 な ど は ぁ ぁ あっ 戦 人 族 召 喚 時 誇り 高き 戦士 | 今 こ そ 力 を 見 せろ ! 
戦闘 順番 の 宣言 いく ぜ ! 戦闘 1 番 ! いく ぜ っ ! 昆虫 族 百 喚 時 森林 の 精 よ ! お 前 の 出番 だ ぜ ! 

















巨人 族 百 喚 時 強大 な 力 を 持つ も の よ ! 出 で よ | 
鍵 争 三 戦 よし ! 相手 に な っ て や る ! 
モン スタ ー 防 衛 時 返り 討ち と に し て や る ぜ ! 
負け て も し ら な い ぜ っ ! 
さっ 、 勝 負 し よう ぜ っ ! 
へ へ っ 、 絶 対 俺 が 勝つ ! 


いく ぜ ! 戦闘 2 番 ! 行っ け 一 | 


いく ぜ |! 戦闘 3 番 ! プレ イヤ ー の くっ 
いく ぜ ! 戦闘 4 番 ! や られ 声 うう 

へ へ へ っ 、 億 に 任せ て くれ よ な ! うお 
どう だ い ? 上 達し た だ ろ ? ん ふっ 
よー し ! ここ か ら が 本 番 だ ! 侵略 戦闘 時 セリ フ 俺 と 一 緒 に 戦 お う ぜ ー!| 
楽勝 楽勝 | 一気 に 決 め る ぜ ! 

うぅ っ 、 俺 に も っ と 力 が あれ ば …… 

ここ で 、 諦め られ る か っ て の …… 




























ほこら ゴー ル 時 の 
セリ フ 





や 放つ 
倍 | さ 





















戦闘 勝利 シー ン 








































負け られ な い 戦 い が あ る ん だ ! 楽し か っ た な ! また や ろう ぜ ! 
コン ティ ニュ ー 俺 と 本 気 の 勝負 だ ーー! いつ で も 相手 に な る ぜ ! 





セレ クト 画面 この 勝負 ! も ら っ た 一 ! へ へ っ 、 いい 勝負 だ っ た ぜ 。 






ここ まで 、 な の か ? 珍獣 族 百 喚 時 不思議 な 生物 よ ! お 前 に 任せ た ぜ || 
俺 の 力 は こん な も ん じゃ な い ……。 邪心 族 召 喚 時 那 悪 みる る の よ ! すべ て を 闇 に 葬 れ ! 

















コン ティ ニュ ー を 帯 な る も の よ | 束 砺 の 力 を ここ に ! 
決定 する 区 男 の 機 桃 よ [ あい っ を 合せ っ ! 
訂 交 の 丁 物 よ | 次 を 見 せろ | 
[ 理 け 束 ⑪) |ai 


egg | 胃 の が nm 9 
罰 《 
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我 が 一 族 の 名 誉 に か け て ! 配置 や と お ぉ つっ 獣 族 召喚 時 狂 猛 な る 生物 ! 己 の 欲望 に 従え ! 
テレ ポー ト な ど 
能力 発動 な ど これ で どう だ | 
戦闘 順番 の 宣言 es 行く ぞ ! 
プレ イヤ ー の | うう | 鍵 争 奏 戦 
や られ 声 モン スタ ー 防 衛 時 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の | ふっ 、 予 想 通り の 結果 だ な 待ち か ね た ぞ ! 
セリ フ 勝利 と いう 栄光 の た め に つい に 対 財 す る こと に な っ た か 。 
うむ | な か な か の 結果 だ ! 侵 脱 戦闘 時 セリ フ 戦闘 勝利 シー ン 
真 の 騰 利 は 、 私 こそ ふさ わし い ! 
コン チ ィ ニュ ー 君 まで 業 を 負 う 必 要 は 無い 。 
セレ クト 画面 
まだ 未 熱 と いう こと か 。 
だ め だ 、 まだ 、 終わ れ な いっ 。 
コン ティ ニュ ー を そう で な く は ! | 精 起 族 召喚 時 ” | 神 に 遣い し も の よ ! 願い を 叶え 給え ! 
決定 する ふっ 、 いく ぞ ! | 機械 族 召喚 時 | 文明 の 遺産 よ ! 私 に 従う の だ ! 
屈する わけ に は いか な い 。 | 植物 族 召喚 時 | 森 の 精 よ ! お 前 の 好き に する が いい ! 
は ぁ っ 
欠 シ ズ マ ( 声 : 小西 克幸 ) 
セリ フリ スト 
| 大 海 が 俺 を 呼ん で いる | | 配置 や 
| 海 の 男 た ぁ 、 俺 の こと だ ぁ | | テレ ポー ト な ど 
お ら お ら ー、 ド ンド ン こ いや ! 
よっ し ゃ | 大 に 行こ う ぜ ! 
能力 発動 な ど 
戦闘 順 番 の 宣言 勝負 だ ぜ ぃ ! 戦闘 1 番 ! 昆 昌 族 | ぶつ か っ て こ ー い ll 
プレ イヤ ー の お うっ 鍵 争 故 戦 
勝負 だ ぜ ぃ | 戦闘 4 番 ! や られ 声 モン スタ ー 了 衛 時 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の | お ぉ し 「 面 艇 いっ ぱい 一 。 
セリ フ も っ と 強い 奴 は いね ぇ の か ?f 
お っ し ゃ ー!1 か か っ て ここ い ! 侵略 戦闘 時 セリ フ | 一 対 一 の 勝負 だ ぜ ! | 戦闘 勝利 シー ン | 俺 に 挑む な ん て 100 年 早 ぇ よ 。 
けっ 、 お それ いっ た か ! 
コン ティ ニュ ー 
セレ クト 画面 うっ … 諦 め て た まる か ぁ 
まだ まだ や れる ぜ ぇ 。 
邪心 族 | 正 々 堂々 騰 負 だ ぜ ぇ ! 
コン ティ ニュ ー を お っ し ゃ ー!| どん どん いく ぜ ! | 精霊 族 召 喚 時 ” | 精霊 族 | こう な っ た ら 神 だ の み だ ぜ ! 
決定 する 機械 族 「 ぶっ 飛ば し こい ! 
気合 いれ る ぞ ぉ 。 | 植物 族 召 喚 時 | 植物 族 | 目 に も の 見 せ て や れ ! 





旬 イ ー ノ ( 声 : 福 周 美里 ) 




































セリ フリ スト 
僕 の 力 を 見 せ て あげ まし ょ う 。 配置 や 
っ と 、 僕 の 勝利 が 見 えま し た っ 。 テレ ポー ト な ど 陳 竜 召喚 | 私 に その 力 を 貸す の で す ! 
分 か ら ず や の 大 人 は 嫌い で す 。 
僕 よ り 強 い 人 は いる か な ぁ ? 
ホル ダー に 過 い つく | ふ ふ っ 、 逃がし ませ ん よ ! | 今 で す !! 。 | 戦 人 族 杏 喚 時 ” | 戦 人 召喚 ! 戦い は あな た に 任せ ます ! 




















戦闘 順番 の 宣言 


行き ます よ ! 戦闘 3 番 ! プレ イヤ ー の 

行き ます よ | 戦闘 4 番 ! や られ 吉 2 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の え へ へ ー! 僕 の 勝利 で す よ ! 
セリ フ えっ へ ん ! 当然 で すぅ ! う 


わーい 、 ほ こら に 行け ちゃ いま し た ! 侵略 戦闘 時 セリ フ | 私 と の 勝負 で す ! 


行き ます よ ! 戦闘 ] 番 ! 


昆虫 族 百 喚 時 昆虫 台 喚 ! 


手加減 は いり ませ ん よ ! 







能力 発動 な ど 今 で す ! 
行き ます よ I| 
そ ン れ 






























記す 遇 半生) | そ ー れ Il "" 。 | 互 人 族 杏 喚 時 巨人 杏 喚 ! 敵 を 粉砕 する の で す ! 
鍵 争 夫 戦 それ で は 、 僕 に は 勝て ませ ん よ ! 
僕 が お 相手 し まし ょ う ! 












な か な か 度胸 が あり ます ね 。 
よー し 、 頑張 り ま す よ ! 


へ へ ! 召 喚 技術 は 負け ませ ん か 








ヽ yy| 
こさ ) 






戦闘 勝利 シー ン 












さあ 、 覚悟 し て くだ さい ヵ 












作戦 成功 で す ! えっ へ ん ! | さあ 、 覚悟 し て くだ きい か | いつ で も ゃ 、 相手 に な り ま す よ ! 
コジ ゲッ ィ 5 コー あれ っ 、 お か し いな ぁ 。 あな た の 力 、 見 させ て くだ さい か ふ ふ っ 、 僕 の 方 が 強い みた いで すね 。 
| 戦闘 装備 いい で すか ?7 。 | 















セレ クト 画面 うっ 、 調子 が 悪い みた いで すう 。 戦闘 準備 いい で すか ?? 
あれ っ 、 ど うし ちゃ っ た ん だ ろ ? 珍獣 召喚 | 思い っ きり 行き ます よー ! 
餅 高 な る 邪心 族 よ ! 契約 を 結び まし ょ う 。 

コン ティ ニュ ー を 

決定 する よー し 、 頑張 っ ちゃ いま すっ 。 機械 召喚 ! 技術 の 違い を 見 せる の で す ! 



















期待 に こ だ えて 見 せ ま す 。 


掛け 声 (| り 


植物 族 召 喚 時 植物 召喚 ! 大 地 の 怒 り を 沈め る の で す ! 
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セリ ラリ スト 
配置 や 獣 た ちよ ! 野性 の 力 を 私 に 貸し て ! 
テレ ポー ト な ど 亜 電 族 召喚 時 亜 意 族 ! 私 の 言う こと を 開く の よ ! 
伝説 の 意 族 よ ! 私 に その 姿 を 見 せ て ! 
海 の い きも の よ I| 私 と 一 緒 に 戦っ て ! 
能力 発動 な ど 誇り 高き 戦士 よ ! 私 を 守り な さい ! 
戦闘 順番 の 宣言 行く わ よ ! 戦闘 1 番 ! 昆 号 た ちよ | 思い 知ら せ て や りな さい か 
行く わ よ ! 戦闘 2 番 ! 巨人 た ちよ ! 思い っ きり や っ ちゃ っ て 一 
行く わ よ ! 戦闘 3 番 ! プレ イヤ ー の 鍵 争 奪 戦 凶 は 渡せ な い の !| ご めん ね ! 
や られ 声 モン スタ ー 防 衛 時 | ふ ふ 、 私 を 倒せ る か し ら ? 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の 相手 に と っ て 不足 は な いわ っ 。 
セリ フ あな た 結構 強い わ ね ? 
| も っ と も っ と 暴れ ちゃ う ぞ | | 侵略 戦闘 時 セリ フ | さぁ ! 張り 切っ て いく わ よ ! 戦闘 勝利 シー ン うふ ふっ 、 勝 負 あ り ね ! 
えた べべ っ 、 うず うす ず すし ちゃ うわ ! お 手 柔 ら か に ね ! あな た に は 負け な いわ よ ょ かり 
コン ティ ニュ ー あぁ ん 、 駄 目 み た い …。 ふ ふ っ 、 気分 移 快 ね ー 
セレ クト 画面 まだ カ 不 足 だ わ …。 や っ た ぁ 、 君 の お か げ ね か 
コツ チ ィ ニュ m あ 我 が 王国 の 守護 者 よ !! 祈り を 捧げ まし ょ う | 
決定 する 今 が チャ ンス よ ! 


よー し ! これ か ら か これ か ら か ゅ 


掛り 声 (⑪) 
@ コ ッ ペ リア ( 声 : 釘宮 理恵) 


植物 族 百 喚 時 森 の 精 よ ! あな た の 力 が 必要 な の よ ! 
































































リン リト 1 
配置 や 
テレ ポー ト な ど 
能力 発動 な ど 
戦闘 順番 の 宣言 虫 さ ー ん ! まけ ちゃ だ め だ ぞ ぁ か 
プレ イヤ ー の 負 争 礁 戦 
や られ 声 モン スタ ー 防 衛 時 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の | や っ た 一 !| も っ と も っ と 頑張 る ぞ ぉ か ね ぇ ね ぇ 、 何 し て 遊ぶ の ?? 
セリ フ あたし 、 頑張 る 
侵略 戦闘 時 セリ フ 戦闘 勝利 シー ン 
や っ た や っ た ! みん な の お か げ ば か 









あぁ ん 、 も っ と 遊び た いよ ぉ 。 
ふえ ぇ 一 ん 、 あ た し も 人 間 に な り た い の ぉ 。 
あちゃ ーー、 失敗 し ちゃ っ た …。 

2 デイ 当 ー を わぁ ーー いか わぁ ーー い か ゆ 

決定 する よ ぉ し ! や っ ちゃ う ぞ お か 

は い ! が ん ば り ま ぁ す ] 


掛け 才 ( 


に ジー 
セレ クト 画面 


あたし と あっ そ ぼ ー 
わた し だ っ て 出来 る も ん ! 
天使 きん ! 私 の お 願い きい て くれ る ? 
よー し 、 ロ ボット で 勝負 だ よ ぉ ? 





見 て 見 て 一 、 勝っ ちゃ っ た よ ぉ かゆ 
あたし の し ょ て り ね ? 。 うふ ふか 












































旬 ダ グリ ス ( 志 : 山口 隆行 














| セリ フリ スト 、 | 
戒律 を 守る こと 、 それ が 私 の 使命 ! 配置 や 獣 放 召喚 時 獣 名 喚 | 本 能 の 力 を 研ぎ 港 ま せ ! 





























































己 と の 戦い 、 こ れ が 最も 難し い ! テレ ポー ト な ど 亜 竜 召喚 | 秘め た る 力 を 引き 出せ ! 
意 喚 ! 今 こそ 目 を 覚ませ ! 
海洋 召喚 ! お 前 に 託し た ぞ ! 
能力 発動 な ど 戦 人 召喚 ! 戦い の 時 は 今 だ | 
戦闘 順番 の 宣言 昆虫 吾 喚 ! 己 の 力 を 信じ る の だ |! 
プレ イヤ ー の 
や られ 声 残念 な が ら 、 手加減 は で き な いっ 。 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の うむ ! ここ まで は 良し と する か ! いざ 、 尋常 に 勝負 ! 
セリ フ 己 と の 戦い に は 屈し て は な ら ぬ 1! さて 、 いつ で も 良い ぞ っ ! 
侵略 戦闘 時 セリ フ 戦闘 勝利 シー ン 
コン ティ ニュ ー ここ で や め る わけ に は 行か な い | 
セレ クト 画面 どう や ら 、 時間 が 来 た か ! すま な い 。 こ れ が 真剣 勝負 と いう も の ! 







邪心 族 召 喚 時 邪心 召喚 ! 開 の 力 を 示し 給え ! 








ここ で 終わ り で は な い ! 


コッ チ ィ ャ ニュー な 精霊 族 召 喚 時 精霊 有 有 喚 ! 液 の 使命 を 果たせ ! 
決定 する 機械 族 杏 喚 時 機械 召喚 ! 性 能 を 見 せつ け よ !! 


物 放 召 順 
掛け 吉 (』) 


デ ィ ア ラ ( 声 : 中 島 沙 机 ) 


植物 喚 ! 我 に 森 の 力 を 授け よ ! 








































































































どう ? 私 の 腕前 、 見 事 で し ょ ?? 
こら そこ! ちゃ ん と 見 て た の ?? 
な 、 何 が いけ な か っ た の ぉ 一 ? 


も っ と が ん ば ら な きゃ ぁ …。 


戦闘 勝利 シー ン し っ か り し な きゃ 駄目 じゃ な い ! 
ご めん っ 、 痛く な か っ た ? 
基本 が 大 事 な の よ !| 分 か っ た ? 


大 分 、 上 達し た ん じゃ な い ? 












ニル 
セレ クト 画面 


さあ ! 集中 っ 、 集中 っ ! 
私 が 教え て あげ る っ 。 








ノリ ント 
| も ぉ ー、 し っ か り し な きゃ 駄 用 じゃ な い 一 ? | 配置 や | は いっ | 。 | 獣 族 召 員 時 江 山 | さあ 、 江 に 牙 を 向け る の より 
っ と 、 私 が ビシ バシ し ご いて あげ る ! テレ ポー ト な ど 亜 竜 召喚 ! し っ か り 戦 いな さい 
竜 召 喚 ! 火 の 中 より 目覚 め る の よ ゆ 
海洋 召喚 ! 海 か ら 目覚 め る の より 
ホル ダー に 追い つく 能力 発動 な ど 戦 人 召喚 ! 負け た ら 承 知 し な いわ より 
戦闘 順番 の 富 言 いく よ ! 戦闘 1 番 ! 昆虫 召喚 | こっ ち に き な さ ー い かゆ 
いく よ ! 戦闘 2 番 ! 巨人 召喚 | 気力 と 体力 で 勝負 よ ! 
いく よ | 戦闘 3 番 ! プレ イヤ ー の | あぁ ん 。 | 鍵 争 故 戦 よ ぉ し ! 失敗 し な いよ うに し な きゃ っ ! 
いく < よ ! 戦闘 4 番 ! や られ 声 | きゃ っ 。 | モン スタ ー 防 衛 時 | 私 だ っ て 負け な いん だ か ら ! 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の | うふ ふっ 、 何で も 私 が 答え た げ る ! せっ 、 先生 に いい つけ て や る 1 
セリ フ 大 変っ 大 変っ | ほこ ら に 着い ちゃ っ た ! それ じゃ 、 私 が 相手 に な る か ら ね ! 
侵略 戦闘 時 セリ フ 


や り 方 、 間違っ ちゃ っ た か な ぁ ? 


珍獣 族 召 喚 時 









RK = 
珍獣 名 喚 ! この 子 を 甘く みな いこ と ね ! 

















あれ ? お か し いわ 、 ちょ っ と 待っ て ! 邪心 族 杏 喚 時 
コン ティ ニュ ー を 皆 の お 手 本 に な ら な くっ ちゃ ! 崩 寺 族 召喚 時 
決定 する 械 族 吾 喚 時 
さき さ !| が ん ば ら な いと ね ! 赴 物 族 召喚 時 植物 召喚 | 負け た ら 森 に 帰し ちゃ う よ か 





提げ 声 (0 













に に ピピ に と どら 











































配置 や 
は て ? 鍵 は どこ か の うぅ 。 テレ ポー ト な ど 親愛 な る 我 が 同 胞 た ちよ | 来る の じゃ ー。 
ま ー だ まだ 、 若造 に は 負け ん ぞい ぃ 。 
追い つい た の じゃ 。 能力 発動 な ど 
戦闘 順番 の 宣言 ほっ ほっ 、 戦闘 1 番 じゃ 。 昆虫 族 ! こっ ち に 館 が ある ぞい 。 
ほっ ほっ 、 戦闘 2 番 じ ゃ 。 
ほっ ほっ 、 戦闘 3 番 じ ゃ 。 プレ イヤ ー の … ゲ コッ … ゲ コッ 。 鍵 争 礁 戦 
ほっ ほっ 、 戦闘 4 番 じ ゃ 。 や グ ワ ッ … や りお る わい っ 。 モン スタ ー 防 衛 時 








は ) 
1) 
理 


































































































ほこ ら ゴ ー ル 時 の は は っ 、 御 声援 どう も どう も じゃ ! ゲ コ ッ … 本 気 を 出す か の 。 
セリ フ は は っ 、 た だ の カエ ル と 俺 る な か れ ! ゲ コ ロッ … そ うき た か …。 
ひひ ひっ 、 わし も まだ まだ いけ て る の ぉ 。 侵略 戦闘 時 セリ フ | 手合 わせ お 願い する ぞ ぃ 。 | 戦闘 謗 利 シー ン 
秩序 と 戒律 、 共 に 大 切な の じゃ ! 本 気 で 行か むせ て も ら う か の ぉ 。 勉強 に な っ た か の う ? 
コン ティ ニュ ー セ | あい た た た …。 
レク ト 画 面 ひ ー、 ギ プ ァ ッ プ | 
ぐ 、 わし も 年 か の うぅ …。 | 珍獣 族 吾 喚 時 | 珍獣 族 !| わし と 遊ん で くれ ん か の ? 
諦め ん ぞ … い 、 イタ イ 。 | 邪心 族 召喚 時 | 邪心 族 ! 魔界 の 力 を 試す の じゃ ー。 
コン ティ ニュ ー を も うい っ ちょ うじ ゃ ! | 精霊 族 召喚 時 | 精霊 族 ! わし に 力 を 貸す の じゃ ー。 
決定 する 
植物 族 ! 自然 教え て や る の じゃ 。 


多 デ ィ ア ドラ ( 声 : 玉川 紗己子 ) 




































































































































セリ フリ スト ( 
配置 や 
テレ ポー ト な ど 
章 族 召喚 時 
修行 の 成果 を 見 せる の で す ! 
うふ ふ 、 追 いつ きま し た よ 能力 発動 な ど 
戦闘 順番 の 宣言 
そ ー れ っ 
行き ます よ | 戦闘 3 番 っ 。 プレ イヤ ー の うぅ … 私 の 負け で すね 。 鍵 争 奪 戦 
や られ 声 モン スタ ー 防 衛 時 
ほこ ら ゴ ー ル 時 の | うふ ふっ 、 ま だ 私 も いけ る か し ら ? 
事 り ば ほほ ば ほっ 、 詰め が 甘かっ た か し ら !# 
侵略 戦闘 時 セリ フ 戦闘 勝利 シー ン 
ほほ は ほっ 、 力 の 使い 方 を 学ぶ の で す ! 
コン ティ ニュ ー 
セレ クト 画面 どー れ ? 強く な っ た か し ら ? ふっ ふっ 、 た の し か っ た で す よ ! 
あん 、 大 分 成長 し まし た ね …。 珍獣 族 よ 、 こ っ ち に 出 て いら っ し ゃ い ? 
コン ティ ニュ ー を 
決定 する も う 少 し だ け 、 本 気 に な り ま すね 。 機械 族 よ 、 さ あ 、 敵 を 倒し な さい ! 
それ で は 、 行き ます わ よ 。 植物 族 よ 、 大 地 の 眠 りか ら 覚 め る の で す ! 
@ デ ィ ア ドラ ※ ゲ ー ム 以外 (デモ な ど ) の セリ フ 
セリ フリ スト 
1 人 用 モー ド S 課題 モー ド 召喚 技術 認定 課題 | 良く や り まし た ! 
通常 モー ド ここ で は 、 私 の 出す 課題 に 挑戦 に て も らい ます 。 | 達成 今回 の 鍛錬 で は 、 あな た の 優れ た 技術 を 見 さ 






さあ 、 更 な る の 魔 導 の 道 を 完 め る の で すっ 。 
それ で は 、 魔 導 の 世界 へ と 導き まし ょ う 。 
戻り まし た ね っ 。 

今回 の 修行 の 成果 は いか が で し た か ? 

あな た の 更 な る 成長 を 期待 し て いま す よ 。 
お めで と う ! 素晴らし く 優秀 な 成績 で す ! 
あな た の 更 な る 成長 を 期待 し て いま す よ 。 
良く や り ま し た ! 申し 分 な い 結 果 で す ! 
回 も 、 こ の 調子 で 頑張 っ て くだ さい ね ! 
頑張 り ま し た ね ! まず まず の 結果 で す ! 
後 の 笑 躍 に 期待 し て いま す 。 
今回 は 運 が な か っ た よう で すね 。 
待 し て いま す よ 。 
よう こそ ! 魔 導 ア カ デ ミ ー へ ! 

戦う と き が 来 た よ う で すね ! 心して 臨む の で 
よ ( 
お めで と う 、 や り ま し た ね ! 

今回 は 頑張 っ た よう で すね ! 

今度 は 諦め て は いけ ませ ん よ ! 

まだ まだ の よう で すす お ね 1 

"あな た の 名 前 は 当 ア カ デ ミ ー に 永遠 に 刻ま れ 
る に と し ょ あ 。 " 


課題 を 達成 し た 場合 は 、 ご 褒美 と し て 【 証 】 を 授 
緒 上 まし ょ う 。 

それ で は 、 始め ます ! 

今回 は 、 初め て の 鍛錬 で す の で 私 も 付き 添い ま 


せ て も らい まし た 。 
あな た の 類 ま れ な る 技術 を 称え 、 認定 証 を 授 
け ま し ょ う 。 


あな た の 更 な る 健闘 を 期待 し て いま す 。 


し よう 。 締め の 言葉 最後 に 新しい カー ド を お 渡し し ます 。 忘れ な 
私 が 鍛錬 の が イド と な る 課題 を 出題 いた し ます 。 いよ うに 受け 取る の で す よ 。 
課題 に そっ て 行動 する こと で 、 まず は 鍵 争 礁 戦 に あな た の 魔 導 の 力 に 祝福 を …。 


慣 し る と 良い で し ょ う 。 1C カ ー ド 期限 切れ の | まもなく 、 あ な た の 1IC カ ー ド の 使用 期限 が 来る 
それ で は 、 始め まし ょ う ! 告知 よう で す 。 
ここ で 様々 な デッキ を 試し 、 対戦 へ 赴く と 良い で 1IC カ ー ド の 使用 期限 が 来 て し まい まし た 。 
































(ほこ ら ゴ ー ル コ 個 ) 






























(ほこ ら ゴ ー ル ク 個 ) 





次 
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(ほこ ら ゴ ー ル 1 個 ) 




































し ょ う … 引き 続き 、 修行 を 行う 場合 は 、 新た な 1C カ ー 
鍛錬 中 は あな た の デッキ と 、 召喚 技術 を 常に チ ド を 準備 し て お きま し ょ う 。 









(ほこ ら ゴ ー ル 0 個 ) 次 回 に 期 




















ェ ッ ク し て いま す よ 。 賢者 の 城 到達 お めで と う ! 
優れ た 技術 が 見 受け られ る よう で あれ ば 、 私 か 


賢者 の 城 ゴ ー ル 
で し だ | 
ら 認定 証 を 差し 上 げ ま し ょ う 。 それ で は 、 新た な の 魔 導 の 世界 へ 導い て あげ 
まし 2 う 。 


お 帰り な さい 。 本 日 の 鍛錬 お 疲れ 様 で し た 。 | 強制 マッ プ 切 り 替 え | そこ まで | どう や ら 時 間 が 来 た よ う で す 。 
今回 の 課題 で は 、 な か な か の 召喚 技術 を 、 見 せ 
て も らい まし た 。 ご 褒美 アイ テム 授 写 | 良く で きま し た ! 

あな た の 技術 を 称え 、 認定 証 を 授与 し ます 。 


素晴らし い 活躍 






競技 会 モー ド 






















(競技 会 1 位 ) 
(競技 会 ら 位 ) 
(競技 会 3 位 ) 
(競技 会 4 位 ) 
(優勝 者 区 辞 の 言葉 ) 


「 
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深い 秩 の 補 福 を この 身 に 受け て っ 、 や ー っ ! 





ーー ダメ ー ジ あぁ ! ! 





、 コア ラ 先 生 豊 場 OB 
3 は > OCN ソト 
も ら っ た わっ >。 1 






r 才 。 プ 。 | eo 









上 本 こ 
っ コテ ppec 0 DO peara re 叶 ] 
。 ウォ オーナ イト 登場 2 の 5 くし ce 抽 

- 
Es 







レデ ィ ー ス 、 エ ンド 、 ジ ェ ン 人 に 
OK ! CK ! NO ニッ ト 0 
ムー ッ 、 ハァ ッ 1 
バア ウッ ト 有 
_ イタ イイ タイ イタ イ 。 
ーー NN 人 4 

















ウォ ー ナ イト 攻撃  ~。 。 ぐ お お 、 フ ン ッ ! フン ッ ! ダー ッ l 
ウォ ー ナ イト ダメ ー ジ  。 ヌ ォ ! ググ グ … 
移入 "登場 . ~ 我 は 工 律 を 守る :… モ ノ ! 












ジエン トル っ 








者 補 衝 業 otoo い ざ 、 党 昌 し 
鬼神 ダメ ー ジ - ヌ オッ ! まだ まだ ! 
※ オ ー プ ニン グ ム ー ビ ー の 叔 神 の 息遣い も 担当 



















※ オ ー ツ ニン グ ム ー ビ ー は セガ 公式 ホー ムペ ー ジ の 1 
ー ケ ー ド プロ モ ム ー ビ ー で 配信 中 (2005 年 3 月 現在 


ガチ ャ ン ] の Ch8、 ア | 
2 ょ の で 確認 し て み に う 衝 紀 * 








@ イ ー ノ (カメ ボボ ポン ) 1.00」 ムー ビー より 。 





ーー 1 PO の の - ノ が 持っ て いる 本 か ら 、 魔 法 
召喚 ずる と ころ の 岩 陣 の まわ り を 光 の 玉 が まわ っ て いる と ころ で 、 影 に な っ て て 見 に くい 
1 on けど 横 に な っ て いる カメ ポポ ン が 
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し 0 








KS 












ムー ビー が 始ま っ て 1 分 13 秒 あたし が [よっしゃ ち 1」 と 


言っ た と き に 広げ る 扇子 を 良く 見 て みる と .、 Ca 





ここ か ら は キャ ラク ター の ラフ 線画 や アイ テム 案 、 モ ンス 
ター を 3D 化 する 際 に 設定 され た 仕様 書 及 び モ ーション 案 、 
ボツ モン スタ ー や モン スタ ー の ラフ な ど 、 な か な か 見 る こ 
と が で き な い 秘蔵 の 開発 資料 を 公開 ! 


※ こ の 章 に お ける 線画 な ど は 開発 時 の 資料 で あり 、 実際 に ゲー ム 中 に 搭載 され て いる 仕様 と は 異な る も の が 存在 し て お り ま す 。 
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スケ ルト ン は 基本 型 BUG 
jNeck 以下 は ウェ イト つけ な いで 下さ い 。 


体 に つい て る 屯 台 の ジョ イン ト は すべ て INeck の 
子 に し て 下さ い . 。。 
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金 長 2.4m 位 で 
人 間 部 分 は 1.7m の 人 間 の 比率 





スケ ルト ン は 027 の モン スタ ー と 
同じ も の を 使っ て 、 体格 に あわ せ で て 
次 えて 下さ い 。 
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例 長 8m 位 で 
人 間 部 分 は 4m の 
人 間 の 比率 

で 記 の 首 





真中 の ジョ イン ト が jPehis 
そこ か ら jArm に つなが り ま す 。 
腕 の ジョ イン ト 唐 は 12 個 に な っ て 

ます が 、 実際 は 15 個 に し て 

3 個 分 腕 モ デル も 長く し て 下さ い 。 

先 に いく に 従っ て ジョ イン ト の 則 隔 が 
短く な る よう な 感じ で 。 





全体 の スケ ルト ン は 047 の モン スタ ー の も の 
を 使用 し 、 体格 に 合わ せ て 変え て 下さ い 。 







ライ ン と ビラ ビラ は ボリ ゴン を 切る か その 幅 の 
ポリ ゴン を コン バイ ン し て マテ リア ル を 別に し て 
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腕 の ジョ イン ト 名 は こち ら で 入れ ます の で 
適当 で か まい ませ ん 。 





















頭 の ジョ イン ト 名 は 
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宝石 は ジョ イン ト を 支点 に 記 状 に ロー テー トレ ます 。 

































ジョ イン ト 名 は こち ら で い れる の で 適当 で 。 
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/ タグ バト ラー ( 仮 ) / タグ バト ラー モンスター 仕様 書 
/ ボー ン 製 作 仕様 /2002 8 月 2 日 /SKELETONS 
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つけ て 下さ い 。 衣 珠 に 通っ て る 
ヒモ は な く て いい で す 。 
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この モン スタ ー の スケ ルト ン 梅 造 は 特殊 な の で 基本 の 
5 つの どれ に も 当て は まり ませ ん 。 よっ て まず 
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中 開き ます 。 





下 守 と 守 呈 講 衣 宮 
蓮池 陸 ミ ぶ 随 品 選 
才 き 尋 民 O 計 ユ 
で 向 1 V 
Qu SS8 薄 雅 テ 
ゴ へ 羽 滞 と 由 き 





填 
敵 四 





jAntenna は ボー ル の 中 心 
に 。 ポ ボー ル は それ に 100 
の ウェ イト で 。 

ボー ル は ビー チ ボ ー ル 風 

の を お 願い し ます 。 

色 は こち ら で 変 えま す の で 
適当 に お 願い し ます 。 

jHead か ら 」Antenna まで の 
部 嘩 も 当 で 拉 い ませ ん 。 


寺 
モ 
民 

I 
人 
避 
で 
千 
中 
任 
還 


OFVy0k 特 半 
と テ 環 生計 習 障 
で と 池 
購 Q" 記 半 
可 で へ 。 


ン 


で 





weem eeO42YF ト > 了 全 


スケ ルト ン は 038 人 魚 を ペー ス に し て 

体格 に 合わ せ て 愛 え て 下さ い 。 

尻尾 の ジョ イン ト 数 を 短く し て ヒレ の ジョ イン ト を 
蟹 除 する 以外 は その まま で 。 


jfalH1.2.3.45 





訓 


培 還 時 
、 陣 0t 渦 きえ 











2 





! 


ee 
APPGPTPmm 


ee - 

















| 020 "ライ フル ーッ 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN で 。 


JHip 以下 の ジョ イン ト に は ウェ イト を 付け な いで 


下さ い 。 
開き ます 。 





手 は これ 一 個 で す 。 





スケ ルト ン は 基本 型 BUG 


腕 は 顧 か ら 生え て ます 。 


を か な り い じ っ た も の (に な り ます 。 


ーD は 丈 CSc て OLE イ は か - 
層 < か か 交 Nt ま ふ 








jPelvis か ら |Jaw まで の ジョ イン ト の 位 艇 
は だ いた いこ ん な 感じ で 。 頭 の 上 の 木 に も 
ウェ イト つけ て 下さ い 。 


4 し 。 た で 除 で で 板 を 伯 み 人 か 6 て 


さき 半 ぶ いで 名 せ は 
で き KA る て 


Sse 要 ぶ コト ルド 」 鷹 本 855- ま 醒 い 1。 


6 ベ へ | 





!* 根 、 こ は 宣 き も Au 企 。6 で さ 、 


1 @ 全 で 動 る くち な いて ュ 3. 
っ 1 Ye し 本 で きま 33 ぅ 2 











EAR89581 す 
































Jfall1.2.3.4.5.6.7.8.9 








ご これが jTail1 


プ 










JHead 
JAntennaLR 











JHipBR 
jKneeBR 
jShouldLR jAnkleBR 
jEIbowLR ミ 5 

ー HipR 
JWristLR jneeR 


jAnkleR 



















計 は 祭 の 下 の へ りか ら ボ ー ル ジョ イン ト で 
つなが っ て る 感じ で す 。 





Number 21 Name ダコ ナイ ト 





スケ ルト ン は 基本 吾 HUMAN で 。 


武器 は 本 体 と コン バイ ン し て 下さ い 。 
左手 は 飲 を 撫 る 冶 じ 一 個 で 。 


スカ ー ト 部 分 は 両方 の jHjp に 
ウェ イト を 割り 当て て 下さ い 。 


ー ( 仮 ) / その 他 /064TEST 
尾 に 行く に 従い 半 透 明 で 


挫 Rgiid 
4 柱 失 9 
送 瘍 店 
% い 








スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 開 き ます 。 


0 ト の 通り で 変え た り jFinLR1.2.3 


赤い 縁取 り を し た 
部 分 を 動か し ます 。 





スカ ー ト は jHip に 軽く 
つい て くる よう に ウェ イト 
つけ て 下さ い 。 













































毅 の 毛 Antenna1.2.3 
jHead の 











第 
剖 
線 
画 
ラ 
ワ 
条 
& 
設 
定 
次 
料 
集 











1 
' 導 
1 





M 



































9 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
後 顕 部 の 口 が 開き ます 。 


スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 








0 の SR re 
i EE 記す まき は 人 は 避 


。  jFin2 に スケ ー ル を か ける と 
SS 宝石 の 中 の トゲ が 伸び る 仕組 み で す 。 


後ろ の 布 は ここ か ら 
垂れ 下がっ て いま す 。 


後天 部 が 口 に 


左手 は イラ スト の まま で 
右手 は 上 記 の 2 種類 で 。 












スタ ッ プ スポ ー 









































な っ て いま す 。 


ケム リ は いり ませ ん 。 








jAntehna 
宝石 の ウェ イト は jHead 
に 100% 


花 か ん お り は 
jAntemnna に 100% 


ここ が jPelvis 
jHip 以下 ト は ウェ イト つけ な いで 
下さ い 。 



















人 岡部 分 は 1. 7 m の 人 賠 の 比率 で 
司 か ら 尻 属 の 沈 ま で は 3.5m 






スケ ルト ン は 039_. 人魚 を ペー ス に し て 
jWaist の 本 数 を 増やし て 下さ い 。 

ヒレ の ジョ イン ト を 削除 し 、jTail の 本 数 
を 減ら し て スケ ルト ン 人 多 体 を 体格 に 合わ せ で て 
変え て 下さ い 。 





jAntenna1.2 jFace の 子 。 
左右 に 外 に 広がっ て る 
髪 は jFace に ウェ イト 
100%。 





jail1 か ら 6 


手 は 両手 と も こん な 感じ 
の 一 個 で お 願い し ます 。 
jWaistt か ら 4 
jPelvis の と な り が 
1 で す 。 
1 
これ が 
jPelvis 





















スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 開 きま す 。 


jstesnatff 下 全 チ 


手 は 大 手 と も 1 
閉じ た の と 』 





凍 信 で す 。 
諾 系 維 誰 
直 暗 計 の 学 
率 鶴 生 
ji67 下池 。 


くら いま で 。 


口 義 く と 牙 が あり ます 。 
BE 


中 指 に 指輪 
プラ チ ナ 。 





ベル の ジョ イン ト 名 は 
間 当 で 。 


た tet 特 Et 
や xts 区 で て 
Set を 















re アラ クノ フォ ビア 

























スケ ルト ン は 139_ カブ ドス を ベース 
に し て 体格 に 合わ せ て 変え て 下さ い 。 


















の 作り 

症 野 売 更 

健 う は の テク スチ ャ ー jPelvi 

は 隙間 が な いく らい で 。 
か ら 
jTail1.2.3 


7 の Ox の e 邊 は は 
欄 を ぬる , 


うえ ト lk 70>7 5 っ で さろ " 
和 で Ok て 。 

















クウ の 





mw 009|""" サン ダー トゥ ー ス 


スケ ルト ン は 基本 型 HORSE 





口 開 き ませ ん 。 





jTai1.2.3.4.5.6.7 





























010_ ス タッ フ ド ライ ブ と モー ショ ン を 共有 
させ る の で 、 同じ よう な 体格 、 ま っ た く 


Na 同じ スケ ルト ン を 使用 し て 下さ い 。 


eo 

角 の 角度 、 ひ ね り は この 7 
くも 5 いで 。 010 スタ ッ フ ド ライ ブ \、 ) 
と 横 か ら 見 た 角 の 角度 を 1 
合わ せ て 下さ きい 。 てい 6 

















診 よ り 腹 の 正 が 広い 感じ で 。 


ーー 








| 
| 
| 


















Name ュー 

- スタ ッ フ ドラ イブ 
スケ ルト ン は 基本 型 HORSE 
口 開 き ませ ん 。 


2.5m 








皮膚 の 貿 牙 は 本 物 の サイ の よう な 態 じ で 。 






009 サ ンダ ー ト ゥ ー ス と 同じ モー ショ ン を させ る の で 
、 同じ よう な 体格 、 ま っ た く 同 じ ス ケル トン に し て 下さ い ( 万 尾 汐 外 )。 











友 膚 と 皮膚 の つなぎ め は この よう に 
モデ リン グ で 設 差 を つけ て 下さ い 。 





ドミ EEcocQqoOmcohl|〔、0[|1|〔{ ガ 和 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 省 半 
半 靖 DEIEKWWSRG9 


製作 仕様 PP017|""" ド ボ ル ザー ク 


Color 


スケ ルト ン は 193 算 ブル と 同じ も の を 使っ て 
体格 に 合わ せ て 変え て 下さ い 。 









ここ 
mm 


IWrist に ドリ ル 部 分 と 上 部 の 円 


100% ウ ェ イ ト 持た せ て 下さ い 。 
デザ イン は 後 る から 見 て も 一 緒 で す 。 





目 は jNeck に ウェ イト 1 00% に し て 

モノ アイ の よう に 360 度 動く よう に し て 下さ い 。 
上半身 、 下 半身 の 穴 は こん な 感じ で 埋め て 
下 き い 。 





一 区 ノニ k ュ キト kb っ ヘ 9 ゥ 6S く K く G ド ト トド トド ーー tw 加 
た こ 多 


スケ ルト ン は 基本 型 FISH 


Tai1.2.3.4.5.6.7.8.9.10.11.12.13.14 
不 必要 な ヒレ 等 の ジョ イン ト は 削除 
し て 下 き い 。 









口 開 き ます 。 





JAntennaLR1.2 











ボディ は 羊 授 明 に し て 





中 に 宝石 を いれ て 下さ い 。 





2 あく 4 ウ 6 





| 費 | 


この モン 


朝明.2.3.4.5.6 


不要 で 


持 か ら 見 た 図 





Name カル ト ホ ー ル 


スタ ー は 複雑 な の で モデ ル だ け 
RY スケ ルト ン や ウェ イト は 


ぁ 


この ジョ イン ト 名 は 適当 で 。 


足 部 は 春 足 に それ ぞ れ ウェ イト を 割り 振っ て 


下さ い 。 この 状態 は ひざ を 曲げ て いる 感じ 
な の で 、 モデ リン グ す る 時 は 替 通 に 立っ た 
状 謀 で か まい ませ ん 。 


お わん 型 の フタ が と れ た 
状態 


と の バー ツ ひ と つ ひ と つが 円 状 に な っ て 
お わん 型 の フタ に な り ま す 。 


フタ バー ツ は 本 体 と コン バイ ン し な いで 
個々 に 別 パ ー ツ の まま に し て 下さ きい 。 



























| 邊 人 株 | 043 














っ 

( V ビ は Re 」 

中 AV 人 sy ジレ と た 、 

は ms 、 1 ミ で 1 
AP へ ぐ SW 4 AS 
1Jaw を スケ ー ル YY 僅 つ ベ iw 3 
ざさ せる こと に より Sg デア 4 
口 が 綻 棋 に 動く よう に ka ヘジン 」 
し て 下さ い (中 の 口 も 含む )。 





スケ ルト ン は 079 スコ ルプ の も る の を 使用 し 
その スケ ルト ン の jHead 以下 と jTaiI1 以下 
を 削除 し て 、 ハ サミ の ジョ イン ト を jPelvis 


に つなげ て 下さ い 。 
各 ジ ョ イン ト 名 は その まま で 。 


腕 を 90 度 曲げ た 臣 
状態 で 5m 








議 一 二 ニ ーー ニー ニー ニー ーー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー 議 


カル ト ホ ー ル 


< 置 


oes 
の 











9 の 忌 


ae メタ ルー ン | 電  | 









ジョ イン ト 名 、 ボー ズ す べ て 
124 グ リー ン ワ ー ム と 一 緒 で す 。 







スケ ルト ン は 基本 避 F!SH 
不 必要 な ヒレ 等 の ジョ イン ト 
は 前 除 し て 下さ い 。 













3.0m 


口 開 きま す 。 


口 の 中 は 0 6 3 ギガ ロ ド ン と 同じ 
感じ で お 願い し ます 。 


体 の ヨロ イ の 断面 は 六角 形 で す 。 


記 も 


み 





jAntenna1.2.3.4.5 
⑬ DK 人 O cm な er か 


7 ウネ ceSI> Ce さい 





Tam1.2.3.4.57 


い 




















スケ ルト ン は jPelvis の 真 上 と 真下 に 
ふた つ ず つ 。 


1.5m 








cd 








\w 以 
ゃ 


潜 半 貢 避 の 溢 さ N 屋 藩 井出 簿 











jAntennaD1.2 














ーー 
陸 必 且 E 少 
計 一 ンー 




















| 
| 





4 












































Name カ メ 


スケ ルト ン は /Hitmaker/ タ グ バ トラ ー ( 仮 ) / その 他 
089.SKELETON を 使っ て 体格 に 合わ せ て 
ジョ イン ト の 場所 を 変え て 下さ い 。 





品 開 きま す 。 
頭 、 尻 尾 、 手 足 は カメ ポポ ボン 


の 時 の よう に 引っ 込む よう に 
し て 下さ い 。 


089_SKELETON の IK handle 
を 動か し て 足 の 曲がる 向き を 
と 確認 下さ い 。 


の 


全部 7 個 の トゲ が ミサ イル て で 飛び 出す 


: アデ し て 下さ い 。 





ミサ イル の ジョ イン ト 名 は 適当 で 。 
あと で こち ら で 入 れ ま す 。 


ミサ イル 穴 は 適当 に ふさ いで 
下さ い 。 








カメ ボボ ン の 時 の よう に 
穴 に 最初 か ら フ タ を し て お いて 
下さ い 。 








識 ド pb ラニ b ニ ドニ ドニ ニ ドニ ト に ニ S に Spー ヨ ララ クシ ク ラド b ス ョ Oo6 キ t《&8 納 


多古 ドル 


gt 株 124 ダグ ナ ン ワ ー ム 7 衣 | 〔{〔{〔 | 


jTail1 か ら 10 






JJdaw jEar jHead jneck5 か ら 1 







全 エ 
jpelvis 
jshouldLR jFimLR 
JFin2LR 
Fin3LR 
島 科 
彩 こさ い 


4 が 


ーッ 誠人. 回 き の e 才 、 








抽 作 仕 補 カメレオン ($) 


Color 
に | 


ーー 突 隊 は 地 爾 に 手 を 
、、 つい て まず 。 






ぉ v 析 便 恨 + 
ルウ 朱 き ぃ まう 


jArrow 





スケ ルト ン は 

/ タグ パト ラー ( 仮 ) / タグ バト ラー_ モン スタ ー 仕 様 書 
/ ボー ン 製 作 仕様 /2002 8 月 2 日 /SKELETONS 
/REPTILMA 

を 体格 に あわ せ て 買え て 下さ い 。 








%Ort て IF さい 


ーッ ボル カノ 





スケ ルト ン は 基本 束 BUG 
jNeck 以下 の ジョ イン ト 

に は ウェ イト を つけ な いで 
下さ い 。 


jPelvis の 次 に ジョ イン トー 個 
そこ か ら 六 個 ジ ョ イン ト が 子供 
に な り ま す 。 ジ ョ イン ト 名 は 
こち ら で つ ける の で 適当 で 。 











製作 仕様 NMRDBKGN Name アー クエ ンジ ェ ル 








スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 開 きま す 。 
手 は 本 体 も ヨロ イ も イラ スト の 状態 一 
と } の 二 種 類 ず つ 用 意 し て 下さ い 。 
1.8m 


人 和信 0 の き ャ 











鞭 一 モビ Kbkksakskbh つ EhFNRDRD ぼ DR0k(k( び ょ ( 上 6( 
22 ジー 


ーー 





スケ ルト ン は 基 本 型 HUMAN jWingLR1.2 
ロ 開 きま す 。 _ jChest の 子 。 


jTail1 か ら 
jPelvis の 子 。 











製作 仕様 1) Name ヘル ドロ イ Color 黄 
2.5m( 首飾り か ら 頭 ) 


















スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN の 
Neck か ら 下 を jPelvis に つなげ て 
下さ い 。 手 は 207Mr. ジェ ント ル の 
jWrist か ら 下 を 使用 し て 下さ い 。 


口 開 きま す 。 
髪の毛 は 全部 で 8 本 で す 。 
名 前 は A か ら H で す 。 | W 
競 筐 上 RUSo 電 
和 和 


天草 | 顔 正面 間 日 





識 ビ bbb ド b ド ニ Scc sis!5!{}#s5 # 。 庄 


人 ツル 6 


ーー 


| 
「 











Pre ね ん ね ん ね 


製作 仕様 の 9024| "0 アタ ム 文 チュ キ 


スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 
jTail2 以下 を 削除 し て 下さ い 。 


スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 
基本 的 に 置物 的 な 感じ の キャ ラ 
な の で 右記 され て る 以外 の ジョ イ 
ント は 削除 し て 下さ い 。 


と の 百 み た いな の も 
、 ワ ンス キン で 。 
へ 


ぶ ぷかぷか する よう に 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN , 2m 
jWaistjKneeLR,jCollarLR [ 

削除 し て 下さ い 。 

口 開 きま す 。 


スケ ルト ン は 2007 を 使っ て ジョ イン ト 
の 位置 を 変え て 下さ い 。 

さら に Jaw で まぶた が 義 じ る よう に 

し て 下さ い 。 卵 部 分 ( 頭 ) は jNeck 
jHead に ウェ イト つけ て 、 体 の 方 は 
jPelis に 100%。 


一 回 り 大 きい モデ ル も 用 意 し て 

同じ よう に ウェ イト の つい た 1 
ワン スキ ン モ デル に し て 下さ い 。 / 
テク スチ ャ ー は 全部 は が し て 

マテ リア ル 一 色 で ( 絵 コン テ 

参照 )。 


指 は すべ て 動き ます 。 


カー ド は イラ スト の ヤツ を ら 5 枚 作 っ て 
本 体 と 一 緒 に ワン スキ ン に し て 下さ い 。 
裏面 は 黒い まま で いい で す 。 テ クス チャ 
ー も 用 意 し て あり ます 。 

さら に も う 一 枚 別 モデ ル の カー ド も 用 意 
し て 下さ い 。 も 


添付 し た イラ スト の 感じ で 031 の モン スタ ー の ミニ チュ ア 
を 作っ て 下さ い ( 目 と 鼻 の ボリ ゴン だ け リ ダク ショ ン し 、 

テク スチ ャ ー の サイ ズ も 適当 に 小さ くし て 下さ い 。 ス ケル トン 
は 外し て )。 





詳 一 ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ーーー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニー ニー 半 


Mr. ジ ェ ン トル 


| 























Name 


イエ ロー パズル ML ユキ ・ ダ ルマン 





Color 青 | 


スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 
jHead、jTail1 以下 の ジョ イン ト は 削除 
し て 下さ い 。 





スケ ルト ン は 208 レッ ド パ ズ ル を 
参考 に し て 下さ い 。 


jrdstR 』 
109 の モン スタ ー の よう に 結 唱 と 
細 だ る ま を 並べ て 下さ い (こい つの * 
場合 は Z 軸 上 で な く XX 軸 上 に 並べ て 
下さ い )。 





所 nee 鉱 内 葵 





結晶 は 板 ポ リ ゴ ン に 
アル ファ 抜き で 。 





費 だるま の 色 は モン スタ ー と 
一 緒 で 。 バ ケツ は 鼻 の 色 。 
大 き さ は 本 体 と 一 緒 で 0.8m 





吐 一 ニー ニー ニー キトー シーー も モ シ ⑥ ヘ ドド ドド ベ ド b レ b| | --------- 調 
2 に 目 目 2 ルル 還 屋 クン 人 
| 生 5q5 ニ Kg ミニ 5& ニ 5 ニニ ニニ ニニ ニレ bb 了 ニ トト bkkukhkbkb ほ 8 





Name 


ディ アボ ロス 


スケ ルト ン は 029 の モン スタ ー を ベー ス 
に し て 下さ い 。 029 より 肩 皿 が 広い 感じ 。 


身長 は 029 の スケ ルト ン に 
合わ せ て くだ さい 。 








| 





製作 仕様 NPDe5008 


2.5m (キン トウ ン 含 まず ) 


Color 
il 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
正 ar 以下 の ジョ イン ト は 削除 
し て 下さ い 。 


左手 は 棒 を 持っ た まま 、 右 手 は 
棒 を 持っ た の と 、 絵 コン テ の よう な 
手のひら を 前 に 向け た 二 種類 を 

別 モ デル で 。 

























腕 が 激しく 勤 き 回 る の で 、 肩 周り の 
ウェ イト を し っ か りお 願い し ます 。 


3 
椅 邦 9 誠 も 
ー 人 


滞 









人 人 条 2013|" アン モロ ドン | 市 。 | 


スケ ルト ン は jPelvis だ け 使 用 し て 上 


あと は すべ て 付け 足し て 下さ い 。 
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グ 入 回 ドジ 





ーー ニー 
ディ アポ ボル ガ 








さ 
MAY 


当 革 癒合 各 潜 さや 届 落 撮 山 性 




















すい ee の" ぁ o ワ ッ パ 


スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 
iTai 1 以下 、 jHead 以下 、 
jColiarLR,.jToeLR は 削除 

1 し て 下さ い 。 


放 


足 は 10 本 で す 。 


こ 口 は 開き ませ ん 。 


寺 この モン スタ ー は 可愛 い の と ! の リア ル 
] な の 二 種 類 で ひと つの モン スタ ー で す 。 
スケ ルト ン は 別々 で す が 、 ポ リ ゴ ン 数 
テク スチ ャ ー の 総量 は 一 体 の モン スタ ー 
の 範囲 に 収まる よう に し て 下さ い 。 


舌 は な く て で いい で すゞ 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 開 きま す 。 





スケ ルト ン は 220 を 
使っ て 下さ い 。 


指 は 動き ます 。 スケ ルト ン は 208 レッ ド バ パズル を 


参考 に し て 下さ い 。 


モデ ル は も も まで 作っ て 
下さ い 。 





必 褒 9 肖 


ーー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ 


| 上 作 儲 様 | "3029| ” ドラ ゴロ ッ ク = | 割 = 。 | 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 開き ます 。 4m 


Pe em タラ ティ 9 ス 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
jNeck 以下 ,iCollarLR は 削除 し て 
下さ い 。 


に 填 。。 | 


4.5m 
剣 は 別 モデ ル で 。 


右手 は 剣 を 撮っ た 状態 
左手 は イラ スト の よう な 感じ で 。 





。 す Pe まう な ヨゴ し て 移 係 EA9T さ い 




















較 ド ーー ドド ニー ドド ドー ド ドド ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ドー ニー ニニ ニニ ニ ニー ニニ ニニ ーー ニー 


パャ 


4m 


スケ ルト ン は 219 を 使用 
し て 位置 を 変え て 下さ い 。 
指す べ て 動き ます 。 












スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
jEar 以下 の ジョ イン ト は 削除 
し て 下さ い 。 

手 は グー の まま 。 









背中 の 煙 は エフ ェクト に 
する の で な く て いい で す 。 







肝 一 に SS ニニ ニニ ニニ トニ bkSk レ ニニ ニニ ニニ ーー 手 
2 


CC 開 le22MaeW.2 


スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
jEar 以下 は 削除 し て 下さ い 。 
両手 と も イラ スト の 状態 と 下 に ある 
拝む の 二 つ 用 意 し て 下さ い 。 


3a% 吉 EC 
Set 










『 
ミ 


SS29 半 で 


た = 信人 eo 
の 第. 


| 


交 計略 











スケ ルト ン は 基本 型 ANIMAL 
JToe 以下 jWrist 以下 

は 削除 し て 下さ い 。 

口 は 開き ます 。 


ピラ ミッ ド の 質感 は 水晶 の よう な 
感じ で 。 環境 マ ッ ピ ング あり 。 


牙 の 看 間 は モデ ル で は 鼻 が 通る 
くら い 空 け て お いて 下さ い 。 


Color 
に 羊 | 


トン は 基本 型 HUMAN。 
抜く の で モ デル に 


製作 仕様 meo3d7 バル キリ - 大 
作 


1.8m 








本 中 
き 
ンー 


腕 を 思い っ きり 上 に 上 げ る の で 
肩 周 り の ウェ イト 注意 し て 下さ い 。 


両 手 と も 刀 を 撮っ て る 
よう な 感じ て 。 





パル キリ ー 燕 





製作 仕様 Numbebns2 Name キン グイ ン セ クト TP 線 | 


スケ ルト ン は 基本 型 BUG を ベー ス に し で 
JHead 以下 を 削除 、 後 は 
色々 くっ つけ て 下さ い 。 

























製作 仕様 09 PP 鬼神 


































スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
口 は 開き ませ ん 。 手 は グー の まま で 。 jHead 以降 の ジョ イン ト は 削除 
jHead 以下 は 江 除 し て 下さ い 。 し て 下さ い 。 


刀 は 抜く の で 

刀身 も 作っ て 下さ い 。 
刀 も ワン スキ ン モ デル 
で す 。 人 





氏 一 枚 に ジョ イン トー 個 な 
、 感 じ で す 。 







問 は 普通 の と 問 っ た の 
ニ 磁 類別 モデ ル で 。 


左手 は 常に 羊 を 握っ た まま 、 右 手 は イラ スト の よう な の と 


刀 を 掘っ て る 二 種 類 を 別 モ デル に し て 下さ い 。 吉 
く 70- タ > すぐ te 











スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
]Head 以下 は 削除 し て 下さ い 。 
両手 と も イラ スト の 状態 と 信 を 
掘っ て る 二 種 類 お 願い し ます 。 


パズル シリ ー ズ の スケ ルト ン は 、 宝 石 の 位置 が jPelvis 
で , 分 割 さ れる パー ツ ひ と つ ひ と つ に ジョ イン ト を 割り 
当て 、jPelvis の 子 に し て 下さ い 。 各 ジョ イン ト 名 は 『 
適当 で 構い ませ ん 。 

















スケ ルト ン は 基本 型 HOMAN 
jEar 以下 の ジョ イン ト は 削除 し て 下さ い 。 










スケ ルト ン は 基本 弄 PRETTY 
jEar か ら 先 と jTail1 か ら 先 は 
削除 し て 下さ い 。 

頭 は jNecK で 動か す 感 じ で す 。 


目 は jHead、 口 は jAntenna 
で 開 開 さ せ て 下さ い 。 


肖 ee 計時 際 








て 
に の 8 
9 


4 










て が い 
この 本 鶴 も ワン スキ ン で 一 緒 に し て 下さ い 。 
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准 著 麗 雇 や 送 NN 国 彼 遇 性 




















大 


iR 











/ 


り / 















Name 


















製 作 仕様 Jumpep035 Name コア ラ 先 生 Tr 埋 | 製作 仕様 Number 239 




















スケ ルト ン は 基本 型 PRETTY 2 スケ ルト ン は 基本 型 BUG 

提 aiH1 以下 の ジョ イン ト は 削除 スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 

し て 下さ い 。 必要 な ジョ イン ト を 加え て 下さ い 。 
jJaw で 口 を 動か す 感 じ で メガ ネ 日 開き ます 。 

が 動く よう に し て 下さ い 。 









扇 は jWristR を rotate 





する と 閉じ た り 開 いた りす る 
ガ アプ  / よう に お 願い し ます ( 口 と 
/ アー に ウェ イト 100% 同じ 感じ で す ) 

Pd 2 


足 を 動か す jHip 以下 の 
で 羽 を 動か す よう に 


時 板 と キラ ッ と チョ ー ク 
も ワン スキ ン モ デル 8 (2072 を 


敵 9a0 / 
さぶ / 
ア 

















っ 交 。 。 5 N す コ 
Da も プ (5) t や 4 3 
ア と 似 2 / ンー 
3520 INBS ー 
ARehDe (3822 ヤツ ) さ / 
ギ y 





モデ ル 作 製 の 除 は jAntenna1 か ら 10 は 
16 メ ー ト ル で 作っ て 下さ い 。 jAntenna1 の 
は jHead の 少し 上 くら いで 。 


C 電 中 と で ) 


置 












083. ケ ンタ ウル ス ヘ ル を 
ペー ス に し て 下さ い 。 













スケ ルト ン は 基本 型 HUMAN 
Er 村 且 も Sb スケ ルト ン は 208 レッ ド パ ズ ル を 折 隊 生 26。 
We 尻 の 上 か ら 左 右 
参考 に し て 下さ し 2 本 の 羽根 が 生え て ます 。 
ウェ イト は jPelvis 


に 100%。 











25 8 史 で 











BPIKsaonavae 


ーー ジー の ーー 






呈 ー ニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ に に ニニ 納 
ビュ ら 20 司 2 が ww へ ブン タウ ルス 





078. バ ルキ リー を ペー ス に し て 
下さ きい 。 





背 筋 を 伸ばし て 2.3m 


Pr 民 ASA を 


スケ ルト ン 構 造 は 072 の モン スタ ー の も の 
を 使用 し て 体格 に あわ せ て え て 下さ い 。 
角 の ジョ イン ト 名 は jAntenna 

羽 の 名 前 は こち ら で 入 れる の で 適当 で 

か まい ませ ん 。 














スカ ー ト は 後ろ も 前 と 同じ 
模様 に し て 下さ い 。 
ーー 
。 還 還 還 ワル キュ ー レ ゼ 中 








央 
















無い も の は 、 
人 ラフ イラ 
スト 』 指 か れ て いる 。 少数 で は ある が 紹介 し て いく <。 
















9 規 wx- ruede、 
キレ イ 末 Lee @ 吾 に 疲 G* 仙 ゆ 和 を で vV ま さい 。 


人 人 旬 明生 系 な 。 も 直り 人 
@ たい 人 帳 。 人 電 


\ ム 上 隆 間 旦 。 如 が か 
mg 和賀 






























> 生か て いま て 
ルル の で ks 


人 机 W 重 放 く は 
ーRAX-xAE> を 意識 te。 
4 リブ ルイ マー の を で 








難 テ SS ニニ ニニ ニニ ニ SbSbGq ペ ゅ ヘ 皇 


人 人 急 の 涙 
ーー 


ッ 








3127 2 還 の 呈 ma 








て っ 入 S 人 憧 党 和 い tes 結 軸 y で * . 


As 科 そる 1 2 か 
4 基 い 際 Y 間 て い い Ok 人 h り は 
に ・ 
も を 無形 も で 
人 まい あま せい, 


9 外 


Eo 








で 5 令 で きみ まう な 。 、 
> 換 じゃ れる 
還 








Ep クタ 
呈 



































/ 
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准 著 奏 舎 各 の 溢 NNI 司 藻 郁 晶 簿 








ビー 制作 用 に 描か れ た 芋 
コン テ を 紹介 し よう 。 実際 の ムー ビー 
と 見 比べ る の も 面白 い だ ろう 。 











ee 





①SHOT1-1 00:00-00:03 

火口 の 中 に ある 召還 の た め の 祭 壇 。 (全体 的 な 状況 説明 用 ショ 
ッ ト ) プ 誰 も 入れ な い は ず の 場所 と いう 究 囲 気 。 
⑧⑥SHOT1-2 00:00-00:03 

火口 の 中 に ある 召還 の た め の 祭壇 。 そこ に カル ノ が 立っ て い 
る 。 な に や ら 直 ろ し い 場 所 と いう 雰囲気 。 

SHOT2 00:03-00:05 

吾 選 する 前 に 精神 統一 を し て いる 。 ( 何 か を 始め よう と し て いる 
こと を 伝え る ) 何 か が 起こ り そ う な 雰囲気 。 

④SHOT3 00:05-00:07 

カル ノ が サラ マン ダー の 召 恒 を 始め る 。 召還 の 儀式 プ い よい 
よ 何 か が くる ! と いう 感じ 。 





⑤SHOT4 00:07-00:07 ⑥⑦SHOT5 00:07-00:]1 1 「 
カル ノ が 何 か を 真剣 に 見 つめ て いる 。 (次 の ショ ッ ト へ の つ な サラ マン ダー の アッ プ 。 (モデ ル が アッ プ に 耐え られ な けれ ば 全 昌 
ぎ ざ ) 強い 意志 と 期待 感 。 体 を 撮る 。 才 裕 が あれ ば 秋 が 出 て る 様 に ) ン 満 足 感 








1G」 に お ける オー プシ グ ム ー ビ ー は PB7( タ ー ン ある が 

紹介 する の は イメ ー ジ ムー ビー の ほう 。 こ ちら で は イメ ー ジ 

の ラフ イラ スト の み と な っ て いる 。 冒頭 で 鬼神 と バル キリ ー 

燕 が 対 財 。 そ し て 場面 は 切り 替わり 、 デ ィ ア ラ が 廊下 を 足早 
に 歩い て いる シー ン 。 描 写 が 足下 か ら 顔 に 写っ た あと 、 学 園 
1 内 の ある 一 室 と 思わ れる 部 屋 に 到達 。 大 き な 扉 を 開け て 声 を 
が ける ディ アラ 。 部 屋 の な か に は 、 暗 導 の な か ロウ ソ ク の 光 ⑤)| 
と と も に ダグ リス が 登場 。 そ し て 彼 の 持つ 刀 が アッ プ に な る 。 | 
そし て 場面 は 鬼神 こと バル キリ ー 燕 が 対 時 し て いた と ころ に 戻 
り 、 つ ば ぜ り 合い を 続け な が ら 一 旦 両 者 が 離れ て 、 再 び 剣 が 
重なり 合う と ころ で 桜 が 舞 い 散 D り 、 タ イト ル が 出 て 来る と い 
う も の 。 ラ フイ ラス トト に は 無い が ① の 前 に は 水面 か ら 鍵 が 浮 
遊 し こく る シー ン が ある 。 














※ 各 オー プ ニ ン グ ム ー ビ ー は セガ 公式 ホー ムペ ー ジ の 「 セ ガチ ャ ン 」 の Ch3、 ア ー ケ ー ド プロ モ ム ー ビ ー 内 で 配信 中 (2005 年 3 月 現在 ) 。 





















が お む お 。 祈 り を 捧げ る か の よう に 目 を 閉じ る と 鍵 か ら 光 が 放 た れ 、 タ イト ル 表 示 と な る 。 





場面 説明 演出 意図 ・ 技 術 面 


ハイ スピ ー ド で 区 いて で くる 煙 章 の ある 包 想 的 な 紛 薔 気 で 。 


ブレ スト 伯爵 の 息 と 半 連 する よう に 。 





ハイ スピ ビー ド か ら 一 気 に 
閣 


スロ ー モ ーション に な る 時 間 の ね じ れ を 感じ さ 社 る よう に 。 





夢 の 世 罪 の よう な 幻想 さ 。 


夫 に 浮か ぴ び 上 が る ホホ 々 の 中 を 、 アヴァ ロン の 閑 で ある こと を 感じ させ る よう に 。 


如 の 、 糸 の よう な 箇 が 江 う 





束 の 煙 、 到 の 間 、 速 い ス ピー ド で 流れ て 行く 褒 を 
互い に フェ ー ド する 。 





徐々 に 価 か の 
区 ろ し い 力 を 感じ させ る 。 





し ば らく じっくり 見 せる と 良い 。 
プレ スト 和 燈 器 の カー ド 


その 手 を 一 気 に 顔 の 前 に 下ろ し て 、 


売 例 に と め た り し な いで 、 
聞 が 多少 力丸 っ て いる 万 が 長い 。 





/ 光 いみ を る 


カー ド を 前 に 、 捕 神 を 統一 する 。 緊張 感 を 半 っ た シン メト リー で 。 
「 閑 が モン スタ ー よ ・・・」 


(な 2 すす 





方 を 込め て 、 カー ド か ら パ ー テ ィ ク タル が 
づい に ブレ スト 拍 還 を 召 恒 する 。 備 び 出し て る よさ そう 。 
「 い で よ 来 た ! と いう 感じ が 伝わる よう に 。 
すす / ゲ 
踏 虹 の カカ 恋 パー ティ ケル を 散ら し て お いて 
次 元 を 切り 懇 く よう に 集まっ て 街 く 量 力 で 引っ 氏 る か 付か で よさ そう 。 
プレ スト 燃 処 の 「 杖 いと 呈 収 』 その 他 は で きれ ば 20 女 理 を 。 


この 中 か ら ブ レス ト が お 徐々 に あら われ る 。 


黒い 光 の 様 な 感じ で 、 
そこ に パー ティ タル が 集まっ て 行く 。 





の トド 光 





エキ スパ ンション の ムー ビー は 「1.20』『1.30』 共通 で 、『1.00』 に 登場 し な か っ た キャ 
ラク ター が メイ ン と な っ て いる 。 森 林 の な か を 疾走 する 場面 か ら 始ま り 、 ア リュ ユー シャ が カー 
ド を が ざし 、 ブ レス ト 伯 田 を 呼び 出す 。 ブ レス ト 伯 爵 が 登場 し 、 自 分 の 首 を か ざし 黒 の エネ ル 
キー が 集まっ て いく と ころ で 、 場 面 は 海洋 へ 。 メ ガ ジ ョ ー が 水中 か ら 海上 へ 勢い 良く 飛び 出し 
て また 水中 へ 。 そ し て 場面 は 海上 に な り 、 浮 上 する メガ ジョ ー の 上 に 立つ シズ マ 。 腕 を 組み 立 
ち 掛 け 声 を 上 げ て 場面 は 切り 替わる 。 絵 コン テ で は ここ で 終わ っ て いる が 、 こ の あと コッ ペリ 
ア が 登場 。 何 も な い 白 い 空 間 の な か で ゆっ くり と 飛び 上 が り 、 上 方 か ら 舞 い 降り た 鍵 を 手 に つ 





・ー' 征 "ーーーー"ー"ーーーー"ー"ー"ー"ー・ー・ーー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ーー・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーー 


* ゴ "ーーーーーーー"ー バ ー バ ーー"ー"ーー"ー"ーー・ー・ー・ー・ー・ーーーーーーーーーーーーーーー 


じっくり 、 ゆ っ くり と 織 の 中 か ら プ レス ト 公 朋 が 姿 を 現し 始め る 。 


ふるい 、 人 ザ 
8 現れ て きた 所 座 し っ か り 、 ま だ 現れ て いな い 所 は 
半分 ぐ で ら い 衣 に 埋もれ て いる よう に ライ ティ ング 。 


cp 提 生 


3 





3 
か を 
まそ ミ 


も Ssk う 2 
っ た さま 


こそ を 





潤 び 散っ た バー ティ クル で 、 最 が 明る く な っ て いく ぐ 。 





ゆら ゆら 絵 が 括 れ た りす る の は コン ポジ ッ ト 時 に 
ディ スプ レイ スメント を か けれ ば OK。 


26: 





つい に 送 光 を 溶 ぜ で 遂 い シ ル エ ッ ト 、 大 き さ 、 遠 方 で 、 
プレ スト 仙 本 が 姿 を 現す 。 昭 い を 感じ させ る 。 
局 り の 林 々 は ほ は 半 け る あの よう に 未 を 共 り ゴン に し て 


纏 る ぐ 、 鋭 い 影 に な る 。 Mental Ray も いい か も 。 




















る 人 計 
と 、 下 分 の 次 を 持ち 上 ば 、 
トー 生ま プシ レス 5 
Es ae パー ティ クル は 、 
最 い 血 の よ うな 絢 が 溢れ だ す 。 で きれ ば 20 で や り た いと ころ 。 
圧 仙 的 な 強 さ を 感じ させ る よう に 。 
景 を 明る い 張 景 に 使 導 し て 、 
強い 圧 追 感 を 出さ 世 る と よい 。 
うい は 
この 周 環 を 流体 エフ ェクト で 糧 に し て 、 
海 の 中 の 様 に し て シズ マ へ 。 
場面 説明 ・ 演 出 意 蔽 技術 面 
BGM の どこ か で 
キレ イ な 海 の 中 を メガ ジョ ー が 告 く 。 『California Gifs」 の イン トロ を 引用 し た い 。 
光 が 差し 込ん 々 で き て いて 、 ライ ト の フォ グ を 使用 し て 
海底 に 信 跡 が 浮か び 上 が る 。 差し 込む 光 を 嫌 理 。 
アヴァ ロニ ア の 適 跡 ? Mental Ray は 濾過 ぎる の で ダメ 。 
後ろ の 方 に 急 の 覆 れ が 泳い で いる 。 奥行 きも 環境 フォ グ で 。 
幻想 的 な 寺 囲 気 で 、 
グ ジ ラ と か 、 そ ぞう いっ た 巨大 な 生物 が 軌 の 如 れ に アン チュ まぎれ る ! 
近付い て くる 感じ 。 p 
る 326 
光 の 筋 が 据 れ た りす る と キレ イ 。 
3 69 
メガ ジョ ー 混 上 。 
真っ 暗 な 海 許 か ら ・・・ 
泡 を 出し な が ら 肖 上 する 。 
人 の ココ で も 海 画 の きら めき が ポイ ント 。 
3 で 
上 空 で は カメ ラ が 多少 パン する 。 
2 を 才 CMEYHr 
飛 潜 で 荻 ん で いる 費 跡 が 出る 。 SS 0 PT 
血 そ うな 太 器 の 光 が 


メガ ジョ ー の シル エッ ト を 人 衝 る 。 


ひし の Er 2 で それ 。 
て urs 放 =sm た と 3(@* を 


テー 


メガ ジョ ー、 物 大 い 飛 攻 を あげ な が らち 飛 出し て くる 。 
太陽 を 稼 に 胡 け 、 飛 漆 が キラ キラ 閣 く 。 


3 - 巻 2 





パー ティ み ル に よる 飛 涼 。 
Oceanh は 、 で きれ [ば Displacermert を 回 期 。 


そし て 海 開 に も どり 、 浮 上 。 





サト っ > すき 
浮上 する メガ ジョ ー の 
上 に 宜 っ て いる シズ マ の 足 が 、 水 を 弾き 返す 。 
和香 | 
大 海原 の 広 さ 、 
し ゃ が ん だ シズ マ が 起き 上 が る 。 要 の 照り つけ る 日 射 し を だ せる と いい 。 
上腕 を 角 々 で 、 四 を 惑 じ て いる 。 
『 ふ う 、 イ イ 研 が シズ マ を どれ だ け イ キイ キ と 
吹い て や が る ぜ こ ん ち き し ょ う 』 させ らち れ る か が ポイ ント 。 
《 ボ イス な いけ ど ) 
そこ に 後 る から 御 間 の 和 角 が や っ で くる 。 
ボー ズ を と りな が らち 、 
「 う お っ し ! イッチ ョ か まし た る ぜ !!」 ・ 
くに 




















浴 半 共感 港 外 溢 NN 同 落 坦 山 避 
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人 








紙 1 川 入 路 同 収 公明 め 
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に こ * 























一 ナイ トメ ア ( ブ レス ト 伯 爵 ) 


一 チャ イレ ン 


・ ルカ 


較 セ ラフ ィ ー 


一 (妖精 た ちの 身長 比 ) 








論 ぁ 


づい て いま し 


が 


定 


ルル 
区 


に | 


3 姉妹 ] と いう 


、 コ ロン は 音色 を 武器 に する 「 音 妖精 


モル カ 


つる 大沼 上 ル ナ チム 


こ 載 


( 


ちな み に 、 下 段 
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一 力 ツ 


田 テ ンプ トレ ス 
ベト (3/ 





圏 ス ター ダ 





2 


圏 小 ラ ー レ ディ (キラ ー レ ディ ー) 





ee 





喚 前 ] 





了 | 
中 


較 プ ラテ ウム [ 








鐘 








カー ドイ ラス ト の みな ら ず 、 多 数 の イラ スト が 存在 する 
[アヴァ ロン の 鍵 』。 ホ ー ム ペー ジ な ど で 一 部 公開 され て い 
た も の も ある が 、 こ こ で は 未 公開 で 眠っ て いた も の も 含め 
て 一 挙 大 公開 ! また イラ スト レー ター の 方 に 、 イ ラス ト 
に つい て の コメ ント も いた だ いた 。 な か な か 見 られ な い 魔 


道 競 技 会 モー ド の エン ディ ング 画面 や 、 連 結 し て いる カー 
ドイ ラス ト に つい て も 掲載 し て いる の で 、 じ っ くり 眺め て 
堪能 し て ほし い 。 





| カレ ノ 画 プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど 











カル ノ ( イ メー ジイ ラス ト ) 
・『1.80』 一 『1.30』 開発 の 際 に 、 作 っ た 時 間 で 描い た 絵 で す 。 寒い 土地 仕様 
の 服 に し て み ま し た 。 ア ヴァ ロン で は 、 濃 く 暗 く 塗 りこ ん だ イラ スト が 少な い 
の で 、 少 し 清 し いか も し れ ま せん 。( 中 田 ) 


・ 一 番 初 め の イ メー ジイ ラス ト で す 。 オ ー ソ ドッ クス な タイ プ の 究 囲 気 に ま と め 
つつ 、 カ ル ノ の ドラ ゴン と の か ら み が 表現 で きれ ば と 描き まし た 。 (田口 ) 










| カル ノ 








カル ノ S サ ラマ ンダ ー 田 本 稼動 前 ロケ テス ト IC カ ー ド イラ スト な ど 
・ ロケテ 版 IC 用 に 描き 下ろ し た も の で す 。 プ レイ ヤー と モン スタ ー の か らん だ 
一 番 最初 の イラ スト で す 。 箕 明 水彩 風 に 狙っ て み ま し た 。 (田口 ) 


・『1.10』 開発 後 、 一 番 最初 に 描い た キャ ラ の イメ ー ジ イラ ス ト で す 。 背景 と キ 
ャ ラク ター の 遠近 感 や バラ ンス に 苦労 し まし た 。 カ ル ノ の 優し い 雰 囲 気 が 伝 わ 
れ ば 良い の で す が 。( 中 田 ) 




























THE KEY OF AALOR 


カル ノ ( イ メー ジイ ラス ト ) 
MR ワラ マッ ター トウ ゥ ー ン 風 に し た の で す が 、 実 は 『 弐 』 で 和風 と これ の どちら か に し よう と 考え 
・ キャ ライ ラス ト の 枚数 を か な りこ な し た 後に 描い た 一 枚 。 遠 近 感 と か に 、 少 し て まし た 。 結 局 狙い 過ぎ と いう こと で 、. こ れ は ボツ 案 に な り ま し た 。 (田口) 
こなれ た 感じ が し ます 。 で も 全体 的 に ちょ っ と ケバ く な っ て し まい まし た 。 


カル ノ 画 | ア ヴァ ロン の 鍵 オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー・ エ クス パン ショ ン キッ ト ]」 

中 扉 シ ー ト イラ スト 

・ カル ノ と サラ マン ダー の 関係 が 友情 に 近い 雰囲気 を 出し た いと 思い 、 青 空 の 下 
で 爽やか な カル ノ と サラ マン ダー を ぷ ぶつけ て み ま し た 。 (田口 ) 


カル ノ S 鬼 ブル 
・ マス で 戦闘 に な っ た ら こ ん な 感じ と いう イラ スト で す 。 タ イヤ が 岩 を 砕い て る 
様子 を 見 せ 場 に し て み ま し た 。( 田 口 ) 





カル ノ & モ ンス ター 田 |[ ア ヴァ ロン の 鍵 オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー セ ッ ト 」 カ ー ド デ 

ー タ リス ト 表 紙 イ ラス ト な ど 

・ カ ル ノ ひ と り が 大 軍団 を 呼び 出し て いる イメ ー ジ で す 。 背景 に いる タワ ー は 「 タ 
ワーS 兄 第 」 な ど ご と 呼ば れ た り し まし た 。 (田口) 


52G の ラッ の 3P 本 DPE の 5ー 
クス パン ショ ン キッ ト 」 カ ー ド デー タリ スト 表紙 イラ スト 
・ 千 の サラ マン ダー 軍団 を 呼び 出し 、「 竜 王 」 の 雰 囲 気 が 出せ れ ば と 思い 描い て み 
まし た 。 (田口) 


カル ノ & サ ラマ ンダ ー 男 | ア ヴァ ロン の 鍵 魔 導 アカ デミ ー 入 門 書 & き カー ドコ ンプ リー ト ガ イド 」 (エン ター ブレ イン ) 表紙 イラ スト 
| ・ 初 め て の 攻略 本 な の で 狙わ ず ス トレ ー ト な 絵 に し まし ょ うと いう こと で 描き まし た 。「 右 隅 の コッ ペ は 何で いる の ? 」 と か 突っ 込ま れ ま し た 。 

















リョー ジ ヤ 
・ 少 し ば か り 狙 っ て 描い た 絵 で す 。 チ ャ ペル は か な り 細 か く 描 いた の で す が 、 お 
約束 どおり 潰れ て ほとん ど 分 か ら な く な っ て いま す …。 (中田 ) 







アリ ュー シャ 
・ こ れ も 『1.20』 一 『1.30】 の 頃 に 描 ま し た 。 実は 創 と 時 間 を か けた 一 枚 で 
す 。 人 ひと り の 中 で 空間 を 出す べく 、 田 口 さ ん に アド バイ ス 貰 いな が ら 試 行 錯 
誤 し まし た 。 右 足 の 革 パ ン の 質感 が 気に入っ て ます 。 (中田 ) 





アリ ュー シャ & ブ レス ト 伯 脳 田 月 刊 ア ルカ ディ ア ( エ ンタ ー ブ レ イン )20083 年 
1 1 月 号 表紙 イラ スト 。 プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど 

・ これ は 最初 | 表紙 の カル ノ は どん な の が いい で すか ? 」 と 聞い た ら 、 ア ルカ デ 
ィ ア さん が か がら 「 ア リュ ー シ ャ で お 願い し ます 」 と リク エス ト が 来 て 描い た も の 
で す 。 (田口 ) 


eo 
へ 





アリ ュー シャ & ブ レス ト 伯 明 
- アヴァ ロン で は この 関係 は 切っ て も 切れ な いも の で す 。 (飯島 ) 
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シズ マ ( イ メー ジイ ラス ト ) 
・ カ ル ノ (138 ペ ー ジ ・ イ メー ジイ ラス ト ) と 同じ 時 期 に 描き まし た 。 顔 が 上 手 く 
描け な く て 申し 訳 な い 気 持ち 。 で も ボディ ライ ン は 、 マ ルス の 様 に 綺麗 に 描け 
た と 思っ て いま す 。( 中 田 ) 












シズ マ 田 プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど 

・ これ を 所 くに あたっ て 、 塩 焼き の 画像 ば か りみ て た ら 凄 く 食 べた く な っ て 、 本 
当 に 食べ に 行き まし た 。「 た ま に は シリ アス な シズ マ を 描い て ]」 と リク エス ト さ 
れ て 摺 い た 一 枚 で す 。( 中 田 ) 














シズ マー 
・ 当初 、 岩 に 打ち 寄せ る 波 を 小さ く 描き すぎ て 、 ま る で 「 大 き な 岩 と 巨人 シズ マ 
| な 絵 に な っ て し まい まし た 。 彼ら し い イ ラス ト に な っ た と 思い ます 。 (中田) 








シズ マ V5 イ ー ノ 回 イ ー/ ノ プレ イヤ ー カ ー ド イラ スト ド が な ど 
・「 モ ンス ター 同士 の 対 時 シー ン は こん な 感じ で し ょ う 」 と いう イラ スト で す 。 手 
前 の イー ノ が いい 感じ で す 。 (飯島) 





























ー ご マネ プ へ 曲 居 活 





イー ノ 
・『1.80』 一 『1.30』 の 時 期 に に アリ ュー シャ と 一 緒 に 描き まし た 。 1 、 ら 歳 ほ 
ど 年 齢 が アッ プ し て ます 。 髪 の 塗り 方 は お ちょ っ と 間違え た か な …。 当 時 は これ 
で いい と 思っ て いた の で す が 。 (中 田 ) 









イー ノ (図書 館 ) 
・ プ リティ ベル の カー ドイ ラス ト で 懲り た は ず な の に 、 ま た 図書 館 を 描い て し ま 
いま し た 。 光 の あたり 具合 は 上 手 く 描 けた … か も 。 (中田) 











ロー ザ S ピ ノ 
・ [普段 の ロー ザ ]」 と いう こと で 、 居 眠り ロー ザ で す 。 ス カー ト の 裾 あ た り の 光 と 
影 、 木 漏れ 日 の 具合 を 田口 さん に 誉め られ た の が 嬉し か っ た で す 。 (中田) 





隊 






0 了 2 の 8 NO こい ん る 
ロー ザ ( 午 後 茶 ) 田 プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど | 
・ まだ 王国 が 健在 の 頃 の ロー ザ 。 当 時 に し て は 背景 が ちゃ ん と 描け た の で 気 に 入 | 
」 つて いま す 。 (中 田 ) | 


























コ w り ア 

・ 私 は 人 を 描く と 、 割 と ヘッ チ リ し た 体系 に な っ て し まう の で 、 こ の コッ ペリ ア 
は 細身 に する の に 苦労 し まし た 。 レ ー ス を ひたすら 描い て た 気 が し ます 。 今見 
て も 「 よ く 描 いた な 一 」 と …。 (中田) 





コッ ペリ ア 面 プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど 
-「 空 か ら お 迎え が 来 た ] と いう 、 砺 し い 一 枚 で す 。 焦 眼 風 の 絵 は ま と ん ど 描い た 
こと が な か っ た の で 、 つ じ つ ま を 合わ せる の に 苦労 し まし た 。( 中 田 ) 





ロー ザ & く コッ ペリ ア &S ジ ャ ンプ ブー 














コッ ペリ ア く ジャ ンプ フー 
・ 昔 の 魔法 アニ メ 風 に し て みよ うと …。 シ ル エ ッ ト と 動き が 気持 ちよ く 見 せれ た 
ら と 思い 描き まし た 。 (田口 ) 








・ た ま に は これ くら い の 雰 囲 気 ちい いで し ょ うと 思い つつ 描き ま し た 。 広報 に 「 ユ 
ー ザ ー と 同じ 目線 で すね 」 と 言わ れ た イラ スト で す 。 ロ ー ザ の 長 が アー ル ヌ ー 
ボー 風 に 上 手 く 描 け ま し た 。 (田口 ) 











ダグ リス 
・ 一 発 ネ タ な 構図 な の で 、 月 や 洋服 等 は し つこ く 細 か く 描 きま し た 。 で も 顔 だ け 
畠 き 直し た いで す …。( 中 田 ) 
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ダグ リス プ レイ ヤー カー ドイ ラス ト な ど 
| . アカデミー 内 の ディ アド ラ の 部 屋 で の ワン ショ ッ ト で す 。( 陸 原 一 樹 


ダグ リス & デ ィ ア ラ ( 秩 序 と 戒律 ) 一 「 ア ヴァ ロン の 鍵 弐 ] 販促 ポス ター、 広 告 
オイ スト は よど 


・『 弐 』 に 関し て は この 4 人 が 象徴 的 な 存在 で す 。 鬼神 と バル キリ ー 燕 は 、 モ ンス 
ター の 枠 を 越え て 欲し いと 思い 描い て み ま し た 。 (田口) 


5 
・ アカ デミ ー 内 東方 研究 所 の 入り 口 階段 に て 。 何 気 な い 物 腰 に エリ ー ト 風味 が に 
> ぶ 一 枚 。 優 玲 で いて 地べた に 座る の が ミソ で す 。 (久保田) 











ディ アラ ( 笛 ) | 
・ 建物 に 8 割 近 い 時 間 を 割 い て 描い た の に 、 言 すぎ て よく 分 か ら な いと いう お 約 
束 の 絵 で す 。 で も 気に入っ て いま す 。( 中 田 ) 











ダグ リス ディ アラ (東方 の 庭園 ) 画 月 刊 GAME ぎ ゃ ざ ( 小 ビ ピー ジャ パン )2005 
年 1 月 号 表紙 

1 玉 』 の イメ ー ジ で ある 和 の 空間 に いる ふた り を 、 濃 い 胃 の 中 に 浮き 上 が る よう 
に まとめ て み ま し た 。 (田口 ) 





ディ アラ S コ ッ ペ リア S ロ ー ザ 
・ 学園 生活 の 一 部 を 描い た 貴重 な イラ ス ド で す 。 コッ 2 日 ア の な つき っ ぷり で デ 
ィ ア ラ の 人 思 を 感じ る よう に し て み ま し た 。( ス 保田 ) 








ィ ア ラ & バ ルキ リー 燕 
笛 を 持ち 平和 的 な ディ アラ と 攻撃 的 な 燕 が 、 こ の 組み 合わ せ の 持ち 味 で し よう 。 
( 陸 原 一 樹 ) 






ーー ゃ ふ 


デ 























い ーー 


デポ ナド ラ 
ディ アド ラ の デザ イン を 決め た 後 、 図 書館 と ゲー ム 中 は 衣装 を 変え よう と いう 


こと に な っ て 、 新 た に 描き 起こ し た 一 枚 で す 。 こ の 頃 は 図書 館 で も 赤 髪 で し た 。 
」 緑 ver. と は 顔つき も 変え て いま す 。 (中田) 


ニー 











キャ ラ S&S モ ンス ター 集合 
・ 開発 の 初期 か ら モ ンス ター を あて が うこ と で 、 プレ イヤ ー の キャ ラク ター 性 を 
表現 し よう と 考え て まし た 。 カル ノ 好 き な 人 が サラ マン ダー を 好き に な っ て く 
れ て いる と 嬉し いで す 。 (田口) 


攻 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ナ ーー ep 








珍獣 行進 
少 獣 の 存在 が アヴァ ロン の モン スタ ー ら し さ を な を 象徴 し て る と 思い ます 。 (飯島 ) 








科 。 








ー ご パ マ 芝 テ デパ N へ 。 撮 居 問 












ニー ギャ ラ 
・「 ペ ン と イン ク で サラ リ と 描い た 」 風 に し て み ま し た 。 実際 の 絵 の サ イズ も 、 と 
て も 小さ いで す 。 (中田) 


妖精 (イメ ー ジ イラ スト ) 
・ | 妖精 さん 」 で す 。 最初 は 昆虫 と いう 設定 で 描い 
て いた の で 、 羽 根 に 名 残 が 見 られ ます 。 (中田) 


キ ェ - 


| | 妖精 (イメ ー ジ イラ スト ) 

| | ・ こ ちら も 早い 段階 で 描い た 絵 で す 。 こ の ころ は ま 
だ 思い っ きり 昆虫 で 、 妖 精 の 片鱗 は あま りあ り ま 
せん で し た 。 (中田) 














夏休み 圏 メ ー カ ー 暑 中 見 舞い イラ スト ーー 
| ・ ビ ヒッ トメ ペー カー の 財 中 見 舞い 用 に 描い た 絵 で す 。 夏 の 暑い 日 ざし が 伝わる よう 、 陰 影 と 色合い に は 気 を 使い まし た 。 小 ネ タ 満 載 な の で 


















ちょ っ と いい も の 圧 イ ベン ト 配 布 し お り イ ラス ト 
・ 今回 の カバ ー と 同様 に し ん どい 思い 出し か な いで す 。 で す が 、 し お り を 手 に し た 人 が 喜ん で くれ て る の が 、 何 より も 嬉し く 感じ ます 。( 田 口 ) 、 












































タグ リス 8 ディア フラ ( 電 了 ) 還 [ ア ヴァ ロン の 秀典 間 ア カ デ ミ 






カロ 
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左 半分 は 「 背 表紙 に も 絵 が あっ た 方 が いい よね 」 の 一 言 で 、1 日 で 書き 足し まし た 。 魔法 剣客 が か っ こよ すぎ る か な と も 思い ます が 。 (田口 ) 





較 メ ー カ ー 年 損 状 イラ スト 
雑誌 「 ア ルカ ディ ア 」 の 掲載 用 に 描い た 年 賀 状 イ ラス ト で す 。 和紙 で 切り 貼り し た 風 に し て み ま し た 。 慣 れ な いこ と を し て 時 間 は か か り ま し た が 、 可愛 く 仕上 が っ て よ 
か っ た で す 。 (中田 ) 





























バル キリ ー 燕 ( 燕 返し ) [ ア ヴァ ロン の 鍵 弐 オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー」 カード リス ト 表 紙 
・ まさ に 攻 返 し を 仕掛 ける 直前 の ワン ショ ッ ト で す 。 緑 に 包ま れる 、 涼 し く 静 か な 雰囲気 は 上 手 く 出 た と 思い ます 。( 田 口 ) 


























メッ ッッ 
・ 最初 に 描い た アサ シン が あま り に 女 週 ぎ た の で 、 顔 以外 は 前 回 ( 左 : の アサ シン 
の デザ イン を 踏襲 し つつ 、 新 た に 描き まし た 。 (中 田 ) 





アサ シン 
・ それ は ある 朝 、 田 口 さ ん の 一 言 から 始 まっ た 。「 中 田 さ ん 、 ア サシ ン っ て ね 、 実 
は 女 な ん で す 」。「 ! ! !」。 それ を 受け て 描い た イラ スト で す 。 (中田 ) 


グラ ディ エー ター 
ー「 弐 』 で や っ と 日 の 目 を あび る こと に な っ た 不運 の SH で す (飯島 ) 





アマ ゾー ネ & 黒 の 王 & タ ワー 
・ アマ ゾー ネ の ムチ で らら 頭 を 華 机 に さば ぱく と いっ た と ころ で し ょ うか 。 (飯島 ) 
織 - 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ーー ーー ニニ ーー ーー 

















ー ご マテ ボ N! へ 撮 居 紐 








補 ラ ー レ ディッ ー 
・ ゲ ー ム 中 で は 人 肌 を まっ た く 感 じ な い 質 感 で すね 。 ス トイ ッ ク な 凶暴 さ に 人 気 
も 高い よう で す 。( 飯 島 ) 


は 、 モ ンス ター と いう より ロボ ッ ト に 近い デザ イン で すね 。 男の子 の 
た め の モ ンス ター と いえ ます 。 (飯島 ) 


アー ミー アン ト 

・ 実際 の デザ イン より 過剰 ディ テー ル に し て み ま し た 。 こ っ ちの 方 が 生物 に 近い ' 

感じ が し ます ね 。 (田口) ケン タウ ルス ヘル 

・ どう し て も 生き て いる 馬 と 人 間 に し た く な く て 、 地 獄 の 騎兵 と いう 方 向 に ま と 
め て み ま し た 。 (田口) 


























2 ビー 
・ デ ザイ ン 的 に は スタ ンダ ー ド すぎ て あま り 好 き で は な い の で す が 、 最 強 の 能力 
だ っ た こと も あり 、 お か げ で 人 気 は 高い よう で す 。 (飯島 ) 


ゴー スト & リ ッ チ ー 
・ こ と の ら つ は 個性 を 出す の に 苦労 し た 記憶 が あり ます 。 ス タン ダー ド な キャ ラク 
ター に 非凡 さ が 香 れ ば と まとめ まし た 。 (飯島 ) 








プラ ッ ギ ス 
・「 た ま に は 人 型 以外 も 描い た ら ?」 と いう こと で 、 四 足 ブ ラッ ギ ス を 描き まし 
た 。( 中 田 ) 














コン グ ボ ス & ン ・ キ ィ ー 
・ 動物 共 は 筋肉 の 美 し さ を 殺さ な いよ うに 気 を つけ ます 。 た だ 、 モ ンス ター に す 
る 上 で 、 表 現に いつ も 苦労 し ます 。 ン ・ キ ィ ー の 体 は 白 以 外 の 色 を 検討 し つつ 
や は り 白 に 落ち つき まし た 。 (飯島 ) 











ー ご ヤー へ 抹 二 問 / で 





























第 黒 魔王 
・ い ろ ん な イメ ー ジ の ある 「 悪 魔 っ ぽ ぼ さ 」 を アヴァ ロン に 落と し 込む の は 苦 
まし た 。 (飯島 ) 





2 グフ ィ ー デ ィ ー 


エス 
ガ 


し 


・ キャラ っ ぽい 感じ に 描い て み ま し た 。 設 定 で は 、 肌 は 浅 黒 い の で す が 気 が 付い 


て まし た か ? (田口 ) 





ブラ ラウ ム 





・ ゲ ー ム 中 は 光 の 弓矢 で す が 、 実 際 に 持っ た ら こ ん な 感じ で し ょ う 。 (田口) 


イツ プイ ー チ ティ イー 
・ 剣 と 羽根 の シル エッ ト を 大 事 に し て 、 構 図 を 考え まし た 。 
体系 に な っ て し まい まし た 。 (中田) 





が な り ア メリ カン な 






































ダニ コン 6 ピアス 







・ 最初 、 ダ ゴン で は な く シ ー ワ ー ム だ っ た の で す が 、 ピ アス の 剣 を 持た せ た く な 


っ た の で 変え まし た 。 (中 田 ) 






魔法 刻 士 
・ ライ ティ ング を 一 番 最初 に 考え た イラ スト で す 。 
で 、 デ ッ キ に 必ず 入れ て いま し た 。( 中 田 ) 








旧 能 力 の 魔法 刻 士 は 凄く 好き 















阿 く 去 
・ プロ ポー ショ ン の み で 勝負 し た モン スタ ー で す 。 ら 体 セ ッ ト な の が 良かっ た の 
で すご も 、 違 い を も う 少 し 出せ ば 良かっ た と 反省 し て ます 。 (飯島 ) 














ー 
スト ラグ ラー& ジ ャ ンプ ブー 
- これ は 座っ て いる 石段 が 構図 と し て 凄く 上 手 く いっ て いる と 思い ます 。 (飯島 ) 








ー ご ざさ 共 プ へ 提 居 薄 





| 


: 

















ーー 
・ グ ラマ ラス な 白人 体系 で 描 を まし た 。 よ く 考 える と 頭 か ら 羽 根 が 生え て いる ん 
で す よ ね 。 こ れ っ て 。 (中田) 





寺 一 ビア ん 
・ 冷静 に 考え る こと ピアス は ほとん ご 裸 で すね 。 お まけ に モー ショ ン か らく る 印象 
も 強烈 で すし 。 (飯島) 

















バル キリ ー | 
ク ・ この イラ スト は ホン ト に 暇つぶし で 描い た 記憶 が あり ます 。( 田 口 ) | 
チャ イリ ン 





・「 中 華 っ ぽい 妖精 は 可愛 く な る か な ?」 と 思い デザ イン し て み ま し た 。 自 分 的 に 


は 上 手 く まとまっ た と 思い ます 。 (飯島 ) 








| イラ スト ギャ ラリ ー 

















| 
| 





カメ ポポ ン 


・ 最初 名 前 は 「 カ メ ポ ボン 」 だ っ た の で す が 、 つ ま ら な い の で 「 ポ 」 を 入れ た の が 
0 この イラ スト は 赤ん坊 か ら の オマ ー ジ ュ が 入っ て ます 。 
飯島 


ー ニ セテ ぷ N! へ へ 明 居 剖 








の 
・ ポ ポン の つの を 付け た ら 妙 に お か し か っ た の で 、 そ の まま 描い ちゃ いま し た 。 
(田口 ) 











バッ クル 


・| こ ん な ぼん わが キャ ラク ター の 出る ゲー ム を 作っ て みた い 」 と 軸 い つつ 反 い て 
み ま し た 。( 田 口 ) 











ビー パ バ SAI 


・ 凄い 短 時 間 で 描い た 記憶 が …。 珍 獣 は キャ ラク ター 性 が 強い の で 描き 易い で す 。 
(中 田 ) 



























ライ フル ー ツ SS クマ ゴロ ウ 
・ ラ イフ ルー ツ っ て 、 何 故 か 珍獣 の に お い が し ます -…|-。 こ れ を 描く 時 に 初め て 、 
プラ テウ ム の 顔 が 埋まっ て いる の を 知り まし た 。( 中 田 ) 











マリ ディ オペ ル 各 ロー タマ 
・ ロー タン の 可愛 ざさ に や られ て 描い た 一 枚 で す 。 主役 は ロー タン で 、 プ リティ ベ 
ル は オマ ケ で す 。( 中 田 ) 




















の) 
・ ボッ コロ と 一 緒 に 描き まし た 。( 中 田 ) 















ポッ コロ 
・ 少し 強気 な 性 格付 け を し て 顔 を 描 を まし た 。 折角 だ か ら も うち ょ っ と 凝っ た デ 
ザイ ン の 服 に し て あげ れ ば 良かっ た か も 。 (中田) 

















ガル ダー 
| ・ キ ャ ラ 的 に も アメ 


プラ テウ ム 
・ 大使 と いう の は 自分 の 中 で 思い 入れ の 強い 種族 で 、 い つか は 天使 の 出 て くる ゲ 
ー ム を 作り た いと 思っ て まし た 。 (田口 ) 


メカ ーー モン クキ ング オク トル 【 

・ メ カニ モン ク は モン ク な の に 筋肉 買 で し か も ふん ど し と いう 凄い デザ イン で す 
ド 、 か か と 落し の 決め られ る モン スタ ー を 入れ た か っ た の で 、 無理 に 入れ て し 
まい まし た 。 (飯島 ) 


スカ ルマン ミグ ラディ エー ター 
・ これ は グラ ディ エー ター の 負け っ ぷり が 気持 ちい イラ スト で す 。 (飯島) 















|/w ド . ア イズ ー | 2 ルキ ュー レ \De ミ ス フ ラッ ド 
・ こ れ も カ ル ノ と の 相乗 効果 で 人 気 の 高い モン スタ ー で す 。 (飯島 ) 


本 oo 当 2 ミス ブラ ッ ト ? 秘密 ! (飯島 ) 


天 














フェ レッ ト 8 ア ライ ク パ SAIS ル ー ン | モン スタ ー 集 合 
・ こ の イラ スト は 、 タ ッ チ と デフ ォ ル メ が 凄く 上 手 く いっ て る と 思い ます 。 | -・ モ ンス ター は 種類 が 多い し バリ エー ショ ン も 豊富 な の で 、 集 め る と 楽し い 感 じ 
(飯島 ) に な り ま す 。 (飯島 ) 
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賠 & 云 (Ver.1) ' 


ラ シ リ ー ズ ( ジ 


ジグ 





の 


ヽ 





や や 
に ジ 2 
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コバ ル 














EN 


ト 、 ジ 








* プ 
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オー カー) 


「『 ア ヴァ ロン 』 の カー ド の な か に は 、 一 枚 の 絵 と し て 描か れ 


て いて 分 割 さ れ て いる も の が 存在 する 。 カ ー ド を 並べ て みる 
だ け で は わか り に くい 元 と な る 連結 イラ スト 6 点 を 大 公開 ! 









































四 
商 
プ 
ス 
ト 
キ ギ 
0 
プ 
リ 
| 











バズ ル シ リ ー ズ (イエ ロー パズル 、 ブ ルー パズル 、 レ ッ ド パズル 、 グ リー ン パ ズル ) 


IE 














魔神 の 果て & 魔 神 の 航 





に 








ご 褒美 画面 や 反省 ( ? ) 画面 が 表示 され る 。 た だ し 、 競 技 会 モー ド は お 店 側 
設定 に より 実施 きろ きれ る モー ド な の で 、 な か な か 目 に する 機会 が 少な い 。 こ 
で は 7 点 ず つ 14 点 ある 画面 すべ て 掲載 する の で 、 じ っ くり 見 て ほし い 。 





園 魔 導 競技 会 エン ディ ング IS+I+ エ KWK'+D+K ェ Oc1 
の 


= 
























後 は 『 ア ヴァ ロン の 鍵 』 に 関す る な ん で も あり (?) な 企 
ペー ジ 。 今 まで の 歴史 を 振り 返っ た り 、 か つて 掲載 され 
ここ と の ある 雑誌 広告 、 謎 が 謎 を 呼ぶ な ん で も Q&A、 グ 
ッ ズ 紹介 な ど 。 ま た 定期 的 に お こ な わ れ て いる イベ ント 
「 魔 導 の 世界 へ よう こそ ! |」 の 紹介 と イン タビ ュー、 開発 


ロン グイ ンタ ビュ ー な ど 、 な か な か 話さ きれ る こと の な か っ 
た 裏話 も いっ ぱい ある の で 、 じ っ くり 読ん で みよ う 。 





や 


we 





| 2000 年 一 | 
アー ケー ド 用 スゴ ロク タイ プ の ボ 
ー ド ゲー ム の 企画 が 立案 、 開 発 が 
スタ ー ト 


2000 年 7 月 
開発 部 署 が 分 社 化 。 開 発 チ ー ム が 
所 属す る 部 署 が 、 株 式 会 社 ヒ ビット 
メー カー に な る 


2002 年 11 月 
ゲー ムタ イト ル が 「 ア ヴァ ロン の | 


鍵 | に 決定 する 


| 2003 年 2 月 
AOUEXPO に て 「 ア ヴァ ロン の | 


鮭 」 初 公開 


| 2003 年 5 月 一 


渋谷 GIGO を 皮切り に 、 心 斎 橋 


GIGO、 池 袋 GIGOD に て ロケ テス | 


ト を 開始 


人 


| 2003 年 7 月 下旬 


「 ア ヴァ ロン の 鍵 」 本 稼 側 開始 
2003 年 秋 


| 能力 修正 版 『Ver1.01] リ リー ス | 
2003 年 9 月 


エキ スパ ンション (の ちの 1.20、 
1.30) の 開発 に 着手 。 デ ザイ ン 関 


連 は すでに 「『Ver2.0』 の 検討 を | 


開始 


2003 年 9 月 5 日 
アヴァ ロン の 鍵 オフ ィ シ ャ ルカ 
ー ド バイ ンダ ー セ ッ ト 発 売 ( ワ ル 
キュ ー レ ゼロ が 同 梱 ) 


2003 年 9 月 末 一 10 月 初旬 
月 刊 ア ルカ ディ ア ( エ ンタ ー ブ レ 
イン ) に アル ビ ノ 、 月 刊 ぎ ゃ ざ ( ホ 
ビー ジャ パン ) に へ ブン タウ ルス 
の EX カー ド が それ ぞ れ 付録 


| 2003 年 10 月 一 


プラ イズ 「 フ ッ ク 付 き ポ ー チ 」 登場 


2003 年 10 月 24 日 


アヴァ ロン の 鍵 魔 ア カ デ ミ ー 
ハ 書き カー ドコ ンプ リー ト ガ イ 
ド が 発売 (エン ター ブレ イン )。 漆 
寺 の 美貌 が 付録 


| 2003 年 11 月 一 


プラ イズ 「 カ ー ド マス コッ ト 付 き 
携帯 スト ラッ プ ]」 登場 


| 2003 年 11 月 


「 魔 導 競 技 会 モー ド ] ロケ テス ト 
開始 


| 2003 年 1 月 一 


「Ver2.0』 の 企画 開発 が 動く 





身 貫 


2003 年 11 月 下旬 一 2004 年 1 月 上 介 | 
IVer1.20 召 喚 ・ 宴 』」 ロケ テス ト | 


2003 年 12 月 一 
魔術 向上 キャ ン ペ ー ン (クワ ガス ) 


2004 年 1 月 
『Ver1.10」 リリ ー ス 


2004 年 2 月 下旬 一 3 月 下旬 


アヴァ ロン の 鍵 東京 大 会 「 東 京 | 


学区 選抜 検定 ] 開催 
2004 年 3 月 17 日 


T シ ャ ツ な ど ア パレ ルコ レク ショ 


ン が 発売 (コス パ ) 


2004 年 4 月 下旬 
IVer1.20 新 た な る 召喚 リリ ー ス 


2004 年 6 月 一 


魔術 向上 キャ ン ペ ー ン ら ( サ ラマ 誌 


ンダ ーMX) 

2004 年 7 月 
分 社 化し た 開発 会 社 が 株 式 会 社 セ 
ガ に 統合 (※) 


2004 年 7 月 下旬 
[Ver1.30 混 沖の 宴 』 リリ ー ス 
2004 年 8 月 一 
魔術 向上 キャ ン ペ ー ン 3( ブ レス 
トナ イト ) 
2004 年 9 月 17 日 
オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー 


エク スパ ンション セッ ト 発 売 ( 工 | 


ン ペ ラー( 絆 ) 同 梱 ) 


2004 年 11 月 下旬 


[アヴァ ロン の 鍵 弐 - 秩 序 と 戒律 


板 働 開始 


2004 年 12 月 24 日 
アヴァ ロン の 鍵 弐 魔 広 アカ デミ 


ー 人 皿 書 発売 (エン ター ブレ イン ) | 


2005 年 2 月 2 日 
アヴァ ロン の 鍵 オリ ジ ナ ル ・ サ 
ワン ド ト ラ ッ ク 一 魔 導 の シン フォ 
ーーー 発 十 (デック ス エン タテ ディ 
ン メ ント ) 


2005 年 2 月 10 日 
アヴァ ロン の 鍵 弐 オフ ィ シ ャ ル 
カー ドバイ ンダ ー 発 売 ( ジ ャ ン フ 
ィ ニ ー が 同 梱 ) 


2005 年 2 月 一 


魔術 向上 キャ ン ペ ー ン 4 (エン ペ | 


フー( 愛 )) 














アー ケー ド で は 長 期間 の 稼働 と な っ て いる 
「 ア ヴァ ロン 」』 の 歴史 を 簡単 に 振り 返っ て みよ う 。 


er.100) 


AOU の お 披露 目 や ロ ケ テ ス ト を 経て 稼働 開始 。 高い 
注目 度 を あび た 。 当 時 席巻 し て いた の は 、 デ ィ ス プ 
レイ ス に よっ て 配置 数 を 増やし た アー ミー アン ト で 
攻撃 する | 虹 デ ッ キ | や 、 ス カル マン に よっ て 何 度 
も メル ト ダ ウン を 引っ 張り 、 相 手 を 消滅 させ る 「 胃 
メル ト 」 と 呼ば れる デッキ 。 だ が 秋 に は これ ら に 修 
止 の が か が っ た 「『1.01』 が リリ ー ス され た 。 ま た 稼働 
初期 か ら ケ ルピー が 無 条 件 4 マス 移動 と いう 抜群 の 能 
力 を も っ て いた た め 、SR の 排出 率 自体 も 極端 に 低 か 
っ た こと か ら 高 鶴 の 花 と な っ て いた 。 






er.1.10) 


時 間 制 、 ポ イン ト 制 、 レ アリ ティ 制限 な ど 、 フ リー 
イン と いう シス テム 上 上 難し か っ た 、 同 一 条件 で の 対 
戦 を 実現 し た | 魔 導 競技 会 モー ド 」 が 搭載 。 こ れ に 
より 損 地 で 店 舗 レ ベル で の 大 会 が 広く 開催 され る よ 
うに な っ た 。 ま た 細か いと ころ で も カー ド に 移動 マ 
ス の 印 が 表示 され 、 わ か りや すく な っ た 。 こ の ころ 
は ライ ジン グ と よ ば れる 、 デ ィ ー プ シー カー で 配置 
数 を ひたすら 増やし カリ バー ホー ン で 攻撃 する 配置 
型 デ ッ キ や 、 ポ イズ ンス パイ ク と 先制 支援 で 安定 し 
た 勝利 を 狙う 移動 即死 型 が 多く 見 か けら れ た 。 


r.1.20 新た な る 珍 映 

5 ら 枚 の カー ド (N 版 ) が 追加 され た エク スパ ンション 。 
避け や 即死 無効 な どの 効果 や 、 ラ イフ 数 の 調整 や 
イム コス ト な どの 導入 で 一 部 の カー ド 特 性 に も 変更 
が か が かり 、 全 般 的 に ルー ル 調 整 が か か っ た 。 ス タッ 
ブス ポー ク を 中 心 に 精霊 族 や 邪心 族 で 固め た 「 ス タ 
ッ プ デッキ 」、 白 焼き (破壊 の 業火 で 魔法 ・ 戦 闘 支援 
を 人 破壊) を し て 、 モ ンス ター 支援 の 効果 を 生か す 「 ナ 
ー ガ デッキ 」 な どか が 台頭 。「 萌 え 系 ] の フィ フ テ ィ ニ 
ー が 話題 を 呼ん だ り 、 バ ルキ リー クラ ラ に 悪夢 の 戦 
いな どの コン ボ も 猛威 を 振る っ た 。 


3 ら 枚 の カー ド (C 版 ) が 追加 、 ル ー ル 面 で も 若干 の 調 
整 が 加わ っ た 。 こ の ころ に な る と 手札 な どの 基本 値 
を プラ ス し て いく 育成 系 の デッキ に 注目 が 集まり だ 
し た 。 レ ッ ド ・ ア イズ を 中 心 に 、 シ ー ワ ー ム に よる 
電 族 の 強化 を 目的 と し た 「 竜 族 デ ッ キ 」、 テ レポ ー ト 
関 作 の カー ド を 中 心 に 、 カ ルト ホー ル を アタ ッ カ ー 
と し た |「 テ レポ デッキ 」、 聖 騎士 の 紋章 や 時 空 の 歩兵 
を 生か し た 「 戦 人 族 デ ッ キ 」 な ど 、 デ ッ キ タイ プ の 
バリ エー ジョ ン が 広がっ て いっ た 。 










ほぼ 別物 と いっ て も いい ぐら い に 、 マ ッ プ や カー ド 
特性 を フル リニュ ー ア ル し 、 ら 6 1] 枚 の カー ド (E 版 ) が 
追加 。 世 界 観 も 一 新 さ れ 、 新 キャ ラク ター も 追加 さ 
れ た 。 一 人 用 モー ド や 課題 モー ド の 搭載 、 マ ッ プ ア 
イ テ ム な ど 、 遊 び の 幅 が 広がっ て いっ た 。『 弐 』 で は 
セラ フィ ー・ ル カ や 魔 信 の 訂 な ど が アタ ッ カ ー の 主 
流 と な っ て いる 。 ま た 初期 の ころ より 愛好 家 が 多 か 
っ た 、 メ ガ ジ ョ ー を 中 心 と し た 「 錠 デッキ | も 、 餌 
と 呼ば れる 戦闘 時 発動 能力 を 持つ モン スタ ー の 移動 
力 増強 で 使い や すく な り 、 台 頭 し 始め て いる 。 



















Hm ニー 


@| ぎ ざ ゃ ざ 」 第 一 回 目 
見 開き 広告 





トーVYAUAU/ 


、 魔 導 修行 の 旅 へ 出発 ! GR こと 0 び 宮古 1 環 電 に 遇 (半生 昌 た 


島 | 週刊 ファ ミ 通 」 
見 開き 広告 








トッ 


3 昌 9 


マヒ シク セク 


| アヴァ ロン の 錠 


実は 本 稼動 の 前 後に 、 雑誌 広告 を 出し て 宣伝 を 
し て いた 。 キャ ラク ター が 登場 しない の は ちよ 


っ と 珍し いか も ? 





当時 の 貴重 な 広告 を 紹介 ! 




















第 
草 
ス 
べ 
2 
ル 

















供 携 帯 ス トラ ッ プ 














『 ア ヴァ ロン 』 で も さま ざま な グッ ズ が 登場 
し て いる 。 そ れ ら を 紹介 し て いこ う 。 












DCE 











販促 品 

(⑳ デッキ クー ス (1) 
⑩ デッキ ポー チ 
⑪ デッキ ケー ス (②) 


書籍 
⑫ アヴァ ロン の 鍵 
魔 導 アカデミー 人 入門 書 & 
カー ドコ ンプ リー ト へ の 手引 き 
価格 : 1554 円 (税込 ) 
2003 年 10 月 24 日 
⑬ アヴァ ロン の 鍵 弐 
魔 導 ア カ デ ミ ー 人 入門 書 
価格 : 1554 円 (税込 ) 
2004 年 12 月 24 日 
出版 社 : エン ター ブレ イン (⑫、 ⑬) 
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SA ロ SY 


ぞ 


サン トラ 
《⑭ アヴァ ロン の 鐘 
オリ ジ ナ ル ・ サ ウン ド ト ラ ッ ク 
一 魔 導 の シン フォ ニー 一 
価格 : 3360 円 (税込 )/ 
2005 年 2 月 2 日 


発売 元 : デック ス 
エン タテ イン メン ト 
販売 元 : ソニ ー・ ミ ュー ジッ ク 
ァ テイスト リピ ビュ ーション 








① 
人 ウィ ンド ブレ ー カ ー 





HLDER 
1 


ミ 








※ 掲 載 し て いる 商品 の な か に は 、 す で に 生産 ・ 販 売 


終了 し て い 





- 電 * 


HLDER 


T シ ャ ツ タオ ル 

① EXIT A CARD ⑦ マイ クロ ファ イ バ ー 
② CHASER タオ ル ( カ ー ド ) 

③ HOLDER マイ クロ ファ イ バ ー 
〈④) TELEPORT タオ ル ( マ ッ プ ) 

⑤ 鬼 ブ ル 価格 : 各 2625 円 (税込 )/ 
価格 : 各 3045 円 (税込 )/ 2005 年 1 月 15 日 


2004 年 3 月 17 日 発売 : 


コス パ (① て ⑧) 


ウイ ンド ブレ イカ ー 
⑥) ホル ダー 
ウイ ンド ブレ イカ ー 
価格 : 6090 円 (税込 ) 
2004 年 3 月 17 日 


カー ドバイ ンダ ー 
⑥⑨ オフィシ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー セ ッ ト 
価格 : 4200 円 (税込 ) プ 2003 年 9 月 5 日 
⑩ オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー 
ピタ ダス ンション 王 必 ド 
価格 : 3360 円 (税込 ) 2004 年 9 月 17 日 
⑪ アヴァ ロン の 鐘 弐 
オフ ィ シ ャ ルカ ー ド バイ ンダ ー 
価格 : 4725 円 (税込 ) プ 2005 年 2 月 10 日 
売 : セガ 





⑫ 


る も の が あり ます 。 





フィ ギュ ア 
⑫ SRGK アヴァ ロン の 鍵 式 

ー デ ィ ア ラー( キ ャ スト 製 キ ッ ト ) 
価格 : 3150 円 (税込 ) 2005 年 2 月 
05 e トー グン の 
(※ ワ ンダ ー フ ェ ス ティ バル 2005 [ 冬 ] 会 場 
の み の 限 定 販売 ) 





















ー ス マ * ペ クス 野田 問 


2 
み 











全国 各地 を まわ る 旬 イ ベン ト の 歴史 
ファ ン イ ベン ト 開 催 ! 


「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 開 発 スタ 2003 年 9 月 13 日 


ッ フ や 、 情 報 や 攻略 ペー ジ を 連 
載 し て いる 雑誌 「 ア ルカ ディ 
ア 」 の スタ ッ フ や ライ ター 陣 
が 、 都 内 に 限ら ず 全 国 各 地 を 飛 
び 回 る カー ド ト レ ー ド ・ フ ァ ン 
イベ ント が 「 魔 閣 の 世界 へ よう 
こそ 」。 現在 は 月 に 一 回 程度 の 
ペー ス で 開催 し て いる 。 ゲ ー ム 
筐 体 を 使っ た 大 会 の よう な も の 
で は な く 、 開 発 ス タッ フ や ユー 
ザー 同士 の 交流 の 場 と し て の フ 
ァ ン イベ ント と な っ て いる 。 イ 
ベン ト と いう と 一 歩 引い て し ま 
う 人 も いる と 思う が 。@R カ カー 
ド や 試作 犬 カ ー ド 、 直 人 筆 イラ ス 
ト が 手 に 入っ て し まう か も ? 
な に より 集まっ て いる の は 同じ 
ゲー ム の ファ ン 同 士 。 気軽 に 参 
加 し て みよ う 。 


_ (東京 ピッ クサ イ 


2003 年 10 月 4 日 


2003 年 10 月 日 


2003 年 11 月 8 日 
2003 年 11 月 9 日 


2003 年 11 月 30 日 





2003 年 12 月 6 日 (| 


2003 年 12 月 7 日 


2004 年 2 月 11 日 


2004 年 2 月 21 日 


_ 天 神 GIGO (福岡) 


2004 年 4 月 10 日 - 
2004 年 5 月 15 日 ー 
2004 年 6 月 13 日 
2004 年 7 月 11 日 
2004 年 8 月 2 ハ 


天神 GIGO( 柱 岡 ) 





イベ ント の 誕生 か ら 今 まで の 思い 出 話 を 語る 
司会 進行 の ふた り に イン タビ ュー ! 


ア 提唱 一 ス メジ ド マ ツ ツタ ョ ー 


ド ) 


_ セガ の 人 5 ナ pa: dou (大 阪 ) 


ー ク ラプ ブ セガ 人 金山 (名 古屋 ) 


ー 秋葉 原 GIGO (東京 ) 


ー ク ラブ セガ スス キノ (札幌) 


カー ド ゲ ー ム フェ スタ 2003AUTUMN_ 
(サン シャ イン シテ ィ 文 化 会 館 ) 還 還 還 


| アワ ァ 


アミ ター スメント マシ ツン ショー 
(東京 ビッ クサ イト ) 

呈 生 PR 
2004 原 GIGOCG (東京 り 

2005 年 1 月 22 昌 広島 GIGO (広島 ) 


2005 年 2 月 3 日 。 クラ ブ セ ガ スス キノ (札幌 し 


2004 年 9 月 4 日 


2004 年 11 月 6 日 ーー 


2004 年 12 月 坦 由 





広島 GIGO( 広 島 ) 。 か 
セガ ワー ルド ベイ プラ ザ ( 遍 ! 児島 ) 


- ク ラブ セガ 仙台 (宮城 ) 


Pierewiaeairaeiieyaydio 


ハイ テク ラン ド 宇 辺 ( 遂 岡 ) = 





AOUEXPO( 幕 張 メ ッ セ ) Pod 
_ 秋葉原 GIGO (東京) 
セガ ワー ルド 布施 (大 阪 ) 


「 ア ヴァ ロン 」 の 宣伝 担当 で イベ ント の 司会 を し て いる 西村 氏 と 、 一 


緒 に 司会 や デッキ 診断 を し て いる 、 雑 誌 「 ア ルカ ディ ア 」 編集 部 の 呈 
田 氏 に 、 イ ベン ト に まつ わる こと を お 話し て いた だ いた 。 





ーー まず は 、 ど の よう な 経緯 で イベ ント が 行わ れる よう 
し し て いた だ けり ます で し ょ うか が ? 

西桂 : 元々 は 「WCCF(※)』 で 、 先 に トレ ー デ ィング イベ ント を 開催 し て 
いた ん で す 。 ゲ ー ム イベント と な る と 、 ゲ ー ム 筐 体 が 無い と イベ ント は 成 
立 し な い の で は な いか と いう 危 恨 は あっ た ん で す が 、 カ ー ド だ け で こう い 
っ た 形 の イベ ン ト が ちゃ ん と 運営 で きる と 認識 し ま し て 。 と 礼 を 『「 ア ヴァ 
ロン の 鍵 ] に あて は め て も で きる ん じゃ な いか と 。 ま た 、 こ の 手 の 大 型 筐 
体 の タイ トル だ と 、 都 心 部 は 比較 的 ユー ザー さん も 多く 集まり や すい ん で 
す が 、 地 方 だ と な か な か 厳し い 状 況 だ っ た りす る 場所 も あり ます 。 そこで 
な る べく 多く の 「『 ア ヴァ ロン 』| を 好き な 人 た ち が 仲 良く な れ て 、 ト レー デ 
ィング が で きる よう な 環境 作り を し た いと 、 こ の イベ ント を 提案 し た ん で 
誠 0 
た だ きつ つ 、『 ア ヴァ ロン 」] を 盛り 上 げ て いき た いと ご 相談 し て 、 賛 同 い 
守 症 ぎ ま の ト が 開催 され る よう に な り ま し た 。 

串田 : ONE 当初 は デッキ 
診断 の ほう が メイ ン だ っ た ん で す よ ね 。 初め て 『 ア ヴァ ロン l を 触っ た と 

生還 ・ く 多かっ た ん で す .。 
遊び 方 を ちゃ ん と 教え て あげ な けれ ば いけ な いん だ と 感じ た ん で す 。 誌面 
で も 、 わ か ら な い 人 に 対し て の 説明 を 意識 し まし た 。 少し で も 遊び 方 が わ 

か っ て いく と 、 絶 対 に 面白 いと 感じ て も ら え る と 思っ た の で 、「 ア ルカ デ 
ィ ア | と し て は 「 初 心 者 向け に | と いう スタ ンス で 、 誌 面 で も イベ ント で 
も サポ ー ト し て いき た いと 思い 将 同 し まし た 。 

ます か ? 

西村 : 準備 に 関し て は 、 僕 ら と セガ アミ ュー ズ メ ント が 主導 で 、 場 所 や 日 
時 の 調整 な ど を し て も ら っ て いる ん で すけ ど 、 イ ベン ト 番 長 と 呼ば れる 関 
品 さ ん と いう 方 が いて 、 ほ と ん どる その 方 が 仕切 っ て ます 。 

頼 田 : 関口 さん が いな か っ た ら 成 立 し な いで すね 。 


に な っ た の か お 話 





西村 : こち ら で も 一 応 … 一 週間 前 ぐら いか ら 話 し た り し て ます よね 。 
米田 : 普段 か ら 取 材 な り 電 話 で や り 取 り を し て ます の で 。 来 た 方 に 楽し ん 


で も らい た いと いう の と 『 ア ヴァ ロン の 鍵 ] が 持つ テイ スト が うま く 合 致 


する よう な も の が あれ ば 、 ど ん どん 取り 入れ て いこ うと 思っ て いま す 。 


西村 : 毎回 毎回 で た と こ 勝 負 み た いな と ころ は あり ます ね 。 元々 は カー ド 
トレ ー ド 主体 で 、 カ ー ド を 媒介 に し て ユー ザー さん を 結ん だ り 、 な か な か 
手 に 入ら な い カ ー ド と お 客 さ ん の カー ド を 低い レー ト で 交換 する こと で 、 
プレ イ の モチ ベー ショ ン に 繋げ て も ら え ば と 最初 は 考え て いた ん で すけ ど 
1 アヴァ ロン | 定 ど どう も 。 堅 り 上 が り に 欠け る ん で す よ れ ね 。 

財田 : そこ が 「WCCF』 と 大 きく 違う と ころ で すね 。 最初 何 回 か や っ て み 
て 思っ た の は 、 単純 に トレ ー ド イベ ント だ と 、 資 産 を 持っ て な いと 参加 す 
ら で き な いん で す 。 参加 で き な い と 、 せ っ か く 来 て も ら っ た の に 楽し く な 
いと 感じ て し まう 。 特定 の 人 だ け を 対象 に する の で は な く な る べく 多く の 
人 が 参加 し て 楽し ん で も ら う 形 の も の は な いか な と 、 そ れ は 今 で も 常に 模 
索 し て いる 感じ で すね 。 

西桂 : 人 数 が 多く 集まる と 、 絶 対 に 参加 で き な い 人 が 出 て くる と 思う ん で 
す 。 そ の 人 た ち も 見 て 楽し め る よう な も の が や り た いな と 。「 ア ヴァ ロン ] 
は キャ ラク ター に 惹か れ て いる ユー ザー さん も 多い の で 、 デ ザイ ナー の 田 
口 を 呼ん だ り 、 バ ラ エ ティ 番組 っ ぽい 企画 を 取り 入れ た り し まし た ね 。 

mn ろ 例え イラ スト コー チー な ん か は そう で す よ ね 。 

西桂 : 深夜 の テレ ビ 番 組 を 見 て て 「 こ れ 面 白い な …| っ て 。『 ア ヴァ ロン 
で も これ だ け キ ャ ラ が いっ ぱい ある ん だ か ら う ろ 覚 え を や っ て も 面白 いん 
じゃ な いか な と 。 一 度 会 社 で や っ て みて 、 お 腹 抱え て 床 に の た うち 回 る ぐ 
らい 、 異 常に 面白 か っ た ん で す 。 

頼 田 : 実際 に や っ た ら 大 盛況 。 

西村 : 最初 に 使っ た お 題 が ポイ ズン スパ イク だ っ た の が 大 正解 で し た ね 。 
あれ が 中 途 半 端 な も の だ っ た ら 、 や め て た か も し れ な い 。 それに し て も 、 
すご い 迷 作 が 生ま れ て ます よね ( 笑 )。 
(過去 の 作品 を 見 な が ら ) 

吾 国 : みん な ドリ ル が 好き な ん で す よ ね ( 笑 ) 。 


相対 的 に 見 て 、 ア ヴァ ロン 


味 が ある と 。 


ユー ザー は あま り 絵 を 描く の は 得意 で は な いん で す が 、 
西村 : た ま に も の すご くう まい 人 は いる ん で すけ ど ね 。 
うろ 覚え で は 、 イ ベン ト か ら 生 まれ た 「 ジ ャ ン フ ィ ニ ー| が あり ま 





※World Club Champion Football : サッ カー を 題材 に し た 、 トレ ー デ ィング カー ド を 使用 する アー 


ケー ド ゲ ー ム 





主 な コー ナー 紹介 


ここ か ら は 、 現在 主 に お こ な わ れ て いる コー ナ 
ー に つい て 紹介 し て いく 。 な お 、 吉 イ ベン ト に よ 
つて コー ナー は 違っ て いた り 、 突発 的 に 新 コ ー ナ 
ー が で きる こと も ある の で 楽し み に し て いよ う 。 
@ ト レー ド 大 会 
最近 は 他 の コー ナー が 充実 し て き て 少な 目 と な 
っ て いる が 、 ス タッ フ の 提示 する カー ド と トレ 
ー ド で きる コー ナー。VRSH は も と より 、 試 作 
版 と も よ ば れる 貴重 な カー ド も 放出 され る 。 単 
細 に カー ド の 資産 勝負 に な る こと も ある が 、 ほ 
と ん ご ど ノ リ 重 視 。 山 去 の 例 で も 、 野 球 選手 の ト 
レ カ や 、 ア ヴァ ロン 関連 の 名 前 が 付い た お 菓子 
や 薬 、 自 作 の ぬい ぐる みや フィ ギュ ア や 時 計 、 
は た また 全く 関係 の な いい プロテイン 、 ア イド ル 


釜 ど ジェ スチ ャ ー ク イズ 
文字 通り 、 片 方 の 人 が お 題 を ヴ ジェスチャー で 表 
現し 、 も う 片 方 の 人 が 答え る と いう も の 。 大 抵 
は モン スタ ー な どの モー ショ ン ( 動 き ) を 表現 す 
る の だ が これ も 大 好評 と な っ て いる 。 

人 @ 健 記 試験 

全員 参加 の 、 特 に 参加 人 数 の 多い 会 場 で 実施 予 
定 。『「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 の 設定 な ど に 関す る 問 
題 や 、 う ろ 覚 え イ ラス ト を 描く 問題 が ある 。 名 
珍 回 答 は その 場 で 抜 露 し 、 ま た 成績 優秀 者 は 
「 ア ルカ ディ ア 」 の 連載 ペー ジ に 紹介 され る 予定 。 
@ デ ッ キ 診 上 

開発 スタ ッ フ や 「 ア ルカ ディ ア 」 攻略 スタ ッ フ 
が 、 プ レイ ヤー の デッキ を 診断 し て くれ る コー 
ナー。 デ ッ キ の 弦 点 や 相談 を 受け 付け て 、 そ れ 
に 回 答 し て いく 。 つ いつ い 白 熱し て 長 時 間 に な 








っ て し まう こと も 多い 。 で きる だ け 要 点 や 聞き 
た いこ と な ど を 絞っ て お こう 。 

この ほか に も カー ド の 一 部 を 拡大 し て 何 の カ 
ー ド か を 当て る 「 拡 大 クイ ズ 」 や 、 コ スプ レ 診 
断 な どの コー ナー も ある 。 








写真 集 、 お 酒 の つま みや ふりかけ ま で …。 と に 
か く ウ ケ を 取っ た ら 成 立 に な る の で 、 有 せ ず ネ 
タ を 仕込 ん で (?) 参 加 し よう 。 

殺 う ろ 覚 え イ ラス ト 大 会 

初期 の 頃 か ら 大 好評 で 、 ほ ぼ 毎 回 開催 され て い 
る コー ナー。 出 され た お 題 の イラ スト を 何 も 見 
ず に 描い て いく 。 デ ザイ ナー 陣 も 模範 解答 イラ 
スト を 描い て いる が 、 そ れ よ り も 上 手 い イラ ス 
ト も あれ ば 、 も は や 原型 を 留め て いな い イ ラス 
ト ま で 、 名 画 ( ? ) が 多数 誕生 し て いる 。 


数 々 の 迷 作 が 生ま れ た うろ 覚え 。 ち な み に 過 去 の 作 
品 は 、 す べ て 大 切 に 保管 し て いる そう で す 






トリ 








ma 内 


すね 。 田口 さん の ボケ か ら 、 本 当 に カー ド が 生ま れ ま し た か ら 。 

西桂 : ほか に も 裏 設定 と か 裏 情報 が ポロ ポロ 出 て 、 聞 いて いる 分 に も イベ 
ント は 楽し め る ん じゃ な いか な と 思い ます 。 

ーー ば ほか に も いろ ん な コー ナー が 行わ れ て きま し た が ? 

西桂 : そう で すね 、 短 命 な 企画 や あり まし た し … 今 で も 手探り 状態 で す 。 
ジェ スチ ャ ー 対 決 な ん て 、 そ の 日 の お 店 に 着く まで の タク シー の 中 で 決め 
まし た ね 。 | 試し に や っ て み ま し ょ うか 7? | っ て 。 

吾 田 : 本 当 は 会 場 に も お 題 も 出し た ほう が いい か な と 思っ た ん で すけ ど 、 
知ら な い ほ う が 楽 し め る ん じゃ な いか な と 。 誌面 レポ ー ト で 表現 する の が 
難し いん で すけ ど ね ( 笑 ) 。 写真 だ け だ と わか り に くい ん で す が 、 そ の 場 に 
いた 人 が 楽し め る こと を 優先 し て いま す 。 

ーー カー ド ト レ ー ド は ネタ も の が 多く な っ て いき まし た ね 。 

西桂 : あれ は 大 阪 の と きだ っ た か な ? 最初 は 普通 に 、 そ れ な り の レー ト 
の も の で カー ド を 交換 し て いた ん で す が 、 資 産 が 無い と 参加 し ずら いと 。 
それ で 、 大 阪 近 鉄 の ロー ズ の カー ド を 一 生 懸 命 に アピ ー ル し て いる 人 が い 
た ん で す 。 大 阪 だ っ た こと も あっ て ノリ も 良かっ た の で 「 ト レー ド 成 立 し 
ちゃ え | っ て し た ら 思 い の ほ か 盛り 上 が っ て 、 こ うい う 路 線 も あり な の か 
な と 。 そ うし て いる うち に どん どん エス カレ ー ト し て いる ん で すけ ど 
( 笑 )。 手 作り の ぬい ぐる みや フィ ギュ ア と か が 開発 チー ム に あふ れる ほど 
に な り し た ね 。 あ り が た いこ と で す 。 

ネタ も の だ と 、 決 め る の も な か な か 難し そう で す が 。 

半 田 : 毎回 悩む わん で す よ 。 ど れ に し た らい いん だ ろう っ て 。 

西桂 : どう し て も 自分 で グッ ズ を 作っ て き て いる よう な 方 に 指し が ち に な 
っ て し まう ん で すけ ど 、 そ れ は ご 理解 くだ さい と いう 感じ で す 。 

球 田 :『 ア ヴァ ロン 」』 へ の 熱意 と いう か 愛情 を 感じ られ る よう な 方 に 、 よ 
り 楽 し ん で も ら う た め に 指し て いき た いか な … と 。 

本 村 : あと は 本 当 に 面白 い 物 を 持っ て 来 た 人 で すね 。 

吾 田 : 一 明 で も 「 う わっ | っ て 、 誰 か の 心 を 掴め れ ば 勝ち な の で 。 ソ ノシ 
ンド だ が あり まし た よね 。 

西桂: あれ は 僕 の ハー ト を が っ ちり 掴め み ま し た ( 笑 ) 。 

ーー 一 印象 に 残っ た 出来 事 は あり ます か ? 

顎 田 : … 一 番 心 苦し か っ た の は 名 古屋 の イベ ント で すね 。 
西桂 : そう で すね ……。 

頼 田 : 帰り の 新幹線 の 時 間 が 迫っ て て 、 何 人 か デッキ 診断 の お 相手 が で き 
な か っ た こと が あっ た ん で す 。 

責 村 : 数 名 で は あっ た ん で すけ ど 、 こ れ だ け 待 た せ て デッキ 診断 が で きま 
せん と いう の は 、 そ の お 客 さ ん も 休日 を 潰し て 来 て いた だ いた わけ で すか 
ら 、 そ れ は な い だ ろ うと 。 それから は 土日 で 2 箇所 を まわ っ て いた の を 1 箇 
所 に し て 、 時 間 が 伸び て も 大 丈夫 な よう に 宿泊 先 を 確保 する よう に な り ま 
し だ 者 。 

類 田 : 早め に 終わ る と ころ も ある ん で すけ ど 22 時 ぐら いま で か か っ て し ま 
うこ と も ある ん で す 。 そ こま で 待っ て くれ て いる ユー ザー に 対し て 、 ち ゃ 
ん と ケア を し て あげ た いと 思っ て ます 。 

ーー 一 大 変 な と と は あり ます か ? 

類 田 : 大 変 な の は 、 前 日 まで 仕込 み を し て いる 関口 さん な の か な と 思い ま 
す 。 僕 た ち は 、 関 口 さ ん が 用 意 し て くれ た 土台 の 上 に 乗っ か っ て イベ ント 
を や っ て いる 感じ な の で 。 時 間 が 押し て し まっ た り と か 、 デ ッ キ 診断 で う 
まく 意図 が 伝わら な か っ た り 、 意 見 を 聞き 出せ な か っ た りす る と き に 大 変 
と 感じ る こと は あり ます けど 。 

西桂: うろ 覚え や ジェ スチ ャ ー の ネタ を 考え る ぐら いで …。 そ れ よ り も 、 
あれ だ け の スペ ー ス を 確保 する の っ て 、 お 店 の 方 は すご く < 大変 な ん で す よ 。 
民 体 の 移動 ちあ り ま すし 、 移 動 し た ら そ の 筐 体 分 の 売り 上 げ が 見 込め な い 
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こと に な り ま すか ら 。 か な り 人 負担 を 強い て いる と 思う ん で す 。 いろんな 方 
に ご 協力 いた だ いて で き て いる イベ ント な ん だ な と 思い ます 。 

嬉し か っ た こと と か は あり ます か 7? 

画 柳 : 楽 し ん で くれ て いる と いう こと が 伝わる だ け で 十分 嬉し いで すね 。 

叫 田 : ウチ 的 に は 、 み な さん が 「 ア ルカ ディ ア | を 買っ て いた だ いて いる 
こと で すね ( 笑 )。 少 し で も 「 ア ルカ ディ ア |」 が 「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] の ユー 
ザー に 役に立っ て いる の か な と 思う と 、 す ご く 嬉 し いで すね 。 

ーー ちな み に や ら な いま ま ボ ツ に な っ た コー ナー は あり ます か ? 

西村 : だ いた いや ろう と 思っ た こと は すぐ や っ て ます ね 。 

串田 : と りあ え ず や っ て みて 、 今や っ て な い コ ー ナ ー が ボツ に な っ た も の で 
す ( 笑 )。 思 いつ いて 「 ア ヴァ ロン に 絡め られ れ ば な ん で も や り ま す 。 こ の 
本 を 読ん で いた だ いて いる 方 で 「 こ ん な の を や っ て ほし い | と いう の が あれ 
ば 、|「 ア ルカ ディ ア 」 で も 、 こ の 本 の アン ケー ト は が き で も 意見 を 下さ い 。 

西桂 :「『 ア ヴァ ロン の 公式 ホー ムペ ー ジ に メー ル い た だ いて も いい し 。 

頼 田 : 積極 的 に 取り 入れ て いく 姿勢 は あり ます 。 

最後 に ファ ン の 方 に メッ セー ジ を お 願い し ます 。 

西村: どう いっ た イベ ント か 、 ど うし た ら 楽 し め る か と いう の を 、 複 数 回 
来 て いる 方 は わか っ て いた だ いて いる か と 思う ん で す が 、 ア ルカ ディ ア な 
ど で レ ポー ト を 読ん だ こと は ある けど 、 ま だ 来 た こ と が 無い 方 は 、 是 非 1 
度 お 越し くだ さい 。 楽し ん で いた だ ける と 思っ て ます 。 友達 も で きる と 思 
いま すし 、 と りあ え ず 1 回 遊び に 来 て くだ さい 。 

顎 田 : 隣 の 県 ぐら い の 人 は 、 来 て いた だ く と お 得 だ と 思う ん で す 。 自分 が 
好き な ゲー ム を 楽し ん で いる ユー ザー が 集まる の で 、 イ ベン ト が 終わ っ た 
あと も 楽し め る と 思い ます 。 イ ベン ト の 感想 や 要望 は どん どん お 寄せ くだ 
さい 。 意見 は 真琴 に 受け 止め て 、 ネ タ 的 に 使え そう な ら 即 採用 する か も 。 
西村 : 厳し い ご 意見 も で すね 。 

天田 : アヴァ ロン ファ ン は ちょ っ と ぐら い 遠 く て も 来 て いた だ きた いで す 。 
西村 : 開発 も 来 て ます か ら ね 。 直接 意見 を 言う と 、 案 外 そ の 意見 が ゲー ム 
に 反映 され る こと が ある か も し れ ま せん よ ( 笑 ) 。 

束 田 : 基本 は ファ ン 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン と いう と ころ に ある と 思 2 
の で 、 そ こ を うま く 活 用 し て 、 よ り ア ヴァ ロン ライ フ を 充実 させ る よう に 
し て いた だ けれ ば と 思い ます 。 「 

丁 村 : ま だ まだ イベ ント は 続き ます 。 頑張 っ て いき ます の で よろ し く お 願 
いし ます 。 
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? 本 当 ? チー フ デザ イナ ー 田 口 氏 が 答え る 





数 々 の モン スタ ー を 生み だ す だ け で は な く 、 イ ベン ト で は 「 ス 


タッ ブス ポー 


… か も し れ な い ? 


(回 答 前 に まず 軽く ビー ル を 口 に する 田口 氏 …) 


Q1 : ディ アラ の メガ ネ は 下 に か け す ぎ て 見 えな いよ うな 気 
が し ます が 、 度 は 入っ て ます か ? 

・ は い 。 太陽 の 下 で 集め た 光 で アリ を 焼く の に 使い ます 。 
良い 子 は マネ し な いで ね ( 編 ) 


QG2 : ディ アド ラ の 額 に つい て いる 紋章 は な ん で すか ? 
・ 分 か れ た ディ アラ と 間違え な いよ うに ダグ ダ が ペン で 書い 
迷 s 

本 当 に や り そ う …( 編 ) 


Q@3 : ディ アド ラ 校 長 の スリ ー サ イズ は ? 

も か 到 和 ML ス ) 民 そい ビップ) 
さす が の 田口 民 で も 数 値 だ け は 刀 く て 聞け な か っ た よう で す 
( 編 ) 


QG4 : ダク ダ の 視力 は いい の 
・50 メ ー ト ル 先 の シマ ウマ の 線 を 数 えら れ ま す 。 


Q5 : 高い 知性 と あり ます が IQ は どの くら い ? 
・ イ スズ ス と 棒 を 使っ て つる され て る バナ ナ が 取れ る くら い ! 
り … 理 事 長 で す よ ね ? ? ( 編 ) 


Q6 : 魔 導 ア カ デ ミ ー で ペー パー 試験 っ て ある の ? 
・ 答 楽 用 紙 と サイ コロ が 渡さ れ ま す 。 
サイ コロ ? ( 編 ) 


7 : ご 衰 美 に 髪型 と か アイ テム と か も らい ます けど 、 普 段 
は 区 型 と か 変え ちゃ いけ な い の ? 

・ 髪 型 は 自由 で す が 、 パ ー マ や 染め る の は 禁止 で す 。 
コッ ペリ ア の か ぶり も の は OK な よう で す 。 と いう か 色 変 え 
…( 禁 句 ) ( 編 ) 
Q8 : そもそも 、 モ ンス ター を 召喚 し て 戦っ て いる と き 、 プ 
レイ ヤー は どこ に いる の か が 、 

・ 次 の 出番 を 待っ て ます 。 
ポー ズ き め な いと いけ な いで すか ら ( ぇ ) ( 編 ) 


QG9 フィフティ ニー と か ロー ザ … あ た り で ユニ ッ ト を 組ま 
せ て アイ ドル デビ ュー させ た い の で す が 、 ど うし た らい いで 
し ょ うか ? 

・ ユ ニッ ト 名 考え な ぎゃ ! 
めざせ ! アイ ド 〇 マス 〇 ー ! (マテ )( 編 ) 
QG10 : スタ ッ ブ スポ ー ク が 投げ る 赤い 
玉 は な ん で すか が ? 

高価 な 宝石 で す 。 で も 、 予 算 の 都合 
上 「『 革 』 か ら イ ミ テ ーション に 変え ま 
し 上 た 。 
祥 界 も 予算 が ある ん で すね …( ぇ )( 編 ) 








QG11 : ン ・ キ ー は バナ ナ を 投げ て 敵 を 倒し ます が 、 あの バナ ナ 

は どれ ぐら い 便 い の で し ょ うか ? 

・ 久 が 打てる くら い 。 

お 約束 で す ( 編 ) 

に ・ 女 性 キャ ラ ( 女 性 型 天 使 も 含む ) を 同じ 頭 身 に し た と 
た た 

ー テ ャ イリ ン 。 

アド ラ よ り も 大 きい ら し い ??? ( 編 ) 


Q13 : エン ペラ ー が くち ば し で つっ つく スピ ー ド は どれ くら 
い 早 い の で すか ? 

・ 実 は 逆 回 転 し て る 。 

…( 編 ) 

(まだ まだ これ か ら と いう 感じ で 日 本 酒 へ …。) 

Q14 : ピノ の 鼻 は は どの ぐら い 伸 びる の で し ょ うか ? 

ど ] 目 ま で 。 

3 丁目 まで は 伸び な いら し い ( 編 ) 

Q15 : Al の 頭 の 丸い の は な ん で すか ? 有 

・ に ん に く 卵 で す 。 本 ーー 
Q16 : また どん な と き に 光る の で し ょ 
うか ? 

・ す ね を ぶつ けた 時 。 

すね っ て 3893 ( 編 ) 





ク の マス ク を 取っ た ら ぺ ・ 〇 ンジ ュ ン 似 」 の 名 
( 迷 ? ) 言 な ど 、 裏 の 裏 設定 を 知る 男 で も ある チー フ デ ザイ ナー 
田口 氏 に 、 ア ヴァ ロン に お ける 素朴 な 疑問 を 点 つ け て 、 答 えて 
いた だ いた 。 知 られ ざる アヴァ ロン 世界 の 不思議 が 解明 され る 


Q18 : サポ ボー に 手 は ある の で し ょ うか ? 


省 ま れ て いま す 。2 








ご 注意 


この ペー ジ に お きま し て は 田口 氏 の 独断 と 偏見 と 妄想 、 及 び 編 集 に よる 演出 が 多義 
公式 設定 と は が け 離 れ て いる か も し れ ま せん が 、 あ ら か じ め ご 了 
承 下 さい 。 な お この ペー ジ を 読ん だ こと に よる 「 夢 が 壊れ た 」 と か 、 頭 痛 、 腹 冶 、 
めまい 、 動 眉 、 息 切れ 、「 避 け 98% 発 動 し た の に 避け られ な か っ た 」、「 即 死 98% 
な の に 即死 発動 し な か っ だ た 」 な どの 症状 が お きま し て も 、 苦 情 は 一 切 受 け 付 け ま せ 


ん ( 笑 )。 本当に か る 一 い 和 気持 ち で 読ん で くだ さい ね 。 


QG1Z7 : カル ノ の 角 は どう や っ て つけ て いる の ? 

・ 髪 の 毛 を ジェ ル で 固め て か 記せ て ます 。 

コス プレ され る 方 は 参考 に …? ( 編 ) 

ある と し た ら ど こ 
に あり ます か ? 

・ あ り ま す 。 キー パー が 使っ て る の が 手 で す ! 

キー パー どれ ? ( 編 ) 

QG19: フィフティ ニー の よう な 見 習い 天使 は 、 ど うし た ら 
一 人 前 に な れる の で し ょ うか ? 

・T バ ッ ク が 似合う よう に な っ た ら 。 

(ノー コメ ント ) ( 編 ) 

Q20 : 一 度 も 目 が 覚め な いね ん ね ん ね は 、 ど う や っ て 栄養 
を 取っ て いる の ? 

・ 中 身 が ホイ ッ プ チョ コ ( ふ ぶ ふわふわ ) だ か ら 心 配 ナ シ で す 。 
夏 に な っ た ら 、 た れ ね ん ね ん ね が …( 編 ) 


Q21 : コア ラ 先 生 の 投げ る チョ ー ク の スピ ー ド は ? 
・ 東京 広島 を 4 時 間 の 速 さ 。 
疾走 中 の テー マソ ング は 新幹線 の CM ソン グ で すか が? ( 編 ) 


Q@22 : エイ イア ン が 無く し て し まっ た 大 切な 部 品 っ て な ん で 
すか ? 

・UFO に つい て る ポ ボタン 「 前 進 」「 攻 撃 」 「 ワ ー プ 」 の ワー プ 
ボタ ン の バネ 。 

現地 調達 で を な いら し い ? ( 編 ) 


Q23 : プリ ティ ベル は 何 着 服装 を 持っ て いる の で し ょ うか ? 
・ 衣 装 部 屋 と し て 下北 沢 に アパ ー ト を 借り て ます 。 
下北 沢 に 行け ば ベル に 会 える ???? ( 編 ) 


Q@G24: リッ チー の フー ド の 奥 の 素 顔 は どん な 感じ な の で し ょ 
うか ? 

・ あ け ぼ の 十 こ に し きら 

で も や せ 型 ( 編 ) 

Q25 :「 弐 」 グ ラディ エー ター の カー ドイ ラ 
スト で 、 ボウ ガン や 攻 を 持っ て いま す が い 
つ 使 われ る の ? 
・ カ ッ コ いい か ら 付 け て る ん で す が 、 大 雇 計 
事 な の で 使い た く な い 

や っ ぱり 武器 は 漢 の 命 と いう こと で ( 編 ) 


Q26 : 光 の 盾 の か っ こい い 鎧 の 人 は 誰 ( ど ん な 人 ) ? 
・ メ キシ コ 出 身 と 聞い た 事 が あり ます 。 
次 の 新 キ ャ ラ は メキ シコ 人 …( 嘘 )( 編 ) 


Q27 : 「 碁 」 アー マジ ロ の イラ スト で は ロー ザ が 手 に 乗っ て 
ます が 、。、 ア ー マ ダ ジロ っ て そん な に 大 きい の ? 

・ 本 当 は あま り ロ ー ザ に 相手 に され て な い の で 、 人 形 で ご ま 
か し て ます (等 身 大 は 高く て 買え な か っ た )。 
等 身 大 ロー ザ 人 形 (可動 式 と 非 可動 式 ) 販 売 中 ( 嘘 ) ( 編 ) 


QG28 : 珍獣 が あつ まる ふぅ う の ラ ッ パ の 演 軒 
奏 会 で 、 な ん で ギャ ー が いる の ? 

・ ら ヶ月 前 か ら そ こ に いた の で 、 た また 
まま で きす 。 

ど ヶ 月 前 か ら な に を し て いた ん で し ょ う 
…? ( 編 ) 


Q29 : アン チュ に も メス 型 が いる の ? 
・ い ます ! けど あれ は 「 に せ ア ンチ ュ 」 と いう 別種 で す 。 
全般 的 に メス 型 は 存在 する らし い …? ( 編 ) 


QG30 : ジャ ンプ ー の 彼女 の 名 前 は ? ど 
こ で どう や っ て 知り 合っ た の ? し 

・ 名 前 は ジャ リス 。 前 か ら 目 を つけ て い 箕 
た ん で す 。 
や る な 、 ジ ャ ンプ ー…( 編 ) 


QG31 : ケル ベス の 頭 は どれ が 一 番 え らい の ? 
・ 体 調 の いい や つ 。 

日 替わり だ そう で す ( 編 ) 

Q32 エンペラー っ で て オス 7》2 メス 5 ぅ 3 


・ 投 票 し て 数 の 多い 方 。 
イベ ント ご と に 変わ る そう で す ( ? )( 編 ) 











Q33 : エン ペラ ー の イラ スト に ある 「 田 
品 み かん] っ て どこ 産 ? お いし い の ? 

・ 実家 の 両親 が 趣味 で は じ め た 家庭 菜園 で 
作っ て ます 。 一 箱 あ っ て も 食べ きれ ませ ん 。 
お いし いよ ! ( 編 ) 





Q34 : いわ ゆる 二 足 歩行 の 女性 キャ ラ で くびれ が 一 番 す ご い 
の は 誰 で すか ? 
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2 
・ 単 な る ポイ ズン 星人 で す 。 
ポイ ズン 星 が あ る らし い ? ( 編 ) 
Q36 : スタ ッ ブ スポ ー ク の 戦闘 シー ン 背 景 は どう し て 宇宙 に 
な る の で すか ? 

(同様 に 、 セ ラフ ィ ー・ ル カ の 戦闘 シー ン で 天空 に に な る の 
ほす ) 

・ 以 前 は 空 ぎ 地 で 投げ て た ら 、 窓 ガラ ス を 員 っ て カミ ナリ 親 
父 に 怒ら れ た の で 、 宇宙 で 投げ る よう に し た ん で す 。 ル カ も 、 
家 の 中 で 剣 を 振り 回 し て いた ら 大 家 に 怒ら れ た の で 、 空 で 振 
り 回 し て いる ん で す 。 
近所 迷惑 に な か ら な いよ うに ね (マテ )( 編 ) 


QG37 : ハコ リス は 栗 を 持っ て ます が 、 主 食 は な ん で すか ? 
1 木 の つ や 出 し 剤 。 
お 肌 ツ ヤツ ヤ に な る らし い 。 で も マネ し な いよ うに ( 編 ) 


Q38 : 毎回 修正 食らう 里 ( ア ー ミ ー ア ント ) の 気持 ち を 教え 
で くだ きい 。 

* モチ ベー ショ ン が 低い 。 

30 ちく し ょ うめ 」 の 声 が 聞こ えて きま す 
編 


Q39 : プラ テウ ム っ て 、 実 は 人 が 入っ て いる の で は ? 
・ 酸 欠 に な ら な い 人 が 入っ て ます 。 
暑 そ うつ で すか ら ね (マテ )( 編 ) 


@G40 : コア ラ 先 生 っ て 、 ピッ クル 先生 が 気 に な る ぐら いな ん だ 
か ら 、 モ テ る タイ プ な ん で すか ? 
・ 瞳 が 綺麗 な の が モテ ル 理 由 で し ょ う 。 
メガ ネ 外 し た ら 美 形 美女 は お 約束 で すね ( ぇ ) ( 編 ) 
QG41 : ピノ の 本 体 は 頭 に ある 花 っ て 本 当 ? 
・ 邊 に 見 える 部 分 は 頭 の 植物 の 根っこ で す 。 
だ か ら 鼻 が 伸び る と …( 編 ) 
Q42 : 冥界 と 魔界 っ て どう 違 う の ? 
・ ざ っ くり 言う と 冥界 は 社会 福祉 が 充実 し て る 。 魔 界 は 物価 
が 安い ん で す 。 
あな た は どっ ち ? ( 編 ) 
QG43 : アサ シン ン の 中 身 の 女 性 は だ れ ? 
・ 女 と は か ぎら な い 、。 
え ? ( 編 ) 
QG44 : レッ ドア イズ な の に 、 な ん で 目 が 黄色 い の ? 
・ ホ ント だ っ !!| (いま 箕 づ いた ) 
ち 、 チ ー フ デザ イナ ー? ? ( 編 ) 
Q45 : アー マト ー ド の カー ドイ ラス ト ( 弐 ) で リン リン を 狙 
っ て る けど 、 反 射 さ れ て 食べ られ な い の で は ? 
・ あ いつ は 覚醒 し て る ! 
… ゲ ー ム に 治っ た まとも な 答え を し て る ・…… ( 編 ) 


Q46 : 挑戦 状 で 戦っ て いる 二 人 は 誰 ? 
嫁 と 和 。 
だ か ら 熱 いん で すね ( え )( 編 ) 


Q47Z : Al は 、 攻 撃 の 時 に 何処 か ら 集 まっ て くる の ? 

・ 分 身 攻 撃っ ! 

量産 型 で は な いら し い ( 編 ) 

QG48 : ユニ コー ン の 頭 に 刺さ っ て いる の は な ん で すか ? 
・ 新 ポポ ン 体 。 

コッ ペリ ア で 魔 導 レベル すべ て ら 5 以 上 に する と 隠し アイ テ 
ム と し て ( 嘘 ) ( 編 ) 

Q49 : モグ タン は 登場 時 に 何で 手 の 匂 い 嘆 いで る の ? 

・ 前 回 の 戦闘 が クラ ラ だ っ た の で 。 

クラ ラ 攻 撃 時 に は 「 ス カー ト め くり 」 と 叫 ぼ う ( お い ) ( 編 ) 
(こう し て 新た な 謎 を 残し な が ら 、 田 口 氏 は 去っ て いっ た …) 














「 ア ヴァ ロン の 鍵 』 誕生 か ら 開 発 秘話 、 


! 弐 」 開発 の 裏話 や 思い 出 を 語る 。 


ング イン タビ ュー 


開発 
ロ 





正 画 の 立ち 上 げ か ら 世 界 観 構築 まで 
訂 寺 曲折 あっ た キャ ラク ター 作り 
まず 『 ア ヴァ ロン の 鍵 』 開発 の きっ か け か ら 教 えて くだ さい 。 
熊谷 : 1999 年 に 「 ダ ー ビ ー オ ーー ナー ズクラブ と いう 、 競 馬 の 育 成 と 競 
争 を 題材 に し た アー ケー ド ゲ ー ム が リリ ー ス され た の で す が 、 非 常に 多く 
の お 客 様 に 受け 入れ て いた だ いた ん で す 。 そ し て 自分 た ちの 部 署 で 成功 し 
た プロ ジェ クト を 見 て いく うち に 「 こ れ か ら は アー ケー ド ゲ ー ム も 、 そ の 
ゲー ム を 中 心 と し て お 店 に コミ ュ ニ ティ が 生ま れる も の 、 ゲ ー ム の 情報 交 
換 な ど を と お し て 仲間 を 増やし て いく 、 じ っ くり 遊ん で 楽し ん で いく よう 
な ゲー ム が 受け 入れ られ る ん だ | と いう こと を 感じ た ん で す 。 そ れ な ら ば 、 
場 を 囲っ て じっくり 遊ぶ と いえ ば 、 お 正月 に こたつ で みか ん 食べ な が ら ス 
生生 みな さん の 原 体験 に ちあ り ま す よ ね ? 多く の 
方 が 子供 の ころ に 体験 し て いる 楽し さ な ら ば 、 普 遍 性 が 高い だ ろう と 思っ 
9 や 0Pi スゴ ロク に 近い 形 の 企画 書 を 作っ た の で す が 、 企 
画 と し て は 正直 な と ころ 稚 抽 で し て 、 ス ゴロ ク と いう コン セプト 自体 は あ 
っ た も の の 、 ゲ ー ム と し て の 構成 が と も な っ て な いこ と も あっ た の で 、 金 
澤 に 声 を か け て 、 一 緒 に ゲー RE 
っ た の が きっ か け で す 。 そ れ で 、 ア ー ケ ー ド で あれ ば 、 い つ で も 誰 で も 参 
胃 で きる よう に あの 2 ロロ グフ し な けれ ば な ら な いと 
いう こと を テー マ に か か げ て 、 い ろ い ろ 模 索 を し て いる 最 中 に | トレ ー デ 
イィ ング カー ド を うま くつ か っ た パト ル も の を 考え た ら ど うだ ろう | と いう 
話 に な っ て 、 ト レ カ な どの 勉強 ね し て いっ た … と いう あたり が スタ ー ト だ 
ど 司 いま す 。 
キャ ラク ター や 世界 観 が 決ま っ て いっ た 経緯 に つい て お 伺い し た いと 
思い ます 。 紀 余 曲折 が か な りあ っ た と 聞い て お り ま す が …。 
熊谷 : 企画 の ブレ スト を し て 3 ヶ月 ぐら いし まし て 、 ゲ ー ム の 骨格 の よう 
な も の が で き あ が っ て き て か ら 、 世 界 観 に つい て いろ ん な 方 向 性 を 検討 し 
た 結果 、 や っ ぱり ファ ンタ ジー が いい だ ろう と 。 そ し て 世界 観 作 りや キャ 
ラク ター を 誰 に 、 ど うい うふ うに 描い て も ら お うか と 悩ん で いた 時 期 に 、 
金澤 が 夜中 に フロ ア を うろ つい て まし て …。 た また ま 中 田 が 描い て いた キ 
ャ ラク ター が まさ に ファ ンタ ジー で 。「 こ こ に 適任 者 が いる じゃ ん | と い 
う 発 見 が あっ て 、 結 局 彼女 を 巻き 込み まし た 。 
朝 訪 : 金澤 さん が 僕 の と ころ に 「 見 つけ た ! 見 つけ た ! | っ て ( 笑 )。 
釜 澤 :| い た いた ! 社内 に いた じゃ ん | っ て ( 笑 )。 
内 谷 : 中 田 と いう キャ ラク ター を 描け る 人 間 の 発見 が あっ て スカ ウト し た 
ん で すけ ど 、 世 界 観 を 構築 し て いく と いう こと は 、 キ ャ ラク ター デザ イン 
だ け で は な いで す よ ね 、 全 体 を どう や っ て パッ ケー ジン グ し て いく か で 、 
これ も 悩み に 悩ん で いた ん で すけ れ ど も 、 フ ッ と 湧い た よう に 、 あ る 日 突 
僚 、 田 口 博之 が 現れ まし て ( 笑 )。 取りまとめ 役 を お 願い し た ん で す 。 
田口 : 最初 に 僕 が きた と き に は 、 も う 開 発 は 1 年 ぐら い 経 っ て いた の か な ? 
ゲー ム ほ | フラ ァ シタ ジー で トレ ー デ ィ シ グ カ ー ド を 合う 、 ス ゴロ 生 クタ イプ 
の も の | で ある と 。 キ ャ ラク ター は 中 田 さ ん が 、 も うか な り 手 を 動か し て 
て 描い て いて 。 こ こ に 来 て この タイ トル を 見 た と き に 、 正 直 「 ず いぶ ん 度 
胸 が ある な ぁ | と (一 同 笑 ) 。 大 型 筐 体 で ファ ンタ ジー も の と いう の は 、 も 
の すぐ く 任 容 く て で て 、 そ れ を 作ろ うと し て いる と ころ に 敬い た ん で す 。 p 全 
り 遊 ぶよ 人 を か な り 選 ぶ と 思う の で 、 ど う や っ て 幅 を 広げ る か で 悩み まし た 
ね 。 女 性 の 方 で も 遊ん で も ら え る よう に と いう と ころ を 注意 し て 、 あ と は 
と こう 補っ て パッ ケー ジン グ し て いく か を 考え まし た 。 中 国 き ん が デザ イシ 
する キャ ラク ター 上 自体 も 完成 に 至る まで は 歴史 が あっ て 、 最 初 は いろ ん な 
人 か ら 言 われ た こと を 取り 込み つつ …。 
申 田 : 迷走 し て まし た ね 。 | どう し よう どう し よう 」| っ て 。 
田口 : 最初 に 見 た と き 、 も う キ ャ ラク ター は いい も の が 描け て いた ん で す 。 








た だ 、 中 田 さ ん は 順番 に 並べ て いく 癖 が あっ て 。 

中 田 : (要求 され た こと を ) 上 に 重ね て いく ん で す よ 。 

田口 : 最初 か ら 描か れ て いた の を 見 て いっ た ん で すけ ど … 一 番 最初 の が 良 
く て 、 だ ん だ ん 悪く な っ て いく ん で す よ ( 笑 )。 

中 田 : 迷走 し て る か ら ( 笑 )。 

田口 : 受 は キャ ラク ター っ て 、 ゲ ー ム で あふ れ た と ころ の 受け 皿 と いう と 
ころ が ある と 思う ん で す 。 そ ん な に ゲー ム の 世界 観 を 意識 する より も 、 魅 
力 的 で あっ て 受け 皿 と な りえ る も の と いう と ころ が 命題 だ と 思っ た の で 、 
中 田 さ ん の 一 番 い い 状 態 の まま 出し た いな と 。 だ か ら 「 と に か く 好 き な も 
の を 描い て みて | と 言 同和 の な 
いう の が 抜群 に 良かっ た ん で すね 。 そ こ を 全面 的 に 押す キャ ラク ター に し 
内 還 陳 の 0 ビジ に この 
で 、 ス トレ ー ト に や っ て 良かっ た な と 思い ます ね 。 

が か が で し た で し ょ ゅ うか が か? 

中 田 : これ (100 ペ ー ジ 参照 ) が 一 番 最初 に 描い た も の で すね 。 最初 に 、 と 
に か く |「 フ ァ ン タ ジ ー で キャ ラク ター を 描い て よ 」 と 言わ れ て 描い て 。 そ 
の あと も 「 カ ー ド を 使う か ら カ ー ド を 持た せ て | と 描い て 。 そ こ か ら 迷 走 
し は じ め て …。 そ の あと 「 シ ル エ ッ ト に し た さい に わか りや すい よう に 」 
と 細か い 注文 が 入っ て くる ん で す 。「 魔 法 も の だ か ら マ ント を 付け て 」、「 学 
校 だ か ら 校 章 入 れ て 」、| 魔法 使い だ か ら 帽 子 か ぶせ て | と か 。 そ うい う 細 
か い 誠 釈 を 一 生 懸 命取り 入れ て いく うち に 迷走 し て し まっ て … 

田口 : 実は 良く 描け て いた 一 番 最初 の も の で 決め て も 良かっ た ん で すけ ど 、 
僕 の ポリ シー みた いな も の で 「 と に か く 記 憶 に 焼き つけ ろ | と いう の が あ 
っ て 。 覚え る ポイ ント や 特徴 が 無い と 、 や っ ぱり 人 は 愛着 が 湧か な い だ ろ 
うと 思う ん で す 。 パ ッ と 目 に つい て 覚え させ る と いう と ころ まで 、 ど う 持 
っ て いく か と 。 そ れ が 途中 まで で きれ ば 、 半生 補 
うい うと ころ に 作業 は シフ ト し て いく の で 。 色 使い な ども 、 ア ー ケ ー ド ゲ 
で DP あの の 相 阿 溢 陸 11 あれ いか や の せこ シス も そう な ん 
5 k つ CC まし た 。 

中 田 : アー ケー ド っ ぽ さ と いう の と 、 自 分 が こう し た い 、 描 きた いも の の 
の 

ーー 一 難産 だ っ た キャ ラク ター は いま すか 7? 

中 田 : 難産 だ っ た の は … カ ル ノ で すね 。 変わ りす ぎ た の は シズ ダマ で し た け 
ど 。 2 

田口 ほ ! アー ケー ド の キャ ラク ター と いう と 、 どう し て も 格闘 ゲー ム の キャ ラク 
ター 本 人間 / っ て 、 自 分 で 直接 動か 
せる か ら 、 それぞれ プロ ポー ショ ン や 体格 を 大 きく 変え た り 、 バラツキ が ある 
よう に 求め られ る ん で すけ ど 、 アヴァ ロン で は 「 記 号 」 と いう も の を 大 事 に し よ 
うと 。 純粋 に 愛着 が 湧く よう に する 。 格闘 系 の 作り 方 と は 違う だ ろう な と 。 プ 
レイ ヤー キャ ラ は プロ ポー ショ ン は 割 と 華 礁 で 似 て いる ん で す よ ね 。 シズマ 
は ご つい けど 、 格闘 系 の 本 当 に ご つい 男 み た い に は し な いと 。 な る べく 狭い 
男 囲 に 集め た ほう が 、 微妙 な 好み の 選び 方 が で きる ん だ ろう な と 。 

中 田 : あと みん な が 一 枚 の 絵 に 入っ た と き に 、 対 立 関係 に ある よう な 背 

向き に は な ら な いよ うな キャ ラク ター と 、 田 口 さ ん か ら 言 われ た 記憶 が あ 
り ま す 。 格闘 系 だ と 、 み ん な 敵対 し て 対立 し て いる 関係 じゃ な いで すか 。 
「『 ア ヴァ ロン | の キャ ラ で も 対立 は し て いま すけ ど 、 み ん な 手 を 繋い で い 
る よう な キャ ラク ター に と 言わ れ ま し た ね 。 


実は 大 プー イン グ だ ら け だ っ た ? 

キャ ラク ター 名 & る タイ トル 名 の 命名 秘話 

ーー キャ ラク ター の 名 前 は どの よう に 決ま っ た の で し ょ うか ? 
(一 同 笑 ) 
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釜 澤 : すご いん で す よ ( 笑 ) 。『1』」 の キャ ラク ター は 私 が 名 前 を 考え させ て 
0 の 0 


ング が あっ て 名 前 の 案 を 出す ん で す が 、 そ の た び 
い お い お い | と みん な に 言わ れ て 。 
熊谷 : | オジ ー| と か 、「 バ ギ オ | と か …。 
釜 澤 : 何 か ら 名 前 を 持っ て こよ うか と 考え て いて 、 こ の キャ ラ た ちの 出身 
国 を イメ ー ジ し て 、 そ の 出身 国 で 一 番 名 前 っ ぽい も の を 引い て き て みた り 、 
あと は 70 年 代 の ロッ ク と か の 名 前 か ら 選 ん で みた り と か し て いろ いろ 出し 
て いた ん で す が …。 カ ル ノ の 案 で は | カル ノ タ ウル ス | と いう の が いて ・… 
あれ が 一 角 獣 だ っ た か な と 選 1 っ て カル ノ と つけ て みよ うと 思 \ っ た ん で す が 、 
実際 に は 一 角 獣 と は 全然 関係 な い 恐 竜 だ っ た ん で す ( 笑 ) 。 
ャ は 散々 | それは 女 の 名 前 だ ] と 反対 され て いた ん で す が 、「 で も … 
IN 1 っ て 、 GDP 0 利 eo 
ノ は … す いま せん 、 ち ょ よっ と 見 えて な いん で す 。 
中 田 : 確か 、 案 と し て 出 て いた リス ト に は あり まし た よね 。 
釜 澤 : そう で すね 。 リ スト に は 載せ て まし た 。 コ ッ ペ リア に つい て は 、 そ 
の ころ か ら 裏 設定 で 人 形 と いう 話 が 出 て き て いて 、 呉 田 さ ん が 「 コ ッ ペ リ 
ア っ て どう ? 」 と 。 人形 を 本 当 の 人 と 思っ て 恋 を し て し まう と いう バレ エ 
の 工 曲 が ある らし いと 。 
田口 : 一 番 い い 感じ で すね 。 

滞 : | 上 呉 田 チー フ が いう の で し た ら 、 そ れ は も う 」| と いう こと で ( 笑 )。 シ 
チュ エー ショ ン 的 に も ピッ タリ だ な と 。 ロ ー ザ は 、 確 か 熊谷 さん だ っ た よ 
う 迷 …e。 
区 谷 :… 忘 れ ち ゃ っ た 。 
中 田 : ロー ザ が 一 番 踏 ん 切り が つか な か っ た で すね 。 
田口 : あん まり に も 責め られ て いる か ら 、 人 の せい に し て いる の か な と (一 
同 笑 ) 。 
金澤 : シズ マ て に つい て も … | シズマ と 付け た い | と いう こと で つけ させ て 
も ら っ た と 思い ます 。 ち な み に 「『1』 の ころ の CPU の 名 前 っ て ある じゃ な 
いで すか 。 あ れ は 前 の 候補 た ち で す 。 
ーー パ ギ オ と か 、 確 か に いま し た ね 。 
釜 澤 : あれ も 「CPU の 名 前 を 何 に し よう か 」 と な っ た と き に 、 こ れ を 使 お 
う と 。 僕 自 身 と し て は 嫌い な 名 前 じゃ な か っ た の で 。 
田口 : 評判 が 良く な いん で す よ ( 笑 )。「 マ レー ナ | と か 。「 ロ ー ザ | に 関し 
て は 、 も うち ょ っ と ひね っ て も 良かっ た と 思う ん で す よ ね 。 
金澤: いろ ん な シチュ エー ショ ン か ら 名 前 を 持っ て きた ん で すけ ど 、 そ の 
た びに ブー イン グ で し た ね …。 
田口 : 自信 な さげ に 言っ て いた り し て 、 最 後 は 「 も うこ れ で いい よ 」 みた 
いな 感じ で し た 。 
中 田 : 苦痛 に な っ て まし た ね 。 
釜 澤 : ディ アド ラ と ダグ ダ は 、 誰 も 名 前 を 考え て な か っ た ん で す よ ね 。 そ 
れ で 、 画 面 上 に 出す と いう と き に な っ て 、 プ ログ ラマ ー か ら 「 彼 ら の 名 前 
は 何で すか ? |」 っ て 。 デ ザイ ン 側 か ら 求 め ら れ た の で は な く て 、 ち ょ うど 
あの 方 か ら で す (と いっ て 朝倉 さん を 指す )。 
朝倉 : 名 前 が 無い と 、 プ ログ ラム 的 に 困る ん で す 。 

澤 :| 名 前 な ん な ん で すか ? すぐ 決め て くだ さい 」 っ て 。 実際 に 出 て 


に 大 ブー イン グ ( 笑 )。「 お 


きた の は …AOU シ ョ ー の あと し た っ け ? 
異 田 : 確か に 最初 は いな か っ た 。 





朝倉 : 装 OU Il 
金澤 :|「 ア ヴァ ロン の 鍵 ] と いう タイ トル は も う 決 まっ て いた の で 、 ア ヴ 
5 昌 の の リリ R の DP ろ で 、 ダ グ ダ と ディ ア 

ドラ と いう 神話 に 出 て くる 名 前 を 持っ て きた ん で す 。 

誠 早 川 : 最初 は | カエ ル 理 事 長 ] で し た よね 。 本当 に リリ ー ス 直前 に 名 前 
が 出 て き て | ダグ ダ っ て 誰 ?」 っ て 。 

田口 ほそ の と きも 当然 な が ら ブ ー イ ング が 起き て いた ん で すけ ど ( 笑 )。 
中 田 : 私 は ブー イン グ が あっ た こと も 知ら な か っ た 。 気がつい た ら 付 いて 
案 し た ね 。 

多 澤 : 名 前 が 付い た こと を 知ら な い 人 の ほう が 多かっ た で すね 。 

田口 : 中 田 さ ん の (キャ ラク ター 画像 を 描い た デー タ の ) ファ イル 名 も 、 全 
然 直 う 名 前 で つい て まし た ね …。 

中 田 : あて 、 あ れ は や ば いで す ( 笑 )。 

ーー あれ は あれ で 違う 名 前 で し た ね 。 

田口 カル ノ は 何で し た っ け ? 

中 田 : カル ノ は 「akira( ア キラ ) |」 と 付け て まし た ( 笑 ) 。 
田口 アリ ュー シャ は 7? 

中 田 : アリ ュー シャ は … 今 ちょ っ と 思い 出せ な いで すね (※)。 

ーー キャ ラク ター 紹介 ペー ジ を 作成 する と き に 見 て いま し た けど 、 昔 は あ 
の 名 前 で 呼ば れ て いた ん だ な と 思い まし た 。 

荻 谷 : あれ は 中 田 ネ ー ム な ん だ よね 。 

田口 : 独立 し た ネー ミン グ な ん で す よ 。 

中 田 : イー ノ は |potter( ポ ッ タ ー) | で し た か ら ( 笑 ) 。 そ れ は や ば い だ ろ 
才 。 

釜 澤 : 確か 、 呉 田 さ ん が 考え た も の で 「 ホ ッ タ ハリ オ ( 堀 田 針 雄 ) 」 っ て 出 
し て まし た よね (一 同 笑 )。 

異 田 : ダグ ダ も 最初 いな か っ た よね 。 デ ィ ア ドラ の 絵 の 横 に 、 使 い 魔 み た 
いな カエ ル が いた ん で 、 こ いつ を 本 体 に し よう と か いっ て 。 

中 田 :| エロ ティ ッ ク な 校長 が いる と いい ね | みた いな 話 が あっ て 、 半 分 
お 遊び みた いな 感じ で ディ アド ラ を 描い て いた ん で すけ ど 、 そ の 横 に 「 や 
っ ぱり 魔女 だ から か え る で し ょ 」 うるう て と Ui 

ーー タイ トル の 話 も 出 た と ころ で 、[ ア ヴァ ロン の 鍵 | の タイ トル 名 に 決 
まっ た 経緯 に つい て 教え て くだ さい 。 

朝 訪 : 最初 は | TAG BATTLER( タ グ バ トラ ー) | 定 ② 和 だ ん で す よ 特 。 
ーー セガ の 公式 ホー ムペ ー ジ 内 で の イン タビ ュー で 、 金澤 さ ん は [| ヴ | が 
好き だ と いう の を 見 まし た が …。 

釜 澤 : 好き な ん で す よ 。 小さ いと き に 特撮 番組 で 「 ヴ 」 と 付く 宇宙 船 が あ 
っ て で すね …。 常 用 の 文字 で は な い の で 、 普 段 使 われ な いじ ゃ な いで すか 。 
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朝倉 : 語 っ て る ( 笑 )。 

金澤 : それ は それ と し て 、 タ イト ル に 関し て も 紅 余 曲折 と 迷走 は し て いた 
ん で す 。 そ れ で 熊谷 さん と 一 緒 に 、 当 時 社長 だ っ た 小口 (久雄 氏 : 当時 分 
社 化し て いた 株 式 会 社 ヒ ッ 和 ー 代 表 取 締 役 社長 。 現 在 は 株 式 会 社 セ 
ガ 代 表 取 締 役 社長 ) さ ん に 相談 に 行っ た ん で す 。 そ の ころ は も う 鍵 を 奪い 
合う と いう の は 決ま っ て いた の で 「 そ れ だ っ た ら 「 鍵 】 と 付い て な か っ た 
ら お か し い 」 と 。 そ れ ぐ らい の 勢い で 言っ て まし た よね 。 
熊谷 : そう で すね 。 

金澤 : 最初 は 、 イ タリ ア 語 だ か フラ ンス 語 だ か わか ら な いよ うな 名 前 を 考 
えて て …。 

熊谷 :「 カー ド マ ス ター| と か 、「 カ ー ド ンー」 に し よう と か 。 あ まり に 一 般 
名 詞 的 で ロマ ン が な く て 「 そ れ は ちょ っ と | と 言わ れ ま し た ね 。 

金澤 :|- の 鍵 ]) に し よう よ と 言わ れ た ん で す 。 そ れ で ケル ト 神 話 か ら ア 
ヴァ ロン と いう 言葉 を 見 つけ て 、 大 好き な 「 ヴ | も 入っ て いる の で 「 ア ヴ 
ァ ロ ン の 鍵 ] と いう の は どう だ ろう か と 。 で も 、 そ の ころ は すでに 、 プ レ 
イヤ ー キ ャ ラク ター の 名 前 付け で 痛 手 を 負っ て まし た の で ( 笑 ) 、 す ご い 自 
信 を 持っ て みん な に 見 せ た り 、 熊 谷 さ ん や 小口 社長 に 持っ て いっ た 思い 出 
が あり 下す ね 。 

ーー タイ トル が 決ま っ た の は いつ ご ろ で すか ? 

釜 澤 : あれ は …AOU 前 の 11 月 で すね 。 

田口 : すぐ に タイ トル ロゴ の デー タ を 作ら な くち ゃ いけ な いと いう 時 期 で 
し た よね 。 

朝 訪 : ギリ ギリ で し た ね 。 本当 に 「 タ グ バ トラ ー| に な る か と 思っ た 。 
田口 : 確か ロゴ は 2 日 ぐら いで 突 員 で 作っ た ん で す よ 。 ロゴ は 基本 的 に 何 
で も いい と 思っ て いた ん で すけ ど | 英語 が 良かっ た な | っ て ( 笑 ) 。 日 本 語 
だ と 口 ゴ を 作る の が 難し いん で す よ 。 

中 田 : ロゴ が で きた と き は 嬉し か っ た で すね 。「 う わ ー、 ゲ ー ム らし く な 
っ た と 思っ て 。 


※ イ ンタ ビュ ー 時 に は 出 て きま せん で し た が 、 アリ ュー シャ は sei (セイ ) 、 シ ズ マ は dai (ダイ ) 、 ロー ザ は mariah (マリア) 、 コッ ペリ ア は star( ス ター) と つい て まし た 。 








単純 な 構成 で 、 あら ゆる 方 向 性 を 盛り 込む 。 見 ブル は 音 の 名 残 ? 
モン スタ ー デ ザイ ン や カー ドイ ラス ト に つい て 

ーー カー ドイ ラス ト や モ シ スタ ー の 製作 に つい て 伺 い L た いと 思い ます 。 
基本 的 に 元 に な る イラ スト (裏面 の モン スタ ー) は 田口 さん が 描か れ た ん で 
すす お 幸 。 

田口 : そう で すね 。 も う ひ と り 飯 島 (54 ペ ー ジ 、 カ ー ド イラ スト レー ター 
アン ケー ト 参 照 ) と ふた り で や っ て まし た 。『1] の も の は 90% ぐ らい や っ 
て 、 今 は 徐々 に 飯島 の ほう に 引き 継い で いっ て いる ん で すけ ど 。30 体 目 ぐ 
らい まで が 一 番 き つか っ た で すね 。 基本 的 に シル エッ ト が 重なる よう な も 
の は 絶対 に や め よ うと 思っ て いた の で 。 な お か つ 、 単 純 な 構成 で ある も の 
と 自分 の 中 で は 決め て まし た 。 理由 は ユー ザー に 覚え て も らい た いと いう 
の と 、 イ タ ズ ラ 描 き を し て ほし か っ た ん で す よ ね 。 そ れ ぐ らい の 基準 で 作 
っ た ほぼ ほう が 、 み ん な も 愛着 が 湧く だ ろう と 。 た だ 、 そ うな る と で きる こと 
が 限ら れ て くる か ら 、 本 当 に バリ エー ショ ン が 思い つか な く て 。30 体 目 ぐ 
らい で 、 次 の が 全然 描け な く な っ た ん で す 。 そ こ を 越え た ら ポ ン ポ ン と 抽 
け て いっ た ん で すけ ど ね 。 そ の 30 体 目 あ た り に 描い て いた の が 歩兵 シリ ー 
ズ な ん で す よ 。 だ か ら 本 当 は 歩兵 っ て 自分 の 中 で は 嫌い な ん で す ( 笑 )。 
最初 か ら 100 体 近く の モン スタ ー を 作る と いう こと だ っ た ん で し ょ うか ? 
田口 : 自分 が 見 せ て も ら っ た 企画 書 に は 「 全 モン スタ ー200 体 | と 書い て 
あり まし た 。 な の で そこ まで 引っ 張れ る よう に 、 考 えら れる すべ て の 方 向 
性 を 盛り 込ん で いっ た ん で す 。 で も 並ん で みた と き に 、 う っ すら と 統一 感 
が 感じ られ る も の が いい か な と 。 割 と 世界 観 と いう と 足かせ みた い に 考 え 
て し まう ん で すけ ど 、 ユ ー ザ ー 自 体 は も っ と 自由 に 考え て いる と 思っ て い 
る ん で す 。 受け 取る 側 っ て | これ は 好き 、 こ れ は 嫌い ] っ て いっ て 自由 な 
選び 方 を する と 思っ て いた の で 、 珍 獣 系 と ご つい や つが 並ん で いる と 違 和 
感 を 感じ る と 思う ん で すけ ど 、 最 終 的 に 馴染 ん で くれ ば 、 う まく 共存 で き 
る ん じゃ な いか と 。 共通 記号 みた いな も の は 多少 気 を つけ て まし た けど 、 
「 ア ヴァ ロン 」 の 場合 は 「 本 当 に コレ あり な の ? 」 っ て と ころ まで 踏み 込 
ん で や っ て ます 。 い ずれ モン スタ ー の 要素 (特徴 や パー ツ な ど ) を イン フレ 
させ る 時 期 が くる ん じゃ な いか な と 思っ て いた の で 、 最 初 は で きる だ け 抑 
えて いま し 江 。 

ーー モン スタ ー の 元 に な る 案 も 田口 さん が 考え る ん で し ょ うか ? 

田口 : それ は こち ら ( 人 金澤 さ ん ) か ら 来 る ん で す よ 。 

朝倉 :|「 キ リン | と か ね ( 笑 ) 。 

田口 : 一 言 「 キ リン | と だ け 書 いて あっ て 、 そ れ が タワ ー に な っ た ん で す 。 
た だ キリ ン を その まま 描い て も いい ん で すけ ど 、 欲 し が る 人 が いる か どう 
か と いう 間 題 が あっ て ( 笑 )。 元 は あん まり こだわ ら な いん で すけ ど 、 そ こ 
か ら ど う や っ て キャ ラク ター と 呼べ る も の に 落と すか と いう と ころ に 力 を 
注ぐ タイ プ な ん で す 。 で も どう し て も 落と せな い の が 何 体 か いま し て 、 そ 
れ は モチ ー フ を 変え て も ら っ た 気 が し ます ね 。 

中 田 : それ は 何で し た ? 

田口 ほ えっ と …、 ハ コリ ス な ん か は 、 す で に ビー パ が いる の に 「| 子 リス | 
と いう の が あっ て 。 ど うし て も キャ ラ か ぶる し 、 リ ス と いう の を 外 そ うか 
と いう と ころ まで いっ た ん で すけ ど 、 箱 に し よう か っ て ( 笑 )。 

異 田 : 時 ブル と か も 最初 は 全然 違っ て た よね 。 

衣 谷 : で も 最初 か ら タ イヤ は 付い て いた よ 。 

困 口 ほ それ は … 自 分 が 開発 に 入る 前 が ある ん で す よ 。 











中 田 : 今 は カー ド を 使っ て その まま 移動 する こと に な っ て ます ビワ 
| 移動 する 手段 だ か ら | と いう こと で 、 乗 り 物 と 生き 物 が 合体 し 
感じ だ っ た ん で す 。 例え ば チー ター と F1 マ シン が 合体 し た よう な 
( 笑 )。 鬼 ブル は その ころ の 名 残 で すね 。 人 間 と タイ ヤ が 合体 し て - 
田口 ほ ! コン セプト と し て 理 届 は 通っ て いる ん で す よ ね 。「 カ ー ド 
その まま 移動 する | と いう こと な の で 、 乗 り 物 と 動物 な り モ ンス 
を 足し た 状態 な の は 筋 は 通っ て いる 話 だ っ た ん で すけ ど 、 億 が 入 
に は 、 そ の デザ イン を 中 田 さ ん が や っ て て …。 

中 田 : それ を 描く の が 最大 に 辛かっ た で す …( 笑 )。 

田口 : 5 体 ぐ らい 描い て あっ て 、 そ こ か ら 苦 し さ が も う プ ンプ ン 伝 ゎ わ = て 
き て 。 そ こ か ら 数 を そろ える こと が 、 本 当 に で きる か どう か …-。 
中 田 :| も う 普 通 の で も いい じゃ な いで すか | っ て 言っ た ん で すけ ど 「、 
や 、 で も 何 か 描 いて 」 っ て …。「 描 きま す よ 。 描き ます けど 、 あ と の こと 
は 知り ませ ん よ | ぐら い に 言 っ て まし た ( 笑 ) 。 

金澤 : 最初 は マス も 、 動 物 に 乗っ て 移動 させ よう みた いな 話 も あっ ニム と て 
す よ ね 。 そ れ で 乗り 物 に また ぐ と か 、 島 に つか まっ て と か 。 割 と 尾 選 雪 る 
大 きく し て いた ん で すけ ど 、 現実 的 な と ころ で ゲー ム に し て いく と な る と 
カー ド は か か げ る ん だ けれ ども 、 プ レイ ヤー 自体 は 歩く と いう こと 落ち 開 
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さん に 対す る 足かせ みた いな も の は 外れ て いき まし た ね 。 
熊谷 : 一 番 最初 に 移動 手段 を 乗り 物 に する と いう の は コン セプト みた こ 
思っ て いた の で 、 そ の コン セプト を 崩す と いう の は 、 な か な か 企画 サイ ド 
の 自分 た ちか らし て みた ら 、 譲 れ な いみ た い に 思 っ て いた ん で す -。 

釜 澤 : カー ド を 何 に し よう か と いう の を 考え て いて 、 サ イコ ロ で 移動 と っ 
いろ ん な 話 は あっ た ん で すけ ど 「 カ ー ド を 使っ て 移動 も 戦闘 も | みろ た .`= 
こと を 考え て いく と 、 カ ー ド 単体 の オブ ジェ クト と し て は 、 生 き 物 みた 
な も の に な っ て いく ん だ ろう な と 。 じゃ 、 生 き 物 で 移動 も 戦闘 も と いっ と 
ころ で 、 熊 谷 さ ん と 考え て いた と き は 、 対象 年 齢 を 低く て も いい よう に と 
考え て いた の で 、 ち ょ っ と ファ ンタ ジッ ク な 想像 の 動物 で 、 乗 り 物 と 動物 
を 兼ね た よう な も の に する と 。 

熊谷 : 猫 が 橋 に な っ て 、 そ こ を 渡る よう な ポ エ ミ ー な も の も あり まし ニニ 
( 笑 )。 そ ん な 夢 物 語 を 考え て いた ん で す 。 企画 書 も タイ トル に 「 預 会 会 生 
と か 付い て まし た か ら 。 そ の あと も 「 召 喚 合体 |] と か …。 

田口 : で も 「 も う 乗 り 物 じゃ な く て も いい わ よ 」| っ て 言わ れ て モン スタ ー 
作り を し て いき まし た 。 

ーー カー ド 表 の イラ スト に つい て お 伺い し た い の で す が 。 

田口 : 作家 さん に お 願い し て いる の は 、 そ の モン スタ ー を 作家 さん 明 = 
解釈 し て 表現 し て も ら う 面白 さ が 出 れ ば いい な と 。 裏 の モン スタ ー テ ディ 
ン が | 表 だ と 、 こ うい うに 表現 きれ て いる ん だ | と いう ふう に で きた らい 
いな と 。 あ と 、 実際 に モン スタ ー を 3D 化 し な けれ ば いけ な い の で 、 仕 
流れ 自体 を どう いう ふう に し た らい いか を 考え た ん で すね 。 作家 さん 
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す が 、 何 が 出 て くる か わか ら な いこ と に 、 危険 な 面 が ある ん じゃ な 、 
思っ た ん で す 。 例 えば 、 全 身 鳥 の 羽 で 毛むくじゃら の モン スタ ー が 三 
た と し て 、 素 晴らし い イ ラス ト は で きた けど 、3D で は 表現 で き な い っ て 
と に な る と も っ た いな いと いう こと に な り ま すか ら 。 こ っ ちの ほ 
に も し や すく 、 あ る 程度 モン スタ ー の デザ イン も ちゃ ん と し て い 
提示 し て いっ た ほう が いい の で は な いか と 。 あ と 全体 の パラ ンス が こち 
で 調整 で きる の が いい か な と 。 作家 さん に 頼む と 、 み な さん か っ こい `~ 
の を 描き た く な り ま すし | 俺 が 俺 が 」 っ て こと に な る と 思う ん で すけ ど 
多分 Al みた いな も の を 描い て くる 人 は いな いと 言っ て も いい ぐら い 
うん で す 。 で も あれ は あれ で 、 全 体 の バラ ンス を 考え る と 必要 か な 
イラ スト レー ター さん は 、 ど う や っ て 探さ れ た ん で し ょ うか 7? 
上 除 谷 : あの 手 こ の 手 で すね …。 最初 は 雑誌 社 さ ん に 相談 し た り と な 、 三 三 
の 知り 合い を 紹介 を し て も ら っ た り …。 一 番 多 か っ た の は WEB ペ ベー ジ で 
見 つけ て 体 当 た りみ た いな 感じ で 、 ギ ャ ラリ ー を 設け て いら っ し = ゃ る 方 々 
に 直接 「 セ ガ の 熊谷 で す 。 初め あ まし て | っ て メー ル を 出し て 「 ご 和合 
だ ませ 世 ん か る?| と 、 き っ ら か けず を 作っ て いき まし た ね 。 

田口 : 最初 は どの 作家 さん も 、 モ ンス ター を どこ まで 崩し て いい の ディ 
か ら な く て 、 ラ フ の 3 枚 目 で らい に な る と 勝手 が わか っ て くる ん で すけ ど 
1 枚 目 2 枚 目 は 忠実 に 再現 し よう と し て 、 苦 しい 絵 に な っ て い 
荻 谷 : イラ スト が 50 枚 ぐら い 集 まっ た と き に 、 い か つい の と 
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っ て 、 あ わ て て 綺麗 系 を 描け る 作家 さん を 探し た の は 覚え て ま 3 
小早川 : 青 属性 は 背景 に 水 を つけ た り 、 黄 属性 は 背景 を 黄 色 , 
と いう の は 、 結 構 あ り ま し た ね 。 エ クス パン ショ ン ([1.20」) 以 1 
リー が 崩れ て き て し まい まし た けど 。 

田口 : ン シチュエーション が 限定 され て き て し まう の で …。 自 分 
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ー ム を や る ん で すけ ど 、 カ ー ド の 記憶 の 仕方 が 結構 特殊 で |「 そ の 絵 を 見 れ 
ば 青 属 性 | と いう 不思議 な 感覚 が ある ん で すね 。『 ア ヴァ ロン 」 も 、 と に 
か く 覚 えな きゃ いけ な いと いう の が 大 前 提 に ある の で 、 ト レー ディ ング カ 
ー ド ゲー ム の 記憶 の 仕方 と 似 て る か な と 思っ て 。 そ こ で ゆく ゆく は 絵 変え 
も で きそう か な と 。 絵 変え に つい て は か な り 絵 柄 が 変わ る の で 、 懸 念 する 
人 も いた ん で す 。 マ ジッ ク ・ ザ ・ ギ ャ ザ リ ン グ も バン バン 絵 変 えた を し て い 
る ん で すけ ど 、 み ん な 覚え る の が 非常 に 早い と いう こと も あり まし た の で 、 
いつ か 絵 変え は 仕掛 けた いと 思っ て いま し た ね 。 


紙 で 試作 し て カー ド 特 性 を 練り こん で いっ た こと 
そし て フロ グラ マー か ら み て 大 変 だ っ た こと 

ーー ゲー ム 開 発 途中 で 紙 で 試作 し て 遊ん で いた そう で す が 、 そ の ころ の お 
話 を お 願い いた し ます 。 

金澤 : ゲー ム の 骨子 が で きた ん で すけ ど 、 カ ー ド 単位 の 特性 な ど 仕 様 が 最 
初 か ら 複雑 だ っ た の で 、 プ ログ ラマ ー さ ん に プロ グラ ム を 組ん で も ら っ て 
すぐ に 試す と いう 状況 に は な か な か な ら な か っ た ん で すね 。 カ ー ド 特性 と 
いう の を ほか の カー ド ゲ ー ム を 旬 強 し て 、 練 りこ みな が ら … と いう こと に 
な る と 、 や っ ぱり 紙 で 試さ な いと ダメ だ ろう と 。 そ の ほう が 修正 も 早い し 
試せ る し … で 。 ま ず プ ログ ラマ ー に 組ん で も ら う 前 に 、 紙 で カー ド を 特性 
を 試す と いう の を し て いま し た 。 紙 で 試す と いう の は 「『1」 開発 の か な り 
後半 まで や っ て いま し た ね …。 

熊谷 : 最初 は も う 金 涯 が ルー ル で し て 、 み ん な 人 金澤 に 聞か な いと コマ が 進 
め ら れ な いん で す よ 。 や っ て いく うち に プロ グラ マー も 「 組 む の 大 変 す ぎ 
だ か ら 人 金澤 を 筐 体 に 入れ と け ば いい じゃ ん | っ て ( 笑 )。 そ ん な 話 が 出 て き 
た ぐら い 、 ル ー ル を どん どん 入れ て いっ て 、 日 々 ルー ル を 変え な が ら 試 し 
て いっ た 毎日 で し た ね 。 

金澤 : 進め て いっ た ら 止 め ら れる ん で す よ 。「 人 金澤 、 こ こ は ど うな っ て ん 
だ よ 、 と と は 今 ど う や っ た ん だ | っ て 。 そ ん な と こと 考え ず に ルー ル 作 っ て 
持っ て き て いる の に ( 笑 ) 、 全 部 アド リブ で 言っ た こと が 組み 込ま れ て いっ 
て 、 大 補 だ 甚 と か 選 い まし 売れ 。 

プロ グラ ム に 関し て は 本 当 に 大 変 だ っ た と いう お 話 を 聞い て お り ま す 
が 、 そ の あたり は いか が で し た で し ょ うか が 7? 

異 田 : 一 番 最初 か ら 全 部 を 見 渡し て プロ グラ ム を 組め る わけ で は な い の で 、 
仕様 を 考え な が ら 、 あ る 程度 ゲー ム や プロ グラ ム を 作っ て いく よう な も の 
な ん で す 。 今回 、 最 初 は プロ グラ マー も 全員 、 紙 で 遊ん で 、 同 じ も の を イ 
メー ジ し て 、 実際 に どん な ゲー ム か っ て いう の を わか っ て いる 状態 か ら 作 
業 し よう と いう こと に な っ た ん で す 。 プ ログ ラム 組ま ず に 紙 で 遊ぶ 時 期 が 
本 当 に 長かっ た で すね …。 

熊谷 : 骨格 と な る 部 分 が 決ま る の に は 3 ヶ月 ぐら いか か っ た ん で すけ ど 、 骨 
格 が 決ま っ た あと も 、 細 か い ゲ ー ム ルー ル を 詰め て いく と き に プロ グラ マ 
ー も 参加 し て も ら っ て 、 そ こ か ら さ ら に 半年 以上 …7、8 ヶ 月 で らい か な ? 
組む 前 は 長かっ た で すね 。 

朝 薦 : シ ステ ム を 作る の が 大 変 で し た ね 。 

異 田 : 作っ て みて | ダメ だ っ た | で は 済ま され な い の で 。 

和 載 廊 : 紙 で や っ て て 、2 連 コン ボ と か や る と 金澤 さん が 逆 ギ キレ する ん で す 
よ ( 笑 ) 。 

釜 澤 : ルー ル の 不備 や 盲点 を 付い た こと を 、 朝 倉 と も う ひ と り の プロ グラ 
マー の ふた り が 大 抵 見 つけ て まし た ね 。 し か も 、 見 つけ た こと を 嬉し そう 
に 話す の で 「 カ チン | と ( 笑 ) 。 い ろ い ろ 試 行 錯誤 し て まし た 。 実機 で プレ 
イ し て も ら う 環境 が な か っ た の で 、 紙 で カー ド 能 力 の 調整 を や っ て いた だ 
by て まあ し た ね 。 

プロ グラ マー の 方 は 、 こ の ゲー ム 制 作 に お いて 大 変 だ っ た 点 は どう い 
うと ころ る でしょ うか 7? 

異 田 ' コンセプト 自体 が 難し いと いう こと も ある の で 、 市場 に 受け 入れ て 
も ら う 前 に 、 お 店 の ほう に も 導入 し や すい よう に 、 コ スト 面 で も 敷居 を 下 
げ な きゃ いけ な いん で す よ ね 。 何 か 特 別 な 機械 や 基板 な ど を 追加 すれ ば 価 
格 が 上 が っ て し まう 。 導入 面 で も 、 し いて は プレ イ 料 金 に も 反映 され て し 
まう の で 、 全 部 を トラ イフ ォ ー ス (アヴァ ロン の 鍵 で 使用 し て いる 基板 。 ゲ 
ー ム を 動か す 中 心 部 分 ) に 押し 込め た ん で す 。 た だ … 当 時 は トラ イフ ォ ー 
ス 自 体 も 開発 中 で し た し 、 ソ フト ウェ ア を 開発 する の に 必要 な ライ ブラ リ 
も 無かっ た ん で す 。 実際 2 月 の AOU の 出展 に 間に合わ せな きゃ いけ な い の 
に 、 ト ライ フォ ー ス が 手元 に 来 た の は 前 の 年 の 11 月 ぐら い 。 

朝 薦 :3 ヶ 月 ぐら い 前 で すね 。 

異 田 : それ まで ずっ と PC で 開発 し て て 。「 ト ライ フォ ー ス な ら こ れ ぐ らい 
0 愛 ど 作 で きる 走る ろう ] と 予 則 で すっ と 作っ て まし 者 。 

朝倉 : で も 一 番 苦労 し た の は メモ リ ( ゲ ー ム の プロ グラ ム や グラ フィ ッ ク 
な ど を 記録 させ て お く 場 所 ) だ よね 。 








底 谷 : 仕様 も 複雑 で 、 モ ンス ター も た くさ ん いる ゲー ム な の で 、 扱 う デ ー 
タ 量 も た くさ ん ある の で 、 そ れ を うま く 切 り 盛 り し て 全部 搭載 する の が 難 
し か っ た で すね 。 

中 田 :| 入 ん な い 、 入 ん な い 、 ま た デー タ を 小さ くし な きゃ | っ て 、 何 回 
も や り ま し た 。 

田口 : 開発 で 使っ て いる PC 版 と いう も の が ある ん で す 。 た だ それ で は モ 
ンス ター が 表示 で き な い ん で す 。 骨 ( ス ケル トン と よ ば れる 、3D モ ンス タ 
ー の 骨格 と な る 部 分 ) が 多 す ぎ て 。 実際 の 筐 体 か ら モ ンス ター を 表示 させ 
る の に 、 ず いぶ ん 時 間 が か か り ま し た ね 。 

朝倉 : トラ イフ ォ ー ス と PC で 同時 に 作っ て いた ん で す 。 ゲ ー ム の 部 分 は PC 
で 作っ て 、 絵 の ク オリ ティ は トラ イフ ォ ー ス で 仕上 げ て いこ うと 。PC で は 動く 
ん だ けど 、 ト ライ フォ ー ス で は 動か な いと いう こと も あり まし た ね 。 

異 田 : と に か く メ モリ だ よね 。 や りく り し な いと いけ な く て 。 

朝倉 : 最初 に ソフ ト の 設計 を する と き に 、 プ ログ ラマ ー は コン セプト を 決 
め る ん で す よ 。 ア ヴァ ロン で は 「 カ ー ド の 調整 を し や すい よう に 、 カ ー ド 
を 追加 し や すい よう に し よう 。 続編 作っ て いけ る よう に し た いね 」 と いう 
の が あり まし た 。 カ ー ド の 調整 や 追加 で は 割 と うま くい っ た と 思っ て いる 
ん で すけ ど 、 企 画 の ほう か らく る 仕様 が ね …( 笑 ) 。 

異 田 :「 こ の 世界 で は これ が ルー ル で す | と いう こと を プロ グラ ム で 作っ 
て いく ん で す 。 で も カー ド ゲ ー ム で は ルー ル を 壊す と いう 部 分 と いう の が 
面白 いと ころ で も ある の で 、 プ ログ ラマ ー が 想定 し て な か っ た り | こう い 
うこ と は 無し に し よう | と 思っ て いた こと が 、 カ ー ド の 仕様 と し て 出 て く 
る ん で す 和 。 


. 翻 倉 :[「 こ の カー ド を こう 変え た いん で すけ ど | っ て いっ た ら も う 、 根 本 


か らち ゃ ぶ 台 返し な ん で す 。 で も 、 プ ログ ラマ ー の 予測 を 越え な いと 、 企 
画 は いい 仕事 し た と は 言え ませ ん か ら ( 笑 ) 。 

金澤 : ご めん ね ( 笑 )。 

朝倉 : 大 変 い い 仕事 を し た ん じゃ な いで し ょ うか が ( 笑 ) 。 

異 田 : その 辺 の 調整 も 長かっ た ね 。 

朝 倉 : カー ド の 調整 の こと ば っ か り 考 えて いた ん で 、 あ と で 搭載 され る 競 
技 会 モー ド や ーー 人 用 モー ド を や ろう と いう の は 苦労 し まし た ね 。 


すっ か り 雰 囲 気 は 反省 会 ? 

AOU で の お 披露 目 や 本 稼働 前 の ロケ テス ト の こと 

ー 一 開発 が 進ん で AOU で お 披露 目 し た り 、 最 初 に お こ な わ れ た ロケ テ ( ロ 
ケ テ ス ト ) で も 注目 度 が 高かっ た と 思い ます が 。 

荻 谷 : ロケ テ は …。 

中 較 1 も の 和 机 …。 

熊谷 : … 思 い 出 し た くも な い ( 一 同 苦笑 ) 。 

金澤 : AOU の と きも 、 ロ ケ テ も すご く 人 切羽 詰まっ て て 。 筐 体 も 含め て パッ 
ケー ジン グ の 状態 が 人 様 に 出す ギリ ギリ の 状態 だ っ た り と か 「 も う 少 し で 
これ は ダメ じゃ な いか | と いう ぐら い 、 本 当 に 綱渡り だ っ た ん で す 。 ロケ 
テ に 出し て か ら は スタ ッ フ が 毎日 日 替わり で 、 時 間 割 で 常に ロケ テ の 場所 
に 行っ て ずっ と お 客 様 を 見 て て 、 不 具合 が 出 た ら す ぐに プロ グラ マー に 電 
話す る と いう 日 々 で し た 。 初日 は 私 と 熊谷 、 藤 澤 ( 小 早川 氏 と 同じ く 本 作 
の ディ レク ター で 開発 の 中 心 人 物 の ひと り 。 イ ンタ ビュ ー で は 都合 に より 
欠席 。183 ペ ー ジ 参照 ) が いた ん で す 。 中田 も 初日 に いた ん だ よね 。 

















障 仁 i た また ま 見 に 来 て くれ た ら 。 巻き 込ま れ て で て … ね ね 。 

中 田 : 開店 ぐら い の と き に 行っ た ん で す 。 

- 困 口 デザ イナ ー も みん な 見 に 行っ た ん で す 。 初日 は 俺 も 行き まし た 。 
小早川 : 俺 も 行っ た ん で す よ 。 

広報 西村 : そもそも ちゃ ん と 電源 入っ て 動き 由 し た の が お 昼 の 12 時 ぐら い 
で し た 負 。 

中 田 : 行っ た 時 点 で 動い て な か っ た で す 。 そ れ ま で ずっ と ムー ビー が 流れ 
て て 「 あ あ 、 ム ー ビ ー あ っ て 良かっ た ね 」 っ て ( 笑 )。 

熊谷 : 立ち 上 げた ら 、 チ ュー トリ アル が 動か な く て ね 。 興 い か ら 自 分 た ち 
で 説明 し て …。 

田口 : お 店 に 行っ た ら 人 が 並ん で て 、| 今 日 は 何 や る ん だ ろう ? 困る な 
…| と か 思っ て いた ら 、 ア ヴァ ロン の 整理 券 持っ て いる か ら 「 あ れ ? ウ 
チ の ゲー ム 遊 びに 並ん で いる の か | と ビッ クリ し まし た ね 。 

熊谷 : そう いう 感動 の 話 か らし た か っ た ね (一 同 爆笑 )。 つ いつ い 辛 い 思 い 
出 が …。 

中 田 : それ し か 無い らい だ っ た の で ( 笑 )。 

低 澤 : 前 日 の 夜 か ら 当日 朝 に 作業 し て いる と き に 「 誰 か 並ん で ます 」 と い 
う 話 を 聞い て 。 

荻 谷 :| 何 か イベ ント が ある ん じゃ な い の ? | っ て 言っ て いた ら 。 

金澤 :! ア ヴァ ロン | の ロケ テ に 並ん で くれ て いた ん で す 。 

中 田 : 並ん で いた だ いて いた ん で す が …、 な か な か ゲー ム が 動か ず 。 
除 谷 : 本 当 に 辛かっ た ね 。 

中 田 : お 客 様 が いっ ぱい いる か ら 、 な お さら 辛かっ た で す 。 

ーー な ん と な くみ な さん が うつ むき 加減 に な っ て いる ん で すけ ど …。 
田口 : 思い 出し て た ん で す …。 

異 田 : 明け 方 に 、 車 で 渋谷 まで ロム を 持っ て 行く ん で す よ 。 

朝倉 : 朝 の 4 時 に ね 、 渋 谷 に 行く と 並ん を で いる ん で す よ 。 あ り が た いや ら 
申し 訳 な いや ら …。 

中 田 : その あと で も 修正 され た ロム を 手 に し た 藤澤 が | 今 ロ ム を 電車 で 持 
っ て き て ます | と 連絡 を 取っ た り し て 。 

異 田 : で も その 藤澤 に |「 ご めん 、 間 違い が あっ た か ら 、 も う 1 回 戻っ て き 
て | と か 。 そ ん な や り と り も あり まし た 。 

釜 澤 : 初日 の 3 回 目 べ ご らい か な ? その と き に 受け 取っ た ロム に 、 朝 倉 の 
文字 で 「 も うか ん べ ん し て くだ さい 」 と 書か れ て いて ( 笑 )。 そ れ は すご い 
2 光 け まし た ね ゃ '。 

ロケ テ が 始ま っ た あたり の 様子 を 、 ど の よう に ご 覧 に な っ て まし た か ? 
金澤 : 最初 は お 客 様 の ほう も 「 誰 に 向け て これ を 作っ て いる の か ? |」 が わ 
か ら な い の で 、 イ ラス ト に 興味 を 持っ た ファ ンタ ジー 好き の 方 や カー ド ゲ 
ー ム が 好き な 人 、 ゲ ー セ ン で 対戦 バリ バリ の 人 と か が 来 て 、 最 初 の ロケ テ 
は いろ ん な 人 が 入り 乱れ て いた ん で す 。 そ の あと の エク スパ ンション や 
「 弐 』 の ロケ テ も お か げ さ まで 盛況 で し た けど 、 最 初 の 、 お 客 様 も 誰 に 向 
け て と いう と ころ を 探り 探り 遊ん で いた 、 あ の ロケ テ が 印象 深い で すね 。 
田口 ロケ テ の 段階 で 50 体 ぐら い 入 っ て いた ん で すけ ど 、 見 て いる と サラ 
マン ダー し か 出 て こない ん で す 。 支援 は コン グ ボ ス し か 出 て こ な く て 。 も 
うみ ん な | 見 飽き た よー| みた いな 穴 囲 気 が あ り ま し た ね 。 

朝 廊 : 途 中 で 大 幅 に 変わ り ま し た 。 ほ と ん ど 変 わっ た ん じゃ な いか な 。 

人 金澤: お客様 に 2 ヶ月 強 ぐ らい 遊ん で いた だ いて 、 強 い モ ンス ター し か 画 
面 に 出 て こ な か っ た り 、 そ の 時 点 で レア リティ 高い カー ド が 明らか に 強 す 








ぎる と いう の が 見 えて き て 。 ど うい う カ ー ド の 生か し 方 を し よう か と 考え 
て いる と き に 、 プ ログ ラマ ー の ひと り が 、 支 援 カ ー ド に 「 先 制 ] と いう ア 
イデ ィ ア を 持っ て て 、 そ れ を 導入 し た ん で す 。 戦闘 の 順番 が 変わ る こと で 、 
侵略 側が 必ず し も 攻撃 値 を 上 げ て いい と いう 選択 肢 が 無く な っ た だ け で 、 
戦闘 は 大 きく 変わ り ま し た ね 。 そ し て どう し て も 使え な い モ ンス ター は 、 
2 色 移 動 が で きた り 、 戦 闘 支 援 の 能力 だ け じ ゃ な く て 、 そ の と きか ら 複 数 
の 戦闘 特性 能力 を 持つ よう に し て 。 そ れ を ロケ テ の 半ば ぐら いか ら 入 れ た 
の 。 

朝 訪 : 突然 変え まし た よね 。 最初 は みん な 戸惑っ て まし た ね 。 

金澤 : で も 、 そ こ で 自分 た ち が 見 えな く な っ た の が 、 変 えた こと に よる ン 
ナジ ー や コン ボ の と ころ な ん で す よ ね 。 デ バッ ク と 調整 は し て 世に は 出し 
まし た けど 、 こ れ が 、 あ と に 『1.01] や エク スパ ンション へ の 布石 に な っ 
な どこ ろだ と ど と 思い ます お ね 。 


本 稼働 し は じ め て から 、 な か な が 遊ば な い 層 が フ レイ し て いた こと 
ジャ ン フ ィ ニ ー も 誕生 し た イベ ント で の 出来 事 

ーー ロケ テ で は いろ いろ あり な が ら も 、 本 稼働 し は じ め て 、 ゲ ー ム セン タ 
ー で は な か な か 遊ば な いよ うな 層 、 特 に 女の子 の プレ イヤ ー も 遊ん で いた 
と 思い ます が 、 そ うい う 反 応 は いか が で し た か 7? 

金澤 : 帰り 道 に ゲー ムセン ター に 寄っ た ら 、 女 の 子 ふ た り が 一 緒 に 座っ て 
遊ん で いた の を |「 あ っ | っ て 見 て 、 そ れ は 嬉し か っ た で すね 。 

中 田 : 女の子 に も や っ て ほし か っ た で すか ら ね 。 

田口 や っ ぱり ゲー セン は 男 中 心 で すか ら 。 ア ー ケ ー ド の ゲー ム は 格闘 の 
流れ が すご く 大 きい で すし 。 

中 田 : 女の子 ひと り で は 、 な か な か 入っ て いく の は つら いで すか ら ね 。 
田口 : や っ ぱり 女の子 の 反応 と いう の は 、 す ご く 気 に し まし た ね 。 

例 漂 :「 ア ヴァ ロン |] 作っ た お か げ で 、 女 の 子 か ら 声 を か けら れる よう に 
な り ま し た ね 。 俺 と か 小早川 も 。 

田口 : 金 ちゃ ん は 男 に し か 声 を か けら れ な いん じゃ ? ( 笑 )。 

釜 澤 : イベ ント の と き お 手紙 と か も も ら っ た よね 。 

小早川 : 帰り に すっ ご い 開 けた く て ( 笑 )。 

金澤 : 今 ま で と は 全然 違う 人 た ちか ら 声 を か けら れ て 嬉し か っ た で すね 。 
イベ ント に は みな さん も 参加 され て いる と 思い ます が 、 あ の イベ ント 
は 楽し み で すか ? 

中 田 : それ は も うす ご く 楽 し いで す よ 。 ユ ー ザ ー さ ん と 直 に ふれ あえ る 機 
会 な ん て 、 ゲ ー ム 開発 の 仕事 し て いる と ほとん ど な い で すか ら 。 お 褒め の 
言葉 を いた だ いた り 叱 喧 の 言葉 も あり ます けど 、 直 接 接 する 機会 と いう の 
は 貴重 な の で 楽し いで す 。 来 て いた だ いて る みな さん も 楽し そう で すし 。 
田口 ほ ! すご い ラ ッ キ ー な タイ トル だ と 思う ん で す よ 。 こ こま で 声 を 直接 聞 
いた り 、 接 する こと は で き な い で すか ら ね 。 い い 経 験 に な っ て ます 。 
小早川 : … デ ッ キ 診断 は ちょ っ と 辛い と きも あっ た ん で すけ ど ( 笑 )。 

人 金澤: デッキ 診断 や っ て て 、 田 口 さ ん や 中 田 が 来 だ し た ら 、 み ん な ふた り 
の 元 に いっ ちゃ う の ( 笑 )。 

小早川 : 最近 は や っ と ちょ っ と 持ち 直し た ん で すけ ど 。 

田口 : イベ ント だ と 、 一 日 で サイ ン ペ ン 使 い 切 る ぐら い 描 きま すね 。 
小早川 : そん な 中 、 こ っ ち は デ ッ キ 診断 で 時 (アー ミー アン ト 中 心 ) デ ッ キ 
だ され て …( 笑 )。 

金澤 : みな さん 、 自 作 の グッ ズ 持 っ て くる ん で す よ ね 。 

中 田 : も う 本 当 に いろ ん な 物 を 持っ て き て くれ る ん で す 。 フ ィ ギ ュ ア と か 
お 面 と か 同人 誌 も …。 

田口 そう し て ほし か っ た の で 、 く る 物 く る 物 す べ て が 嬉し いで すね 。 ち 
ゃ ん と 部 長 室 や ブー ス に 飾っ て ます 。 

ーー ジャ ン フ ィ ニ ー も 誰 生 し まし た し 。 

田口 : あれ は 1 秒 で 思い つい た ん で すね 。 う うろ覚え の お 題 が イン フィ ニテ 
ィ ー で … 「 ど うし よう どう し よう …、 く っ つけ ちゃ え 」 っ て 。 

中 田 : 一 応 な ん か 面白 いこ と は 描こ うと は する ん で す よ 。 
田口 : 思い つい た ら 描 く と 。 

広報 西桂 : イベ ント で 司会 し て まし た けど 、 よ も や ここ まで 成長 する と は 
思い ませ ぜん で し た よ 。 立派 な CG に も な っ て 。 

異 田 : これ ね 、 一 番 最初 と まっ た く 変 わっ て な いん で す よ ( 笑 )。 

中 田 : 何 の 変更 点 も 無い で す よ ね 。 

異 田 : いき な り 完 成 度 が 高かっ た 。 

田口 : … よ く 見 る と 気持 ち 悪 いで す よ ね 。 お ば さん パー マ だ し 。3D 化 する 
と き に 、 う な じ の と ころ に 毛 が 無 い の が 、 絵 的 に 気持 ち 悪 いん で す よ 。 そ 
れ で 「 ジ ャ ン フ ィ ニ ー は ヅラ な の か 地 亡 な の か 」 を デザ イン チー ム で 話し 
合 ② て 、 ツラ に 決 宮 し 人 あん で す ( 英 )。 

異 田 :| ゾラ だ っ た らい いか | っ て 。 フ レー バー テキ スト も 秀逸 だ よね 。 
田口 ほこ うい うこ と が で き て 、 ジ ャ ン フ ィ ニ ー と いう キャ ラ も 出 て くる ぐ 
らい 、 ゲ ー ム 世界 観 を ゆる くし て 良かっ た か も と ( 笑 )。 張 りつ め た も の は 
世の中 に 多い の で 、 こ れ ぐ らい ゆめ るい の が あっ て も いい か な と 。 楽し く な 
いい と ゃ で すね 。 


ボー ド ゲ ー ム 本 来 の 面白 さ が 提 示 で きた 魔 導 競 技 会 
ユー ザー の 声 を 聞い て 反映 させ て いく と いう こと 
「1.101 に て 搭載 し た 魔 導 競技 会 モー ド に つい て お 伺い し た い の で す が 。 
熊谷 :「 ア ヴァ ロン Il は 通常 フリ ー イ ン で 参加 する シス テム な ん で すけ ど 、 
[いっ せ ー の 、 せ っ | っ て 始め て 、 終 わり まで みん な で や っ て 成績 を 決め 
る と いう の は 、 本 来 ボ uー ド ゲー ム が 持っ て る 遊び の 面白 さ が 提 示 で きた ん 
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じゃ な きい かど 思い ます 。 

小早川 : 担当 その も の は 藤澤 さん が 担当 し た ん で す が 、 朝倉 さん か ら も 。 
朝倉 : 最初 の コン セプト で 「 ア ー ケ ー ド で みん な で ワイ ワイ 遊ぶ ] と いう 
の が あっ た ん で すけ ど 、 や っ ぱり ガチ で 上 達 度 を 競い 合う よう な も の が 欲 
し いよ ね と いう 話 が あっ て 。 本当は 最初 か ら 搭載 し よう と いう こと で 、 考 
えて いた ん で す が …。 

呉 田 : 本 稼働 日 が 決ま っ て いて 、 そ っ ちの ほう が 優先 で し た の で 。 

載 倉 : その あと か ら 作 っ て いた ん で すけ ど … 大 変 で し た よね 。 

異 田 : その と きか ら も う メ モリ が 足り な いと 。 

朝倉 : メ モリ が いっ ぱい いっ ぱい で 、 や りく り ば っ か りや っ て まし た ね 。 
小早川 : スタ ー ト の と き に 、 デ ィ ア ドラ が 鍵 を 落と すん で すけ ど 、 通 常 ル 
ー ル で は な いこ と な の で 、 そ こ で 早い 勝ち に し て いい も の か と 。 あ と は ラ 
イフ が 無く な っ た と き に 、 モ ンス ター が 全部 消え て ワー プ し て 入り 直し と 
いう の も 、 通 常 と は まっ た く 違 う ゲ ー ム 性 に な っ て し まう の で 。 熊谷 さん 
の と ころ まで いっ て 相談 し た り し た ん で す 。 そ し て 、「 ラ イフ 無く な っ た 
ら 、 モ ンス ター 消し ます | っ て 言っ た ら 、 朝 倉 さ ん が 「 キ ッ | っ て ( 笑 )。 
朝 薦 :| な に お う 」| っ て ( 笑 )。 

小早川 : 紋章 や 、 そ の ポイ ント 変動 に つい て も 、 あ の ころ に は アヴァ ロン 
の 称号 を 持つ 人 た ち が 出 始め て き て 、 強 さ の 指針 と な る も の が 無く な っ た 
か な と 思っ て 、 競 技 会 を きっ か け に 競技 会 の 中 で 決ま る 強い 人 を 決め る ア 
イ テ ム を 入れ よう と 。 結構 成り だ まく さん で し た ね 。 

朝倉 : 競技 会 モー ド も そう で し た けど 、 細 か いと ころ も 変え まし た よね 。 
ーー カー ド 上 部 に 移動 宝石 (移動 マス を 現す 丸い アイ コン ) が 表示 され る よ 
うに な っ た の も その ころ で し た よね 。 

多 濡 : あれ は 呉 田 さ ん が 「 え いや っ | っ て つけ ちゃ っ た よう な 。 

中 田 :|[ こ う や っ て や っ た ら 見 や すい で し ょ | っ て 。 

呉 田 : 仕様 に な いこ と を 良く や っ ちゃ うん だ よ な 。 

朝倉 : 新しい バー ジョ ン 出 す た び に 細か いと ころ を いっ ぱい 変え て 。 そ し 
て その た びに メモ リ が あふ れ て ( 笑 ) 。 何 か いい こと し よう と する と メモ リ 
が 足り な く な る けど 、 呉 田 さん が 良く 変え る ん で す 。 

小早川 : 移動 宝石 は カー ド ゲ ー ム 雑誌 の 「 ぎ ゃ ざ 」 の ライ ター さん が …。 
異国 :|[「 ある と わか りや すい の に | っ て 書い て あっ て 「 あ 、 な る ほど ね 」| っ 
て 。 そ う 思 っ て 数 分 後に は 画面 に 出し た 。 

小早川 : 気付 か な いう ち に 画面 見 て 「 な に これ | っ て 。 

呉 田 :| 出 し て みた ん だ けど どう だ ろう ? | っ て 聞い て | \y い で すね 」 っ 
て 。 じ ゃ 採用 と いう こと で 田口 君 に | 素材 描い て ]」 っ て 。 

朝倉 : 乱入 を 待っ て いる 間 に デ ッ キ が 見 える よう に な っ た と ころ も そう で すね 。 
異 田 : ネッ ト で 反響 を 見 て て 「 あ の 間 に 見 れ た らい い の に | と あっ て 。 |「 あ 
あ 、 な る ほど | と 思っ て 採用 し た り 。 あ と の ほう だ と 「 経 験 値 見 た い ] っ 
て 言わ れ た ら 「 あ あ 、 な る ほど 」 と 。 

田口 ユー ザー ライ ク で は ある と 思い ます 。 

呉 田 : 一 応 こ ちら で 選択 は する ん だ けど 、 カ ー ソ ル も 指 の 形 だ っ た の に 
[魔法 世界 だ か ら 杖 の ほう が いい の に | っ て 、 見 た ら 採 用 と 。 

骨 谷 : 企画 p む デザ イン も プロ グラ マー も 、 み ん な ユー ザー の 声 を 聞い て 反 
映 さ せ て ます 。 

異 田 : こう いう の は 楽し く や っ て いる よね 。 

朝倉 : ユー ザー の 声 と か を 見 つけ て 「 こ うい う の 入 れ た いん で すけ ど 」 と 
田口 さん に 言う と 、 反 応 が 早い ん で す よ ( 笑 )。 

呉 田 : カー ド と か モン スタ ー の イラ スト は な か な か こない ん だ けど … と か 
思い な が ら [田口 君 、 妖 精 と か が 欲し いん だ けど | っ て 言う と 、 中 田 の ほぼ 
うか ら す ぐに 妖精 の イラ スト が 上 が っ て きた り 。 

田口 : カー ド の ほう は こっ ち ( 金 澤 さ ん ) が 決ま ら な いと 手 が 動か せな いん 
で ( 笑 ) 。 

異 田 : 杖 は 早かっ た よね 。 

田口 : そう いう の 大 好き な ん で す よ 。 ゲ ー ム 作り は 、 そ うい う の を 作る た 
め に ゲー ム 作 る みた いな と ころ が あり ます か ら ( 笑 )。 


コン セプト は 「 カ ウン ター& ア ド バ ン ス 」 

エク スパ ンション (「1.20」「1.30」) 開発 秘話 

ーー それ で は エク スパ ンション に つい て お 話 を お 伺い し ます 。 

小早川 : 開発 は … 本 稼働 し た あと の 9 月 ざら いか ら で す ね 。 競技 会 モー ド 
と 平行 し て や っ て まし た ね 。 

田口 : デザ イン は 、 最 初 に 「1.30」 まで 一 気 に や っ て いた こと も あっ て 、 
うう || め 人 ほう に 入っ て まし た ね 。 

ーー エク スパ ンション か ら 和 避け や 即死 無効 な ど が 導入 され まし た が 。 
小早川 : 最初 は 全然 考え て ませ ん で し た けど …。 確か あの と き に テー マ で 
[カウ ンタ ー& ア ド バ ン ス | っ て あり ませ ん で し た っ け ? 

中 田 : 初め て 聞い た ( 笑 ) 。 

興 田 : いや 、 あ っ た あっ た 。 プ ログ ラマ ー の ほう は 言わ れ て た 。 

金澤 :『1] で 強い と され る モン スタ ー の 駆逐 系 カー ド と 、 藤 澤 か ら 提 唱 が 
あっ た 育成 系 で すね 。 そ れ を 「 カ ウン ター& ア ド バ ン ス |」 と いう コン セ プ 
ト 名 を お いて 開発 し て まし た ね 。 

小早川 : 「1.01| を 経て 台頭 し て きた の が 、 ポ イズ ンス パイ ク と カリ バー 
ホー ン で すね 。 僕 が デバ ッ ク で 遊ん で いた と き は 、 い つも ポイ ズン スパ イ 
ク で 「 い ぇ 一 い 」 っ て 。 

中 国 : も うい つも 大 事 な と き に 、 ポ イズ ンス パイ ク と 先制 支援 で | プス 」 
っ て や られ て て 。 小早川 の ポイ ズン スパ イク は 「 お っ す 、 オ ラ 情 空 ] っ て 
名 前 で 呼ん で まし た ( 笑 )。 

小早川 : た だ 、 せ っ か く こ ん な に カー ド の 種類 を 出し て いる の に 「 使 える 





カー ド は これ だ けし か な い の ? | と いう 状態 が 続い て いた ん で す 。 そ の な 
か で |「 ほ か に も 使え る カー ド を 増やし て あげ た い 、 追 加 カ ー ド は そう いう 
ふう に し て あげ た い 」] と 思っ て で きた の が 「 即 死 無効 有 と 「 避 け 」 で すね 。 
避け は カリ バー ホー ン に 対し て 、 即 死 無効 は ポイ ズン スパ イク に 対し て 用 
意 し よう と 作り 始め まし た ね 。 

金澤 : 最初 は 確率 に よる 反射 も あっ た ん で す 。 で も 3 つ だ と 覚え られ な い 
か ら と ふた つ に し た ん で す 。「 避 け 」 の 確率 も も っ と 複雑 な 計算 式 が あっ 
た ん で す よ ね 。 

小早川 : 最初 に 決め た の は 、 戦 闘 支援 モン スタ ー と いう 汎用 的 な と ころ で 
対処 方 法 を 設け て あげ よう と 。 そ し て 確率 を どう し よう か と 考え た ん で す 
けど 、 最 初 は [ (相手 モン スタ ー の 耐久 値 一 自分 モン スタ ー の 耐久 値 )X3 
の 確率 で 攻撃 を 避け る | と か 。 

金澤 : これ も ロケ テ に 出し て 「 本 当 に この 確率 で いい の か ? |] と 話題 に な 
っ た けど 、 一 般 の 方 が カウ ンタ ー カ ー ド と し て 使っ て も らい た いと し て 、 
レア リティ を コモ ン に し た り 、 確 率 も わか りや すく し まし た 。 

小早川 : あと は 種族 強化 で すね 。『1] で は デッキ が 固定 化 さ れ て 、 な か な 
か デッキ 入ら な い 、 使 えな い カ ー ド が 多かっ た ん で すね 。 そ の あと の 「『 弐 】 
で は だ いぶ フラ ッ ト に し た ん で すけ ど 。 当 時 、 使 えな い カ ー ド を 眺め て 
[ あ 、 章 族 |] っ て 思っ て 、 竜 族 で デッキ を 組ま せる よう に し よう と 。 こ の 
ころ か ら 徐 々 に カー ド チ ュー ニン グ の セオ リー を ちょ っ と ずつ 構築 し て い 
っ た 時 期 で し た ね 。 

金 漏 : 戦 人 族 と 竜 族 に すご く 照 明 が 当たり まし た ね 。 そ うい っ た 意味 で や 
ろう と し て いた こと は 達成 し て 、 だ いぶ デッキ も 変わ り ま し た ね 。 

熊谷 :「1.30】 ぐら い に な っ た ころ に は 、 チ ュー ニン グ が ある 程度 満足 い 
く よ う な 形 に な っ た か な … と 。 

己 田 : で も 、 エ クス パン ショ ン は ベー ス と な っ て いる の が 「1.00』 で すか 
ら 。『1.20』、『1.30] と し て いく 中 で 、 大 きく 能力 を いじ っ て は いけ な い 
どい う の が あっ た の で 。 

熊谷 : 宿命 みた い に 背 負っ て 小早川 と 藤澤 が チュ ー ニ ング し な きゃ いけ な 
3 う 包 で す 懲 。 

朝倉 :「1.30] 作っ て いる ころ に は も う 「 全 部 変え た い !」 ぐら い に 思 っ 
て 十 貞 うっ 壱 し 。 

角 谷 : | 全部 変え て いい で すか ? | っ て 言わ れ て 、 あ と の 「 弐 」 で 全 チ ュ 
ー ニ シグ ダグ し まし た ね 。 

小早川 : ユー ザー の 方 か ら 見 て 、 許 せる 範囲 と いう の が 僕ら の 中 で わか っ 
て き て 「 こ の 程度 で あれ ば ユー ザー は 許し て くれ る ん じゃ な い の ? | と い 
う サ ジ 加 減 が わか っ て きた の が エク スパ ンション の と き で すね 。 

金 湊 : チ ュー ニン グ の メン バー も すご く 増 えた ん だ よね 。 小早川 や 藤澤 は 
も ちろ ん …。 

小早川 : 猿楽 庁 ( ゲ ー ム バラ ンス の 調整 や チュ ー ニ ング を 専門 に 扱う 会 社 ) 
の ほか に も 、 調 整 を 見 て くれ る 方 は 増え まし た 。 


まず は 一 人 用 の 導入 と マッ プイ ベン ト な ど 偶 然 性 の 導入 
フル チュ ー ニ ング され た [ 弐 」 の こと 


ーー それ で は 稼働 中 の 『 弐 」 に つい て お 伺い し ます 。 開発 開 始 の 時 期 や コ 
ン セ プ ト な ど あ り ま し た ら 教 えて くだ さい 。 

上 熊谷 : あれ は …2003 年 11 月 ぐす らい でしょ うか 。 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 版 の 品 
ム の 準備 を し な が ら も 「『2.0』 を 開発 する と 決め て 、 企 画 や デザ イン は 先 
行 し て 動い て まし た 。 コ ン セ プ ト と し て は 、 ま ず 一 人 用 モー ド を 導入 し て 、 
な か な か 対戦 ゲー ム に 入り ずら い 層 を 広げ ける と いう こと 。 も ちろ ん カー ド 
を 追加 し て 、 遊 び の 幅 を 広く 深く し て いく こと 。 あ と は マッ プ で すね 。 当 
時 、 カ ー ド デッキ を 組ん で 遊ん で 、 お 客 様 は 楽し ん で いた だ いて いた ん で 
すけ ど 、 ど う も 一 度 デ ッ キ を 組ん で し まう と 、 あ まり に も 変え な く な っ て 
し まう 傾向 が 強く て 、 も う 少 し 偶然 性 の 余地 を 入れ て 、 遊 び の 場 を 少し 変 
ろ て | どの マッ プ だ っ た ら ど うい うふ うに 攻 遇 し ます か ? 】 と いう の を 、 
作り 手 と し て 提供 し た か っ た ん で すね 。 な の で 、 育 成 と いう 方 向 性 より も 、 
遊び の 幅 を ぐっ と 広げ る た め に も 偶然 性 の 余地 を 入れ る と か 、 攻 略 要 素 を 
章 し て いく ご と に ポイ ント を お きま し た 。 

異 田 : 一 人 用 裏 課題 の | 召喚 技術 認定 ] を 入れ た の も 、「 こ の 課題 を 達成 
する た め に は 、 こ うい う デ ッ キ を 組ま な けれ ば いけ な い | と いう の を 、 ユ 
ー ザ ー の 方 で 考え て も ら え れ ば 、 プ レイ し た と き に | この カー ド は こう い 





う 使 い 方 も で きる ん だ | と いう 新た な 発見 が で きる か な と 。 そ うい う 場 が 
必要 だ と 思っ た ん で す 。 

釜 澤 : 一 人 用 モー ド 追 加 の 根本 は 、 前 まで は 対戦 強制 だ っ た の で 、 慣 れ な 
いう ち に すぐ で ライフ が 無く な る と か 、 嫌 な 思い を し て 辞め て し まう 人 が す 
ご く 多 か っ た ん で すね 。 デ ッ キ 診断 を し て も 、 女 の 子 と か 「 興 味 が ある ん 
で すけ ど ]| と 持っ て くる デッキ が 「 ち ょ っ と 厳しい …| と 思う こと も あっ 
て 。 そ うい う 状 況 を 見 て いる と 、 ひ し ひし と 一 人 用 の 必要 性 を 感じ て た ん 
で す 。 じ ゃ 、 一 人 用 モー ド の 追加 の 優先 度 は 高い けど 、 ど うい う ガ イダ ン 
ス や 、 遊 び の 広げ 方 を し て いこ うか と 考え て 、 課 題 モ ー ド を 入れ よう と 思 
っ た ん で す 。 | 一 に 追い つく | と いう 単純 な も の か ら 、 順 に 遊ぶ た びに で 
さる よう な 課題 を 入れ て いこ うと 。 そ し て 、 課 題 モ ー ド で 慣れ て も ら っ て 、 
召喚 技術 認定 で いろ ん な デッキ を 試し て も ら っ て 「 ア ヴァ ロン の カー ド は 
奥 が 深い ん だ な | と いう こと を 味わっ て も らい た いと 。 お客 様 に 自分 の ペ 
ー ス で アヴァ ロン の 楽し さ を わ か っ て も ら え る よう に し た いと 思っ た ん で 
す 。 そ れ で 朝倉 さん が 「 キ ー| と な る ん で すけ ど ( 笑 ) 。 

異 田 ! メ モリ が 足り な いと いう 話 は ずっ と し まし た が 「『「1.00】』 で いっ ぱ 
い 。『1.20] で も うい っ ぱい 。『1.30] で も う ダ メ と いう ぐら いな ん で す 。 
朝 訪 : 毎回 毎回 、 僕 の ほう で 最後 通告 を 出す ん で す 。「 も う メ モリ は な い 
で す 」| っ て 。 そ れ で も 仕様 が くる の で 、 ほ ん の ちょ こっ と だ け へ そく り を 
出し て ( 笑 )。 

異国: そん な 状態 だ っ た の で 一 番 難 し か っ た の が 、 一 人 用 を 追加 する と い 
うこ と は 、 メ イン の 画面 で お こ な っ て いた プロ グラ ム と 、 手 元 の モニ ター 
で 動か し て いた プロ グラ ム の ふた つ を ひと つ に 押し 込め な いと いけ な いん 
で す 。 で も ひと つ だ け で いっ ぱい だ っ た の が 、 ふ た つ は 入ら な い の が 当 た 
り 前 じゃ な いで すか 。 こ れ を どう や っ て 消化 する の か と 。 そ し て 課題 も 出 
て くる と か 、 こ ん な こと し た いと か 出 て くる と 、 も う …… 。 も う …… W 
内 谷 : 言葉 を 失っ て る ( 笑 ) 。 

異 田 : 言葉 に で き な い 。 あ の 入ら な さ 具 合 は ( 笑 )。 そ れ を どう する の か が 
課題 で し た 。「『 弐 」 の 開発 を 始め る と き は 、 ま ず 一 人 用 を どう や っ て 動か 
すか か ら か ら 始 め ま し た 。 そ の あと で 一 人 用 モー ド は 入っ た ん で す が 、 戦 
闘 画 面 が 入ら な く て 表示 が 出 な いと いう こと に な っ た ん で す 。 で も 、 俺 は 
か た く な に 「 そ れ は 出さ な いと 一 番 ダ メ だ ろ 」| っ て 主張 し て 、 な ん と か ほ 
か の と ころ を 削り まし た ね 。 

翻 倉 : あれ を 削り これ を 削り … で し た ね 。 

異 田 :「 弐 」 で 、 も う 一 度 プ ログ ラム を 全部 見 直 そ うと 。 テ クス チャ ー の 
配分 か ら 何 か ら 見 直し まし た ね 。 

ーー マッ プ に 関し て も 大 きく 介 も り ま し た が 。 

小早川 : 製作 は 藤澤 さん が 担当 し た ん で すけ ど 、 地 味 な と ころ な ん で す が 
すご く マ ッ プ が 良く な っ て る ん で す よ 。 藤澤 さん が 3 ヶ月 ぐら いか け て ず 
ー っ と ひと り で 作り 続け て 。 移動 事故 も お き に くく な っ て ます し 。 も っ と 
みな さん に 評価 し て も らい と ころ な ん で すけ ど 、 快 適 な 分 、 誰 も 気付 か な 
いん で す よ ね ( 笑 )。 

ー 一 無色 マス も 増え まし た し 、 ル ー ト も た くさ ん 増え まし た ね 。 

異 田 :「1] の と き に は 、 通 る ルー ト が 確定 し ちゃ っ て た と ころ が あっ た ん 
で す よ ね 。 そ れ を な ん と か し た か っ た ん だ よね 。 

田口 デザ イン と の か ら み が あっ た ん で す 。『1』 で は 赤 マ ス の 下 は マグ マ 
だ と か 岩山 だ っ た り と いう の が あっ て 、 マ ッ プ を 自由 に 再 構成 で き な い 状 
上 態 に な っ て 、 そ の し わ 寄 せ が カ ー ド 能力 に 及 ん で し まっ た ん で す 。 だから 
「 弐 」 で は まず 、 デ ザイ ン と マッ プ を 切り 離し て 、 マ ッ プ 構成 を 自由 に し 
よう と 。 そ う 思 っ た ら 、 実 は 『1」 で も その 機能 が あっ た ん だ よね 。 

朝 薦 : 実は 仕込 ん で いた ん で す よ 。 

紫 谷 : 一 番 最初 に 作っ て も ら っ た よう な 。 

中 田 : イベ ント で 洪水 が 起き て 、 全 部 青 マ ス に な る と か 。 

異 田 :! マッ プ で 起き る イベ ント みた いな も の は 、『1』」 の と きか ら プ ログ ラ 
ム で は ある 程度 用 意 さ れ て あっ た ん で す 。 動く 床 と か ね 。 

朝倉 : そう いう こと も ある だ ろう と 思っ た ら 、『1]」 で は な か っ た と 。 が っ 
か り し て た ら | 弐 」 で 使っ て も ら っ て 良かっ た 良かっ た と 。 

熊谷 : シン シリーズ 化 を 通し て 、 い ろ ん な 問題 を 解決 で き て デザ イン 的 な 広 が 
り を 持て た の か な と 思う ん で す 。 一 番 最初 に 「 スゴ ロク ゲー ム 作 り ま し ょ 
う 」 と な っ た と き に 、 社 内 的 に も な か な か 受け 入れ が た い 風 潮 が 強く て 、 
何 を や ら せ る ゲー ム な の か を わか ら せ な けれ ば な ら な いと か 、 お 客 様 か ら 
見 て 、 す ご く 期 待 値 が 上 が る よう な 絵 で な いと いけ な いと か 、 そ うい っ た 
指摘 が 強く あっ た ん で す 。 で も シリ ー ズ が 動き 出し て し まえ ば 、 本 当 の ユ 
ー ザ ー さ ん の 声 が 届く よう に な っ て き て 、 や る べき こと は 、 記 号 性 を 守る 
こと で も 、 無 理 矢 理 押し 込む こと で も な いと わか っ て き て 、 デ ザイ ン 的 に 
も ゲー ムシ ステ ム 的 に も 練り こま れる よう な 状態 に な っ た と 思い ます 。 
田口 ほ ! や っ ぱり 「 弐 】 だ か ら こ そ で きる と ころ が ある ん で す よ ね 。 キャラ 
クタ ー に し て も そう で すし 、 一 発 目 か ら 和 風 と いう 究 囲 気 は 打ち 出せ な い 
で すね 。 | 弐 ] だ か ら こ そ と いう 部 分 は 結構 で きま し た ね 。 

釜 澤 :|1] は ゲー ム と し て か な り 初 期 状態 だ っ た と 思う ん で すね 。 リ リー 
ス し て いろ ん な と ころ か ら お 客 様 の 声 を 聞き と っ て 、 自 分 た ち が 「 こ れ は 
や っ て は いけ な い 、 こ れ は や っ て も いい だ ろう | と 思っ て いた も の が 、 逆 
に お 客 様 は 求め て いた り 、 こ ちら が 考え て いた こと は 引っ 込め な いと いけ 
な いと か 。 時 間 が 経つ ご ど と に いろ ん な 意味 で 研ぎ 澄 ま さ れ て 、 こ の あと 
「 弐 」 の カー ド 調 整 の 話 が ある と 思う ん で すけ ど 、 い ろ ん な 定石 が 見 えて 
き て 、 そ の 大 部 分 を 入れ られ た の が 「 弐 」 な の か な と いう 気 は し て ます ね 。 


や っ ぱり 黄 否 は あっ た ケル ビー の 能力 変更 
全面 的 に 能力 が 変更 され た 「 弐 」 の カー ド 調 整 に つい て 
『 弐 」 に な っ て ほとん どの カー ド 能 力 が 変わ り ま し た けど 。 

熊谷 : カー ド 調 整 に 関し て は 小早川 で す が … 「 ス ター ター が 秀逸 だ ] っ て 
評価 は 非常 に 嬉し か っ た よね 。 

小早川 : 正直 し ん どか っ た こと が 思い 出 と し て 残っ て ます ( 笑 ) 。 あ の ころ 
エク スパ ンション の 調整 を や りな が ら 1』 弐 】 の アイ ディ ア を 出し て 、 エ ク 
スパ ンション の デバ ッ グ を や りな が ら 、 猿 楽 庁 さん の 本 社 に 毎日 通っ て 、 
その あと 全部 の 調整 が 始ま っ て 。 も うそ の ころ の 記憶 が 無い ん で す 。 
熊谷 : 再 調整 の 部 分 まで 入る と … 『1.20」 と 『1.30」 と 『 弐 」 の 追加 を 含 
め て 、256 枚 を 0 か ら 見 直し は じ め た と ころ が あり まし た か ら 。 あ の 当時 
小早川 と 藤澤 が 、 昼 も 夜 も 、 お 昼 ご 飯 を 食べ て いる 間 も ず ー っ と カー ド の 
話 を し て て 「 よ く お 昼 まで リフ レッ シュ し な く て 、 や っ て いけ る な | と い 
う ぐ で ぐらい 、 ず ー っ と 話し て た よね 。 

田口 : 「1.20」 の 開発 が 始ま っ て 、 そ の ころ 3 人 で 飯食 い に 行っ て た ん で す 
けど 、 ふ た り が ずーっと カー ド の 話 を し て て 「 俺 、 ひ と り で 飯食 い に き て 
る の か な | っ て ( 笑 )。 

小早川 : あの ころ は ふた り の 間 で ケン カ し た り と か あっ て で すね 。 ふ た り 
な り に 波風 が あっ た と ( 笑 ) 。 

多 澤 : SR( の 能力 を 出す まで )1 ヶ 月 半 か か っ た よね 。 

区 谷 : つむ ぎ だ すま で に ね …。 

小早川 : あと 、 ケ ルピー( 無 条件 移動 の 能力 を 4 マス か ら )3 マ ス に する か ど 
うか で 、 す ぐ ご く 旬 め ま し た わ ね 。 

中 田 : あれ は どっ ち が ど うだ っ た の ? 

小早川 : 俺 は | 絶対 3 マス だ | っ て 。 藤澤 さん は 4 マス 派 で 「 ユ ー ザ ー は 絶 
対 が っ か りす る か ら | っ て 。 で も 「4 マ ス で ある 限り デッキ に 入ら ず 抜 け 
て いく カー ド が た くさ ん ある か ら 」| と 、『 弐 」 に な る タイ ミン グ を 逃し た 
ら で き な いと 思っ て 3 マス に し まし た 。 

田口 : この あたり は 苦労 し て た も ん ね …。 

ーー 11』 か ら の プレ イヤ ー か ら は 、 衝 撃 的 で は あり まし た ね 。 

中 田 : 衝撃 で し た ね 。「 え ? 3?」 っ て 。 

熊谷 : この あと 「『 式 』」 の ロケ テス ト を お こない まし た が 、 期 間 こ そ 長 く な 
っ て し まい まし た けど 、 ゲ ー ム 内 容 の 反 響 は 嬉し か っ た で すね 。 
小早川 : こち ら が 思っ て いた より も 、 驚く ほど 悪い 反応 が 少な か っ た で すね 。 
田口 : (バル キリ ー) 燕 に すご い 時 間 が か か り ま し た けど ね 。 調整 も ね 。 
小早川 : 燕 返 し に エフ ェクト が 付い た の に 驚き まし た 。 

田口 : 前 に 「 燕 の 能力 どう で すか ? | っ て 聞か れ て 、 俺 は カー ド 調 整 に 関 
し て は わか ら な いで すけ ど 「 華 が な いな ぁ 」 っ て ( 笑 )。 そ こ で 「 名 前 を 付 
け よ う | っ て いっ て 「 燕 返し |] っ て 付け た ん で す 。 

異 田 '! で も | 燕 返し ! | っ て 言っ て いる わり に 、 カ ー ド が 割れ る 絵 と か エ 
フェ クト が 無かっ た ん で す よ ね 。 じ ゃ こっ そり 作ろ うか っ て 。 

困 曰 : そう いう の は 早い で すか ら ね ( 笑 )。 

異 田 : | 田口 者 、 燕 の エフ ェクト こっ そり 描い て くれ な い ? 1| っ て 。 
田口 :「 わ か り ま し た | っ て 、30 分 後 ぐ らい に は も う 渡 し て ます 。 

異 田 ! し ば らく し た ら も う 画 面 に 出 て た か ら 。 

田口 : 華 が あっ て いい な と 思い ます 。 | 


服装 な どの 色 変 え か ら 新 キ ャ ラク ター、 デモ ムー ビー まで 
| 弐 」 で の 変更 点 あ れこ れ に つい て 

『 弐 | に つい て 変わ っ た 点 に つい て それ ぞ れ お 伺い し た いし た い の で 
す が 、 ま ず は 服装 の 色 を 変え られ る こと に つい て …。 

田口 : これ は 呉 田 さ ん が どう し て も 入れ た いと 。 

異 田 ! そう な ん だ けど … や っ ぱり メモ リ が 無い ( 笑 )。 で も どう し て も や り 
た いと 思っ て 、 な ん と か ほか の と ころ を 削っ て ね 。 

朝 訪 : 色 変 え の 仕様 を 入れ る と 、 テ クス チャ ー の サイ ズ が 倍 に な る ん で す 。 
異 田 : 内 部 処理 に 必要 な 容量 が 倍 に な る の で 、 ど うし よう か と 。 

中 田 : それ で 試し に 、 こ の ぐら い の 容 量 で 、 ほ か の と ころ を 削っ た り し て 








キャ ラク ター を 表示 さ 世 る ご と と が で きる の か 試し て 、 で きそう だ っ た ん で 
入れ まし た 。 
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田口 : あれ は すご い 良 か っ た で す 。 


朝 訪 : 中 田 さ ん の ほう で 色 変 え が 対 応 で きる (キャ ラク ター の 元 と な る )3D 


モデ ル を 作っ て も ら っ て か ら は 早く で きた よね 。 
中 田 : 私 自身 で は 、 最 初 は 色 が 変わ る こと に 抵抗 が あっ た ん で す 。『1| は 
服 の 色 も 含め て キャ ラ を デザ イン し て 作っ て いた こと も ある の で 。 で も 自 
分 で や っ て みた ら | 意外 と いい か も | っ て ( 笑 )。 そ れ と CPU キャ ラ で 黒い 
服 を 着せ て いた ん で すけ ど 、 ユ ー ザ ー さ ん に も の すご い 好 評 み た いで 。 そ 
うい うと ころ で も 、 色 変え られ る と いい の か な と 。 


異 田 : 入ら な いと き は 、 EN 選べ る と いう 形 に 逃げ 


よう か な と 思っ て いた 時 期 も プロ グラ マー に し て は あっ た ん で すけ ど ね 。 
で も 入っ て 良かっ た で すね 。 

田口 : 色 変 えも 『 弐 』 だ か ら こ そ で すね 。 

一 一 新 キ ャ ラ の ふた り に つい て も お 話 を 伺い た いと 思い ます が 。 

田口 : 新 キ ャ ラ は や っ ぱり 「 弐 」 な ん で 、 こ れ 以 上 な い ぐ で ぐらい の ピ ン ポ イ 
ント で 狙い た いな と 思い まし た 。『 弐 」 に 関し て は ずっ と 考え て て 、 究 囲 
気 を どう 変え る か と いう の と 、 キ ャ ラク ター は 追加 し な いと いけ な いと 。 
じゃ どう いう キャ ラ を 入れ た らい い の だ ろう か と 考え て 。 記号 自体 は 世 の 
中 に ある 中 で 一 番 ピ ン ポ イン ト の と ころ を 狙っ た と …。 

除 谷 : は っ きり も の を 言え ば いい の に ( 笑 )。 

異 田 ほ プロ グラ マー の 中 で は 「『 弐 」 を 作る と き に 、 み ん な に 「 新 キャ ラ は 
どん な ん が いい ? | っ て 聞い た ん で す 。 意見 は も う 「 メ ガ ネ で デコ で 委員 
長 ] と ( 笑 ) 。 

距 田 : ダグ リス は 生徒 会 長 で 、 か っ こい い 男 の 人 が ひと り と 、 も う ひ と り 
は 、 田 口 さ ん か ら 「 メ ガ ネ っ 娘 入 れ て | と 言わ れ て 。 

田口 : 魔 導 アカ デミ ー の 学生 服 と いう の と 、 そ れ と 全体 の 世界 観 で ある 和 
風 を に お わせ る と いう ふた つの コン セプト を お きま し た ね 。 こ れ は … 描 く 
の 早かっ た よれ ね 。 

中 田 : そう で すね 、 す ん な り で きま し た ね 。 

田口 : 95% ま で 一 気 に で き て 、 あ と は 細か いと ころ を 直し た だ け で し た 。 
中 田 : あん まり 迷う こと は な か っ た で すね 。『1」| で 散々 迷っ た の で 「 あ 
あ 、 や っ ぱり 早く な っ た な ーー と 思っ て 。 

田口 : 最初 金 ち ゃ ん (金澤 さん ) は 番長 を 推し て て (爆笑 ) 。 

異 田 : な ん か こう 、 発 想 が 斜め 上 に いく ん だ よね 。 

中 田 : 番長 は ダメ で し ょ う 。 

多 澤 : 工業 高校 か な と 思っ て 。 

朝倉 : 魔法 学校 だ っ て いっ て る の に ( 笑 )。 

田口 : | 女性 ユー ザー に 対し て 」 らし いん で すけ ど ね 。 

中 田 : 番長 っ て 学 ラ ン っ ぽい で す よ ね 。 

田口 : 学 ラ ン 大 好き だ か ら 。 

金澤 : ちゃ ん と 和風 で いい 新 キ ャ ラ に な る と 思う の で … よ ろ し く お 願 いし 
ます ( 笑 )。 

田口 : |1] の と きか ら 、 キ ャ ラク ター は モン スタ ー と セッ ト に し て 魅力 を 
出す と いう こと を や っ て いた の で 、 キ ャ ラク ター に 関し て は 無理 に 特徴 を 
出さ な く て も いい 、 服 装 を 純粋 に いい 感じ で 表現 で きる と いう こと で 、 や 
りや すく は な り ま し た ね 。 | 刀 を 持っ て な けれ ば いけ な い | 「 強 そう じゃ な 
けれ ば いけ な い | と な る と 、 ま た 面倒 くさ いこ と に な る の で 。 こ の ふた り 
は すご くい いと 思い ます 。 や っ ぱり 「 弐 」 だ か ら で き た と 思い ます ね 。 
中 田 :|1] で は 、 で き な か っ た か も し れ な いで すね 。 

田口 : 落ち 着い た 雰囲気 と いう の は 自分 で も 好き な ん で すけ ど 、 そ れ を 一 
発 目 に 持っ て きた 場合 、 基 本 的 に カッ コ つ け て スル ー さ れる こと が 良く な 
いと いう の が ある の で 、『1』」 は キャッ チー な キャ ラ で 、『 弐 」 は 差別 化 と 
いう 意味 で も し っ と りさ せる と いう 感じ で 。 

小早川 : あと ディ アド ラ が 「『 弐 」 に な っ て メガ ネ を 外し た の は ? 

中 田 : イベ ント で も 必ず 聞か れる ん で すけ ど 、 校 長 の メガ ネ が 無く な っ た 
の は 、 私 が 描い て いる と き に 付け 忘れ た か ら で す …( 笑 )。 

田口 : ディ アド ラ の メガ ネ が 無い の は 気付 いて いた ん で す 。 デ ィ ア ドラ の 
メガ ネ と フィ フ テ ィ ニー( の フレ ー バ ー テ キス ト ) が 16 歳 に な っ た こと は 、 
多分 拒否 反応 を 示す の で は と いう の は 感じ て いた ん で す 。 た だ …、 あ えて 
と 思っ て 。 意外 性 っ て ある じゃ な いで すか 。 ひ ょ っ と し た ら … と 思っ て 狙 
っ た ん で すけ ど 、 み ん な 拒否 反応 で 終わ っ て し まっ た ん で す ( 笑 ) 。 
広報 西村 : 16 歳 に は みん な が っ か り し て まし た よね 。 

中 困 : 確か に が っ か り し て まし た 。 

異 田 : 試し に で き あ が っ た カー ド を 見 て | えー? 167?」| ( 笑 )。 

田口 : 違う ん で す 。 そこで 欲求 不満 が さら に 継続 に 繋が る ん で す 。 

中 田 : で も みん な セラ フィ ー・ ル カ に 流れ ちゃ っ た じゃ な いで すか 。 
田口 : みん な 過去 は 引き ずら な いと ( 笑 ) 。 

新 称 号 と 称号 ポイ ント 争奪 に つい て お 伺 いし た い の で す が 。 

小早川 : これ も 本 当 は 藤澤 さん が お 話し た ほう が いい ん で すけ ど 、 間 積 型 
の ゲー ム で アワ ヴァ ロン 以上 の 称号 を た だ 作っ た に し て も 、 実 非 に な っ て し 
まっ た ら 、 辞 め る きっ か け に な る と 思っ た ん で すね 。 それで 僕 と 藤澤 さん 
ょ 『 バ ー チ ャ ファ イタ ー』 が 大 好き な ん で すけ ど 、 ポ イン ト 和 名 奪 み た いな 
も の を 入れ た ら ど うだ ろう と いう 発想 か ら 始ま っ た ん で す 。 で も 作っ た は 
いい ん だ けど 、 ア ヴァ ロジ シン ユ ー ザ ー は 故 わ れる と いう の が すご く 嫌 な ん じ 
ゃ な いか と いう 不安 は や っ ぱり あっ た ん で す 。 ポ ボ ポイ ント 増減 の 値 と か も ユ 
ー ザ ー の 反応 が 最後 まで 見 えな く て 、 最 後 ま で 試行 錯誤 し て まし た ね 。 
田口 : 長い 議論 だ っ た よね 。 

ーー 『1.001] の カー ド の イラ スト も リニュ ー ア ル さ れ ま し た が 。 

田口 : モチ ー フ が 決ま っ て いる か ら こ ご こそ で きる 遊び と いう 感じ で 、 仕 掛け 
法 か っ た と で す 。 た 坊 、 先 に する 人 は 気 に す る けど 、 ス ルー する 人 人 ほ ス 
ルー する と いう 読み で し た が 、 思っ た より 反応 は 良く て 。 | また 「1』 の カ 











ー ド か 出 た | と が っ か りさ せ て し まう こと の 回 避 で も あっ た ん で す 。 カー 
ド 能 力も 一 緒 に 変わ り ま し た か ら 、 カ ー ド イラ スト と 相乗 効果 で 、 さ ら に 
みん な の 印象 が 強まっ た の か な と 思い ます 。 

小早川 : 戦闘 支援 や 魔法 カー ド は 納品 する 3 ヶ月 前 まで 発注 を 待っ て た ん 
で す 。 モ ンス ター だ と 、3D に な っ て いる キャ ラ が いて 、 裏 面 の イラ スト も 
あっ た ん で モチ ー フ は ある ん で すけ ど 、 戦 闘 支援 や 魔法 は イラ スト その も 
の が モチ ー フ に な っ て る ん で すね 。 そ れ を 変え る こと が 個人 的 に 恐かっ た 
ん で す 。 で す の で 、 田 口 さ ん と 相談 し な が ら 、 あ と 発注 スケ ジュ ー ル が か 
な り 央 し か っ た の で 、 最 後 の 最後 で まとめ て 作っ て まし た ね 。 

田口 : 戦闘 支援 や 魔法 カー ド は 、 ど こま で モチ ー フ を 踏襲 する か で すご く 
1M み まし た ね 。 

中 田 : 一 度 絵 が で き て し まう と 、 う か つ に 内 容 を 変え られ な いん で す 。 
異 田 : カー ド の 効果 と 連動 し ちゃ っ て る か ら ね 。 

田口 モチ ー フ を 踏襲 する こ 人 ほ 補 デー 
フ と し て 踏襲 し や すい ん で すけ ど 、 0 、 絵 の 窪 囲 気 だ 
っ た りす る ん で 、 そ れ を 踏襲 する と 足かせ に な っ て 描き に くい だ け と いう 
の が 残る ん で す 。 だ か ら 、 全 部 抑え な いで 、 で きる も の は 要 所 要 所 抑え つ 
つと 、 そ の あたり が 難し か っ た で すね 。 

小早川 : 結果 的 に は 田口 さん が 狙っ た 通り 、 最初 は 違和感 あっ て も 、 特に 気 
に し な いで 順応 し て いく と いう 方 が ほとん ど で 、 う まく いっ た と 思い ます ね 。 
オォ オープニング デモ (ムー ビー) が | 弐 | に な っ て 、2 種 類 に 増え まし た 
けけ を 。 そ て れ ル どう し て で し ょ うか が か? 

異 田 : 今 まで は イメ ー ジ ムー ビー の デモ だ け で 、 ゲ ー ム を 説明 する た め の 
デモ が 無かっ た ん で す 。 ゲ ー ム の 画面 を 出さ な けれ ば いけ な い だ ろ うと い 
うと と で 。 ち う ひ と つ デ 氏 も 才 て うと 。 夷 際 に ゲー ム を プレ イ し て いる 
映像 を 出す と いう 話 も あっ た ん で すけ ど ね 。 

田口 : た だ 、 パ ッ と 見 て 「 面 白 そ う ] と 思わ せる こと が 一 番 大 事 か な と 。 
中 田 : 要 は テレ ビ CM み た いな も の で すね 。 

jj 
編集 自体 は 藤澤 が 全部 や っ て いた ん で すけ ど 、 最 後に 見 て 「 こ 絵 を 用 
意 し た ほう が いい だ ろう | と いう も の を 用 意 し て 、 あ の 形 に 1 
どの モン スタ ー を 出す か で 悩み まし た ね 。 

異 田 : 実は 最初 ね な …、 カ ル ノ の と ころ で 「 正 統 な る 竜 族 の 未 商 よ ! 
心 に 答え よ 唱 と いっ て | お 、 か っ こい いじ ゃ ん | と 思っ た ら 、 最 初 に 

て きた の が ドラ ゴロ ッ ク ( 笑 )。 

中 田 : ドー ン 、 ゴ ロゴ ロゴ ロ …。 

異 田 : | お め え 正統 じゃ ね えよ | っ て (一 同 爆 笑 ) 。 そ れ で 正統 な 竜 っ て な 
ん だ ろう と 考え て 、 鉄 (くろ が ね ) の 竜 に し た ん で すけ ど 、「[ 弐 」 で は 出 て 
こない 予定 江 っ た ん で 、 山 すか どう か で 悩ん だ ん だ よれ 。 

田口 : アヴァ ロン の ユー ザー さん は 、 能 力 と 文章 を 特に 知り た い だ ろ うと 。 
だ か ら 絵 に 関し て は どん な も の を 出し て も 、 そ の 先 に まだ 欲し いあ る と 思 
わせ る こと が で きる の で 、 鉄 の 竜 を 出し た ん で す 。 あ と ムー ビー 最後 の ワ 
ン シ ー ン は 狙っ て 入れ まし た 。 1 反応 し て くれ る か な ? | っ て 。 

小早川 : ムー ビー は 新規 ユー ザー さん に 向け て 作っ て いた の で [新規 ユ ー 
ザー さん が 目 に 付く と ころ っ て な ん だ ろう 」| と 話 を し て いた ん で す よ 。 そ 
こ で ゲー ム 画 面 を 表示 させ て も 「 ん ?」 と 理解 し に くい と 思っ て し まう ん 
で すね 。 だ っ た ら 世 界 観 か ら 入 れる も の を 提供 し た ほう が いい ん じゃ な い 
か な と 思っ て 、 あ の よう な 形 に な り ま し た 。 

ーー カー ド 表 の イラ スト が 画面 上 に 見 られ る よう に な っ た の は ? 

異 田 : カー ド の 絵 が リニュ ー ア ル さ れ た こと も あっ て 、 昔 の カー ド で デ ッ 
キ を 組ん で いる と 違う 絵柄 の カー ド が 画面 上 に 出 て くる ん で すね 。 そ れ が 
自分 で や っ て て も わか り に く か っ た の で 、 な ん と か 拡大 し て 表 の イラ スト 
を 見 た いな と 思っ た ん で す 。 裏側 だ け よ り は 、 タ ッ チ し た ら 表 も 見 られ る 
よう に し な いか と いう 話 に な っ た ん で す 。 そ うし た ら 実 際 の カー ド よ り も 
大 きく 表示 され る の で 、 見 え に く いと ころ を 見 える よう に な り ま し た 。 あ 
MM 0 000 

朝 廊 : あそこ 思い 切っ て メモ リ を 割 き まし た ( 笑 )。 

中 田 :| こ し おい | は つん で す 。 そう 思 た らら | 有 ? 入 
dl 

呉 田 : 一 時 期 本 当 に 入ら な か っ た ん で す よ 。 

朝 廊 : 入れ て みせ る | る て 気合 いで 入れ まし た ( 洋 )。 











中 田 : ルカ の 場合 











は ディ レク ター TO 
に 開発 を 担当 し た 中 心 人 物 。 好き な キャ 
ラ は アリ ュー シャ 、 好 き な カ ー ド は | 自 
分 に 似 て いる と ころ を ちょ っ と 持っ て い 
る か ら | と いう こと で ギャ ーッ 。 








特性 な ど に の 


ー ド ・ カ ー ド 衝 
MI ファ ミレ ス の 注文 の 時 に 「 ラ イス 大 盛り ] を 1 ライ フ 大 盛り 」 プ 
に えた り 、 
っ た リ ・ 


| レス トラ ン 街 | を | スト ラク ラー | と 間 き 間 邊 
。 無 本 的 に 記憶 が な いで す ( 笑 ) 。 

る | 康 開発 時 の 思い 出 や エピ ソー ド 

式 」 で は ほとん どの 部 分 を や ら さ せ て も らい まし た 。 特 に 時 間 を か 

けた の は カー ド 能 力 と マッ プ 。 カ ー ド は ふん たり で と に か く 孝 えま く 

り ま し た 。 者 詰まる と 「 攻 撃 値 に カー ド に 書い て ある 漢字 の 画数 を 

プラ ス す る 」 と か 「 対 戦 相手 の デッキ 全て を 暗黒 魔王 に する | と か 、 

そん な アイ ズ ィ ア し の か の 昌 て こなみ く な っ て 大 容 で す 。 

[ 弐 」 の マッ プ に つい て 

マッ プ は 【 プ レイ の し や すさ き 】 を 第 一 に 考え て 作り まし た 。 TI の 

ころ は ルー ト が 固定 し て た り 、 モ ンス ター 配置 され る と 昌 ブ ルー 

ケル ピー ー が な いと 回 層 で き な か っ た り 、 回 避 で き な い か ら 遠 距離 戦 

を 挑ん で 泥 試 合 に 突入 し た り … と いう 状況 を 変え た か っ た ん で す 。 そ 

の た め 、 ほ こら 間 の マス 数 を 続 一 し 、 ル ー ト を 多く する よう に し ま 

し た 。 ま た 、 ゲ ー ム 中 に 変化 を 持た せる た め に や ・ 符合 作 0a 

人 チェ ン ン ん る 困 和 人 し まし た 。 最初 の ころ は 、 短 タ ー ン ご と に 構造 己 

ェ ン ジ が 起き る 仕様 に な っ て て 、 1 の の し だ 
人 金 伏 ゲー ム に な よら を か っ た で す 。 慣れ る と これ は ほこ れ で 別 

アウ ァ ロ ン に な っ て まし た ね 。 マ ンプ 作成 の 作業 宣 が 多く 、 騙 張っ 

25 種類 作 る つも り で し た が 途 SO 面 と 

カメ ポポ ン 面 を 作ろ うと し た の が いけ な か っ た … 

久 小 早川 氏 と の 議論 に つい て 

アワ ァ ロ ン 全 般 に つい て の ほとん ど を 小 星 用 と 喧嘩 … い や 、 真 剣 に 

話し 合 っ て 決め まし た 。 休憩 所 で 話す こと が 多い の で す が 、 居座る 

こと が 多く 、 ビ ッ グ ボウ の 移動 値 を 3 か 4 か で 揉め て 、 他 の 人 を 退出 

させ ちゃ いま し た 。 ご めん な きる いし 。 

る ユー ザー へ ヘ メ ッ セ ー ジ 

アヴァ ロン を も っ と も っ と 楽し ん で も らい た いと いう 一 心 で す 。 今 

後 も アヴァ ロン の 世界 が 広がり 続け る こと を 願っ て ます 。 


















\ っ ぱい お 伺い し て きま し た が 、 ま だ ほか に 何 か 大 変 だ っ た と ころ は 


あり ます か ? 
小早川 : e 
異 田 : カー ド の プロ グラ ム 自 体 も 、 も う 一 度 全部 や り 直 すこ と に な っ て 。 
小早川 : キン グ オ クト バ と か … 
異 田 : で も 何 か あ る と 悪さ きす る の は キン グ オ クト バ な ん だ よね 。 プ ログ ラ 
ム 的 に 。 

ーー それ は 『1 
異 田 *! も うず っ と で すね 。 ソ フト 的 に 


目 分 は や っ ぱり カー ド 能 力 の リニュ ー ア ル で すか ね 


、 あ あと ば コア ラ 先 年 で し よう か 。 


] の ころ か ら で す か ? 


トバ と 魔法 反射 と ルカ 。 
、 も う バ ババ っ と 、 ま と め て テレ ポー ト ( 笑 ) 。 


3036005408 





ー 番 面倒 くさ い カ ー ド は キン グ オ ク 


気 に な る | アウ ァ ロ ン の 鍵 」 の 今後 は ? 

そし て ユー ザー に 向け て の メッ セー ジ 
ーー 『 弐 』 が 稼働 し て 時 間 も 経っ て ます が 、 続 詩 ニ こ = 

は いか が で し ょ うか が 7? 

内 谷 : 今回 の 設定 資料 集 も そう で すけ ど 、 ロ 

広げ て いき た いと 思っ て いま す 。 店 還 ED 

し て 、 そ れ に 向け て 動い て いま す 。 そ し て ゲー ム 

と を 一 通り 盛り 込ん だ と ころ で は あり ます が 、 

田口 : この 本 で も 見 慣れ な い キ ャ ラク ター が 載っ て 

た ら 続 編 に 登場 する か も し れ ま せん 。 ほ か に も すでに 

ら な い モ ンス ター を 出し た り し て ます か ら 、 そ の 行方 も 

思う の で 。 活躍 の 場所 を あげ た いで すし ( 笑 )。 

小早川 :「1」 時 代 に いろ いろ あり まし た けど 、[ 弐 |] で デー ニ こ < ーー 

を 舗装 し た ん で す 。 le それ を 伸ばし て いき た 

HE に 走る の で は な く 全 力 で 突っ 走 
時 POOF2 らら ロロ に の の 

滞 昌 と 2 チ た | これ 以上 思い つき ませ ん | っ て 

ね ( 笑 ) 。 

中 田 : も う 出 な さそ う ? 

小早川 : も う 

熊谷 : 言え ば 何 か 出 て くる か ら 。 

田口 : きっ と 20 年 は 出 て くる か ら ( 笑 ) 。 

小早川 : は い 。 頑 張り ます 。 

田口 : 次 は シリ アス 路線 で 、 お 色気 一 切 無 し に し よう か と 。 

上 熊谷 : え ーー? 

田口 ギャグ も 一 切 無 し 。 

中 田 : え ー? 

異 田 : そん な わけ な いっ て (一 同 爆 笑 ) 。 


- 計上 Qt き 
し 6 1 (上 7 1 
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上 熊 谷 : この 本 が 発売 され て 、 そ う 遠 く な い 時 期 に な ん ら か の お 知ら デー 


きる と 思い ます 。 楽し み に し て いて 下 き い 。 
ーー それ で は 最後 に 一 言 ず つ メ ッ セ ー ジ を お 願い し ます 。 
朝 訪 : そう で すね … よ ろ し く お 願 いし ます と いう と ころ で 。 


異 田 ! ソフ ト は な か な か 気 の 利 い た こと が いえ な い の で す が 、 今後 と も よ 


ろ し く お 願 いし ます 。 

中 田 : も う 3 年 ざら いや っ て る ん で す よ ね 。 そ ん な ( 
最初 は 見 せる よう な つも り も な か っ た よう な も の も 載っ て いる と 足 っ 
すけ ど 、 み な さん の 目 に 触れ る こと が で き て 嬉し く 
「『 ア ヴァ ロン 』 を よろ し く お 願 いし ます 。 

田口 :「『「 ア ヴァ ロン 」 は 、 ユ ー ザ ー の 人 に 楽し ん で も らい た いと 思 
す 。 そ れ は キャ ラク ター で あっ た り 世 界 観 で あっ た り …。 と に か く 
で ちら いた だ いと 。 それだけ で す 。 


小早川 : すご い 長 い 時 間 か け て 、 ち ょ っ と ずつ 完成 に 向け て 積み 上 げた 
思い まず の で 、 ま 江 光 っ あ ごと の な い 方 空 、 
の 資料 集 を 読ん で 気に入っ て いた だ いた 方 も 、 そ ん な に 難し く な いで すし 、 


の が 、 よ う や く 完 成 し た と 


頑張 れ ば 追い つく と 思う の で 、 き っ か け は な ん で あれ 「 ア ヴァ ロン 
め て いた だ けれ ば と 思い ます 。 ど う ぞ よろ し て お 願い し ます 。 
金澤 : ゲー ム の 中 だ け で 出 て いた 絵 と か キャ ラ が 、 設 定 資料 集 と か 独 


た も の と し て 、 ど ん どん ゲー ム の 外 に 出 て いく と いう こと は 、 ゲ ー ム カ ヵ カ 


愚 い ます 。 これ が か 


さ メ 
深 り 


に 長い 間 や っ て き て 


ーー 二 
クン ネネ 
て 


じゃ な く て も ファ ン を 増やす 機会 が で きた の で は な いか な と 思い ます 。 


ロ デ ュ ー サ ー も すご く 喜 ん で いる の で は な いか と 思い ます ( 笑 ) 。 
本 
な る | カー ド マ ス ター| と か 、 そ うい う 言 葉 に し な か っ た の も 、 こ 
ふう に ゲー ム の 世界 だ が け じ ゃ な く て 、 い ろ い ろ な 形 で ユー ザー さん ( 
に 行き 渡っ て ほし いと いう 願い か ら 名 前 を 決め まし た の で 、 いろ ん を 方 
手元 に アヴァ ロン が 手渡 っ て いっ て 、 残 り 続 け て ほし いな と 思っ 


9 人 ざ ! ( 
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ーー 
/ イ 
プ ゴ マフ 


それ で も ちる ゲ ー ム で 動い て いる と ころ を 見 て いた 定 ぎ きた い の で ゲー ムセン 


ー に 足 を 運ん で 、!『 ア ヴァ ロン の 鍵 ] 
ーー 本 日 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 


選 陳 れ て いた だ きた いと 邊 い ます 。 


ーー 


グ 








石 
章 


且 ペ ツラ 


ええ 
Rd カタ 
デ 


ォ ォ 


カバ ー イ ラス ト 「 認 依 写 真 」 


・ 学 園 風景 を 描い て いる イラ スト が ほとん ど な か っ た の で 
| 学校 の 校門 前 と か で みん な が 並ん で 記念 写真 風 と いう 
の は いか が で し ょ う ? | と 田口 さん に お 話し し まし た 。 
た だ 描か れる の は プレ イヤ ー キ ャ ラ だ け だ と 思っ て いた 
の で 、 ラ フ を 見 た と き は すご く 驚 きま し た 。 そ し て いつ 
の 間 に か 相関 図 ま で 作ら れ て いま し た … ( 編 : 佐藤 ) 


・ 実 は 佐藤 さん に 「 記 念 写 真 ] と いわ れ た 時 に 、 す ぐ こ の 
構図 が 思い 浮か が びました 。 ア カ デ ミ ー は プレ イヤ ー 以 外 
の 表情 が 見 えな か っ た の で 、 他 の 生徒 達 の 存在 と 関係 が 
見 せれ た ら と 思い 描い て し まい まし た 。 (田口 ) 
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※ プ レイ ヤー カー ド 「 コ ッ ペ リア 」 は 、 コ レク ショ ン ア イ テ ム で す 。 ゲ ー ム セン ター で 稼働 し て いる 『 ア ヴァ ロン の 鍵 
シリ ー ズ で 使用 する こと は で きま せん 。 
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編集 後記 


一 番 最 初 に 資料 集 の 企画 の お 話 を させ て い 
た だ いて か ら 約 半年 。 な ん だ か 長かっ た よう 
SM あら と め ぬう 開 だ っ た 挟 が し ます 。 と うし 
て 形 に な っ て みて 一 番 敬 い て いる の は 自分 自 
身 で す 。 そ れ ま で は た だ の いち ユー ザー で し 
か な か っ た の で …。 内容 も 最初 は ここ まで 設 
定 資 料 の 度合 い は 強く な か っ た ん で す 。 で す 
が 開発 の みな さん が いろ ん な こと を や り た い 
と 提案 し て いた だ き 、 お 忙し いと ころ 時 間 を 
さい て 、 こ の 本 を いい も の に し た いか ら と 
「 場 力 的 ] と いう 革 囲 を 超え て お 力添え を し 
て いた だ きま し た 。 こ ちら の 制作 作業 は ライ 
ター も な く 、 ほ ぼ ば すべ て に お いて ひと り だ け 
と いう こと で 辛い こと も あっ た の で す が 、 思 
い 入 れ の ある 『 ア ヴァ ロン 」』 に 関わ っ て いる 
こと 自体 幸せ で し た し 、 開 発 の みな さん の 夫 
意 が 伝わる よう に 、 至 ら な い 点 が 多い な が ら 
も 稚 戦 し た つも り で す 。 ま た 、 私 事 で 大 変 恐 
縮 で す が こ の 本 で 一 区 切り と な る の で 、 集 大 
成 と 思い な が ら 作 業 を し て まし た 。 カ バー イ 
ラス ト に 「 記 念 写真 ] と 付け させ て いた だ い 
た の で す が 、 自 分 の 中 で は ある 意味 立派 な 卒 
業 ア ル バ ム に な っ た と 思い ます 。 

お 会 いし て いる 方 も し て いな い 方 も いる か 
と 思い ます が 、 こ の 本 に 関わ っ て いた だ いた 
開発 の みな さま や 関係 者 の みな さま 、 意 見 を 
も ら っ た り 質 問 作 り に 協力 し て くれ た 東京 ・ 
千 業 アヴァ ロン の 友人 の みん な に 感謝 いた し 
ます 。 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 

2 いろ ん な 方 の 想い が 詰 
まつ て で きだ こめ ポ を 。 
ずっ と 、 い つま で も 大 恩 
に し て いた だ けれ ば 幸せ 
で す 。【 好 き な キ ャ ラク タ 
ー は コッ ペリ ア 、 好 き な 
9 一 ドド 儲 目 く ら まし : 閑 
紀元 社 編集 部 佐藤 和 也 】 
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遂 か 東 の 地方 、 大 古 に 無 か ら 生 を 創る 秘 
術 が あっ た と いう 。 そ の 呪 わ れ た 業 に 。 
り 「 MS 1 ( 


っ Illlus。 Azumi Nakada 
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